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『海は虚無ニエンテそのものだ』

　いつ見てもそこに青く広がるだけの海を、虚むなしさにたとえる漂流者は多い。

　孤こ独どくと飢き餓がに苛さいなまれながら波に漂う彼らにとって、不変の青は絶望の象徴だ。

　ゆるやかな潮は自分を陸おかへと運んでくれない。

　穏おだやかな満ち干きは救助の気配を感じさせない。

　今、周囲を水平線に囲まれて、身一つで海に浮いている少女たちも、同じ絶望を感じているはずだ。

　二人の少女のうち、大きい方は小さい方を支えて懸けん命めいに立ち泳いでいた。

「大丈夫。助けはきっと来るよ」

　励ますように小さい方へ微笑ほほえみかける少女。その笑顔は血の気を失っていた。肩や額ひたいからは鮮やかな血が染み出し、とくとく海へ還かえっていた。

「……来ないと、思います」

　小さい方はただ海に浮かんでいた。

　体力の限界が近いのだろう。紫むらさき色いろの唇くちびるを震ふるわせて声を絞しぼり出す少女は、目元から静かに涙を零こぼしていた。大きい方の少女同様、赤く染まった額には栗色の毛が濡ぬれて貼り付いている。

　空には太陽が白く輝いていた。

　しかし、波に洗われ続けた二人の体温は、すっかり海に奪うばわれてしまっている。

「ダァジョーブ。ボクたちはきっと助かるよ」

　大きい方が痛みをこらえて無理に微笑み、そのまま周囲に視線を向けた。

　ぐるりを水平線に囲まれた大海原。

　波間にぽつんとたゆたう二人は、昔ビフオアのたとえを用いれば砂漠の砂一粒と変わらない。それを見つけるのはひどく困難で、また見つけるだけの価値もない。

　海と空。二色の青しか存在しない現代アフターで、漂流者を助ける者は漂流者自身しかいない。

「助かりません」

　小さい少女が見つめる先には、更なる絶望が存在していた。

　海からひょろりと伸びた「足」が、少女たちを遠巻きに囲んでいた。

　ギザギザと歯の生えた「首」が、海から突き出し青く輝いていた。

　二人に血を流させた海かい獣じゆうが、青く輝く触手をうねらせ──吠ほえる。

「ケャァァァァァッ！」

　けたたましい『スキュラ』の「声」が、絶望の海に響ひびき渡る。

　小さい少女が悟さとったように、微笑みながら言った。




「助けは『絶対に』来ないんです。ここは……セントゥリア海かい峡きようですから」
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　洗いざらしたデニムのように、群ぐん青じようと白が海面に皺しわを立たせている。

　空では雲が風にちぎれ、夏の日差しをあられもないほど露ろ出しゆつさせている。

　大海原と快晴の天──。

　陸なき惑ほ星しのひとつ海には、いつもいつでもこれしかない。

　そんな全天球の青いパノラマに、一艇ていの巨大なヨットが帆はん走そうしていた。

　どぎついピンクの船体で海を割り進む三百フィート級のメガヨット。

　その船上で、アキはがたがたと震ふるえていた。

　小麦色の肌を世界と同じ真っ青に染め、セイラー服を着た「少女」はただただ怯おびえていた。

「テメェ、『スキュラ』のエサにされてぇのか！」

　アキに向かって怒鳴りつけたのは、細いデニムズボンの上にショッキングピンクのライフジャケットを羽織った、ひょろりと手足の長いノッポの男。

　男は『バット』と呼ばれるビフォアの棒きれを片手に、モサモサと肩まで伸びた髪かみを振り乱して下からアキを責め立てる。

「そのセイラー服のスカート──海の男の勲くん章しようの中に、タマぁついてんのか！　あぁ？」

　ノッポの男にどやされても、アキは返事することもままならない。

　どころか今いる場所の高さに怯ひるんでしまい、風で胸元までまくれ上がったスカートを押さえることすらできないでいる。

　遥はるか昔ビフオアに、すべてが海に沈しずんでしまった現代アフター。

　地上という概がい念ねんのないアフターにおいて、セイラー服は紆う余よ曲きよく折せつの誤解を経て、船で海を行く男たちのユニフォームとなっている。涼し気なブラウスとプリーツスカートさえ身につければ、アキのような少女でも立派な「海の男」として見られる。

　ゆえにノッポから「男」として扱われているが、見え隠れする下着の柄でもわかるように、アキは正しよう真しん正しよう銘めい十五歳の少女だ。しかし下からアキを見上げる男には、青い横縞マリンスタイルが見えていない。

　なぜなら──。

「むむむ、無理っ！　無理ですっ！」

　アキは今、ボースンチェア（高所昇降用の布ぬの椅い子す）に腰こし掛かけながら、船のマストトップ（帆ほ柱ばしらの先端）にしがみついていた。ビクビク震えて涙目で、遥かなデッキを見下ろしていた。

　日頃のアキは船を操るメッセンジャーを生業としている。当然一般的なヨットのマスト──多くは十メートル前後──に登って作業するくらいはアサメシマエだ。

　だが、この船は全長二百九十フィートに及ぶメガヨットの「キルケ号」だ。

　下手な浮うき島しまより巨大な船体には三本のマストがそびえ立ち、現在アキがいる一本の頂点はデッキからおよそ六十二メートル離れている。

　遥はるか下方で喚わめくノッポなど、アキから見ればニンゲンムシよりも小さな存在だ。

「だって、手がこんなに震ふるえてっ……ううっ」

　ビルが林立していたビフォアならば大した高さとは言えないだろう。しかし平たいアフターの海に暮らすアキにとって、それは初めて経験する「高所」だ。異なる次元に触れるに似た恐怖は、多感な年頃の少女から羞しゆう恥ち心しんすら奪うばい取る。

「そんなんじゃいつまでたっても三等サードになれねぇぞ新ヌ入ーりブ！」

　下から聞こえるノッポの罵ば声せい。

　そこに含まれた「三等」という言葉を聞いて、アキはハッと我に返った。

「ボクは、パラスアテナを取り戻すんだ……！」

　震える両手をマストから離し、なるべく下を向かないように前方の水平線を見る。

　世界は今日も青かった。デッキの上から眺ながめても、六十二メートルの高さから見下ろしても、きらきら輝くひとつ海は、果てなくずっと続いている。

　空と海に育はぐくまれたセイラーにとって、不変の青は希望の象徴だ。

「たっ、たくさん生きろ！」

　アキはスカートのポケットに手を入れて、友人であり師でもあったオウムガエルの遺骨を握りしめた。『タクサンイキロ』と頭に響ひびいたキーちゃんのオウム返しに勇気を得る。

　チェアの座面に引っ掛かけた錆さび止どめスプレーを手に取った。マスト先端内のブロック（滑かつ車しや）にノズルを向けてスプレーの霧きりを吹き付ける。

　それを何度か繰り返すと、アキは腕を回して六十二メートル下へ合図を送った。

「お、終わりましたっ」

　まくれ上がったスカートを押し込むように、脚の間に手を入れてチェアの座面を握る。

　デッキにいるノッポがロープを引くと、ガクン、ガクンと、チェアが揺れながら高度を下げていく。よせばいいのに時々下を見てしまい、アキは再びマストに抱きついてノッポに怒鳴られる。

　ひいひいと六十二メートルの降下を終え、ようやくセイラーの足がデッキを踏ふむ──。

「チンタラやってんじゃねぇ！　『ウィッチファミリー』ナメてんのか新入り！」

　ノッポがボースンチェアの座面を思い切り蹴け飛とばした。

　まだ地に足をつけていなかったアキは、顔からデッキに倒れ込む。

「日が暮れるまでに残りのマスト二本。それが終わったらロープの整せい頓とんと、お頭かしらの部屋のベッドメイク。その後は朝の四時までワッチ（見張り）だ。獲え物ものを見逃しやがったら腕一本じゃすまねぇぞ！　海とファミリーは甘くねえ。わかったか新入り！」

「……ヨーソロー」

　血の滲にじんだ口元を拳こぶしで拭ぬぐいながら、アキは了解の声を返した。




　三年前──。

　アキはならず者の海賊シーロバーたちにより、両親と引き裂さかれた。

　その後は悲しみの中で出会ったオウムガエルのキーちゃんとともに、西へ東へ船を操り、人から人へ希望を届けるメッセンジャーとして二年間を生きる。

　だが、一年前には名もなき浮うき島しまでキーちゃんと愛船パラス号も失った。

　孤こ独どくと絶望、そこに不運も重なり死に瀕ひんしていたアキの下へ、突然救いの女神が現れた。

　フッカーとして働いていた少女──タカは、アキに再び生きる希望とパラスアテナという船を与えてくれた。

　アキとタカ。二人の少女はパラスアテナ号に乗り、世界を巡る冒険へと漕こぎ出す。

　その矢先、アキはまたしてもシーロバーによってパートナーと分かたれた。

　しかし、二年をかけて成長した少女は、自ら海かい賊ぞくのアジトに乗り込んでタカを救う。その際アキは背中をボウガンで射抜かれたが、タカの医い療りよう知識のおかげで一命を取り留めた。

　この時、タカはケガをしてばかりのアキのために、パラスアテナを降りてきちんと医療を学ぶ決意を固める。

　アキは再び一人になったが、それは今までのような悲しい別れではなかった。

　二人の少女は一年後の再会を約し、いったん別れてそれぞれの道を行く。

　タカが心を入れ替え真面目にドクターを目指す一方、アキは自らの甘さが招いた過去を省かえりみ、一流のセイラーになるべく一人で果か敢かんに海を行っていた。

　その結果、現在のアキは《セントゥリア海かい峡きよう》で暴れる悪名高き『ウィッチファミリー』の一員、あれほど自分を苦しめた憎にくむべき存在のはずの──。




　海賊シーロバーになっていた。
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「つか……れた……」

　バナナパスタのように絡んだロープの束と悪戦し、初めて見る豪ごう奢しやな天てん蓋がい付きベッドのボックスシーツと苦く闘とうを終え、アキはへろへろと自室へ戻った。

　かつては三等航海士が使っていたであろう、圧迫感のある狭い部屋。

　わずかな月明かりが差し込むだけの暗い室内には、スプリングの飛び出したボロボロの二段ベッドがある。

　上段に同居人がいないのを確認すると、アキは下段のベッドへうつ伏せに倒れ込んだ。

　煤すすけた枕からもわんと埃ほこりが舞い上がったが、もはや何とも思わない。

　手のひらは左右両方マメだらけ。余計な肉の付いていないふくらはぎが重い。背中の筋は固くこわばり、ピクピク小刻みに痙けい攣れんしている。

　髪かみの先から爪つま先さきまで、アキは全身余すとこなく疲れきっていた。

「なんで、こんなことになっちゃったんだろう……」

　闇やみの中でぼそりとつぶやき、タカと別れてからの一年を振り返る。




『一年後に東のイロゥ・フロートで待ち合わせ。遅れたらウミクワガタで鼻ピアスよ』

　そうタカと約束してから、アキは腕を組みつつ考えた。

　将来的にアキが成したいことは二つある。

　一つは南方の《サクラジマ》で預かった荷物を、北の《シキバ》フロートへと届けるメッセンジャー仕事の完かん遂すいだ。

　オレンジ色の防水ケースに収められたメッセージには、納期が存在しない。もちろんなるべく早く届けたいが、遥はるか彼方の《シキバ》へ向かうには相応の準備が必要になる。

　ならば《イロゥ》でタカと再会後、スムースに《シキバ》へ向かえるようにと、アキは「蓄財」を考えた。

　一年後にタカと会う《イロゥ》を目指しつつ、行く先々でメッセンジャー仕事をこなす。そうして水や食料、ポリ油にタウエル布といった日用雑貨をなるべく多く手に入れる。

　やがて二人が再会した暁あかつきには、アキのがんばりを見て「見直したわ」とタカが優しく抱きしめ頭を撫なでてくれる──。

　タカと航路を分かった後、アキはニヤニヤと頰ほおを緩ませながら東を目指し始めた。

《イロゥ》を目指す道程では、様々なフロートや浮うき島しまにも立ち寄っていた。

　これはアキが成すべきもう一つのこと、「両親との再会」の情報集めも兼ねている。

　三年前に生き別れになったアキの両親は、今もひとつ海をゆらゆら漂っているはずだった。二人ともがのん気なもので、血眼になって娘を探したりはしない。生きていればそのうち会えるさと、波に任せて気ままに海を流浪している。

　アキもまた、そんな両親を必死に探してはいなかった。

　立ち寄り先で一応行方を尋たずねてはみるが、情報が得られなくても落胆することはない。以前は死にたくなるほど寂さびしかったが、今は『いつでも両親と同じひとつ海の上にいる』と割り切って日々を生きている。自分も父母に似てきたかもと、笑う余裕もあった。

　そういう意味ではこの一年、アキの旅路に大きな問題はなかった。

　ハナマチ筏いかだの幽霊船ゴーストシツプでフッカーの少女と出会ったり、人の顔をしたふてぶてしい魚に人生を説かれたような気がしたり、破損したラダー（舵かじ）を修理するため滞在したラ族の浮島が思いのほか居心地が良かったりなどしたが、メッセンジャーで生計を立てつつ《イロゥ》を目指すアキの旅は、波乱の過去に比べれば順調と言えた。

　時間と、距離さえ考えなければ──。




「タカちゃん、もう怒って帰っちゃったかな……」

　カビ臭いベッドに体を預けたまま、疲れた声でアキはつぶやく。

　相棒の少女と約した「一年後」は、もう一週間も前に過ぎていた。

　その上アキは目指す《イロゥ》へたどりつくどころか、いまだ目的地から遥はるか西の《セントゥリア海かい峡きよう》の上にいる。

　おまけに目下は海かい賊ぞく団だん『ウィッチファミリー』の新入りニユービーとして、バシャウマのようにこき使われている最中だ。

「本当に、なんでこんなことになっちゃったんだろう……」

　アキが二度目のため息を漏もらした時、入り口のドアが軋きしんで開いた。

「要領が悪いからですよ」

　かわいらしい声がぴしゃりと言い放つ。同時にパチンと音がして室内が白く発光した。

「う……」

　図星と眩まぶしさが目にささる。この「デンキ」と呼ばれる人工の白い灯あかりに、アキはなかなか慣れることができない。

　しょぼつく目をこすりつつ、顔をしかめながらドアの方を見る。

　そこに、露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔をした少女が立っていた。

　栗色の髪かみを頭の横で二つに束ね、青いリボン付きのカチューシャで額ひたいを露出させたいかにも利発そうな少女。

　そのつるりと清きよいおでこの下で、はしばみ色の瞳ひとみがじっとりアキを睨にらんでいる。

「あ、オルちゃん、おかえり」

　寝たまま片手を上げて応こたえると、不機嫌少女がつかつか歩き、ベッドでくたばるアキをギロリと見下ろした。

「わたしの名前はオルカです！　モッタイナイから略さないでください！　歳としは下ですけど、わたしの方がアキさんより一週間『先せん輩ぱい』なんですからね！」

「ごめんね……。オルカちゃん、お疲れ様……」

　疲れた顔でアキが訂てい正せいすると、オルカと名乗った少女は少し態度を和らげた。

「アキさんほどは疲れてませんよ。同じシーロバーに拉ら致ちされたドレイでも、わたしは『スチュワーデス』で、アキさんは『甲板員セイラー』。着ていた服が明暗を分けましたね」

　言葉の意味はよくわからないが、この十一歳の先輩が着ているエプロンドレスは給仕職の制服らしい。オルカはこの海賊船『キルケ号』の厨ちゆう房ぼうで、アキと同じく「新入り」という名のドレイとしてこき使われている少女だ。

「大体ごはんも食べに来ないで『ワッチに備えて少しでも寝ておこう』なんて、アキさんはアホですか？　フラついて海に落ちたって誰だれも助けてくれないんですよ！　この船には卑ひ怯きようで残ざん虐ぎやくで血も涙もない、海かい賊ぞくたちしか乗っていないんですからね！」

「オルカちゃん、ちょっと、声が大きいかも……」

　アキがやんわりたしなめると、オルカはわたわた慌あわてて入り口のドアを閉めた。

　凛り々りしくアキを叱しかっていた顔が動揺するさまはとてもかわいい。

　が、和んだアキが寝たまま笑みを浮かべていると、「何笑ってるんですか！」と、オルカは途端にぷんすか責め立ててくる。

「そもそも女のくせにセイラー服を着て男のフリなんて、ゴンゴドーダンも甚はなはだしいです！　そんなんだからアキさんは胸まで男なんですよ！」

「それは……関係ないと思うけど」

　さすがのアキも、同じ部屋で寝泊まりする少女に性を偽いつわってはいない。

　新入りの「男」であるアキが同室になると分かった時、オルカは大声で喚わめいて拒否した。アキはその騒さわぎを収めるため、ずいぶんと恥はずかしい思いをした経けい緯いがある。

「確かに胸は関係ないですね……」

　オルカがアゴに手を当てて、記憶を探るように一度うなずいた。

「でも、わたしの知っている女セイラーも、アキさんと同じく船を失いました。やっぱり女は海に出るべきじゃないんです」

　──船を、失った……。ボクは、パラスアテナを……。

　アキとタカ、再会を約した二人の思い出が詰まった大切な船。

　ある意味では自分の命より大事なパラスアテナを失った事実が、アキの背中に重くのしかかる──。

「もう！　そんなに疲れてるなら、アキさんも自分が女だってバラせばいいじゃないですか。そうすれば、わたしみたいにちょっとは楽な厨ちゆう房ぼう仕事に就けますよ」

　オルカはアキの心労を肉体疲労と見たようだ。

　少女の気き遣づかいはとてもありがたい。しかし今のアキには、どうしても甲板員として働かねばならない理由がある。

「うん、ありがとうオルカちゃん。でも、もうちょっと甲板員でがんばってみるよ。だから、ちょっと寝なきゃいけないから……ごめんね」

　頑かたくななアキの態度に、オルカがフンと不ふ機き嫌げんに鼻を鳴らした。

　やがて室内の明かりが消え、ギシギシとハシゴを鳴らして少女が上段ベッドへと登る。

「他人を信じるなんて、バカな人……」

　他人を信じない少女のつぶやきは、夢見るアキには聞こえていなかった。




　今から十日前──。

「青！」

　アキはタカの待つ《イロゥ》を目指し、パラスアテナで海を渡っていた。

　空はひたすら真っ青で、太陽以外に何もない。

　カエル型の風速計によると、西から二五ノットの風が吹いていた。木ロ片グを海に流さずとも、体に十ノット以上の風圧を感じる。セイリングには最高の風だ。

「タカちゃんとの約束まであと三日！　キーちゃん、応援して！」

　ポケットの中でかつての相棒の遺骨に触れ、アキは舵だ輪りんを回して小刻みにタック（風上航での風位転てん換かん）を繰り返す。

　とにかく最速で《イロゥ》を目指さねば、アキの鼻には大だい嫌きらいな虫のピアスがぶら下がることになる。ウミクワガタは厳密には甲こう殻かく類るいだが、虫の名前がついていればアキにとってはすべてが恐怖の対象だ。

「ひーっ！」

　高波をかぶって水みず浸びたしになる。濡ぬれたタンクトップを絞しぼりながらアキは笑っていた。

　──もうすぐ、タカちゃんに会える。

　その一年越ごしの希望こそが、パラスアテナをこんなにも速く走らせている。デッキをびしょびしょに濡らした「彼女」も喜んでいることが、舵かじの手応えで分かる。

　しかし、一般的な航路で考えれば、どう足あ搔がいてもアキは遅刻だった。

　それでいて現在の船と船長に余裕があるのは、彼女たちが無む謀ぼうにも、《セントゥリア海かい峡きよう》を横断しようとしているからだ。

　海峡横断が無謀な理由は二点ある。

　本来西の海から来たセイラーが東の《イロゥ》を目指す場合、《セントゥリア海峡》を大きく迂う回かいして、いったん《セジング》に立ち寄るのが常だ。《セジング》は界かい隈わいで最も栄えた『メガフロート』であり、そこには人と物が集まっている。このフロートで水や食料、そして何より「情報」を得ずに先を行くのは、イレギュラーどころか愚おろか極まる行為だ。

　そしてもう一点は、セイラーたちのこんな噂うわさ話ばなしに基づいている。

『セントゥリアの海には、死を呼ぶ三匹の海獣クートスが棲すんでいる』

『スキュラに遭あった船に乗っていた者は、みな体を食い千切られて死ぬ』

『セイレーンに遭った者は、船ごと忽こつ然ぜんと姿を消しちまう』

『カリブディスってやつぁ、浮し島まごと人間を飲み込んじまうって話だ』

　彼らは実際に海獣の姿を見たわけではない。

　しかし、屈くつ強きような海の男たちが理由もなく怯おびえることもまたない。スキュラの攻撃を受けて黒くろ焦こげになった船や嚙かみ跡だらけの死体を見れば、三匹の海獣が確かな危険として《セントゥリア》に存在しているとわかる。

　だが、アキはこの噂自体を知らなかった。

　ひたすら急ぐ遅刻少女は、直前のフロートで最低限の補給だけを済ませ、口に干物を咥くわえたまま慌あわただしく海へ飛び出していた。当然チャート（海図）も未更新で、以前のフロートで手に入れた骨こつ董とう品ひんしか持っていない。

「これ……セントゥリア『海かい峡きよう』っていうけど、何に挟はさまれてるんだろう？」

　チャートを見ながら《セジング》には目もくれず、最短の航路をたどるアキ。

　ビフォアの時代には「陸に挟まれた水域」を海峡といったが、その意味では陸のないアフターに海峡は存在しない。

　アキの疑問は正しかったが、その答えを推理することはできなかった。

「それ」は、突然やってきた。

　パラスアテナが《セントゥリア海峡》に差し掛かかろうというところで、「それ」はまるでアキの頭に直接響ひびくようにキンキンと鳴り始めた。

「な……に……これ……？」

　アキはステアリングから手を離し、両耳を押さえながら顔をしかめる。

　夜更けの耳鳴りに似た、脳を直撃する甲高い音。千羽の海鳥が一斉にさえずったやかましさと、叩たたいた鉄棒を耳に押し付けられた振動が、いきなり耳から頭に飛び込んでくる。

「う……。や、め……っ」

　額ひたいを内から鷲わしづかみにされるようなおぞましい不快感。死を連想する不調和のリズム。

　突然の「音」の襲しゆう撃げきに耐え切れず、アキはコクピット（操船場）に倒れて気を失った。




　次に気がついた時、アキは海かい賊ぞく船せんキルケ号の広いデッキにいた。

　大事な愛船パラスアテナは、ピンク色の船尾ドックに鎖くさりで繫つながれ、力なく曳えい航こうされていた。







　月が煌こう々こうと輝く夜は、海も黒真珠のような艶つやめきを持つ。

　妖あやしく人を誘うような夜の海を、三百フィート級のメガヨット──海賊船キルケ号は割り進んでいく。

　キルケ号の全長は、船尾に引きずるパラスアテナを十艇てい身しん並べたに等しい。

　こうしたメガクラスのヨットの多くは、ビフォアの富裕層が所有していたものだ。

　だが、ウィッチファミリーが乗船するこの船はただ豪華で巨大なだけではない。

　昼間にアキが登っていた高い三本マストには、太古のキャラック船のようにヤードと呼ばれる横向きの帆ほ桁げたがある。しかしそこにマストを支えるシュラウド（ワイヤー）はあっても、人が登るようなラットライン（縄なわ梯ばし子ご）はない。メインセールの揚あげ下げも、この船では基本的に人力では行わない。

　──『ボタン一つで操船できる、デンシ制御のメガヨット』……だっけ？

　アキは黒真珠の海をワッチしつつ、船室の二階にあるコクピットを振り返っていた。

『キルケ号の主な動力は、キャビン天井の太陽電池パネルから供給されてるだぁよ』

　ある日のアキがコクピットの掃除を命じられた時、そこを持ち場としている丸サングラスのシーロバーがそんな風に説明してくれた。

　電池はデンキを溜めたものということはアキも知っている。パラスアテナにデンキ系設備はないが、元々小型船舶には風力や波力発電で動かす装置が多い。

　しかし、それらは高価な『ガソリン』を使う船外機（エンジン）と同じく、希少な発電機を必要とする。アキにはまったく縁がない代物だった。

『まず衛星サーバからデータを受信すっだよ。んで、モニターを見て航路が決まったら、あ、ぽつっとな』

　男がのほほんとボタンを押す。窓まどの向こうで、メイン、フォア、ミズンと、三本屹きつ立りつしたマストの「内側」に収納されたセールがカーテンを閉めるように張られていく。

『操船が楽だからぁ、キルケ号の乗組員はいつでも十人以下だぁよ。今ぁ、おめえさんを入れて七人だなぁ』

　アキにはビフォアのロストテクノロジーによる仕組みがまったくわからない。しかしこの時ばかりは、自分が海かい賊ぞくに拉ら致ちされたドレイという立場も忘れて『ふおぉぅっ！』と鼻息荒く興こう奮ふんしていた。こんなに巨大な船をたった一人で動かせるなんてと、魔ま法ほうの如ごとき古いにしえの技術にひたと感動していた。

　しかし、操船がどれだけ楽になろうとも、甲板員の仕事はさして変わらない。

　船が大きければその分メンテナンス箇か所しよも多いし、ワッチも一人ではカバーできない──。

「俺たちはさ、もう何年もこの船に乗ってるんだ」

　ふいに話しかけられて、アキは意識をキルケ号から夜の海へと戻す。

　現在時刻は午前三時。

『ドロボーワッチ』と呼ばれる、夜の見張りで一番きつい時間帯だ。

「こう見えて、俺も昔はメッセンジャーだったんだぜ。おまえと同じセイラー服を着てスカートをはいて、南の海をディンギーで走ってさ」

　アキに話しかけているのは、マストを挟はさんだ右う舷げんでワッチをしている、ウィッチファミリーの若い男だ。男は頭にワッチキャップを目深に被かぶり、ノッポと同じくデニムズボン、そして素肌にピンクのライフジャケットを羽織っている。その剝むき出しの両腕には、地肌も見えないほどびっしりとイレズミが彫ほり込まれていた。

「そ、そうなんですか」

　アキはぎこちなく相あい槌づちを打った。自分と異なる「男」という性に対し、アキはほとんど恐怖症に近い感覚を持っている。粗野で体の大きい海賊風は特に苦手だ。

　しかしワッチキャップはお構いなしに、「同性」のワッチパートナーに話しかけてくる。

「あの日、俺はセール全開でセントゥリア海かい峡きようを渡ろうとしていたんだ。もちろん三匹の海獣クートスの話は知ってたが、ちょっと急いでたんだよ。納期は無茶だが見返りもデカい、金持ちの使いってやつさ」

　男は「金持ち」という言葉に少し憎にくしみを込めた。

「そん時さ。いきなり『セイレーンの歌』に襲おそわれたんだ。頭にサザエを詰め込まれて壁かべに叩たたきつけられるみたいな苦痛だったな。俺はその場で気を失って、目が覚めたらここにいたってわけさ」

　ワッチキャップの男が足元──キルケ号のデッキをちょんと指さす。

「セイレーンの、歌……」

　アキは言葉を反はん芻すうするように一度口に出してから飲み込む。男の話は、十日前にアキが遭そう遇ぐうした状況とほぼ同じだった。

「結局、俺もおまえも助けられたってことさ。ウィッチファミリーの船長カピテンに」

　──ウィッチファミリーの、船長……。

　十日前、アキがキルケ号のデッキで目覚めると、そこにド派手な女がいた。

　そのあまりに奇抜な外見を、アキの見た順に説明するとこうなる。

　頭の上には、星の模様が入った円えん錐すい型のハットがちょこんと乗っていた。その下ではサビたようにくすんだ金色の髪かみが、頭の右側で干しワカメのように束ねられている。

　肌はアキ以上の小麦色に潮焼けしていた。けだるい目元には薄うすい紫むらさきの粉がこってり塗りたくられ、ぽけっと開いた唇くちびるは薄くハチミツを塗ったようにツヤツヤと輝いている。

　肩にはキルケ号の船体と同じ、どぎついピンク色のファーコートを羽織っていた。コートの中には豊満な胸を押し上げるチューブトップと、極端に短いデニムのスカートを身につけている。露ろ出しゆつしたへそにはピアス代わりかシャックル（ロープ金具）が揺れていた。

　最後に両手。そこにはこんがり焼けた肌とは対照的に、すべり止め付きの地味なグンテグローブがはめられている。右手にはプラスチック製のヤコブの杖つえ（天測計器）を握っていた。

『よぁったねー。ウチらが偶然通りかかんなきゃ、あんたセイレーンにやられて海のモズクだったよー。んじゃ、命の恩返しは体でよろしくー』

　ド派手な女はかったるそうにそれだけ言うと、背せ越ごしにひらひら手を振ってキルケ号のコクピットに消えていった。

　呆あつ気けにとられて固まるアキに、一人の男が話しかけてくる。

『というわけで、俺たちが泣く子も黙だまる海かい賊ぞく団だんウィッチファミリーさ。間抜けなメッセンジャーの船は俺たちが預かった。でもな、うちのカピテンはおまえの命を奪とらねぇどころか、むしろ救ってやったんだ。そのことをよく覚えとけよ』

　海賊然とした男の風ふう貌ぼうに怯おびえ、アキは小さく身を震ふるわせる。

『そう構えんなって。おまえが見習いとしてしっかり働きゃ、三等航海士サードになってちっとは自由に振る舞えるようになる。なってみると海かい賊ぞくってのも案外悪くないぜ。俺はシジェイだ。よろしくな』

　そう言って肩をポンと叩いてきたのが、このワッチパートナーの男だった。

「だが、何も悪いことばかりじゃあない。なんたってウチのカピテンほどイイ女は、ひとつ海のどこを探したっていないからな。おまえも見ただろ？　あのデビルフィッシュの頭みたいにつつきたくなる胸。そしてエロだらしない半はん開びらきの唇くちびる──」

　シジェイがメッセンジャーをやめて海賊になったのは、あのド派手な女ボス、ウィッチ＝バターキスフレンチカの色香に惑わされたということらしい。

　外見から判断すると、ウィッチはアキより四つ、五つ上程度だ。その歳としで屈くつ強きような海賊たちを従えるカリスマを持つ人間はそういない。ビフォアのキカイやテクノロジーに詳しいというだけで尊敬に値する。何より名前がすごくかっこいい……とは、アキも密ひそかに思っていた。

　──でも、ボクは海賊になるつもりなんてない。

　アキの目的はメッセンジャーとして人から人へ希望を届け、タカと二人でパラスアテナに乗って世界を冒険することだ。ボスが美人だろうがかっこよかろうが、海賊稼業に身をやつすつもりはない。

　だが、そのために今できることは、海賊見習いとして手柄を立てることだ。

　そうして三等航海士に出世し、シジェイが言ったような『自由』──パラスアテナを取り戻して再び航海に出る──を得る。それが現在のアキの「生きる目的」だ。

「──と揉もみしだく！　そしてフィニッシュは……『タコ・カベリ』って知ってるか？　乗せるんだよ。二匹の蛸デビルフイツシユを頭上運搬かべるんだ」

　一人でヒートアップしているシジェイが何を言っているのかわからない。

　アキは愛想笑いを浮かべつつ、闇やみの海へと目を泳がせる。

　すると、遠い暗がりの海上に何か浮いているのが見えた。

　しかしワッチを始めて間もないため、目が闇慣れしておらずよく見えない。

　こういう時は視点を斜めにずらし、対象を視界の端で捉とららえるようにすると……見えた。

　ゆらゆらと闇を進んでいるのは、バグラと呼ばれる船せん尾び楼ろう付きの骨こつ董とう船せんのようだ。

　セールは小さくトリムされ、船上に人影は見えない。おそらくシングルハンドのセイラーが楼に潜もぐり込んで眠っているのだろう。

　バグラは左さ舷げん側から航路を横切ろうとしている。キルケ号にはＡＩＳという船が近づくと警告を鳴らすキカイが搭とう載さいされているが、眠ったウィッチはそんなピーピー音ではまったく起きない。

　──このままだと……衝しよう突とつする！

　アキはとっさにデッキを見回し、船ふな縁べりに引っ掛かけられていたブリキバケツにデッキブラシをフルスイングした。

　ガン、と船上に響ひびく金属音。引き続きバケツを打ち鳴らすと、おんぼろバグラが進路を変えてキルケ号から遠ざかっていくのが見える。

「よかった。間に合った……あいたっ！」

　ほっと息を吐はいて額ひたいの汗を拭ぬぐった瞬間、背中にビシッと衝しよう撃げきがあった。

「何が『よかった』だこの野郎！」

「いたっ！」

　シジェイが太いロープを鞭むちのように振り、アキの背中を打ち据すえる。

「俺たちが何のためにワッチに立ってると思ってんだ！」

　夜間帆はん走そうする船のワッチとして、本来ならアキの行動はまったく間違っていない。

　だが、キルケ号は海かい賊ぞく船せんだ。その本分は人命救助ではない。

「通りかかった間抜けに船をぶつけて、襲おそって奪うばってドレイにする。それが俺たちの仕事だろうが！　海賊はボランティアじゃねぇぞ！」

　ノッポに比べれば優しそうな男ではあったが、シジェイもやはりシーロバー──海賊だった。

　アキは怯おびえてその場にうずくまり、しばらくの間震ふるえ続けていた。







　獲え物ものを見逃して背中を鞭打たれた翌日。

　アキは夜中のワッチで昨夜のバグラとはまた別の櫂かい船せんを発見した。

　──屋根も船室もないスキフボートで夜間帆走……？

　不思議なスキフだった。船外機もなく、ゴンドラのような船体の中央には無理やり後付けたディンギーマストを艤ぎ装そうしている。航路調整は人力の櫂で行っているようだ。

　──なんで付いてくるんだろう……？

　今夜は明るくないが月はある。スキフの方からもピンク色のキルケ号は見えているはずだ。

　しかしこちらが海賊船と知らないのか、スキフは付かず離れずの距離でずっとキルケ号の後を追ってきている。

　アキはさんざん悩んだ末、シジェイに不ふ審しん船せんの発見を報告した。

　出世のこと、ひいてはパラスアテナを取り戻すということも考えていたが、それ以前にスキフの動きは明らかに怪あやしい。もしも善良なセイラーだった場合は詫わびるしかないが、ウィッチファミリーは獲え物ものの命まで奪とらない──。

　そう考えていたアキだが、結果は予想と大きく異なっていた。




　キルケ号船倉の奥に、ひっそりと目立たないドアがある。

　ドアを開けて中に入ると、薄うす暗ぐらい室内には一脚の椅い子すとテーブルが置かれている。

　そんな狭苦しい室内に、現在二人の海賊と一人の容疑者がいた。

「やれ、新ヌ入ーりブ」

　バットを握ったアキに向かって、ノッポのシーロバーが言う。

「でっ……きまっ……せ」

　目を見開いて震ふるえるアキの前には、小さな男が椅い子すに座ってテーブルに伏ふしていた。

　男もアキと同じく震えていたが、その手首はテーブルに備え付けられた金具でガッチリと固定されている。

「遠えん慮りよすんな。拷ごう問もんの権利はワッチで獲え物ものを見つけたやつにある。それにこいつはシーロバーだ。『イモータルハンズ』のスパイだ。イモータルの気狂いどもは、もう何百人も殺してる。拷問すりゃ逆に感謝されるってもんだぜ。地じ獄ごくのモウジャどもから──なっ！」

　ノッポが伏した小男の髪かみをつかみ、そのまま机に叩たたきつけた。

「ぎゃぃッ！」

　既すでに顔を紫むらさきに腫はらした男が悲鳴を上げる。潰つぶれた鼻から赤い血がダラダラと流れる。

「やっ、やめてくれ！　『アーク』なんて知らねぇよぉ！　俺はイモータルハンズなんかじゃねぇって！　ただのメッセンジャーだよぉ！」

　甲高い声で許しを請う小男を見て、ノッポはゲラゲラと笑った。

「見ろよ、チャンスだ新入り。この程度で泣くカマ野郎なら、指を全部折る前に吐はきやがるぜ。そうすりゃおまえの手柄だ。三等昇格間違いなし。すぐに自由を謳おう歌かできるぞ」

　三等と聞いて、アキの頭にパラスアテナ──そしてタカの顔が浮かぶ。

「いいか？　指をバットで叩き折るのは、後で切り落としやすくするためだ。どうせ『本番』でちょん切っちまうんだから、新入りが気に病むことはねぇぞ。ちょっと貸してみろ。こう振りかぶって……こうだ！」

　ノッポがアキから奪ったバットを振り下ろす。

「ぎゃがああああッ！」

　椅子が生きているように飛び上がって暴れた。小男の耳みみ障ざわりな絶ぜつ叫きようが室内に響ひびく。机が男の体ごとガタガタ揺れ、ノッポが指をさして「二本」と愉ゆ快かいそうに笑う。

「な？　俺がやると拷問の回数が減っちまうんだ。だからおまえがやれ、新入り」

　アキの震えは止まらない。

　ノッポがバットで肉を殴おう打だする感覚、小指と薬指の骨が同時に砕くだける衝しよう撃げきは、見ているこちらにもはっきりと伝わってきた。

「なーに。シジェイもやったし、新入りにもできる。さあ自由だ自由。ガキの使いをバットでぶん殴なぐれ！　オーイェ！」

　ノッポが血のついたバットを放って寄よ越こす。

　アキは机に伏した小さな男を見た。こちらに向けた顔と目が合う。

「やっ、やめてくれよぉ！　助けてくれよぉ！」

　小さな男はキンキンと耳に響ひびく声を上げ、泣きながら「痛み」に怯おびえている。矮わい小しような体が高速で震ふるえ、額ひたいからダラダラダラダラと汗を流し続けている。

　かつてアキも、海かい賊ぞくに暴力で恐怖を植え付けられたことがあった。

　痛みは恐れを増幅し、恐れは服従を誘発する。痛みに抗あらがえる英雄など、神話の中にしか存在しない。痛みの恐怖は「絶対」だ。

　小男が噓うそをついているのはアキにもわかる。屋根のないスキフで海を渡るメッセンジャーなどいない。スキフ乗りは上体を反らすように歩くものだが、男にはその素振りもなかった。

　──この人は噓をついてる。悪い人、悪い人なんだ。ボクはパラスアテナを……！

　バットを構えて一分後、アキは叫さけんだ。

　悲鳴を。

「時間切れだ」

　アキを蹴け倒たおしバットを奪うばい、ノッポが小男の残り八本を砕くだいた。
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「つか……れた……」

　いつものようにフラフラした足取りで、アキは船倉を歩いている。

　今日はノッポに命じられ、一日中船底に溜たまった海水をポンプで汲くみ上げる作業をさせられていた。ビフォアの「ソージキ」によく似たビルジポンプは、ウィッチ船長のお手製らしい。スイッチを切り替えるだけで排はい水すいもできるスグレモノだ。

　カビ臭くさい船底で働いている間、アキの頭にはずっと昨夜の小男の悲鳴が響いていた。

　ノッポがバットを振り下ろす。ガンとテーブルを叩たたく音と絶ぜつ叫きよう。

　反はん響きようする甲高い悲鳴で頭が割れそうだった。骨が砕ける音など聞こえもしなかった。

　その後の『本番』である拷ごう問もんをアキは見ていない。途中でウィッチが入ってきて、ワッチ仕事へ戻るように言い渡された。

　ワッチに就いてすぐ、アキは空っぽの胃から込み上げるものを海へ吐はき出した。

　恐怖と嫌悪の体液を、口と目から暗い海にびしゃびしゃとこぼす。

　しばらくするとワッチの交代でやってきたノッポに、『いつでも下船できる準備をしておけ』と命令された。

　意味を問い返すことはしなかったが、おそらく小男も何かを吐いたのだろう。

　結果、男はアキ以下の「ドレイ見習い」となり、繰り上げで自分は三等に昇格して『自由』を得た。そんな風にアキは解釈した。

「もうちょっとだよ、パラスアテナ」

　船倉の奥で立ち止まり、小声で愛船に語りかける。

　キルケ号の船尾には、間抜けな獲え物ものから奪うばった船を係留するオープンドックがあった。アキは仕事を終えると毎日ここへやって来る。

　普段は艤ぎ装そうを解いたディンギーなどを浮かべるドックに、今はパラスアテナの舳へ先さきがチェーンで繫つながれていた。収容できないマストより後方が、船尾から外へとはみ出している。

「もう少しで『自由』になれる。そうしたらまた、海を行けるよ」

　一応下船を許されたものの、そのスケジュールまではわからない。おそらくどこかのフロートで降ろされるのだろう。アキはこのままパラスアテナを解放してくれるだけでいいと思っていたが、ひとまずはおとなしく働いて待つしかなかった。

　パラスアテナにおやすみを言い、自室へ向かって長い廊下を歩く。

　食堂部屋の前を通り過ぎた時、中からおいしそうな匂においが漂ってきた。

「おなかへったな……」

　ドレイに等しい見習い甲板員の食事は一日一回。船長とファミリーが食べ終えた後の残飯にありつけるのは、ほとんど真夜中になる。

　しかし膨ぼう大だいな仕事をこなして夜はワッチに立たなければならないアキに、食事を摂とっているヒマなどない。最後に食べ物を口にしたのは、一昨日おとといに深夜の食堂で拾った傷いたんだ水イモだ。

　ならばせめてと、アキは料理の匂いを胸いっぱいに吸い込む。

　その時、食堂の向かいにある厨ちゆう房ぼう内から、バリンと盛大に皿の割れる音が聞こえた。

　すぐに厨房のドアが開いて中からオルカが飛び出してくる。

　続いてキノコを連想させる髪かみ型がたの巨漢がぬっと出てきて、逃げる少女の襟えり首くびをつかんだ。

「……殺す」

「嫌です！　殺されません！」

　涙目で空中を走って暴れるオルカ。その目がアキと合う。

　琥こ珀はくのような瞳ひとみの中に、助けを求める色はない。むしろ「げ」と声を発した口元から頰ほおにかけ、「見られたくないところを見られた」という様子がありありと浮かんでいる。

「離しなさいキノコ男っ！」

　オルカがぎゃあぎゃあ喚わめいて暴れる。すると向かいの食堂のドアが開き、中からピンクのファーコートを着た女船長が現れた。

「んー？　なんかやらかしちゃった感じ？」

「……盗みだ」

　キノコ頭がつかんだオルカの体を揺さぶる。

　すると、ぽっこり膨ふくらんだエプロンドレスのスカートの中から、干しナマコやら練りガニやらの食料がぽてぽて落ちてきた。

「……船に女は縁えん起ぎが悪い」

　キノコがぼそりとつぶやくと、ウィッチが耳の中に指を突っ込んでポリポリと搔かいた。

「何？　もっかい言って？」

「……船に女は縁えん起ぎが悪い」

　ああとうなずいた後、「勘かんのいいガキだねー」と独り言のようにつぶやく女船長。

「つーか、ジョニ。一応チカも女なんだけど？」

　ジョニと呼ばれたキノコ頭を見上げ、ウィッチが輝く唇くちびるをペロリと舐なめた。

「ぼ……ボスはボスだ」

　不服そうにウィッチを見下ろしていたジョニの頰ほおが、ぽっと色づく。

「ならオルカも『女』じゃなくてファミリーの一員っしょ」

　ウィッチが白いグンテをはめた手で、ジョニの赤い頰をスッと撫なでた。

　途端に赤がサッと青ざめ、キノコ頭がボスに対して従順になる。

　結果──。

「いたっ！」

　ぼてっと床に落下したオルカが、尻しりをさすりながら海かい賊ぞくたちを睨にらみつけている。

「オルカ、ウチらになんか言いたいことあんの？」

「わたしは海賊風情の家族になった覚えはありません！」

　ギリギリと睨みつける少女に対し、ウィッチが「あそ」と軽く返して耳をポリポリ搔かいた。

「ま、あんたが言うようにウチらは海賊。で、海賊には海賊の掟けじめがあるわけ。オケ？」

　ピンクの背中がかったるそうに歩き出す。

「じゃ、一分後に全員集合オールハンズオンザデツキでー」




　夜のデッキに集合してしばらくすると、遅れてきたウィッチが水平線を指さした。

「オルカ、アキ。あっこに浮うき島しまの影が見えるっしょ」

　白いグンテが示した闇やみの中、水平線を歪ゆがませる影が徐々に近づいてくる。

　アキがうなずくと、ウィッチの傍かたわらに立っていた丸サングラスの男が説明を始めた。

「あの浮島ぁ、『モリ』ってんだぁ。腐くされ木ぎが寄せ集まったゴミ溜ためと違って、ビフォアの時代からずっとプカプカ浮いてる島だぁ。今は暗くて見えねぇが、植生があんでよぉ。動物もいるだろうなぁ。ま、食い物があるってこったぁよ。がんばれがんばれ」

　それが自分に向けられた言葉とは思わず、アキはきょとんと男を見る。

「ウチらはこれからちょっとヤボ用があんだよねー。ぶっちゃけ食料補給してるヒマがなくってさー」

「手っ取り早い食くい扶ぶ持ち減らしさ。昔から海賊が仲間を捨てる時はこうするんだ」

　ウィッチの言葉をワッチキャップのシジェイが神妙な顔で補う。

　本来海賊による「義」の流刑は建前だ。真の目的は伝染病者を「隔かく離り」するために行う。殺害しないのは流血による感染を防ぐためであり、食い扶持を減らす時は素直に殺して魚の餌えさにするのが海かい賊ぞくという稼業だ。

　しかし状況を理解できていないアキには、そんなことまで頭がまわらない。

「一ヶ月後にはまたここ通るから、そん時生きてたら拾ってくかもねー。じゃ、これ持ってがんばれー」

　ウィッチがキルケ号の右う舷げんに寄り、アキのバックパックをポイと海へ落とした。

「ボクの荷物っ！」

　あの中には、《サクラジマ》の島しま長おさから預かった大事なメッセージが入っている。

　アキは慌あわてて船ふな縁べりに駆け寄り、闇やみの海面を見下ろした。

　夜の海にマルキ船と呼ばれるカッターボートが浮いている。そこにいたノッポの男がアキの荷物をキャッチし、「早くしろ新入り！」と怒鳴る。

「えっ？　うっ、うわっ！」

　呆ぼう然ぜんと眼下のボートを見ていると、いきなり体が浮き上がった。

　キノコ頭に襟えり首くびをつかまれ、アキはそのまま数メートル下へと捨てられる。

「あっ……いたっ！　……えっ？」

　混乱したままノッポのマルキ船に落とされた。尻しりに感じる痛みも忘れて、アキは呆然とキルケ号を見上げる。

「返してください！　それは大事なものなんです！」

　船上ではオルカがウィッチに懇こん願がんしていた。さっき海賊相手に啖たん呵かを切った少女が、今は泣き出しそうになっている。

「んー……」

　ウィッチは手にした黒い魚のような物をしげしげと眺ながめていた。

　やがていつもの眠たげな目でオルカを一いち瞥べつすると、黒い何かをヤシ編みのバスケットにしまい、船外のマルキ船へと放り捨てた。

　アキは落ちてきたバスケットを反射的にキャッチする。その後キノコ頭に捨てられたオルカも落ちてきたので、慌ててこちらも受け止めようとして下した敷じきになった。

「行くぞ」

　ノッポがバットをパドルに持ち替え、小さな船を漕こぎ始める。

「あっ、あのっ！　パラスアテナはっ？」

　アキは恐怖も忘れてノッポに尋たずねた。自分だけが下船できても意味がない。

「あ？　パラ……なんだって？」

「パラスアテナ！　ボクの船です！　ボクの船を返してくださいっ！」

「何言ってんだ新入り。おまえの船なんてどこにあるんだよ」

「あの、キルケ号のオープンドックに繫つながれた──」

「ありゃ俺たちファミリーが間抜けなメッセンジャーからいただいた船だ。おまえのもんなんかじゃねぇよ」

　愕がく然ぜんとするアキ。しかし再びノッポにすがりつく。

「だって、三等になったらパラスアテナを返してくれるって──かはっ」

　ノッポがパドルでアキの腹を小突いた。

「しつけーな。自由を得られるとは言ったが、船を返すとは言ってねぇ。そもそもテメェは三等になってねぇよ。昨日も結局ヘタれて拷ごう問もんできずに終わったじゃねーか」

　アキはマルキ船にうずくまって激しく咳せき込む。小さな船はそれだけで激しく揺れた。「じっとしてろ」とノッポが低い声で脅おどしてくる。

「でも……ボクは下船できるって昨日言われ──」

　ノッポの威い嚇かくする視線を感じ、それ以上何も言えなかった。

　片やのオルカはアキを見もせず、ただ真っ青な顔でうつむいている。

　絶望に打ちひしがれた少女たちを乗せ、マルキ船が《モリ》に接岸した。

　太古の浮うき島しまである《モリ》にはスナハマなどない。アキたちが「降りろ」とノッポに追い出されたのは、一面びっしりにヒルギが群生する、「ヒガタ」のような黒い泥水の湿地帯だ。

「今も命があることをせいぜいお頭かしらに感謝しろ。あばよ、新入り」

　ノッポの船が遠ざかっていくのを、二人の少女は絶望とともに《モリ》から見つめる。
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　半ば新月に近い、手た折おれそうなほどに細い三日月。

　光の頼りない夜は、《モリ》の全景を曖あい昧まいにぼかしている。現在は内部に天高く一本バオバブヤシが伸びているのを確認できるが、ビフォアから存在するこの浮島の詳細は、朝が来るまで確認できないだろう。

　アキの視界の前方には、ノッポが去っていった夜の海が静かにさざなみを立てていた。

　足元には、ある意味では「陸」が広がっている。膝ひざから下が黒い水に浸つかった状態で何も見えないが、デッキシューズの底には「泥」のような感触があった。立ち上がって数歩進めば、ちゃぽんといきなり海へ落ちるだろう。

　そして背後には、植物が生い茂った《モリ》が続いている。

　浮島は、かつてアキが滞在した《名もなき浮島》のようなゴミと腐くされ木ぎのものばかりではない。適度に植生が存在するものもあり、長期間残存しているものは腐れ木が更に腐ふ敗はいして泥炭と化し、盛り上がった泥の山になることもある。アフターの人々にとって「泥」は濡れた「ツチ」ではなく、腐り果てた木の亡なき骸がらを意味する。

　そうした浮島で暮らした経験はアキにもあった。潮ちよう間かんバナナが生なるような浮うき諸しよ島とうでは、ついつい長居してしまったこともある。

　ビフォアから存在するこの《モリ》も、その形成過程はアフターの浮うき島しまと変わらない。朽くちた樹木や死んだ植物の集合体が、途方もなく長い年月をかけて泥状の炭となり、まず土台を作る。やがてそこに植生が生まれ、また朽ちる。そうして幾層にも泥炭が重なり、次第に面積が広がったものがこの《モリ》だ。

　逆に言えば、一年前の《名もなき浮島》は生まれたての《モリ》と言ってもいい。

　しかし、アフターの浮島が、実際に《モリ》ほど成長するケースはほとんどない。停てい滞たい海域にも嵐は来る。《モリ》のようにある程度成長した上で海底から伸びた樹木に底を貫かれでもしない限り、腐くされ木ぎの島はすぐにバラバラになって吹き飛んでしまうだろう。

　そんな《モリ》の浮島に置き去られたアキは、現在何もしていなかった。

　正確に言えば、何もする気が起きなかった。

　奪うばわれたパラスアテナを取り戻す。それだけを支えに海かい賊ぞく見習いとして働いたのに、愛船はより手の届かない場所へ運ばれていった。船がなければ何もできないアキにとって、パラスアテナは自我に等しい。アキは自分を見失っている状態だった。

　支柱根型と呼ばれる水面から露ろ出しゆつしたヒルギの根に腰こし掛かけ、闇やみの大潮を呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

　小一時間ほどそうしていると、隣のオルカがぶつぶつと愚ぐ痴ちり始めた。

「育ち盛りにごはんもロクに食べさせない……。まだ子供なのに寝る暇もないくらい働かされて、失敗するとすぐに叩たたかれて……。それでもわたしは頑がん張ばったのに……」

　オルカの気持ちはわかるが、それはこっちも同じだ。

「野や蛮ばんで残忍な海賊がドレイを迎えになんて来るわけない……。そもそもこんなところで一ヶ月も生きられない……。どうしてわたしがこんな目に……」

　アキは腹立たしかった。オルカは帰る場所があるだけマシだ。パラスアテナを失ったアキは、「家」そのものを失ったに等しい。落らく胆たんの度合いが違う。

「食い意地が張ってるからだよ」

　オルカより年上とはいえ、アキもまだ十五歳の子供だ。たとえ成人していたとしても、こんな理り不ふ尽じんな状況に置かれれば大人だって子供に還かえる。

「……どういう意味ですか？」

　月に耀かがやく少女の目が吊つり上がり、応戦の態勢を取った。

「オルカちゃんが食べ物なんか盗んだから、ボクまで巻き添え食ったんだよ！　ボクは真面目に働いてたのに！」

「巻き添え食ったのはこっちですよ！」

　予想していなかった返答にアキは面食らう。

「どういうこと？　ボクはもうすぐ下船できるって言われてたんだよ？」

「あなたはどこまでお人好しなんですか！　そんなの『もうすぐここに捨てる』って意味に決まってるじゃないですか！　だからわたしは…………もういいです！　バカ！　ニエンテ！」

　言葉の意味はわからないが、罵ののしられているのは間違いない。

「オルカちゃんこそ！　食い意地張らせて人を信じないからこんな目に遭あうんだよ！」

　売り言葉に買い言葉だった。オルカの証言の裏を取れないアキは、実際に目で見た少女の盗みを糾きゆう弾だんするしかない。

「……そうですね。アキさんも所しよ詮せんは海かい賊ぞくと同じ。わたしにとっては赤の他人です」

　瞳ひとみにいっぱい涙を溜ためて、オルカが立ち上がる。

「……もう誰だれも信じません。それではアキさん、いずれまた会いましょう。天国で！」

　しかし、《モリ》の中へちゃぽんと最初の一歩を踏ふみ出した途端、少女は「きゃっ」と悲鳴を上げてふらついた。

「オルカちゃん大丈夫？」

　小柄な体を支えようと立ち上がった瞬間、アキもその感覚に気づく。

「この浮うき島しま……浮いてる」

　ひどく間抜けた言い様だが、それは現状を最も適切に表した言葉だ。

　浮島はそもそも「浮いている」から浮島と言われるわけだが、太古より存在するこの《モリ》は、アフターのそれとは大きく異なっている点が一つある。

　アフターにおける浮島とは、遥はるか南洋の海底から生えた塩性樹林が腐くさり落ち、その枝や幹が潮流に乗って停てい滞たい海域に取り込まれたものをいう。さながらウミダヌキの巣のようにぎっしりドーム状に組まれた腐れ木の塊かたまりは、「停滞海域」に浮いていることも関係し、その上は人が居住できるほど安定している。

　だが、この《モリ》は違う。これだけ巨大な「陸」のような浮島であるのに、今も足元はわずかに揺れ動いている。

　オルカに続いてアキも一歩を踏み出した途端、ズズッと足場が傾く感覚が靴の底から伝わってきた。この感覚は浮島というより、さっきまで乗っていたマルキ船に近い。アキとオルカの二人で飛び跳はねたら、くるんとひっくり返りそうな浮遊感がある。

　オルカの両肩に手を添えながら、アキは目の前に広がる闇やみの《モリ》を見た。

　か細い月光では詳しい様子がわからないが、おそらくアキが過去に滞在したどの浮島よりも大きい。コウテイマンボウ数十匹分は優にありそうだ。

　月下にはたくさんの樹影も見て取れた。ここまで樹木や草が群生している場所をアキは他に知らない。

　耳を澄ますとウォーンと鳥の声が聞こえてきた。しかしおぼろげに鳥と判断しただけで、それはアキが普段聞いている海鳥のさえずりとはまったく別の物だ。

　首筋に、ビリビリと緊張感が走る──。

「離してください」

　肩に置かれた手を振り払い、オルカが《モリ》の奥へ入ろうとする。

「オルカちゃん。ここはボクたちの知ってる浮うき島しまとは違う。朝になるまで待とう」

　再びオルカを呼び止める。それは今まで何度もアキを助けてきた「本能」の判断だ。

「わたしは赤の他人の言葉なんて信じません」

　肩をつかむ手を両手で外し、オルカが振り返る。向き合った少女の瞳ひとみが、滲にじんだ涙越ごしにアキを睨にらみつけてくる。

　だが、今は言い争いをしている場合ではない。

「じゃ、じゃあ、今日から一ヶ月限定で、ボクがオルカちゃんのおねえちゃんになるよ。そうすれば赤の他人じゃない。ボクたちは家族だよ」

　意味や理り屈くつはどうでもいい。今はとにかく状況を把は握あくして二人で協力すべきだと、アキの本能が言っていた。

「おねえちゃん……」

　また慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに罵ののしられるかと思ったが、そのキーワードはオルカの琴きん線せんに触れた──。

「アキさんが、おねえちゃん……？」

　なんてことはなかった。じっとり訝いぶかしむ視線で少女はアキを見上げている。

「どちらかと言えば、わたしの方が姉っぽいですけど」

　四つも下の女の子に言われるのは情けないが、それは認めざるをえない。

　しかし今のアキたちに必要なのは、この《モリ》で生き残るためにリーダーシップを発はつ揮きできる人間だ。その役割はアキの方が適任といえる。アキにはかつて、まったく何もない腐くされ木ぎの浮島で一ヶ月生き延びた「経験」がある。

　それを伝えようとすると、オルカは鋭く感じ取ってアキの言葉を制した。

「でもまあ……確かにこういうのはアキさんの方が得意そうですね。わたしだってこんなところで死にたくありません。いいですよ。アキさんをおねえちゃんにしてあげます」

「あ、ありがとう」

　オルカは頭のいい子だと思った。アキをリーダーにすることが自分の延命になると、この少女ははっきりと気づいている。

　下から見上げる上から目線にたじろぎつつ、アキは不気味な《モリ》を見た。

　パラスアテナや《イロゥ》で待つタカのことは気になる。

　けれど、今はとにかくオルカとともに「一ヶ月」を生きる──アキはそう覚かく悟ごを決めた。




　──今度こそ、二人とも生き延びてみせるよ。




　ポケットの中の友人にも、アキはそう誓ちかっていた。
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「そろそろ夜明けだね」

　アキは《モリ》の泥水の中に立ち、東の空を見上げていた。薄うすムラサキの空の中に、欠けた月と明けの明星が並んでいる。

「ええ。早速このモリを探検しましょう」

　オルカがくるりとスカートを翻ひるがえし、まだほの暗い《モリ》を仰あおぎ見た。

　二人が夜明けを待つ間に、いくつかわかったことがある。

　背高く伸びた《モリ》の樹木は、ウミワリヒルギやバオバブヤシといった馴な染じみの塩性植物が多い。先ほどまでアキは散々驚おどろいていたが、何度見てもやはりこの群生は圧巻だ。植物の中には見たこともない、太古の遺伝子を残した種もたくさんあった。

　そんな未知の植生を支えているのは、黒い泥水──海水を湛たたえた湿地のジメンだ。試しに手ですくってみると、アキが他の浮うき島しまで触れた泥炭よりももったりと重い。

　《モリ》の内部は樹木に覆おおわれていて確認できない。ずっと注意して見ていたが、煙などは上がっていなかった。この水みず浸びたしの浮島には、人間を含めて敵対する存在はなさそうに思える。

　だが、それは未知の脅きよう威いがないと同時に、「助け」がないことも意味する。

　──油断しちゃダメだ。

　かつて父に叩たたき込まれた「海で生きる知恵」を思い出しつつ、アキは提案した。

「オルカちゃん、とりあえずシェルターを確保しよう」

「シェルター？」

「うん。ホームでもキャンプでもいいけど、とにかく拠点を作ってから活動範はん囲いを広げるのがいいと思う。なるべく海から離れた場所で、できるだけ高い位置に」

　これだけ大きい浮島ならば、通りかかる船や漂流物を見逃さぬよう、見晴らしのいい海沿いを拠点にすべきだとは思う。

　だが、《モリ》は淀よどんだゴミベルトに浮かぶアフターの浮島ではない。周囲の海は今も朝の光を受けて、ムラサキ色に揺れながら潮しお騒さいを奏かなでている。《モリ》の低地は、波にさらわれる可能性があった。

「そういうものですか」

　オルカが感心したような小こ馬ば鹿かにしたような曖あい昧まいな顔をしている。人を信じないと公言していたが、アキの提案を否定できる根拠もないのだろう。

「ここがモリの『南側』だから、はぐれた時のために覚えておいてね」

　太陽から判断した方角を告げ、アキは薄暗い《モリ》の中へと最初の一歩を踏ふみ出した。

　泥炭と草木に覆われたこの浮島は、ビフォアで言えばマングローブ雨林にほど近い。

　足元は基本的には濁にごった海水を湛たたえた泥の沼だ。周囲の雑多な植生も併あわせると、ジャングルの湿地帯と言った方が近いだろう。

「泥って、変なニオイですね」

　背後を歩くオルカがぽそりと言う。未知のものでこそないが、アキもここまで泥に浸ひたされた経験はない。オルカに同意を返しつつ、二歩目をヒルギの根の上に置く。

　ふかりと、周辺の足場が傾いた気がした。そのままもう一歩泥水に足を入れて進む。ゆっくりと靴が泥に沈しずみ、垂直に足を抜こうとすると濡ぬれた泥炭がもちゃりと持ち上がった。

　泥水の底は硬かたくもないが柔やわらかくもない。しかし数メートル、あるいは数センチ下は海なのだと感覚的にわかる頼りなさがある。

「オルカちゃん、なるべく木の根っことかを足場にしてね」

　後ろを歩くオルカにそう伝え、アキはとぽん、じゅばっ、と水と泥の音を立てながら《モリ》を慎重に進んでいく。

　水面より上の視界はすべて植物に覆われていた。多くは呼吸根を水面より上に出したヒルギ類だが、《モリ》の植生は実にバラエティに富んでいる。

　ニンニクの薄うす皮かわのような透明な花弁を持つ花。花か冠かんに綿毛の生えた逆立ちしたイカじみた植物。子供用ソックスに似た何かをぶら下げて他の樹木に巻き付くツル草など──。

　カラフルな草花はどれも食べられそうな気もするが、口にした瞬間に泡を吹いて倒れそうでもある。

「あ」

　そんな不気味な植生の中に、アキは見知ったイシャイラズ（アロエ）を見つけた。

　近づいて刺葉をシーナイフで切断し、断面を口に含んでみる。

　峻しゆん烈れつな苦みと青あお臭くささ。舌で感じるひんやりとした温度。アキの知っているイシャイラズと同じ果肉だった。この植物は水分にも食料にも、そして火傷やけどの手当てや熱冷ましにもなるアフターの万能薬だ。

　アキは傍かたわらに生えたタコノキのような木の幹に、ナイフで矢印を彫ほり込む。

「アキさん、何してるんですか？」

「うん。イシャイラズのある場所を覚えておこうと思って」

「ふーん……。じゃあ、筆記用具とかあったら便利ですか？」

「オルカちゃん、まさか持ってるの……？」

「持ってますよ。わたし、配達帰りのスチュワーデスですから」

　腕を通したバスケットの中から、紐ひもでくくった紙束と鉛えん筆ぴつを取り出すオルカ。

「すごい……！　オルカちゃんシュセンドだったんだね」

「シュセンドって……。もしかして、アキさんてものすごいイナカの出身ですか？」

　オルカはチクリとアキを刺しつつ、木の根に屈かがんで膝ひざの上に紙を広げた。

「では、イナカ者で教養皆無なアキさんの代わりに、わたしが地図を描いてあげましょう」

　言われてアキは「う……」と呻うめいた。

　不慣れな人間が描いた地図は、大たい抵ていランドマークが並んだだけのデフォルメ風景になる。地図で一番重要なのは、そこから見える景色や対象の正確な位置関係だ。

　──ボクが描いた方が、紙を無む駄だにせずにすむけど……。

　しかし眉まゆを下げつつ少女を後ろから覗のぞき込むと、心配は杞き憂ゆうだとわかった。

　オルカの描いた地図は寸法も大きく、きちんと紙の端、アキたちが上陸した『南』から描かれている。その上「このへんイカっぽい草」、「花びらが透明！」など、現時点で得られた情報も丁てい寧ねいな字で書き込まれていた。特徴をとらえたイラストもうまい。

　上から地図の出来を褒ほめると、「アキさん、字は読めるんですか？」と揶揄される。

「ボクだって、三種混合文字トレスくらい読めるよ……」

　辛しん辣らつな物言いにがくんと落ち込むが、オルカの小さな才能は嬉うれしい誤算だった。

　集団サバイバルで最も重要なのはチームワークと言われている。その礎いしずえは相互の「信頼」であり、それは割り振られた仕事をこなして時間をかけて築いていくものだ。各自が自分の役割ロールを持つことが、ひいては集団全体の生存率向上につながる。サバイバルの知識と経験があるとはいえ、アキも今後はオルカを頼っていかねば生き延びるのは難しい。

　今、アキはオルカの長所を一つ認めた。ならば自分も早く信頼を勝ち取らねばと、気負った姉リーダーは道なき《モリ》をじゃばじゃば分け入る。

「アキさん、なんかこう……『ぎゅっ』て感じしません？」

「……うん。なんか窮きゆう屈くつっていうか、息苦しいね」

　野外において視界に「青」がない経験をしたのは二人とも初めてだった。茂る緑と嗅かぎ慣れない泥の匂においに、アキたちはアフターではまず感じない「圧迫感」や「閉へい塞そく感かん」を覚えている。

「オルカちゃん、疲れたら教えてね。休憩も大事なことだから」

　水中の泥炭に足が沈しずむと動きが制限される。泥水の中には何が潜ひそんでいるかわからないため気も抜けない。移動する時は手で枝や葉をどけながら──。

　湿地帯を歩くことは、人が思う以上に体力を消耗させる。それを肌身で感じたアキは、そろそろ休憩すべきかもと、適当な場所を探して首を回した。

　すると、日の当たらない《モリ》の深みに、やたらと背の高い植物を見つける。

「あれ、もしかしたら……」

　緑色の茎はビフォアの「竹」のように太い。しかし近づき触れると柔やわらかく、その先端からはミノカサゴのヒレの如くに左右に節が枝し垂だれている。節はそれぞれ人の指ほどの太さがあり、先端に数枚ついた葉は黄色く変色していた。

「アキさん、これって食べられるんですか？」

「ううん。もしかしたら『飲める』かも」

　アキは爪先立ちで背を伸ばし、細身のイソギンチャクのような植物の節を一本ナイフで切り取ってみた。切り口にはしっとりと透明な液体が輝いている。

　やがて雫しずくとなって落ちた液体を舐なめてみると、それはほぼ真水だった。

「塩性植物って、海水を水に濾ろ過かして成長するんだよ。だから茎や節には真水があるんだって」

　そして残ざん滓したる「塩」は葉に流れるため黄色く変色する。ソフトパームやクチナワフジが多い地域での常識を教えてくれたのは父だった。何でも覚えておくものだと思う。

　切り取った植物の節をオルカの前に差し出す。頭上に掲かかげた緑の筒からぴちょんと落ちた水滴を口で受けると、少女は目を丸くした。

「おいしい……！　これで水は飲み放題ですね！」

　アキは首を振り、少し得意になって訂てい正せいする。

「ボクたちは生きてるだけでたくさん水分を失うから、飲み物と食べ物でそれ以上の水が必要になるんだよ」

「ほうほう」

「この植物がどれくらいで節を伸ばすかわからないから、なるべく節約しないとね」

「なるほど。アキさん、結構使える人ですね」

　オルカの声にはわずかに敬意が含まれていた。この調子でコミュニケーションを取ることができれば、少しこじれた二人の関係を修復できるかもしれない。

　そう思い、アキはニコニコ笑って勇み足を踏ふんだ。

「だからね、オルカちゃんの下着を貸して欲しいんだけど」

「ほうほう……ハイぃっ!?」

「あれ？　どう言えばいいのかな……。えっと、オルカちゃんの、下着を、ください」

「どどどど、どんなヘンタイですかっ！　話が全然見えませんよっ！」

「うん。ボク、ヘンタイだよ」と朗ほがらかに笑うアキを見て、オルカが怯おびえて悲鳴を上げる。

　過去に紆う余よと曲折があり、アキはそのビフォア語を「女だてらに海をゆくセイラー」程度に捉とらえている。どころか自分がヘンタイであることをちょっぴり誇ほこっている。

　身を搔かき抱いだいて後ずさる少女に、アキはニッカリ詰め寄った。

　そうして「見ても平気なんだよね？」と爽さわやかに問いかけた瞬間──。

「どうして女セイラーはみんなヘンタイなんですかっ！」

　バチンと思い切り頰ほおを叩たたかれたが、アキにはその意味がさっぱりわからなかった。




　その後──。

「確かに以前着替えている時、『ドロワーズは見せてもいい下着です』と言いましたよ」

　あっちを向いてろと言われたアキは、背後でオルカが下着を脱ぐのを待っている。

「尖とがった葉の植物が多いから、服を脱ぐのが危険なのもわかります」

　アキは「すみません……」と背を向けたまま謝罪した。

「だけど！　もうちょっと説明の仕方があるでしょう！　いきなり『下着をくれ』って、アキさんどれだけ要領悪いんですかっ！」

　バサリと背中に投げつけられたオルカの下着を受け取り、アキは素直に反省していた。

　見せてもいいなら簡単に借りられると思った単純な頭が恨うらめしい。自分が同じことをされたらどれだけ恥はずかしいか、今になってようやく気づく。

「もういいから早くやってください！」

　オルカに責め立てられ、アキは丈の長いカボチャパンツこと「ドロワーズ」を自分の膝ひざに巻きつけた。そうして比較的水深の浅い場所へ分け入って、うろうろと歩き回る。

「こうやって草の生えた場所を歩けば、植物の表面に結けつ露ろした水滴を下着が吸ってくれるんだよ。絞しぼれば結構な量の水が確保できるんだ」

　本来の生存術ではタウエル布を巻くものだが、今は下着の他に吸水性の高い布がない。アキのそれでは少々面積が少ないため、水を集めるには効率が悪い。

「『結構な量の水が確保できるんだ』。でもボクは野生児だからデリカシーがないんだ」

　オルカがアキの声音を真似て、ぷいとそっぽを向いた。ひとまず意図は理解されたが、好感度は大きく下がってしまったようだ。

　アキはとほほと肩を落としつつ、湿地帯を歩いて探たん索さくを続ける。

　ズブズブと泥に沈しずむ足を引き抜きつつ、一歩一歩、時間をかけて沼のジャングルを行く。

　スタート地点たる「南」から歩き始めて既すでに一時間が経過していた。

　しかし現状は五十メートル進んだかも危うい。ペースを考えるとそろそろキャンプを設営しておきたいが、生あい憎にく周囲に適した場所は見当たらない。

　──最悪の場合、木の上しかないかも……。

　アキにはそれだけはなんとしても避さけたい理由があった。しかしそれをオルカに話すわけにはいかない──。

　意地になってじゃぽずぽ進んでいると、突然視界が明るく広がった。

「ここは……？」

　ずっと薄うす暗ぐらい《モリ》を歩いていたため、いきなりの眩まぶしさに目がくらむ。

　手で光を遮さえぎりつつ薄く目を開けた。目の前が草木の茂る泥炭沼であることは変わらない。

　しかし、一部に「鉄の道」があるおかげで、その上方に青空が覗いていた。

「アキさん、あれって『橋』ですよね？」

　オルカの言う通り、それは赤サビの浮いた金属製の『橋』だった。

　長さ三メートル、幅五十センチに満たない小さな鉄橋は、それを一ブロックとしていくつも連結されている。

　一つの橋には橋台が二脚あり、その高さは沼地から一メートルほど浮いていた。橋台の片方が崩くずれて「坂」状態になったものもあれば、両方が崩れて橋はし桁げたを泥に浸ひたしているものもある。

「わからないけど……奥まで続いてる」

　アキの知っている『橋』は、小さな浮うき島しまに渡された朽くちたハシゴの桟さん橋ばしだけだ。こんな壊こわれたベンチをつないだような「道」は知らない。

　鉄橋の道は上下左右にうねりながらも、湿地帯のずっと奥まで続いている。

「あの上を歩いて探検できたら楽ですね」

　足元の水深はだいぶ浅くなっていた。泥の上に枯かれ葉が積もった部分などは、底が不安定な以外はほぼ「ジメン」と言っていい。腐ふ敗はいが進んだアフターの浮島頂上部に似ている。

「うん。それもそうだけど……」

　アキは浅い沼を歩いて鉄橋に近づき、目の高さよりもやや低い手すりに触れてみた。

　橋桁の床を見たところ、少なくともここ数年は人が歩いた跡もない。やはり《モリ》に先住民はいないのだろう。この橋は海に沈しずんだことのないビフォアの「イセキ」かもしれない。

「結構安定してる」

　力を込めて揺らしてみると橋が多少動く感覚はあった。しかしいきなり崩れて泥炭に沈むほど脆もろいわけでもない。試しに両手で体重をかけてみても、アキ一人分の重みくらいでは転倒しそうもなかった。この辺りは泥炭の層が厚いのかもしれない。

　そのまま腕の力でよじ登ってみる。両端に朽ち木の手すりがついた鉄橋は、大人一人がどうにか歩ける程度の幅しかない。橋桁にはグラスファイバー質の床板が嵌はめこまれており、試しにトンと踏ふんでみると、パキッと小さくヒビが入った。

「床はちょっと脆いけど、きちんと補強すればここをキャンプにできるかも」

　本来未知の領域では、洞どう窟くつや三角テントのような外敵から身を守るシェルターを拠点にすべきではある。ここは周囲の見晴らしが良いため、外部からも目立ってしまう。

　しかし逆に言えば、空が見えている分《モリ》の圧迫感によるストレスも少ない。鉄の欄らん干かんも敵から身を守る際にはそれなりに頼りになる。

　だが、何よりもアキを喜ばせたのは、この橋が泥炭から一メートルほど浮いていることだ。

　この湿地帯には間違いなく多くの「虫」がいる。アキにとって苦手な虫の被害を軽減することは、オルカに対して「姉」の体面を保つためにも非常に重要だ。

　──一番安全なのは木の上にシェルターを作ることだけど……。

　昔、父から聞いたことがあった。木の上には『ケムシ』というマユゲムシの親玉のような生き物がウジャウジャいるのだと。そんなものを見た日には、アキはその場で眉まゆ毛げがすべて抜けてしまうだろう。

　これもオルカを守るためと心で言い訳しつつ、アキは地図に描き込みをしていた少女を橋の上へと引き上げた。

「なんか、不思議な眺ながめですね」

　沼から一メートル浮いた橋で、オルカが周りを見てつぶやく。

　海の上に浮いた《モリ》。

《モリ》の中に沈しずむ橋。

　ビフォアの人間が見慣れた景色ほど、アフターの人々には「幻想的」に映る。

「うん。不思議……」

　オルカに同意しつつ、アキはバックパックから白い天幕を取り出した。一番不思議なのはこんな浮うき島しまに人が住んでいないことだが、ひとまずは寝床の準備を開始する。

　天幕本来の使用目的通り、橋の手すりに張って寝床の屋根にしようかとも思ったが、ひとまずは足元のファイバー板に広げて橋はし桁げたを補強することにした。

　天幕の両端をシートロープで欄らん干かんに縛しばってたわませ、試しに上に寝転がってみる。背中は痛いが悪くない寝心地だ。寝返りを打ってもロープと欄干で落ちる心配もない。

「オルカちゃん、ちょっとこっちに来て隣に寝てみて」

　天幕の上に寝転んだまま、アキは少女を手招いた。

「今ここに寝るんですか？　……っていうか、近くないですか」

　橋桁の通行部分は幅五十センチしかない。添い寝になれば二人の距離はまさに紙一重だ。

　不信を満面露あらわにして、オルカが隣に横たわる。

　鼻のすぐ下で栗色の髪かみが香った。アキはなんとなく手から滑すべり落ちるブロック石せつ鹼けんを連想してしまう。潔けつ癖ぺきなオルカは、不器用な自分には扱いが難しい。

「……変なことしないでくださいよ？」

　ジトっとした上目遣いがアキを見る。どうも下着の件でよからぬ疑惑を持たれたらしい。

「そんなこと絶対しない──よおおぉっ！」

　言って即座にアキはオルカに抱きついた。腕の間からけたたましい悲鳴が上がる。

　同時に体の下からは、バキッと床のファイバーボードが砕くだける音が響ひびいた。

　二人の少女がハンモック状態になった天幕の中で絡み合う。慌あわてて互いの体を引き剝はがそうとするも、宙に浮いたテント布の中では思うように体を動かせない。

　やがて二人は後ずさるエビのような体勢になり、白い天幕の中に包まれていた。

「……慣れるまで時間かかりそうですね」

「……そうだね」

　ビフォアで言うところの「ぷりぷりエビギョーザ」状態から脱出し、アキは底の抜けた橋の間に追加でシートロープを数本張る。

　ますますハンモックになってしまったが、寝心地はかえってよくなったかもしれない。

「アキさん、今ちょっと笑ってませんでした？」

　オルカに指摘されてアキは困惑した。もちろんパラスアテナやタカのことを忘れていたわけではない。《モリ》でのサバイバルだって遊び気分ではない。

　だが、生きることは楽しむことだ。過か酷こくな状況で「笑う」ことがいかに大切かを、アキは経験的に知っている。今のアキを微笑ほほえませたのは、アキの生存本能だ。

　とはいえそれをオルカに説明するのは難しい。姉リーダーには威い厳げんが必要だ。

「そ、そんなことないよー。ボクはきちんと生き残る方法を考えてるよー」

「アキさん、噓うそつくと棒読みになるタイプですね」

　くすっと「笑った」少女を見てアキは驚おどろく。

　すぐにそっぽを向かれたが、姉には色々と希望が見えた気がした。




　　　２




『一ヶ月生き延びることができれば、助けが来る』

　一年前、アキが停てい滞たい海域の何もない浮うき島しまで過ごした時と比べ、《モリ》でのサバイバルには圧倒的に「希望」がある。あの名もなき浮島で過ごした日々で、アキを飢き餓がや孤こ独どく以上に苦しめたのは「絶望」だった。

　オルカは『海かい賊ぞくなんて信じられない』と否定するが、アキはウィッチの言葉はある程度信用できると思っている。

　キルケ号で「男」として扱われているアキとオルカを一緒の部屋にしたのは、ウィッチがセイラー服に惑わされず、メッセンジャーの性別を正しく見抜いていたからだろう。そうでなければアキはシジェイあたりと同じ部屋に寝泊まりしていたはずだ。アキとオルカの荷物を自ら取りに行ったところにも、そっけない女船長なりの気遣いがうかがえる。

　そして何より、ウィッチは他のシーロバーのようにいたずらに人の命を奪うばったりしない。食くい扶ぶ持ち減らしで浮島に「捨てる」こと自体、『海賊風情』らしからぬ選択だ。

　──拷ごう問もんとかはするけどね……。

　つまるところ、ウィッチは甘い人間ではないが、同舟した家族フアミリーは大切にする。

　その価値観──「ゴエツセイムシップ」はシーロバーというよりセイラーに近い。セイラーにとって船長との約束は絶対だ。その逆もまた然り。

　──ウィッチさんが「船長」なら、一ヶ月後には必ず戻ってくる。

　その「希望」を確かなものにするために、アキたちはまずこの《モリ》で生き残らなければならない。筏いかだを作って脱出などと考えるのは、どのみち生活が安定してからだ。

「オルカちゃん。今後の予定のことなんだけど」

　橋はし桁げたに張った天幕ハンモックの上。アキは向かいにちょこんと座った少女に声をかけた。

「これからは毎日海を見張るべきだと思います。海賊は戻ってきませんが、他の船は通るかもしれません」

　オルカが焦る気持ちもわかる。しかし二人が脱出を考えるためには、先にやらなければならないことがたくさんある。

「うん。ワッチは立てるべきだと思うけど、今のボクたちにはもっと情報が必要だよ」

「情報？」

「まずはこの浮うき島しまの大きさを把は握あくすること。それがわかったら、水と食料がどのくらい入手できるのかの確認。生き延びるために『保存』できる食料は特に重要だよ」

「なるほど。あとは『敵』がいるかどうか、ですね」

「敵……うん。今のところ、ボクたちにとって危険な存在はいない……かな」

「なんでそんなこと言い切れるんですか？」

「ほら」と、アキは遠くの泥炭沼で足元をつついている海鳥の親子を指し示した。

「ニセウミサギは貧弱で、天敵のいない場所でしか子育てできないから。それにもし人や動物がいたら、やっぱり足跡でわかると思うよ」

　一面泥水と泥炭の《モリ》では、昆虫ですら足跡を付けずに移動することはできない。

「でも……わたしさっきから妙に視線を感じるんですよね」

　オルカが気味悪そうに目だけ動かして《モリ》の様子をうかがう。

　アキも天幕に座ったまま周囲を見回したが、特に怪あやしい気配は察知できない。

「ボクには何も感じないけど……でも何か変だと思ったらすぐに教えてね。きちんと安全だってわかるまでは油断できないし、団体行動では過不足のない情報共有と、有事対応のコンシェンシャシュを得ておくことがすごく重要なの……なんだよ」

「……全然言えてないじゃないですか。誰だれの受け売りですか？」

　お見通しだった。

『いい、アキ？　人間がパニックに陥おちいる理由の大半は情報の欠けつ如じよ。だから団体行動では過不足のない情報共有と、有事対応のコンセンサスを得ておくことがすごく重要なの』

　そう言って「寝物語」でアキに知識を授けてくれたパートナーのことも含め、アキは簡単に自分の数年間をオルカに聞かせた。これも情報共有の一環だ。

　三年前に海かい賊ぞくのせいで両親と離れ離れになったこと。一年前に相棒だったキー船長を失ったこと。将来は友人のタカと世界を巡る旅に出るつもりだということ。

　そして、そのためにパラスアテナを絶対に取り戻さねばならないということ──。

「……呆あきれました。一年かかってミゾーシからセジングの手前までしか進めないなんて。アキさんはプランクトンですか？　どれだけ要領悪いんですか」

　しかしオルカが興味を示したのは、アキの波乱万丈な人生ではなかった。

「えっと、オルカちゃん、『セジング』って？」

「セジングはわたしの家──居候いそうろう先さきのある場所です。ここからどの程度距離があるかはちょっとわかりませんけど、アキさんが目指すイロゥはもっとずっと先ですよ」

　それはいわゆる小言だったが、口数の増えたオルカを見てアキはいい感じだと思った。

　互いのパーソナルデータを蓄ちく積せきするのは、コミュニケーションの基本だ。自分に興味を持つ相手を人は無下にできない。もちろんこれもタカの受け売りだ。

「オルカちゃんは、なんでウィッチファミリーに捕つかまったの？」

「それをこれから話すんです。二度手間になるから口を挟はさまないでください」

　乾いたヒトデを見るような目をアキに向け、オルカが当時の状況を語り出す。

　少女は十一歳ながらも、《セジング》フロートでスチュワーデス──本人いわく、『船の厨ちゆう房ぼうで働く女の子』──として働いていた。

　その勤め先であるランチボート『カリプソ』は、名物グリーンキャビア（ウミブドウ）のおかげで繁はん盛じようしており、時々遠方のフロートからも注文が入るのだという。

「そうなんだ。ボクも時々メッセンジャーで買い物のお手伝いをすることがあったよ」

　相あい槌づち代わりに理解を語ると、オルカがぴたりと口を閉ざした。どうやら自分が話すと決めたらとことん口を挟まれたくないらしい。

　アキがしゅんとしてうつむくと、ようやくオルカの話が続く。

　今アキが言ったように、信頼のおけるメッセンジャーに買い物を頼むことはアフターでは往々にある。が、この《セジング》フロートではそれがなかなか難しい。

「セントゥリア海かい峡きようには『セイレーン』、『スキュラ』、『カリブディス』という三匹の海かい獣じゆうが棲すんでいます。規模の小さい船は海獣に襲おそわれたらひとたまりもないので、普通のメッセンジャーさんは海峡を大きく迂う回かいする航路を選びます」

「海獣って──」

　言いかけてアキは慌てて口をつぐんだ。

「正体はよくわかりません。わかっているのは突然頭が締しめ付けられるような『声』を聞いたり、違う種類の歯型がいっぱいついた死体が見つかったり、大きな船が突然海に吸い込まれたりって『結果』があるだけです。だから、ビフォアの物語に登場する怪かい物ぶつになぞらえているんですよ。あとこれ以上口を挟んだらアホさんて呼びますからね」

　アキは口を押さえてこくこくとうなずいた。

「セントゥリア海峡を迂回すると言いましたが、セジングから最も近いカイナフロートまでは約二週間かかります。でも、あの海賊船みたいに大きい船なら海獣に襲われず三日で海峡を横断できるんです。だからセジングからは月一回、メガヨットの定期便が運行しているんですよ」

　海獣の存在を知りながら、あえて海峡を横断したシジェイの話が腑ふに落ちた。

「ある日、わたしはカイナに注文を届けるため、定期便のメガヨットに乗りました」

　アキは黙だまっている。

「相槌くらいは打ってくださいよ。人間ヘタな人ですね」

　アキは悲しく「はい……」とうなずく。

「カイナで仕事を滞とどこおりなく終え、わたしは考えました。帰りは別に急がないし、お金を使うのもモッタイナイ。そこでたまたま港みなと筏いかだにいた知り合いのメッセンジャーさんに、人運びパツセンジヤーを依い頼らいしたんです。定期船の運賃より、パッセンジャー料金の方がうんと安いですから」

　そのメッセンジャー、オリーブグリーンの鉄ヘルメットを被かぶった通称「メットさん」は、オルカの勤め先の常連客だったらしい。

　商談はすぐにまとまり、オルカはメットさんの船に乗る。そうして《セントゥリア海かい峡きよう》を迂う回かいして、二週間かけて《セジング》へ帰る途中──。

「ある晩、ティラー（棒ぼう舵かじ）を握ったメットさんが居眠りをしました。その結果、小さなヨットは海かい獣じゆうが棲すまう海峡へと舳へ先さきを向けてしまいます。そこでわたしたちは、三匹の海獣が一匹、セイレーンと遭そう遇ぐうしたんです！」

「おおおお！」

　オルカが臨場感たっぷりに語るため、アキも天幕の上で手に汗を握る。

「まあ見たわけではないんですけど。でも、夜中に突然『セイレーンの歌』が聞こえてきて、頭がガンガン締しめ付けられて。気がつくと、わたしとメットさんの乗ったヨットは、あの女おんな海かい賊ぞくのキルケ号に繫つながれていました」

　またしてもアキと同じ状況だったが、その後のオルカはキノコ頭のジョニに嚙かみ付き、ノッポの股こ間かんを蹴けりあげ、必死に抵てい抗こうしたらしい。

　すると、その隙すきにメットさんが船に繫がれたチェーンをデンチュー・ビット（係留柱）ごと引っこ抜き、《セントゥリア》の海へ逃走したのだという。

　幼いオルカを、海賊船に置き去りにして──。

「人間なんてそんなものです。みんな自分が一番かわいいんですよ」

　メット氏の船は数日後に《セントゥリア海峡》でシジェイが見つけた。セールや船体は黒く焦こげ、ボロボロの姿でビルデン礁しように乗り上げていたらしい。船内にメットさんの姿はなかったという。海獣に襲おそわれて食われたのだろうということだ。

「以上です。他に何か知りたいことがありますか？」

　さっさと済ませてくれといった顔で、オルカがイライラと片眉まゆを上げる。

　ここで「もう大丈夫」などと言ったら、プライベートな話は二度と聞かせてもらえないだろう。なんでもいいから話を続けなければならない。

「えっと、オルカちゃんが着てるのって『すちゅわーです』って仕事の服なんだよね？」

　ひとまず目についた水色と白のエプロンドレス。その胸元に留められたビフォア文字で書かれた名札を見ながらアキは尋たずねた。

「そうですよ。デザインもかわいいので結構お気に入りです」

「じゃあ、オルカちゃんもボクと同じで男の人のフリをしてるの？　ウィッチファミリーの人たちにはバレてたみたいだけど」

「はぁ……」と、これみよがしに大きくため息をつくオルカ。

「いいですかアキさん。確かにセイラー服は今でも海の男の象徴です。でも、今のアフターの人たちに『スカートをはいているから男』なんて認識はありませんよ。こんな時代、自分に似合ってサイズが合うものを着るしかないじゃないですか。本当に、イナカはいつまでたっても保守的ですね……」

　憐あわれみの目で見られてアキは衝しよう撃げきを受けた。

　確かにトカイに近づくにつれ文化の変化を肌身で感じる。セイラー服は大丈夫なようだが、スカートをはいても女に見られるなら再会後のタカが心配だ。

　しかし、現状のアキは友を悠ゆう長ちように案じられる立場ではない。

「じゃあ、次はお互いの持ち物を見せあおっか。情報共有のために」

　ゆるりとたわんだ天幕の上に、バックパックとポケットの中身を並べる。

　オルカもアキに倣ならって丁てい寧ねいにバスケットから取り出した物を並べていく。




　■アキの所持品


・バックパック（三十リットルサイズ）

・一リットル水筒（残量なし）

・天幕（寝床として使用済み）

・シートロープ（二メートル一本。五メートル二本。他数本ハンモックに使用）

・装備（ダイバーズウォッチ、シーナイフ）

・衣類（セイラー服、タンクトップ、ショートパンツ、替えの下着）

・《サクラジマ》島しま長おさからの預かり物（内容物不明）

・キーちゃんの肩骨






「ほ、骨っ？」

　オルカがビクリとして、ぺたん座りのまま天幕ベッドを後ずさった。

「うん。キーちゃんの形見だよ。ボクのお守りみたいなもの」

「あ……。さっき昔語りで言ってたオウムガエルですよね。すみません。てっきりまたアキさんがヘンタイ的なナニをアレしているのかと……」

　言葉の意味はよくわからないが、なんだかとても誤解されている気がする。

「では、この防水ケースの中身は？」

「あ、それは開けないで。お客さんから預かった大事なメッセージだから」

　かつて遥はるか南の《サクラジマ》で預かった配達期限のないメッセージ。これを北の《シキバ》へ届けるのが、目下のアキの「生きる目的」だと話す。

「……開けてみたら生存が有利になるものが入っているかもしれないのに。開けたところで誰だれにも咎とがめられないのに。ほんと、アキさんは呆あきれるほどのお人好しですね」

　オルカが、はぁと本日何度目かのため息をついた。

　しかしその防水ケースを開けなかったことで、アキは今も生きている。そう言ってもおそらく現リ実ア主リ義ス者トの少女には伝わらないだろう。

　アキは苦笑いしつつ、自身の並べた道具を端から眺ながめた。

　スピアガン（水中銃じゆう）やゴーグル、それに手軽に火を作れるフリントボール（ワックスコートの玉マッチ）をパラスアテナに置きっぱなしにしたことが悔くやまれる。

　今後の食事はイシャイラズ他、多くの塩性植物からビタミンは補給できるだろう。しかし炭水化物やタンパク質も摂せつ取しゆしないと人間は病気になると、かつてタカから何度も聞いた。

　先程からウォーンと《モリ》の中でさえずっている鳥、あるいは魚を捕とらえる方法を考えなければならない。特に体内の水分保持率が高い魚は水代わりとしても重要だ。それらを調理する「火」と「鍋なべ」も要るし、貴重な水を保存する「器」がこの水筒以外にも欲しい。

　なすべき仕事は山ほどあった。アキは頭の中の航海日誌にメモしつつ、今度はオルカの持ち物に目を向ける。




　■オルカの所持品


・フタ付きバスケットケース

・衣類（ワンピース型エプロンドレス、くるぶし丈ソックス、リボン、替えの下着）

・筆記用具（鉛えん筆ぴつ、数枚のメモ用紙）

・ペットボトル（中身なし）

・シャチのぬいぐるみ






「か、かっこいい……！」

　アキはかつての相棒、キーちゃんより一回り大きいぬいぐるみを手にとって目を輝かせる。

　ふわふわとした黒と白の生地はだいぶ毛羽立っているが、その流線型のフォルムと、ちょっと意外なほどにズッシリとした重みは、海の王者の風格を感じさせた。

「ぬいぐるみを見た女の子は、普通は『かわいい』って言うものですよ」

　毎度の小言に苦笑しながら、アキはその他の品々を見る。

　二人合わせれば以前の浮うき島しまサバイバルよりもずいぶん豊富な持ち物だ。とはいえ一ヶ月生存するためのキーアイテムとしてはあまりに物足りない。

「そのバスケット、他に何も入ってないの？」

　アキがヤシ編みのカゴに指をさすと、オルカは慌あわててそれを背中に隠かくした。

　その拍子にジャラと貝がこすれるような音が鳴ったが、少女は「何も入ってません！」ときっぱり否定する。追求しない方がよさそうな剣幕だ。話題を変えた方がいいだろう。

「オルカちゃん。替えの下着持ってるなら、さっき脱がなくてもよかったのに」

「だったらそう言ってくださいよ！　というかアキさんこそ着替え持ってるじゃないですか！　なんで自分の使わないんですか！」

「だって、オルカちゃんボクのこと嫌いみたいだから、服を絞しぼった水を飲むのに抵てい抗こうあるかと思って……」

「し、信用できないと言っただけで、別に嫌いとまでは──」

　オルカがモゴモゴと口の中でつぶやいた言葉は、突然の地じ響ひびきで遮さえぎられた。

「な、なんですかこの音っ？　なんか揺れてませんかっ!?」

「オルカちゃん、ボクから離れないで！」

　アキが身構え辺りを見回した時、ドンという音とともに、《モリ》の大地がぐらりと揺れた。

　セイラーたちが慣れている徐々に体が持ち上がる海の揺れではない。いきなり下から突き上げられて飛び上がるような衝しよう撃げき──。

「うわぁ！」

　二人揃そろって橋の上で悲鳴を上げる。すると今度はバシャバシャバシャと連続して水面を叩たたく音が《モリ》の奥から聞こえてきた。

「今の音は……？」

　アキはオルカの手を握り、身を低くして警けい戒かいの体勢をとる。

　しかしその後に聞こえてきたのは、ウォーンという鳥の鳴き声だけだった。







　鉄橋の上に開けた空に、真っ白な太陽が見える。

《モリ》に上陸してだいぶ経たっている気がするが、実際はまだ正午だとわかった。昨夜遅くにアキたちが捨てられてから、まだ半日しか経過していない。

　体力温存を考えれば早めに眠るべきではある。しかしアキは日のあるうちにできるだけ《モリ》を見ておきたかった。もしも敵対する存在があった場合、夜に眠れるとは限らない。

『とりあえず寝床も確保できたし、ごはん探しに行こうか』

　アキは努めて明るくオルカを誘い、ギシギシと軋きしむ鉄橋のアスレチックを進んでいた──。

「なんか、不気味ですね……。アキさん、怖くないんですか？」

　橋の手すりにつかまりながら、オルカが周りを見て不安そうな声を出す。

「だ、大丈夫。ボクが絶対にオルカさんを危険な目には合わせません」

「……アキさんて、言葉に感情が出るタイプですよね」

　アキは緊張すると物を「さん」付けで呼ぶなど、言葉が丁てい寧ねいになる癖くせがある。

　しかして現在のアキを王子風に品よくさせているのは、周囲の環境だった。

　湿った樹木と生暖かい泥。それは王子が最も苦手としている「虫」の温おん床しようだ。

　アキは飛来する虫に用心しながら、湿地帯に目を向ける。

　すると東の湿地の奥に、首をカクカク振って足元をついばむ鳥の姿を見つけた。

「あ、ニセウミサギ！　……う」

　貴重なタンパク源を見つけて意気込むと同時に、それがついばんでいる対象に思い当たる。

　この海鳥は視力が弱い。海中の魚を捕とらえられない代わりに、動きの遅い虫や腐ふ肉にくをつついて糊こ口こうをしのぐ生き物だ。

　アキの視界内にも虫はぶんぶん飛び回っているが、自己主張しない羽虫の類はまじまじと見つめない限り問題ない。体長五ミリ以上で脚が六本以上。そういう虫を見た場合、脚の数が多ければ多いほどアキの気絶率は上がる。できれば沼には入りたくない。

「アキさん、あの鳥を捕つかまえるんですかっ？」

　オルカが地図を描く手を止めてアキを見上げた。期待に満ちた瞳ひとみが海の如くに輝いている。

　──オルカちゃんは自分の仕事をがんばってる。ボクも……やらなきゃ。

　この一年、体の発育こそ進まなかったが、精神的にはアキにも成長した部分があった。

「オルカちゃん、ここで待ってて。なるべく音を立てないように」

　察した少女が無言でうなずくと、アキは着ていたセイラー服をしずしずと脱ぎ始めた。同性とは言えオルカの視線に羞しゆう恥ちを感じるが、父から受け継いだ大事なユニフォームに虫を入り込ませるわけにはいかない。

　ひっそりした《モリ》の鉄橋には、遠くさえずる鳥の声以外何も聞こえなかった。ふぁさりと橋はし桁げたに落ちた衣服の音が、無防備であることの不安を増す。

　最低限の下着だけを身につけた姿になり、アキはチラリとオルカを見た。

　セイラー服を丁てい寧ねいに畳たたんでくれた少女が「ふぁいと」と声を出さずに口を動かす。

　──オルカちゃん、食いしん坊だもんね……。

　海かい賊ぞく船せんから盗み食いするタフな少女に見送られ、アキはそろそろと鉄の橋を降りた。

　ちゃぽんと湿地帯に足が着く。「南」の方と違って靴底が泥炭層に沈しずまない。水深も浅く、染み出した海水もくるぶしに届かない程度だ。

　ヒルギはびこる足元を見ながら、アキは慎重に一歩進んでみた。

　デッキシューズは泥に沈まず、苦もなく次の一歩を出せる。キャンプ付近のように層が厚いというより、泥炭自体が硬こう質しつな感触があった。

　──でも、場所によるはずだから気をつけないと……あ。

『気をつける』で大事なことを思い出した。

　アキはその場に屈み込み、泥をつかんで二の腕や太もも、そして背中に塗りたくった。

　これは以前交流したラ族に教わった「虫さされ防止」の知恵だ。ラ（太陽）を礼賛し、ビフォアの文明に頼らないナチュラリストの彼らは、アフターで新たな文明を築く「祖」になるだろうと識者たちには評されている。高度な道具を利用するだけの力を文明とは言わない。車輪の再発明であろうとも、一から何かを生み出すことこそ人の進化だ──と。

　泥のドレスをまとい終え、アキは息を潜ひそめて前を見た。

　二十メートルほど前方にいるニセウミサギが、カクンカクンと首を動かし、器用に泥を歩いてこちらに向かって来ている。

　アキは音を立てぬように用心しながら、浅い沼でうつ伏せになった。

　顔を横にして呼吸を確保する。耳の中に生暖かい水が触れた。嗅かぎ慣れない泥の匂においが鼻をつき、足の甲にはパチンと何かが弾はじける感触がある。

　──虫じゃない。虫じゃない……はず。

　体のあちこちで弾けているのは泥水の発泡だと思い込み、アキは息を潜めて鳥を待つ。

　しばらくすると、とぷんと小さな水音がすぐそばで聞こえた。その後にチャポ、チャポと、リズミカルに水面をつつく音が続く。

　アキは気配を殺して死に草になりきった。何か腹の辺りがもぞもぞするが今は耐える。

　ややあって、目の悪い水鳥がまんまとアキの頭の上に乗ってきた。

　ニセウミサギの足爪が、黒くろ髪かみをかきわけてこめかみに食い込む──。

　瞬間、アキは泥に浸ひたした右手を動かし、頭上の足を捕つかまえた。ニセウミサギは驚おどろいて飛び立とうとするが、貧弱な海鳥に人の手を振り払う力などない。

　船に乗って海を行くと、海鳥たちが羽を休めに船体周囲の手すりに留まることがあった。

　鳥は動くものへの警けい戒かい心しんは強いが、こちらがじっとしていれば案外と簡単に捕まえることができる。毎日海かい藻そうと魚を食べて暮らすセイラーにとって、時折船に舞い降りる鳥はスコールと同じささやかな幸運だった。

　アキは片手でニセウミサギの足をつかんだまま立ち上がり、もう片方の手で翼つばさを文字通り羽交い締じめにする。ゲェゲェと品のない声で暴れる鳥に心で謝罪しつつ、持ち替えた手で頭をつかみ、不自然に長い首をポキリとひねった。

「……！」

　遠くでオルカが身を固くした気配を感じる。だらりと垂れ下がった首に再び詫わび、アキは鳥の足を持って逆さにしながらオルカの下へ戻った。

　本当はこの場で首を落として血抜きをした方がいい。しかし今後もここで鳥を捕まえるなら、不用意に血けつ痕こんを残すべきではないだろう。死し後ご硬こう直ちよくで肉は硬かたくなるが、贅ぜい沢たくは言えない。

「きれいごとを言うつもりはありませんけど、やっぱり残ざん酷こくですね……」

　体中を泥で覆おおわれたアキとその手の死んだ鳥を見て、オルカが息を吞のむ。

　アキにも少女の気持ちはよくわかった。

　魚に比べて鳥を殺すのは度胸がいる。鳥はその目にわかりやすく怯おびえの感情を映す。姿を認めた瞬間にご馳ち走そうだとは思っても、いざ首をひねる際には強きよう烈れつな罪悪感が全身を貫く。

　それは昨夜の拷ごう問もんと同じように、間近で見ている者にもしっかりと伝わる──。

「……っていうかアキさん！　ひっ、ひっ、ヒルです！　おなかっ！」

　戦せん慄りつのオルカが指さす腹を見下ろすと、泥にまみれた下着とへその間に、ヌメヌメと黒光る魚の腸はらわたのようなものが付いていた。どうりで腹がむずがゆいはずだと思う。

「あ、ほんとだね。……よっ」

　吸血を済ませた後なのだろう。でっぷりと体を膨ふくらせたヒルは、アキに指で弾はじかれるとぺちゃりと橋の上に落ち、グラスファイバーの床板上でにゅるにゅる元気に蠢うごめいた。

「アキさん、平気なんですか……？」

　オルカが畏い怖ふするような目でアキの顔と腹を交互に見る。

「うん。海でウオビルを見慣れてるから」

　少女に向かって微笑ほほえんで、アキは鉄橋を歩き出した。ヒルは虫じゃないから怖くない。

「そういう問題……？」

　背後でつぶやく少女の声は、次の問題を思案中のアキには聞こえていない。

「まずは鍋なべをどうにかしないと……」

　手持ちの道具で何か作れないかと考えていると、オルカがふいに大声を上げた。

「アキさん、あそこにカニがいます！」

　目を輝かせた少女が指さす方、葉が開く前のワラビのような草の下を、小さな赤い生き物が黒い丸を押しながらチコチコと歩いていた。

　それを見た瞬間、アキの全身がぞわりと粟あわ立だつ。

「どうしたんですかアキさん？　なんか顔色悪いですけど」

　アキを震ふるえ上がらせたその「赤」はカニではない。生き物の腐ふ肉にくを泥や木クズで団子状にして運ぶ、「ニクコロガシ」という甲虫だ。腐敗が進んだ腐くされ木ぎの浮うき島しまでは、魚の腐肉をプラスチック片でくるんで運ぶこの虫を見かけることができる。

「あ、あれ、カニじゃなくて……たぶん虫、だから……」

「こんな遠くからじゃわからないでしょう？　モッタイナイからきちんと確かめてください」

　オルカが手元の地図にかわいいカニのイラストを描き込みながら命令する。

「ほら早く。どうせアキさんは虫だって食べるんでしょう？」

　食べない。食べるわけがない。虫は高タンパクな栄養の塊かたまりだが、あの六本脚を口にするくらいならアキは素直に餓が死しを選ぶ。

　しかし姉リーダーという立場上、そんなことは言えない。

　ニセウミサギをオルカに渡し、アキは不本意ながら泥炭の湿地に降りる。ニクコロガシに向かって早くいなくなれと念じつつ、塩水の沼をゆっくりゆっくり虫に近づく。その時──。

「あれ？」

　橋の上から死角になっていた湿地の草くさ陰かげに、何かが倒れ込んだような跡を見つけた。

　倒木か何かだろうと思いつつ、念の為ために草をかき分けて様子をうかがう。

「ん……？　……靴くつ？　うっ、うわっ！　うわあああああっ！」

　やにわに大きな悲鳴を上げ、アキは背中から泥沼に倒れ込んだ。

　草陰に倒れていたのは、ある意味では虫よりも恐ろしい存在──人間の死体だった。

　靴を履はいた下半身は、触れれば崩くずれそうなほどスカートがボロボロに焦こげている。上半身にはアキの物とは違う質感の、焼けて黒ずんだセイラー服を着ていた。

　腕の内側といった柔やわらかい部位にはほとんど肉が残っていない。眼がん窩かも赤く抉えぐられていて、中にあるべき目玉もない。肘ひじや脛すねにかろうじて残った腐ふ肉にくには、ギザギザと大小様々な歯型がついている。

「アキさんいつまでやってるんですか！　……あっ」

　蒼そう白はくで倒れたままのアキを見かねたのか、オルカがスカートを持ち上げてじゃばじゃばと湿地を歩いてきた。すぐに草の上に横たわった元セイラーを見つけて言葉を失う。

「この人、たぶん最近まで生きてたと思う……」

　ニクコロガシが腐肉を運ぶのは、鳥たちが肉を喰くらい尽つくしたすぐ後だ。おそらく死後一週間は経たっていないだろう。

「……でしょうね。この人、メットさんです」

　わずかに肉片の残った頭ず蓋がい骨こつは、黒ずんだ鉄製のヘルメットで頭部を覆おおわれていた。

「たぶん、海かい獣じゆうに襲おそわれて船体廃棄デイスボートして、ここまで泳いで逃げてきたんじゃないですか」

　オルカがまるで他人ごとのように、冷静に状況を推理した。

　だとしたら、この「歯型」は海獣につけられたものだろうかと考える。

　──違う！

　こんなにたくさん傷を負って、長く海を泳げるはずがない。

　アキは立ち上がって辺りを見回した。

　周囲に危険な動物の気配はない。存在を示す形跡もない。

　だが、オルカが先程感じた「視線」が気になる。何かに襲われたと見られる死体を発見した以上、もう油断はできない。

「気をつけてオルカちゃん。やっぱりこのモリには何かいる」

　アキの警告にオルカは何の反応も示さない。

　少女はじっと黙だまったまま、自分を見捨てたメッセンジャーを見下ろしている。その目に敵意も憐あわれみも浮かべず、ただ一点を見つめている。

　その時、突然《モリ》の中にパァンと大きな音が反はん響きようした。

　何かが泥の地面を叩たたいたような、誰だれかが存在を主張するような、はっきりとした物音──。

　二人の少女は顔を見合わせ、飛び上がるように逃げ出した。




　が、すぐにオルカだけが戻ってきて、「モッタイナイ」と死者の遺品を回収していった。







「点つけ！　点いて！　お願い！」

　アキが手にした「レンズ」に集まる光は、徐々に弱くなってきていた。

　太陽は《モリ》の狭い空を西へゆっくり動いている。急がねばならない。

　しかし目下のアキにできるのは、ただ火の神に祈るだけだ。

「点け！　点け！　つっ……点いたー！　点いたー！」

　書き損じのメモ用紙に灯ともった赤色を見つけ、アキがはしゃいだ声を上げる。

　しかしすぐに落ち着きを取り戻し、「ワタゲイカ」と名付けた植物のふわふわした萼がくで火種を包み込んだ。そのまま細く息を吹きかけると、次第に煙がくすぶり始める。

「あつっ！」

　いきなりボッと燃え上がった火ほ口くちを、アキは慌あわてて「竈かまど」に放り込んだ。そうしてコの字に組んだ竈の前で、その瞬間をじっと待つ。

　やがて、湿し気けった表皮を笹ささ搔がきにした薪たきぎが、ぽっと明るい炎を産んだ。

「やっ……た……！　ありがとうプロメテウス様！」

　助産したアキは感動に声を詰まらせ、珍しく炎の神に感謝する。

　焚たき火は調理、暖房、動物避よけ、狼煙のろし、精神の安定と様々な効能を持つ。他に何もなくても三日は生きられるというくらい、火は人間にとって重要なものだ。その生誕にはいくら感謝してもしすぎるということはない。

「オルカちゃんが戻ってくるまでに火を安定させないと」

　パチパチ音を立てて燃え始めた炎を、割れたファイバーボードでせっせと扇あおぐ。

　アキは寝床のそば、比較的安定した泥炭の上に拾ったバオバブヤシの不ふ燃ねん皮ぴを敷しき、そこに若木を組み合わせて竈を拵こしらえていた。

　バオバブヤシの木き皮がわは朽くちてもあまり水分が抜けず、樹脂も少なく燃えにくい。ディンギー乗りのセイラーたちは、この不燃皮を船上での調理台としてよく利用する。

「ただいまです。あ、火ついたんですね！」

　アキたちが上陸した「南」へ洗い物に出かけていたオルカが戻ってきた。

「わたしのペットボトルに海水を注いでレンズにするなんて、アキさん根性ですね」

「ボクは、オルカちゃんの方がたくましいと思うよ……」

　調理の準備を始めたオルカを見て、アキはタカ以上のしたたかさを感じていた。

　現在、竈の上にはコの字に渡した若木の棒に「鍋なべ」がぶら下がっている。本来ならアゴにかけて固定するベルトで吊つるされたそれは、オルカが『モッタイナイ』と拾ってきたメット氏の鉄製ヘルメットだ。

「大丈夫ですよ。ちゃんと洗いましたから。『シャチにザブトン』です」

　それは「何にでも使い道がある」という意味のアフターのカンヨーク（諺ことわざ）だ。ビフォアの人間がコバンを与えたネコを見ていないのと同じで、言葉自体にリアリティはない。

　オルカは火の前に屈かがみ込み、前後に揺れつつ湯が沸わくのを待っている。

　少女の無む邪じや気きな横顔には、「死」への抵てい抗こう感かんも、「氏」への嫌けん悪お感かんも浮かんでいない。

「わたし、鳥の毛なんて初めてむしりました。すっごい大変でした」

　ぼこぼこと海水が煮えてきたヘルメットに、オルカが捌さばいたニセウミサギの肉を投じる。

「オツカ……れ様。でもオルカちゃん、初めてで鳥を捌けるなんてすごいよ」

「別に初めてじゃありません。毛のない鳥肉はトカイでも売ってますから」

　少しトゲを含んだ返答だった。言い方がまずかったかもとアキが反省をしていると、肉の茹ゆで具合が頃合いになったとオルカが告げる。

　こうして肉や魚を海水で茹でる料理は、マス煮、あるいは潮うしおスープと呼ばれていた。寄生虫を避さけるために全体を満まん遍べんなく加熱する、セイラーたちにはおなじみの調理方法になる。

　塩は乾きを誘発するが、今は肉に付着する微び生せい物ぶつを追い出す方が遥はるかに重要だ。

「いただきます」と二人で並び、アキが削けずった木き串ぐしで鍋なべの肉をつつく。

「しょっぱ！　……体に悪そうですね」

　はむと一口かじった後に、オルカが悲しそうにつぶやいた。トカイ育ちの少女には少々味が濃こかったかもしれない。

　アキもマス煮を口にする。奥歯で嚙かみ締しめたその肉は、いつも通り臭くさみの残る筋張った海鳥の味だ。このくらい塩を効かせておかないと、ニセウミサギは飲み込むのに苦労する。

　──ボクがタカちゃんだったら、安全においしく食べさせてあげられるのに。

　焚たき火の炎を見つめながら、《イロゥ》で待っている「おねえさん」を想った。アキとて普段は鳥を「焼いて」食べるくらいはするが、今はオルカの健康維持を優先したかった。

　しかしブツブツ文句を言いながらも、オルカはまぐまぐとマス煮を食べている。

「……オルカちゃんって、クイシンボーだよね」

「モッタイナイのが嫌いなだけです！」

　微妙な空気で微妙な食事を終えると、オルカが鍋を洗ってきますと立ち上がった。

　本当は一人で出歩かせたくはない。しかし火ひ熾おこしの際にも「アキさんは他にやることがあるんじゃないですか？」と、オルカは少し怒ったように「南」へ鍋を洗いに行った。

　日があるうちなら大丈夫と信じ、ついでに海水を汲くんでくるように頼む。

　オルカの戻りを待つ間、アキは割れたファイバーボードを中央で曲がるように整形した。

「きれいに洗って海水汲んできましたよ。アキさんまだ何か食べるんですか？」

　オルカに渡された海水入りヘルメットを焚き火にくべ、その中央に重しを入れた水筒のコップを置く。海水で濡ぬらして切り裂さいたドロワーズでメットの縁ふちをこんもりと覆おおい、最後に上から曲げたファイバーボードを蓋ふたにして密みつ封ぷうした。

「こうしておくと蒸発した海水がボードで冷やされて、真ん中のコップに水が溜たまるんだよ。ボード自体がしょっぱいからそのまま飲んでもおいしくないけど、鍋なべの底にはちょっぴり塩もできるから、『モッタイナイ』じゃないでしょ？」

　これは以前にもアキが腐くされ木ぎの浮うき島しまで試みた、ビニルカッパと井戸状穴によるソーラー・スティルと同じ原理の海水蒸留法だ。

　しかし今回の方法は、危機的状況における生存術というより生活の知恵という方が近い。アキはパラスアテナのキッチンで海水を煮詰めていたタカからこの方法を教わっている。

　──タカちゃん、今頃何してるかな……。

　やっとタカに会える時が来たのに、自分は待ち合わせに遅れるどころか、パラスアテナを海かい賊ぞくに奪うばわれて《モリ》でオルカと生きている。

　そのこと自体、オルカに言わせればアキの『要領が悪い』からなのだろう。しかし後こう悔かいしても仕方がない。今はとにかく『たくさん生きる』だ。

　アキはポケットの中でキーちゃんを握りつつ、オルカとともにキャンプ付近の植生をチェックし始めた。

　手近なタコノキの陰かげに、あの「節から水が出る植物」を見つけ、オルカが「ぷにすとろう」と命名する。

　アキはぷにすとろうの節部分にシートロープで水筒を括くくりつけた。うまくすれば明日の朝には葉から蒸発した水分が水筒に溜まっているはずだ。水源を見つけられない以上、水はこうしてチマチマ集めて回るしかない。

「アキさん。わたし、やっぱりなんか視線を感じるんですけど……」

　不安そうに辺りをうかがうオルカを見て、アキも周囲に注意を配る。

　しかし何度気配を探っても、生き物の存在は感知できなかった。自分が鈍にぶいとも思わないが、オルカが怖がりというわけでもないと思う。何か引っかかる感じだ。

　時刻はまだ昼過ぎだったが、キャンプは既すでに暗くなり始めている。背の高い植物に覆おおわれた《モリ》の日照時間は短い。

「オルカちゃん、今日はもう寝ていいよ。ボクは明日昼寝するから」

　未開の地で夜のキャンプを行う場合、火の番をすると同時に、夜行性の生き物にも備えなければならない。アフターで夜を好むのはケブカコウモリくらいだが、この《モリ》はビフォアから存在する浮島だ。何が潜ひそんでいるかわからない。

「それから明日の予定だけど、朝は早起きしてね。寝過ごしちゃうと朝あさ露つゆが太陽で蒸発しちゃうから。その後はごはんを食べて探検の続き。鉄の橋を行けるところまで行ってみよう」

「わかりました。では、お先におやすみなさい」

　オルカは特に文句も言わず、素直に橋のハンモックに体を横たえた。

　すぐにスースーとかわいい寝息が聞こえてくる。《モリ》に置き去りにされた昨夜から寝ずに探検していたため、体が疲れ切っていたのだろう。

　それは、アキも同様だった。




　夜。

　アキが火を見つめながらウトウトしていると、いつの間にかオルカがすぐそばに立っていた。

「……アキさん、見張り交代しませんか？」

　両手でシャチのぬいぐるみを大事そうに抱え、不安げにアキを見下ろす少女。

「だ、大丈夫だよ！　ボク起きてたから！　今ちょっと考え事してただけだから！」

　慌あわてて居眠りを否定したアキに、オルカは震ふるえる声で言った。

「そうじゃなくて……。わたし、寒くて眠れないんです」

　湿地帯の昼は太陽で熱された泥水が湿度を底上げし、嫌になるほど蒸し暑い。反面、夜は一気に冷え込む性質を持っている。火のそばにいたアキは気づかなかったが、寝床の下の泥炭沼はかなり温度が下がっているのだろう。

　火ほ影かげに照らされたオルカの唇くちびるはすっかり変色していた。ひとまず凍こごえた体を焚たき火に当たらせ、水筒のコップ二口分の蒸留水を温めて飲ませる。

「ほんとだ。ちょっとしょっぱいですね……」

　それでもオルカはこくこくと水分を体内に取り込んだ。

　白さ湯ゆでいくらかマシになったようだが、少女の顔色は変わらず白い。

　アキと比べてオルカはまだ幼い。このまま体力が低下した状態が続けば、水と食料があっても一ヶ月の生存は厳しいだろう。今はきちんと横にならせて、しっかり体を休ませるべきだ。

「オルカちゃん、ボクと一緒に寝ようか」

　アキは迷った末に竈かまどで燃える火を消した。レンズで火を熾おこすのは苦労するが、見上げた空はヨゾラクジラのドット模様の如ごとくに輝く星で埋うめ尽つくされている。おそらく明日も快晴だ。焚き付けさえ確保できれば、火熾おこし自体はどうにかなる。今はオルカの体調を気遣うべきだ。

　勘かん違ちがいして「へンタイ！　ヘンタイ！」と暴れるオルカをなだめてすかし、アキは少女を空中ベッドへ導いた。

　枯かれ草や着替えのセイラー服など、ありったけの冷気を遮さえぎるものをオルカにまぶし、自分も横になって小さな背中に胸をあてがう。

「人間が一番寒さを感じるのが、背中と首筋なんだって」

　震える少女の耳元で囁ささやき、冷えやすい露ろ出しゆつした耳と鼻も両手でそれぞれ覆おおってやる。シングルハンドのセイラーたちは、寒期に熱を奪うばわれず眠る方法をいくつも知っていた。

「それから自分の体で一番あったかいのは太もも。両手を脚の間に挟はさんでみて」

　腕の中でオルカがもぞもぞと身み動じろぎする。股またの間に挟まれたと思おぼしき手の指先が、アキの太ももの内につんと当たった。

「うん、それで大丈夫。おやすみ、オルカちゃん」

「あの、アキさん。これって、すごく……」

「え、まだ寒い？」

「……いえ、あったかいです。おやすみ……なさい」

　やがて二人の体温が均一になった頃、オルカの呼吸がゆっくりと一定になる。

　アキは安心して微笑ほほえみ、今後について考え始めた。

　海かい賊ぞくに奪うばわれたパラスアテナを、何としても取り戻さなければならない。そして《イロゥ》で待つタカの下に向かい、預かった荷物を届けるために《シキバ》を目指す。

　そのために今できることは──。

「明日からも、オルカちゃんと二人で生き残る」

　つぶやきながらポケットの中でキーちゃんを握りしめ、アキもようやく眠りに落ちた。

　二人が《モリ》に上陸してからの長い一日が、今ようやく終わる。
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「虫が苦手なら最初からそう言えばいいじゃないですかっ！」

「……ごめん、なさい」

　ビフォアの浮うき島しま、《モリ》で暮らし始めて三日目。

　アキはキャンプでオルカに罵ののしられながら、枯かれ枝の副そえ木ぎとともに右腕をシートロープでぐるぐる巻かれていた。

　二人ともが泥だらけで、アキは全身ずぶ濡ぬれだ。

　オルカにいたっては怒りで真っ赤な顔を含め、体中のあちこちに靴くつ跡あとがついている。

「お、オルカちゃん、痛い」

「痛くありません！」

　実際、多少きつく縛しばらなければ意味はない。肘ひじ関節でポキリと折れかけたアキの右腕は、副木で固定する以外の治ち療りよう法ほうは皆無だ。おそらく全治一ヶ月程度のケガになるが、ハンター役のアキが利き腕を負傷したことは、今後の二人の生活に大きな痛手となる。

　更に間の悪いことに、アキは前日に左手も負傷していた──。




　二人の少女が体を寄せ合い眠った翌日。《モリ》生活の二日目。

　夜明け前に起き出したアキとオルカは、望外に得られた朝あさ露つゆの量に満足していた。

　ドロワーズを絞しばってたっぷり喉のどを潤うるおしつつ、昨晩少し残して一夜干しにしておいたニセウミサギの肉をかじってみる。

「ただの生肉……」

「……ですね」

　魚と違い、鳥の肉は塩だけでは水分を完全に追い出せないようだ。もう少し風通しの良い場所で陽を当てなければ、ジャーキーにはならないのかもしれない。

　それなら鳥を天日に干そうと、二人は日当たりの良い《モリ》の「南」に移動する。

　一晩過ごしてわかったが、《モリ》も基本的には浮いているため、潮の干満の影えい響きようは少ないようだ。波打ち際のヒルギの根に肉を並べても、それが海にさらわれることはないだろう。

　薄うすい肉を日当たりの良い植物の根に貼りつけ終えると、その後はひんやりしたイシャイラズをかじって朝食を摂とる。

　そしてアキたちは、昨日の探検の続きへと出発した。

　鉄橋の手すりにつかまり、両手で体を支えながらそろそろと細い道を進む。

　橋は上下左右にコースを変えつつ、ウミヘビのようにのたうちながら湿地帯の奥まで続いていた。オルカに手を貸し坂状の鉄橋を上り、沈しずんだ橋はし桁げたの上をおっかなびっくりちゃぷちゃぷと渡る。

　しばらく歩いていると、突然視界が開けて海に出た。

　ダイバーズウォッチの短針を太陽に向けて角度を測る。最初の上陸場所でもある「南側」を出発した地点から角度のズレはない。

　つまり、ここは《モリ》の反対側、差さし詰ずめ「北側」というところだ。

　及び腰で歩いて二十分。この曲がりくねった鉄の道を「縦たて」とするなら、距離にして百から二百メートルだろう。「横」も同じくらいと推測すると、《モリ》の面積は大おお雑ざつ把ぱに見てビフォアの野球スタジアム程度だ。

「はぁ……。そんなに大きな浮うき島しまではないみたいですね」

　地図を描くオルカの声に混じった落らく胆たんを読み、アキは励まそうと試みる。

「うん。目ぼしいものはあんまりないけど、逆に考えれば怖い生き物もいないよ」

「野生児のアキさんにも怖いものがあるんですか？」

「そ、そんなにはないかな」

　本当のアキはオルカの何倍も臆おく病びようだ。異性相手には怖くてうまく喋しやべれないし、ほんの小さな虫であっても、それが「虫」というだけでアキは脅おびえて怯ひるんで腰を抜かす。

　今のアキを見たら、《イロゥ》で待っているタカは大笑いするだろう。

　だが、オルカを不安がらせないためにも、今は強がってみせることが重要なのだとアキは信じ込んでいた──。




「こんがり、こんがり、じゅうじゅうじゅう」

「北」到達からの帰り道で、アキは再びニセウミサギを捕つかまえた。

　するとオルカが「マス煮は塩味がきつすぎます！」と、串くし焼やきにすることを提案する。

　寄生虫の例を挙げてやんわり否定してみると、「わたしだってシマさんの料理を毎日見てますから」と、少女はアキの知らない人物の名を口にして鼻歌交じりに調理を始めた。

「したたれ、にくじる、じゅうじゅうじゅう」

　陽気に二番を歌いながら、オルカは滴したたる鳥の脂をぷにすとろうの節筒に溜ためている。

　物資の乏しいアフターでは誰だれもがそれなりの「モッタイナイ精神」を持つが、オルカのそれはずいぶん徹てつ底ていしていた。何か理由があるのかもと、アキは香ばしい匂いに鼻をヒクつかせながら考えたり、考えなかったり。

「はい、焼けましたよ。ご賞味あれ」

　オルカに差し出されたニセウミサギの串くし焼やきを、アキは用心深く一口頰ほお張ばった。

「ふわっ……」

　熱々の肉を嚙かみ締しめた瞬間、口の中にじゅっと霧きりが広がる。

　もも肉から染み出す濃のう厚こうな肉汁。海で揉もみ洗うに留とどめた程よい塩味。芯しんに髪かみの毛一本レアを残した弾力のある肉から、脂の旨うま味みが舌全体へ温かく染み出す。

「おい……しい……」

　その熱と旨味の感動に、アキの魂たましいは震ふるえた。常なら咀そ嚼しやくに難なん儀ぎする肉のパサつきがまるでない。どころか今は飲み込みたくないとすら思える。

「鳥さんありがとう……！」

　オルカもじんと感動していた。

　二人は身の少ない海鳥の串をあっという間に平らげ、以後鳥肉はすべて焼いて食べようとうなずき合う。寄生虫は怖かったが、おいしく食べなければ鳥の命がモッタイナイ。アキにもそれなりの食い意地はある。

　胃を満たして気の満ちた二人は、その勢いで残しておいた肉を薄うすくスライスした。日の高いうちに保存の利く干し肉にしようと目もく論ろんで、肉を携たずさえ再び《モリ》の「南」へ向かう。

　朝に波打ち際のヒルギに並べた肉は、表面に薄い脂の膜まくが張ってそれなりにうまそうに見えた。今のところは腐ふ敗はいしたような臭においもない。

「では、ちょっとお味見を……」

　オルカが肉に手を伸ばしたその時、アキは水中から迫る黒い影に気づいた。

「オルカちゃん！」

　叫さけんで鳥ジャーキーに伸びた小さな手を払う。

　そこに海中からザバリと顔を出したのは──ワニだった。

　正確に言えば、ワニのように牙きばの生えた細長い口を持つワニカマスだ。

　ビフォアの時代に『バラクーダ』と呼ばれたオニカマスの系けい譜ふは、そのギザギザと細かい歯の生えた嘴くちばしで、干し肉ごとアキの左手を喰くい千切った。

「くっ……ぁ！」

　鮮血が吹き出すほどではない。五指が欠けたわけでもない。

　しかし赤く染まったアキの左手親指と人差し指の間、そこに本来ならセールのように張られているべき「水かき」が、パツンと中央で断だん裂れつしていた。

「アキさん！」

「だ、大丈夫。オルカちゃんはなんともない？」

「全然だいじょばないですよ！　こんなにたくさん血が……」

　オルカに手首を握られて、アキの表情が苦痛に歪ゆがむ。

　いまだワニカマスに嚙かみ付かれていると思える、ズキズキと衝しよう撃げきを伴ともなう痛み。裂さけた水かきはウニのようにびちゃりと潰つぶれ、白い組織が一部露ろ出しゆつしている。

　ワニゾウムシ、ワニカズラ、ワニカマス──。

　ワニと名の付く生き物は押おし並なべて狡こう猾かつだ。ワニカマスはアキたちがジャーキーの回収に戻ってくるのをずっと待っていたのだろう。ビフォアの昔には、同じく狡猾なサメを指してワニと呼んだ時代もあったという。

「このくらい、かすり……傷だ、よ。それに、利き手じゃ、ないし……」

　呼吸が次第に荒くなり、両肩が激しく上下に揺れる。蒼そう白はくの額ひたいの上を、粘ねばり気の強い汗が重く流れていく。どちらも血行に障害がある際の症状だ。キルケ号での過か酷こくな生活と《モリ》の圧迫感によるストレスは、オルカだけでなくアキの体力も低下させていた。

「顔真っ青じゃないですか！　すぐに戻って手当てします！」

　極限状況下ではこうした小さなケガでも命取りになる。今はオルカに従うべきだと思う。

　しかし姉リーダーたるアキは、たとえ瘦やせても我が慢まんを選ぶ。

「へ、平気だから。日が沈しずむ前に、夕飯の、鳥を──」

　オルカがキッとアキを睨にらみ、振りかぶった手で頰ほおを打とうとした。

　が、背が届かないと見るや、拳こぶしを握ってアキの胃袋に右ストレートを打ち込む。

「い、痛いよオルカちゃん」

「……わたしの方がもっと痛いです。帰りますよ」

　強い意思に右手を引かれ、アキは朦もう朧ろうと《モリ》のキャンプへ戻る。







　左手のケガだけでなく、長く気を張っていた疲労もあるのだろう。

《モリ》生活三日目の朝。アキがハンモックの寝床で目覚めた時、太陽は既すでに真上にあった。

「……っ！」

　慌あわてて起きようとして、左手に激痛が走る。

　苦く悶もんの中で傷を見ると、昨夜手に巻かれた包帯──オルカのドロワーズを千切ったもの──が、もう一度巻き直された跡があった。

「オルカちゃん……」

　辺りを見回しても少女の姿はない。

　寝床から下りると竈かまどのそばに水筒が置いてあった。中には蒸留海水と朝あさ露つゆを集めた水がたっぷり入っている。

　水筒の水を二口含み、アキはオルカを探して橋のアスレチックを歩き始めた。

　不安定な鉄橋の上を行くには、手すりをつかむ、段差に手をかけるといった動作をする必要がある。本来ならば片手でもどうにかなる行動が、今のアキにはうまくできない。

「体力が……ないんだ……」

　水、食事、睡すい眠みん。それらすべてが継続的に満たされて、人は初めて「万全な体調」だと言える。一、二度まともな食事と睡眠を得た程度で、過去の負債は清算されない。

　橋の道を行く。両手で手すりを握る。その度に包帯の内からじくじくと血が染み出し、激痛と目まいでなかなか思うように進めない。

「はぁ……はぁ……。うっ……」

　喘あえぎフラつきよろよろと歩いていた時、沼地の奥、メット氏の遺体があった辺りで佇たたずむオルカを見つけた。

　声をかけようと思ったが、少女があまりに真剣な顔で草陰を見つめていたため、アキは橋から降りて自ら向かう。

　他人を信じる信じないはともかく、知人の死は少女にそれなりの衝しよう撃げきを与えているはずだ。

　水音に気づいてオルカがこちらを振り返った。アキは包帯の巻かれていない右手を掲かかげて無理やり笑顔を作る。

「オルカちゃん色々ありがとう。それと……メットさん、残念だったね」

「アキさん、これどう思います？」

　オルカはこちらの言葉を無視し、真剣な顔をしてメット氏の遺体の脇を指さした。

　少女の隣で確認すると、ヒガタのような泥の上に、ひょろりと数本何かが生えている。

　三十センチほどの白い植物だった。茎の太さは指で作った輪っか程度で、その先端にはまるで鎌かま首くびをもたげたアナゴのように、豆状の物体がふよふよと揺れている。

「なんだろう……？　生きてるっぽいけど……」

「わたしには、でっかいモヤシに見えるんですけど」

　アキは『モヤシ』を見たことはないが、かつてタカが話していたことは覚えている。

『モヤシは豆を水に浸ひたして発芽させて、その芽や茎を食べる野菜よ。ビタミン豊富で日ひ陰かげでも育つから、水すい耕こう栽さい培ばいにはうってつけ。でも、きちんと管理しないとすぐに雑ざつ菌きんの温おん床しようになるのよね──』

「えっと、もしも『モヤシ』なら食べない方がいいんじゃないかな……」

　実際にアキが記憶しているのは、「モヤシ＝雑菌＝虫っぽいもの」という独自のインターフェースを通した捏ねつ造ぞう情報だ。

　しかしアキの虫嫌いは結果的に間違っていない。虫は疫えき病びようを媒ばい介かいする。昨日ここには腐ふ肉にくを運ぶニクコロガシがいた。食品の生育環境としては最悪の部類だろう。

「でも、せっかく見つけたんですし。モッタイナイから一口食べてみましょう」

　オルカがまるで意に介さぬ様子で、『モヤシ』を一気に引き抜いた。

　そして「あ、なんか余計なのついてますね」と根こん茎けいを手た折おり、豆状の物体がついた先端から臆おくせずしゃくしゃくかじっていく。

　短期間に未知の食料を複数食べると、中毒症状が出た際に問題の切り分け、すなわち原因の特定が困難になる。仮に可食であるとしても、今はまだ食べるべきではないが──。

「……ほ。ケッコーいけますこれ。全然モヤシっぽくないです。むしろキノコ？」

　オルカが食べている様子は確かにおいしそうだった。それにこの『モヤシ』は水分を多く含んでいるように見える。体内に取り込める水はありすぎて困ることはない。

　本来ならばオルカよりも、アキの方が食べたい盛りの年頃だ。まして今は、胃よりも「体」が飢うえている。

　結局「じゃあ、ボクも……」と、手近なモヤシを引き抜いてしまうアキ。

　すると、ずぶずぶ泥炭を抜けて現れた根茎に、昨日も見たニクコロガシが付着していた。

　というより、この巨大モヤシは赤く蠢うごめく甲虫の背を突き破って成長していた。

「えっ」

　先程オルカが口にしたように、このモヤシはニクコロガシを宿主として寄生するキノコの一種だ。アフターでは正式名称がなく、好こう事ず家かたちはBarometzなどと呼んでいる。メット氏の腐肉でニクコロガシが栄養を得た結果、この菌きん類るいが虫の背から一斉に芽吹いたのだろう。

「うっ、うわああああああっ！」

　不意打ちの虫の登場に、アキは思い切り体を仰のけ反ぞらせた。先日メット氏を見つけた時のように背中から泥炭の沼に倒れ込む。無意識に痛む左手をかばい、右腕一本を大地に付く。

　その瞬間、ビキッ、と嫌な音が鳴った。

　同時に一点に荷重のかかった泥炭は軽い少女すら支えきれず、ズボッと底が丸く抜けた。

　当然の帰結としてアキは頭から海中に没ぼつする。口の中に泥と海水が一斉に入り込む。

　息ができない。必死にもがいて腕を動かすも、右腕は他人の物になったように脳の命令を聞いてくれず、ただ激痛だけを返してよこす。もう一方の左手には、水をかく力も水かきもない。

「アキさん！　アキさん！」

　その上よかれと思ってか、地上にいるオルカがアキの片足をつかんで引き上げようと奮ふん闘とうしていた。

　おかげで今のアキは、逆さ吊づりで顔だけ水の中に浸ひたされるシーロバーの拷ごう問もん、「ミズゼメ」と同じ状態にある。

　──死んじゃう！　オルカちゃん手を離して！

　アキは痛みをこらえてオルカを夢中で蹴けり飛ばした。

「いたっ！　何するんですかこの恩知らず！」

　少女が怒りとともに手を離す。

　水すい没ぼつしたアキは海中でくるりと反転し、どうにか泥水の穴から顔を出す。

「ぷはっ！　はぁはぁ……ふおぉぅっ！」

　思い切り口を開けて肺に空気を取り込むが、両腕でバランスを取れないためか、体がすぐに泥水の中へ沈しずんでいく──。

　その時、オルカの手がアキのタンクトップの胸元をつかんでくれた。

「あ、ありがとうオルカちゃん。ほんとに、死ぬかと、思った……」

　アキはぜいぜいと全身で喘あえぎながら思う。

　靴くつ跡あとだらけでこちらを睨にらむオルカは、もう自分を姉とは思ってくれないだろう──と。







　アキだけが満まん身しん創そう痍いの《モリ》上陸四日目。

　サバイバルで何より重要なのは生活の安定だとアキは理解している。

　朝は水を集めて回り、昼は食事を求めて狩りに出かける。夜は身の回りを快適に整え、なるべく早めに床につく。そうして未来に備えて蓄たくわえを作ることで、初めて脱出の方法を考える余裕が生まれる──はずだった。

「はぁ……」

　火の番をしながら、アキは自分が足手まといになっている現状をほとほと嘆なげいていた。

　副そえ木ぎの右手と包帯の左手を見て、どんより肩を落としてうなだれる。

　気負って強がり「姉」ぶろうとし、オルカに虫嫌いを隠かくした結果がこの有り様だ。

　一方の「妹」は、ちょこまかと甲か斐い甲が斐いしく働いていた。

　アキのようにニセウミサギを捕まえることはできなかったが、オルカは代わりに鳥の巣からげんこつ大の卵を見つけてきた。先日蓄えておいた鳥の脂で作った巨大な目玉焼きは、優しく滋じ味みに溢あふれていた。

　オルカは割った卵の殻からもきちんと取っていて、朝あさ露つゆを溜ためる容器として活用している。アキはなんの助言もしていない。純じゆん粋すいなオルカ自身の生存本能センスだ。

　──ボクはダメダメだ……。

　元々気弱な性格のアキは、いったん落ち込むとなかなか立ち直れない。

「アキさん。洗せん濯たくも終わったので、わたしは『アナゴモヤシ』の様子を見てきますね」

　七秒おきにため息をつく頼りない姉に、しっかり者の妹が告げる。

「あ、ボクも行くよ。何もできないけど……」

　立ち上がろうとしたアキを、橋の手すりに下着を干しながらオルカが無言で見つめてくる。明らかに「足手まといです」と視線が言っていた。

　本当はそれでもついて行くべきだが、今のアキは完全に自信を喪そう失しつしている。

　結局引きつった顔で「行ってらっしゃい」としか言えず、アキはまた泥炭に座ってため息をついた。

　まだ《モリ》に来てたったの四日。こんな状態で残りを無事に過ごせるのかと思う。

　集団行動では互いの信頼が何より大事とわかっていたのに、アキはオルカを子供と見くびっていた。だが実際のところは、オルカの「モッタイナイ」精神はサバイバル適性が高い。少女は職業柄か調理や採集も一通りできる。地図を描くのはアキより上手なくらいだ。

　自分の知識にあぐらをかいて、アキは本質をまったく見ていなかったと悟さとる。

「もっと、色んなものをよく見なきゃダメだ」

　この《モリ》も、オルカのことも、そして自分も。こんなに情けないままでは、タカと再会してもパートナーにはなれない。雇やとわれ船長の自分など、すぐにオハライバコに捨てられる。

　アキは何かを見つけようと、木々の切れ間の空を見上げた。

　樹木が隠かくした狭い空に、入道雲の尻尾しつぽが見える。スコールや悪天候が来る気配はない。

　今のところ水は朝あさ露つゆと蒸留海水、そして「ぷにすとろう」で賄まかなえている。

　しかしオルカ一人で毎朝二人分の水を集めるのは重労働のはずだ。今後状況が変化した場合に備えて貯留もしておきたい。雨が降らないなら人海戦術で集めるしかないが──。

「ん？」

　空を見上げるアキの視界の隅すみ、木々の間を「影」が横切った気がした。

「鳥……？」

　首を傾かしげた途端、ガサッと頭上の葉がざわめく。

　次の瞬間、何かが空から猛もう烈れつなスピードで迫ってきた。

「う、うわっ！」

　とっさに飛び退いて泥炭に両腕を付く。右肘と左手に激痛が走る。

「くっ……！　いったたた……」

　目め尻じりに涙を浮かべながらどうにか起き上がると、さっきまで自分がいた泥炭にすっぽりと穴が開いているのに気づいた。

　近づいて中を覗のぞき見る。

　すると、泥水の空くう洞どうに巨大な丸い物があり、今にも海の底へ沈しずんでいこうとしていた。

「これ、バオバブヤシ……！」

　バオバブヤシは幅広の幹を持ち、海底に根を張った巨大な塩性樹木だ。名こそ「バオバブ」とビフォアのサバンナに生えていた木と同じだが、実際はヤシ科であり、その葉の基部には種子を包む殻──すなわちヤシの実をつける。

　その果汁も果肉も美味だったが、南洋の大樹林では雑食のゴミザメが堅かたい殻からごと飲み込んでしまうため、アフターの人々が目にすることはまれだ。アキは子供の頃に一度だけ、海の真ん中にぽつんと生えたヤシのふもとで、両親と日がな実が落ちるのを待ったことがある。

「あの泥をパシャパシャ叩たたく音は、ヤシの実が落ちる音だったんだ……」

　ヤシが落ちた時に音はする。しかし高空から落下する果実は泥炭を突き破って海に落ちてしまうため、今まで見つけることができなかったのだろう。

「……って、早く拾わなきゃ！」

　ズブズブと泥に沈しずみかけているヤシの下に痛む左手を差し入れる。親指の付け根に激痛が走った。利き腕を使えないとこんなにも不自由なのかと思い知る。

「うっ……くっ……はぁっ」

　顔をしかめながら、重い実をそろりそろりと根性で回収する。額ひたいから流れる汗が目に染みたが、神経をすべて指先に集中する、と──。

「おおおお！　すごいおっきい！」

　痛みを我が慢まんした甲か斐いあって、アキの頭よりも『すごいおっきい』立派なヤシの実だった。きっと殻からの中にはたっぷり水分を溜ためていることだろう。

　オルカが帰ってきたらすぐに飲ませてやろうと、早速実の解体に取りかかる。

　両腕をまともに使えないため、あぐらをかいて実を足の裏で挟はさむ。左手一本でシーナイフを持ち、殻の先端を尖とがらせるようにちびちびと削けずり始める。まずはこうして先端の堅かたい皮を落とすのがヤシの実解体のコツだ。

　ある程度削って繊せん維い質しつの内皮が現れた頃、今度は先端にナイフを突き立てる。傷口が開かぬよう適度に休憩しつつ刃を打ち下ろしていると、小一時間ほどかけてようやく殻を貫通した手応えがあった。本当に利き腕が使えないのは不便だと痛感する。

　早速一口と思ったが、最初はきちんと働いている者が飲むべきだと思い留まる。

「オルカちゃん、早く帰ってこないかな」

　ヤシの実は殻を食器として使えるから、吝りん嗇しよく家かの少女はきっと喜ぶだろう。

　アキがウキウキとダイバーズウォッチで時間を確認すると、オルカが出かけてから二時間ほど経たっていた。遅いなとは思ったが、まだ日も高いし心配するほどではない。

　他に何かできることはないかと、辺りをぶらぶら歩いてみる。

　橋にぶら下がったハンモックの寝床が目に入り、なんとなく近づく。

　二人の小さな空中ベッドには、葉を二枚重ねあわせて周囲を小枝の針で固定したクッションがあった。寒がりのオルカが作成したもので、内側にはむしったニセウミサギの羽毛がたっぷり詰まっている。抱いて眠ると軽いわりにすこぶる温かい。

「本当に、オルカちゃんの方がおねえちゃんだよね……」

　意図せぬタイミングで再び落ち込んだ時、アキはクッションの下に一枚の紙片を見つけた。

　拾ってみると、それはオルカが描いていた地図の旧版のようだ。現在の地図はもうほとんど《モリ》の全域が埋うまっている。絵心達者な少女の地図は、あちこちに「カニさん？」などとイラストが入っていてとてもかわいらしい。

　じんわり温かい気持ちで地図を見ていると、裏にも何か書かれていることに気づく。

「……日記？」

　そこには、アキたちが《モリ》に上陸してからの出来事が逐ちく一いち記されていた。

　オルカの、感情とともに──。




『アキさんは鈍どん感かんだ。頼りない。他人は信じられない。自分がしっかりしなくては』

『あのイナカ娘はデリカシーがなさすぎる！』

『鳥を素手で捕つかまえた！　アキさんはすごい！』

『ヒルに血を吸われて気にしないって……あの人はやっぱりどこかおかしい』

『メットさんはいい人だと思ったけど、やっぱり他人だ。肉親だって信じられない。……シマさんだって。自分以外はみんな他人だ』

『アキさんもヘンタイだった。だけど体は温かかった』

『時々感じる視線は何だろう。アキさんに噓うそつきだと思われたくない。もう気づいても知らないフリをしようか』

『またアキさんに食いしん坊扱いされた。それは事実だけど、わたしは海かい賊ぞく船せんで盗み食いなんてしていない』

『アキさんにもっと食べさせないと。ケガをしたのはわたしのせいだ。わたしが子供だから。わたしが……大人じゃないから』

『虫嫌いをアキさんはずっと隠かくしてた。わたしが大人だったらきっと言ってくれた』

『鳥は捕まえられなかった。明日は北の波打ち際に行ってみよう。アキさんが海沿いは危険だと言っていたけれど、この浮うき島しまには絶対カニがいるはずだ。カニはおいしい。アキさんに栄養を摂とらせて早くケガを治してもらいたい』




「オルカちゃん……！」

　アキは痛みをこらえて橋に上り、鉄の道を走り出した。

　心臓がきゅっと奥に引っ込む感覚があった。

　時間を見る。あれから更に小一時間経たっている。

　アキの名を呼びながら、オルカが波にさらわれていく──。

　ワニカマスに攻撃を受け、エプロンドレスの少女が血ち塗まみれで波打ち際に──。

　泥炭に足を取られて動けなくなり、そのままズブズブ沈しずんでいく妹──。

　頭の中に嫌なイメージが次々浮かぶ。

『……わたしの方がもっと痛いです』

　オルカの言葉が記憶に蘇よみがえる。自分の愚おろかしさに悔くやし涙が出る。

　左手の傷口が開いていた。歩いた後に赤と透明の雫しずくが点々と続いた。

　汗と涙で顔を濡ぬらしつつ、アキは歯を食いしばって「北」の波打ち際へ出る。

「オルカちゃん！」

　開けた視界の中央、泥炭沼の木の根の上にオルカがうつ伏せで倒れていた。

　体を左手一本で抱き起こす。息はあった。しかし呼吸は荒い。少女はアキと同じく額ひたいにびっしり汗を浮かべている。

　おそらくは弱ったアキのため、照り返しがきつい波打ち際でいもしないカニを探していたのだろう。もしもカニがいるならば、泥炭には特徴的な移動の跡が残る。アキはその情報をオルカに教えていなかった。「そのくらいわかるだろう」と情報の共有を怠おこたった。

「ボクは、おねえちゃん失格だ……」

　だが、今は自らの失態を悔くいている場合ではない。

　アキは少女の全身を隈くまなく見た。外傷はなさそうだが、火ほ照てって湿った体が熱い。

　小さく喘あえぐ少女の体温は、抱き上げるアキの腕を火傷やけどさせそうなほど高温を保っている。

「熱射病……だと思うけど……」

　しかしドクターでないアキに正確な診断などできない。浮うき島しまには未知の虫や植物がいる。マラリアや百ひやく日にち咳ぜき、島特有の風土病も含めて可能性はいくらでもある。

　アキは起こしたオルカの前に屈かがみ、脇の下に頭を入れた。そのまま少女をさらうシーロバーのようにして、首の上でオルカの体を横に担かつぐ。

　片腕一本でオルカを運ぶために自然とそうなったが、これはビフォアのファイアマンが怪け我が人にんの運うん搬ぱんに使用していた方法で、効率的かつ移動速度に優すぐれている。

　それでもさっきの倍の時間をかけて橋のアスレチックを戻り、アキはオルカを空中ベッドに横たえた。小さく開いた口にヤシの果汁を流し込むと、赤い顔を歪ゆがめて少女が咳き込む。

「アキ……さん……」

　うつろに目を開けたオルカの小さな体を、アキは痛みを忘れて両手で抱いた。

「オルカちゃん、今までごめん……ごめん……！」

　人を信用しないと言いながらも、少女は日記の中で常にアキを気遣っていた。

　こんなに心優しいオルカが海かい賊ぞく船せんで盗みを働いたのは、毎晩ろくに食事も摂れなかった自分のためだとようやく気づいた。

　謝り続けるアキに対し、オルカが熱い吐と息いき混じりにつぶやく。

「日記……見たんですね。これだから他人は信用できません……」
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　じゃぽんとヤシの落ちる音が聞こえたら、急いで果実を探して泥炭を歩く。

　そんな条件反射も身についた、《モリ》上陸十日目。

　外皮を剝むいたイシャイラズをせっせと額ひたいに貼り付けると、オルカは二、三日ですぐに回復してくれた。アキが心配したような病の可能性はひとまずなさそうだ。

　アキの方もワニカマスに食われた傷は蘇そ生せいしつつある。時折傷口を舐なめて唾だ液えきを含ませたおかげかバイ菌きんが入った様子もない。これは母から聞いた『マユツバ』というおまじないだ。

　さすがにヒビの入った腕はまだ治らないが、何もできない足手まといの状態は脱しつつある。

　現在は《モリ》の探たん索さくも終え、オルカの地図はすべて埋うまっていた。

　この浮うき島しまでの主要なランドマークは、まず「中央」の鉄橋コースと空中ベッドのキャンプ。

　次に「南」の日当たりの良い肉干し場と、「東」のメット氏の墓及びアナゴモヤシ。

「西」は何もない。しかし海底から伸びた巨大なバオバブヤシが島を貫き天高く伸びているため、目印にはなる。「北」も「南」同様に波打ち際に出られるが、取り立てて用向きはない。

　まとめると、新たに発見したものは──食料も水源も──ないということだ。

　ニセウミサギというタンパク源を得ることができなくなった二人は、鳥の巣から卵を盗み、死体のそばのキノコを食らい、どうにかこうにか生き延びている──。

「ふわ……。全然釣つれないですね」

　午睡したように光を揺らすだけの海を見て、ヒルギの根に腰かけたオルカのまぶたがとろんと下がる。

　本日のアキとオルカは《モリ》の「南」で肩を並べ、波打ち際に糸を垂らしていた。

　木を削けずって銛もりを作ることも可能だったが、アフターの海は底が深いため、魚を海底に突き刺すサシホコ漁自体が難しい。スピアガンのような速度がなければ、浅い部分を回遊する表層魚を突くことも不可能だ。手負いのアキが魚を捕とる方法は釣りしかなかった。

　竿さおにはよくしなるヒルギの若木を選び、先端にシートロープをほぐした糸を結ぶ。釣り針にはオルカのドレスに付いていた名札のピンを使い、浮う子きは木こっ端ぱに切れ込みを入れ、ニセウミサギの羽で目立たせてある。

　問題は錘おもりだったが、何か手頃なものがないかとアキが《モリ》を歩き回っていると、オルカがおずおずと「サザエの蓋ふた」を差し出してきた。

『なんか、モッタイナイから捨てられなくて……』

　オルカのバスケットからは魔ま法ほうのようになんでも出てくる。本人はその貧乏性を恥はじているようだが、結果としてその性格はアキたちを救っている。

「やっぱり、ヤシの果肉じゃエサにはならないのかな……」

　日がな海を眺ながめていると、ここはワニカマスのナワバリだとはっきりわかった。

　ウツボのようにギザギザと細かい牙きばを持つ魚は、その一メートル近い体たい軀くのおかげで近海の王者となっている。元々カマスはサメに近い凶暴な魚類だ。羽を休める水鳥たちが海中に引きずり込まれる姿を、アキたちはもう何度も目撃していた。

　この海で釣つれるとしたらワニカマスか、そのカマスすら見向きもしない外道のザブトンクラゲだろう。あのクラゲはひとつ海ならどこでも釣れる。アングラーたちの天敵だ。

「アキさん。あの虫、にっころがし？　とかエサにしたらどうですか？」

「だ、ダメじゃないと思うけど……」

　言こと葉ば尻じりを微び妙みように濁にごしたところ、「別にアキさんに捕とってこいなんて言いませんよ」とオルカが鼻で笑って立ち上がる。

　非常にバカにされているが、今はオルカが頼もしい。アキは先行く少女に付き従い、情けないことに針先につけてもらう作業まで任せた。今更姉リーダーの威い厳げんなどないとわかっているが、それでもちょっぴり惨みじめな気持ちになる。

　だが、おかげでワニカマスはすぐエサに食いついてくれた。

　ここからはアキの腕の見せどころになる。竿さおの強度、それに片腕一本という不利な状況を考えると、力勝負でワニカマスに勝つことは不可能だ。

　──戦略は、持久戦。

　アキは片手に竿を持ち、ワニカマスの強きよう烈れつなヒキに合わせて自らも《モリ》の波打ち際をバシャバシャと走り回った。竿を折らぬよう、糸を切らぬよう、微妙な手加減を施ほどこしながら、泥だらけになって湿地を右往左往する。

　そうしてヒルギに体を預けたオルカが船を漕こぎ始めた頃、アキはようやくワニカマスの巨体を《モリ》に引き上げることができた。

「魚って、きれいなんですね」

　泥炭の上で跳はね回るワニカマスを見て、オルカが感かん嘆たんの声を上げる。

　六十センチほどのカマスの体は、夕陽を受けてキラキラと鱗うろこを輝かせていた。

「うん。こんな風に魚が青く光るのは、釣り上げてほんの数分だけなんだよ」

　たとえ凶暴なワニカマスといえど、海から上がればすぐに衰弱して体を白く褪あせさせる。この青いきらめきは、海に生きる者だけが知る命の美しさだ。

　長丁場の死し闘とうで陽はすっかり傾いていたが、少女たちの表情は明るく輝いていた。

　その場でカマスの鱗を削けずり、キャンプに戻って身を数すう箇か所しよのブロックに切り分ける。今夜の分をタコノキの葉に包んで塩を振り、そのまま焚たき火び竈かまどに放り込む。

　やがて香ばしい匂においとともにできあがったカマスの葉包み焼きは、

「おいしい！」

　と、二人顔を見合わせて驚おどろくほどに美味だった。

　蒸し焼きでじんわり全体に火が通った身は、モチモチした通常のカマスよりもいくらか脂が乗っている。程よい塩気がホクホクと柔やわらかい身に行き渡り、アフターの人間が食べ飽きている「塩」をうまいと感じさせる味だ。

「このパリパリの皮が特に絶品ですね！」

「あ、嬉うれしい！　ボクがそれ言うといつもタカちゃんに『おっさん』って言われてた！」

　おいしい食事もまた、コミュニケーションを円えん滑かつにする手段の一つだ。

　オルカが「モッタイナイ」と自分の指についた脂を舐なめ取る。アキも真似して自身の指を咥くわえる。目が合った瞬間、お互いに噴ふき出した。「モッタイナイ」と「クイシンボー」は紙一重だと笑った。

　楽しく正しく生きる時間が、ゆっくり足あし踏ぶみしながら過ぎていく。




　遠く聞こえる波音のように、虫たちが小声でざわめく《モリ》の夜。

「アキさんも、やっぱり『名分け』された名前なんですか？」

　空中ベッドでアキに背を向けたオルカが、ぽそりと拗すねたように言う。

　結局、アキは一度も夜の火ひ守もりをしていなかった。こうして毎晩寒がりのオルカを胸に抱き、少女が眠るまで話をしながら温め合っている。

「うん。お母さんはヨアキで、おばあちゃんもアキさんだったはず」

　アフターには自分の子や友人に対し、文字通り「名を分ける」文化が存在した。

　その始まりは、女神アテナが乙女おとめパラスの名を継いでパラスアテナを名乗ったエピソードに由来する。オウムガエルのキーちゃんも、アキの「キ」を分けた名前だ。

　それゆえアフターの人間はみな似たような古い名が多い。ビフォアの感覚で言うならば、「みんなおばあちゃんみたいな名前」だ。

「アキさん、わたしの名前がヘンだと思っているでしょう？」

　胸に抱いたオルカの頭がわずかに上を向く。ハンモックの天幕が小さく揺れる。

「そ、そんなことないよ。ハイカラーだと思うよ」

「ちっとも褒ほめてませんよそれ」

　オルカのこういうところは、ちょっぴりタカを彷ほう彿ふつとさせた。年ねん齢れい問わず姉御肌の人間というのは、自分の評価が絶対なのだろう。

「わたしも昔風の名前です。お母さんの名前はカオル。わたし、逆子だったんですよ」

　名分け文化には地方色がある。逆子は名前をひっくり返すという慣習は初耳だが、取り立てて異様というわけでもない。

「ひどい話ですよね。娘に『オルカ』なんて。全然愛されていない証拠です」

　オルカの声には今作ったものではない怒りが滲にじんでいた。確かにその名は女の子に相応ふさわしいとは言えない。「オルカ」と言えば一般的には海のギャング、「シャチ」を意味する単語だ。

「オルカちゃんのそのぬいぐるみ、ひょっとしてお母さんがくれたの？」

　少女はいつも胸にぬいぐるみを抱きながら眠っていた。

「……そうです。『このシャチのぬいぐるみを持っていれば必ずまた会える』。そう言って、お母さんとお父さんは、わたしを知り合いの家に預けて海へ出て行きました」

　今夜のオルカは珍しく素直だった。そういえば夕食時にも少し距離が縮まったような気がする。アキがおいしい魚を釣つったからかもしれない。

「海へ？　お母さんたちセイラーだったの？」

「わかりません。他の人たちからは二人とも『ドクター』と呼ばれていました。でも人のケガや病気を診るわけじゃなくて、ビフォアの海のことを調べていました。コーコガク？　とか言っていた気がします」

　それでオルカは「ヘンタイ」や「モッタイナイ」など、ビフォア語に詳しいのかと納得する。

「お母さんたちが出て行ったのは、もう五年も前のことです。その後はメッセンジャーさんが両親の手紙を届けてくれますが、一度も会ってはいません」

「じゃあオルカちゃん、六歳からずっと一人ぼっち……？」

「そうですよ。両親のことなんてほとんど覚えていません。別にいいですけど」

　言いながら、オルカはぎゅっとぬいぐるみを抱え直した。

「結局、わたしは邪じや魔まだから捨てられたんです。アフターでは珍しい話じゃありません。たとえ肉親といえど、他人を信用してはいけないんです」

　アキも今は離れているが、十二歳までは両親と一緒に暮らしていた。その間に悲しいこともそれなりにあったが、楽しい思い出はもっとたくさんある。

　思い出は、人が生きていく上で支えとなる「心の船」のようなものだ。日々の辛つらい荒波も、思い出の船があるから沈しずまず乗り越えられたとアキは思う。

　そんな思い出の絶対量が少ないオルカが、世よ拗すねたように他人を信じなくなるのは仕方のないことかもしれない。

「……眠くなりました。おやすみなさい」

　胸の前でオルカが目を閉じた気配があった。腕には小さなシャチをしっかり抱いている。

『このシャチのぬいぐるみを持っていれば必ずまた会える』──。

　オルカの両親が残した言葉の真意はわからない。しかし二人の娘にとってはこのぬいぐるみだけが「心の船」だ。それだけは間違いない。

「……おやすみ、オルカちゃん」

　少女の大切な船を守るように、アキはぬいぐるみごとオルカを抱いて眠った。




　まだ夜明けには遠い深夜──。

　胸元に冷えを感じてアキが目を覚ますと、一緒に寝ていたはずのオルカがいなかった。

「オルカちゃん！」

　飛び起きて名を呼ぶと、割合に近い場所から「こっ、来ないでください！」と動揺した訴うつたえが聞こえる。

　察したアキは風上に立ち、「ごゆっくり」と声をかけた。セイラーの間では礼儀作法だが、トカイ育ちのオルカに果たして伝わるだろうかと、星を読みながらのんびり思う。

　しばらくするとオルカがばつの悪そうな顔でアキのそばに寄ってきた。

「オルカちゃん、やっぱり心配だからトイレに行く時も起こしてね。ボクもそうするから。ビフォアの時代も、女の子はみんなで仲良くトイレに行ったらしいよ」

　タカの受け売りを伝えると、オルカは恥はじらう表情をすっと真顔に戻した。

「それ、お互いのことを信じていないからですよ。わたしがそうなのでよくわかります」

　──お互いを信じてないから仲良くトイレに行く……？

　アキがその真意を理解するのは、ずっと後のことになる。
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　泥炭の上であぐらをかき、オルカがしゃくしゃくとアナゴモヤシをかじっている。

　脛すねにヒルが吸い付いていることに気づくと、少女は舌打ちしながらひっぺがして焚たき火に投げ入れた。そうしてまたしゃくしゃくと巨大な菌類をかじる。

　身につけたエプロンドレスはすっかり汚れ、あちこち綻ほころびだらけだった。トカイ育ちのスチュワーデスは、もうすっかり野生に馴な染じんでしまっている──。

　二人の少女が初めて《モリ》に上陸した日から、二十九日が経過していた。

　オルカが野生に還かえるに伴ともない、アキのケガもすっかり回復している。無理をするのはためらわれるが、日常生活で不自由することはもうほとんどない。

「今日こそは、来るよ」

　脱いだソックスを絞しぼってまた履はき直しているオルカに、アキは海を見ながら断言した。

　海かい賊ぞく船せんの女船長ウィッチが言った「一ヶ月」を前に、アキとオルカは一週間かけて水と食料を貯蔵していた。ここ数日はこうして「南」の波打ち際に陣じん取どり、比較的乾いた泥を集めて盛った「陸」の上で火を焚きながらワッチを続けている。

　ウィッチがどこまで信用できるかわからないが、今はとにかく信じて待つしかない。

「『絶対に』、来ないと思いますけどね」

　アキの心情を察知したように、オルカがつまらなそうに水平線を睨にらむ。その後に小さく「まあ、今日まで生き延びられるとも思ってませんでしたけど」とつぶやく。

　アキは小さく笑みを浮かべ、再び遠くの青へと視線を向ける。

　こうして日がな海を見つめる一ヶ月を、アキはかつて一人で行っていた。

　あの時は何もすることがなく、毎日海を見て過ごすだけだった。海はもちろん何もかもが嫌になり、何度も「生きる」を放ほう棄きしかけた。

　それに比べて今回の一ヶ月は、おかしな言い方になるがずっと退たい屈くつしなかった。両腕にケガこそ負ったが、あの時に比べれば精神的な辛つらさ──孤こ独どくや絶望──はまるでなかった。

　だから、アキは自然とパートナーに問いかける。

「オルカちゃんは、故こ郷きようのセジングに戻ったらどうするの？」

「べつにどうもしませんよ。今まで通りシマさんの店でスチュワーデスとして働いて、二度と他人を信じず淡々と歳としを重ねるだけです」

「……そっか」

　人の生き方に口を挟はさむつもりはないが、達観した十一歳は見ていて辛い。

　アキは一年前に友人であったキーちゃんを失い、新たにタカというパートナーと出会った。そして二人で支えあいながら旅を続け、「生きる」意味を自分なりに理解できたと思っている。

　もちろんその価値観をオルカに押し付けるつもりはないが、一ヶ月を共に過ごした「妹」に対し、「姉」はわがままを言ってもいいとも思う。

　実際の立場は逆だとしても、アキとオルカ、二人はもう「赤の他人」ではないはずだ。

「アキさんはどうするんですか？」

「ボクはパラスアテナを取り戻して、タカちゃんと世界を巡る冒険に出るよ」

「なんか……子供みたいですね」

「オルカちゃんは大人みたい」

　二人で顔を見合わせてくすくすと笑う。

「わたしは……子供ですよ。早く大人になりたいです」

　ふいに陰かげったオルカの顔を見て、アキは伝えてみようと思った。何を言えばいいのかわからないけれど、自分の気持ちをオルカに知ってほしい。

「オルカちゃん。もしよかったら──」

　だが、アキが決意とともに口にした言葉は、《モリ》の奥から突然聴こえた「ゴゴゴ……」と力を蓄たくわえるような音にかき消された。

「この音、最初の日にもあった……！」

　ヤシが泥炭に落ちる音とは違う。グラグラと揺れを伴ともなう大地の響ひびき。

　その鳴動は、徐々に、確実に、大きさを増している──。

「オルカちゃん、気をつけて！」

　不ふ穏おんな空気を感じて、アキは少女を守るように背後から覆おおいかぶさった。揺れに備え、母から教わった「全方向の衝しよう撃げきを吸収する」という「レ」の形に足を開いて危険に備える。

　瞬間、ドンと下から突き上げる振動で、《モリ》全体が激しく揺れた。

　小さな背中に体を乗せたまま、背後を振り返る。

　北の波打ち際と思おぼしき辺りに、もくもくと白い煙が上がっているのが見えた。

「あそこには、何もなかったはずだけど……」

　アキたちの《モリ》探たん索さくはすべて終了している。北にはオルカが熱射病で倒れた波打ち際しかなかったし、今さら隠かくれていた先住民が狼煙のろしを上げたとは思えない。

「アキさん、なんか臭においません？」

　言われて鼻を動かすと、確かに不思議な臭いが風に乗って流れてきている。

「なんだろう……？　水煮したフジツボみたいな臭いだけど……」

「何かおいしいものがあるかもしれません！　行ってみましょう！」

「待ってオルカちゃん！　危ないから一人で行かないで！」

　オルカが鉄橋の道をすててと走り出し、アキも慌あわてて後に続く。

　二人は鉄の橋を渡り、木々の合間に見える白い煙を追った。

　やがて北の波打ち際にほど近い場所、泥炭の地面に直径二メートルほどの穴が開いているのを発見する。白い煙と不思議な臭いは、穴に溜たまった水からもうもうと立ち昇っていた。

「まさか……熱水噴出孔チムニー？」

　それは『海底の地下水が地熱に温められて噴ふん出しゆつする場所』のことだ。ひとつ海を船で行くと、クジラの潮吹きの数倍規模に当たる水の噴出を見かけることがある。その多くは海底のチムニーから吹き出された熱水だ。

　おそらくこれが時々《モリ》を揺るがしていた鳴動の正体だろう。海底から何度も噴ふき出していた熱水が、涓けん滴てき岩いわをも穿うがつとばかりにとうとう浮うき島しまの底を破って大穴を開けたのだ。

　そう気づくと同時に、アキは別のことも思い出していた。海底の煙突チムニーから熱水とともに噴き出す色付きの煙は、生物に有害な化合物を含むということを──。

「アキさん、煙っていうか湯気ですよこれ。あっつ！」

「オルカちゃん触らないで！」

　慌てて止めたが遅かった。しかし小さな手が緑色に腫はれ上がるということもなく、オルカは「あったかい」を連呼しながら何度も穴の中に腕を差し入れている。

　きゃっきゃと楽しげなオルカに触発され、アキも恐る恐る湯気の立つ水に触れてみた。

　かなりの高温だが痛みや刺激はない。むしろ熱水が海水と混ざり合い、じんわり程よい温かさが心地よい。

「アキさんほら！　やっぱりこの浮島にはカニがいたんです！　食べ放題ですよ！」

　湯気の立つ大穴の中には、眼球のない小さなカニがたくさん浮いていた。

　見たところ、目が退化した深海に棲すむカニのようだ。本来白であろう体は、熱水で茹ゆでられ真っ赤になっている。食べ物に関するオルカの勘かんは凄すさまじい。

「アキさん。これってもしや、噂うわさに聞く『オンセン』なのでは？」

「オンセン？」

「テンネンのオフロですよ！」

　テンネンの方もわからなかったが、オフロは知っていた。海水ではない温かい湯を張ったオフロに入りたいというのは、タカとアキがトカイを目指す目的の一つだ。

「わたし、入ります！　憧れのオンセンですよ！」

　オルカがすぽんと服を脱ぎ、ちゃぽんと湯穴に体を浸ひたした。

「くっ……はぁ～！」

　少女のとろけそうな顔を横目で見つつ、アキは再び穴に手を差し入れる。

　未知の液体は海水に混じってちょうどよい加減になっていた。しばらくすればオンセンはまた茶色く濁にごった海水に戻るだろう。入るなら今しかない。

　──タカちゃん、これは正式なオフロじゃないから！　半分海水だから！

　心でパートナーに言い訳し、アキも服を脱いでざぶんと湯の穴に飛び込む。

「くっ……はぁ～！」

　今まで出したことのない種類の声が、喉のどの奥から自然と漏もれ出す。

「なんですかこれは！　なんなんですかこれは！」

「すっ…………ごく、気持ちいい！」

　湯の温かさだけでなく、海底から吹き出す間かん欠けつ泉せんが二人の下半身をぽわぽわと緩く刺激していた。小さく弾はじける泡に包まれ、二人は「かー！」だの「くふぅ」だの、感かん嘆たんの声を上げてオンセンを楽しむ。ついでに小さなカニのおやつも楽しむ。

「しかし……アキさんほんと男の子ですね」

　バリバリとカニを食はむオルカの視線は胸元に来ていた。しかしアキは気づかず「タカちゃんにもよく言われてた」と笑う。

　すると、オルカが不ふ機き嫌げんな顔で「あ、手が滑すべった」と片手でアキの顔に湯をかけてくる。

　ならばとこちらも立ち泳ぎしながらミズデッポウで応戦すると、

「ずるい！　両手は卑ひ怯きようです！」

　と、なぜかオルカはオンセンの縁ふちにつかまったまま反撃をしてこない。

「あれ？　どうしたのオルカちゃん？」

「どっ、どうもしませんよ！」

　少し青ざめた顔のオルカを見てアキはピンときた。そのままざぶんとオンセンに潜もぐる。

　このオンセンは《モリ》に開いた穴だ。当然そこに「底」はない。時折様子を見ておかないと、油断を見取った狡こう猾かつなワニカマスに尻しりをかじられるかもしれない。オルカが心配しているのはそれだろう。

「アキさん、背中……！」

　カマスがいないことを確認して浮上すると、オルカが急に声を詰まらせた。すわ虫かと焦ったが、少女はアキの古傷を見て目を見開いている。

　かつて友人を助ける際、エッコゥと名乗る海かい賊ぞくにボウガンで背中を撃たれたのだと、アキは経けい緯いも含めて説明した。

「なるほど……。それでタカさんとやらは、ドクターを目指したんですね」

「そう……なのかな？」

「ええ。その気持ち、少しわかりますよ。アキさんケガしてばっかりですし」

　いつものように苦笑いしながら、アキは白く輝く海へと目を向ける。




　そこに、一艇ていの巨大な船が浮かんでいた。




　あまりの予期せぬタイミングに、アキはしばしぽかんとしてしまう。

　浮うき島しまで海を眺ながめていた一年前も、救いの船は前触れもなく突然現れた。

「お、おおお、オルカちゃん！」

　しかしアキが発見したタスケ船は、待ち焦こがれていたピンクのキルケ号ではなかった。

　考えてみれば当たり前だが、数は少ないながらも《セントゥリア海かい峡きよう》には定期便メガヨットが運行している。ずっと海を見ていれば、いつか必ず船が通るのだ。

　二人の少女は顔を見合わせ、慌あわてて服で体を覆おおう。そうして波打ち際へ向け、じゅぬぱじゅぬぱと泥炭を走り出した。

「たすけてー！」

　泥炭の中に膝ひざまで埋うもれ、オルカが服を振り回し必死に叫さけぶ。

　アキの脳裏にはキルケ号に残したパラスアテナがよぎっていた。しかし今はオルカの救助を優先すべきだと、少女の隣で一緒に声を嗄からす。

　二人は大声で叫び続けたが、巨大な船からは何の反応もない。

　やがて定期便は無情にも、水平線の彼方かなたへ消え去った──。

「そんな……」

　オルカが絶望の表情で泥炭沼に膝をつく。

　一ヶ月の努力が文字通り水すい泡ほうに帰した。元よりウィッチを信じていないオルカには、もう一度《モリ》生活をやり直せと言われているに等しい。

「オルカちゃん、大丈夫だよ。まだウィッチさんたちの船が……」

　アキが慰なぐさめようと肩に置いた手を、オルカが思い切り振り払う。

「アキさんはどこまで脳天気なんですか！　海かい賊ぞく風情が人を助けるわけないんです！　今の定期便を逃したら次はまた一ヶ月──」

　アキに怒りをぶつける顔が、ぽかんと口を開けて固まる。はしばみ色のきれいな瞳ひとみが、アキの背後の《モリ》上空に向いている。

　はてと振り返ってみると、大きくそびえるバオバブヤシの枝の上に「それ」がいた。

　枝に留まってアキたちを見下ろしている「それ」は、人間よりは一回り小さい。目は二つで黄みがかった灰色をしている。その下の小さな黒丸は、どうやら鼻であるらしい。口元には鋭い歯がいくつも並び、うちの二本がウミヘビの牙きばの如ごとくに長く外側にはみ出している。

　全身にふわふわ白い毛の生えた「それ」が、ウォーンと大きく一声鳴いた。

「な、なんですかあれ！　四つ足！」

　その生き物はビフォアで「ヤマイヌ」と呼ばれていた類だ。しかしアキたちアフターの人間が知っている四つ足は、アブラネズミとウミダヌキ、それにオウムガエルがせいぜいだ。

「わ、わかんないけど、怒ってるっぽい……。オルカちゃん逃げよう！」

「それわたしの服ですよっ！　あああアキさん落ちおちおち着いて」

　取り乱しながら服を着て、二人は荷物をまとめて鉄橋の上を逃走する。

「アキさん！　あの四つ足すっごい速いです！」

　走りながら振り返ると、白毛の四つ足が木の枝から枝へと飛び移りながらアキたちを追ってきている。

「今まで見なかった生き物が、なんで突然……」

　言ってすぐに「違う！」と気づく。

　オルカはずっと何かの視線を感じていた。アキはその「ウォーン」という鳴き声を、勝手に「鳥」だと思い込んだ。四つ足のいる木の上には、「ケムシ」を嫌って一度も登らなかった──。

「ずっと木の上からボクたちを見てたんだ……」

　またしてもしっかりと周りを見ていなかった姉の失態だった。

　そして鮮明に思い出す、メット氏に刻まれたギザギザの嚙かみ跡──。

　走りながらキャンプを通り過ぎた。追いつかれるのは時間の問題だ。

　──ボクのせいだ。ボクが……オルカちゃんを守らなきゃ！

「オルカちゃん先に逃げて！」

　アキが叫んだ瞬間、四つ足が大きく木の枝を蹴けった。

　──来る！

　振り返って太もものシーナイフを抜く。何としてもオルカだけは守ると、両刃の短刀を構えて四つ足を迎え撃つ。

「アキさん！」

　背後で叫ぶオルカの声に怯おびえがあった。

　四つ足が警告するように牙を剝むき出して、何度もアキに吠ほえ掛かかる。

「……大丈夫だよオルカちゃん。ボクはたくさん生きる。約束したから！」

　四つ足の冷たい目と睨にらみ合いながら、アキは背中でオルカに告げた。

「むっ、無理です！」

「いいから！　ボクに構わず逃げて！」

「違います！　火事です！　モリが燃えてます！」

　予想外の返答に、アキは思わず「へ？」と振り返る。

　確かに《モリ》が燃えていた。

　ヒルギの林しかないような《モリ》の「南」の波打ち際が、火の粉をパチパチ舞い上げて、黒こく煙えんを吹き上げていた。

「なんで……？　あ、焚たき火、消し忘れたんだ……」

　オンセン騒そう動どうで「狼煙のろし」の焚き火をすっかり忘れていた。風下で燃える《モリ》の臭においは、風上で湯に浸つかるアキたちには気づけない。

「でっ、でもおかしいですよ！　あんな盛った泥の上で燃えるものなんて何も──」

　二人の少女の抱いた疑問は、煙の色からすぐに判明した。燃えているのはまさに「泥炭」そのものだった。泥炭は文字通り「炭」であり、石炭の親しん戚せきになる。含有水分が多いため優秀とは言えないが、ビフォアの一時代では燃料として使われていたこともある。アキが毎晩火を消してオルカと寝ていたのは、本能がそうさせたのかもしれない。

「あっ、アキさん後ろ！」

　オルカの声に振り返る。四つ足が牙きばを剝むき出し唸うなりつつ、じりじりこちらに迫って来ている。

　二人の少女は同時に気づき、顔を見合わせ声を揃そろえた。

「ひょっとして、火を消せって怒ってるんじゃ……」

　気づいた二人の行動は迅じん速そくだった。オルカは波打ち際に転がったメット鍋なべを取り、アキはヤシの殻からで海水を掬すくう。

　二人で炎に水をかけて回るが、飛んだ火の粉が次々生木に燃え移っていく。

「むっ、無理です！　消せません！　もうこんなに燃え広がって……」

「諦あきらめちゃダメだよオルカちゃん！　ダァジョーブ、ボクを信じて！」

　言ってはみたもののアキも半べそだった。火は消えない。煙は目に染みる。背後ではガルガルと四つ足が睨にらみをきかせている。

「ウォン！」

「ひぃ！」

　白毛の四つ足が大きく吠ほえた。もうダメかもしれない──。

　そう諦めかけた時、突然ゴゴゴと奇き跡せきが響いた。

「南」から噴ふん出しゆつした水が、大きな弧こを描いて《モリ》を焼く火をあっという間に消し去った。

「ウソ……」

　オルカが波打ち際を見て信じられないといった顔をしている。

　アキも振り返って「水」の出元を確認した。

　そこに都合よく穴の開いたオンセンなどない。あるのはゴゴゴと排はい水すい音おんを唸らせる、キルケ号のソージキ型ビルジポンプだった。

「アキ、グッジョブ」

　右う舷げんの手すりに片足を乗せたウィッチが、静かにグンテグローブの親指を立てた。







　キルケ号に収容されたアキたちは、食堂で温かい食事とファミリーに迎えられた。

「帰船」してすぐ、アキとオルカはウィッチに肩をがばりと抱き寄せられた。

　その際の表情はうかがえなかったが、女船長はすぐにいつもの気だるげな顔に戻り、椅い子すに座ってビフォアの酒をラッパ飲みしていた。

「絶対ダメだと思ってたが、遠くから狼煙のろしが上がっているのが見えたんだ。カピテンに報告したら全速前進ヨーソローってなもんさ」

　ワッチキャップのシジェイがニヤリと笑って親指を突き立てる。

　ビルジポンプの放水で《モリ》の火を消し止めたところ、あの四つ足の生き物は大きく一声鳴いて木の上に去っていった。

　丸サングラスの話によると、四つ足はビフォアの時代からずっと生きている《モリ》の守り神のような存在らしい。普段は人前に姿を表さないが、《モリ》を傷つけるものには容よう赦しやなく牙きばを剝むくのだという。

「まあ神ってのは、元々の種の名前が『オオカミ』ってだけらしいしなぁ」

　丸サングラスの話は酔よったセイラーの与太じみていたが、オオカミの行動を思い返すと、ビフォアから生きているという話も冗談に聞こえなかった。実際クラゲなどには自らを幼生化させ、細胞の若返りを繰り返す不老種がいる。

「んじゃ、アキもオルカもコンジョーで試練に耐えぬいたから三等昇格でー。おめっとー」

「……普通は三等まで一年かかる」

「ああ。これで俺たちは完全な『ファミリー』だぜ。おまえらは船に残ってもいいし、俺たちの『ヤボ用』も終わったから、行きたい場所に乗せてってやるさ」

「食いもんも補給したから、もう捨てたりせんだよぉ」

「ここであったことは絶対口外すんじゃねーぞ。わかったか新ヌ入ーりブ！」

　海かい賊ぞくたちが一斉に喋しやべり出す。

　ウィッチは適当そうに見えてきちんと約束を守ってくれた。キノコのジョニ、シジェイや丸サングラスの言葉も染みる。ノッポの脅おどしは怖いけれど、不思議と嫌な感じもしない。

　ウィッチファミリーとの再会に、アキは懐かしく親しみすら覚えていた。オルカにまた「お人好し」と怒られるかもしれない。

「んじゃ、オルカはどーすんの？」

「わだじはっ、家に、セジングに帰りたいでずっ！」

　女船長の問いに対し、オルカは泣きながら答えた。

　ウィッチは耳をポリポリ搔かきながら無言で考えている。やけに鋭いその視線は、オルカの抱いたシャチのぬいぐるみに向けられていた。

　やがて泣き喚わめく少女に呆あきれたように、ウィッチが渋々「オケ」と口にする。

「チッ。うちのお頭かしらもずいぶん丸くなっちまったな」

　ノッポの軽口にウィッチが「うっさい」と短く返す。

　よかったねとアキが微笑みかけると、オルカはニヤリと笑ってみせた。

　──オルカちゃん、ウソ泣きっ？

　少女の演技におののくアキに、いつもの眠たげな目に戻ったウィッチが言う。

「で。アキはどーすんの？」

　その質問への答えは、ずっと前から決まっている。

「パラスアテナを、返してください」

　言った瞬間、賑にぎやかだった食堂がしんと静かになった。

　ウィッチが耳の中に指を突っ込み、ボリボリと搔かきながら答える。

「ごめーんアキ。それは無理だわ」

「なんで……？　なんでですか！」

　アキは椅い子すに座ったウィッチに、すがるように頭を下げる。

「お願いです！　パラスアテナを返してください。あの船はボクの家なんです。命なんです。働けと言われれば働きます！　だからパラスアテナを──」

　ウィッチはアキの声を最後まで聞かず、席を立って踵きびすを返した。

　立ち去るピンクのファーコート。アキには女船長の意思がまるで読み取れない。

「……あのヨット、もう売った」

　背後に立っていたキノコ頭がぼそりとつぶやく。

「悪いな……。売ったカネの大半は数カ月分の水と食料になった。残りも全部酒とフッカーで使っちまった」

　シジェイがポンとアキの肩を叩たたいて慰なぐさめる。

「そんな……。そんなのって……！」

　キルケ号でどれだけひどい仕事を押し付けられても。

《モリ》で腕をケガして肉を抉えぐられ、死と隣り合わせの状況にいても。

　アキはどれだけ苦しくても、オルカの前で涙だけは見せなかった。

「ううっ……うわああああっ！」

　ずっと気張って姉として生きた、本当は弱気で泣き虫の少女は、ついに妹の前で声を上げて泣き始めた。

「一人にしてやれ」

　ノッポが全員を外に追い出し、食堂のデンキを落とす。

　闇の中で床を叩きながら、アキは一晩中泣き叫び続けた。
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　水平線でくるりとひっくり返っても、色の変わらない空と海がある。

　名のあるカモメが高速で飛び去った青いカンバス。

　その下の同じ色の海に、ぷかりと「滑かつ走そう路ろ」が浮いていた。

　大きさは体を横たえたコウテイマンボウ六十匹分。ビフォアの感覚で言えばサッカースタジアムを四面横に並べたより少し広い。

　ひび割れたアスファルトの地面には、センターラインを挟はさんだ左右に、漂流物を寄せ集めたバラック小屋が並んでいる。

　滑走路のあちこちには腐くされ木ぎが嵌はめこまれたボードウォークがあり、ニクコロガシの押し玉ほどのハイドロボールが敷しき詰められた花壇には、塩性グレープフルーツやナツメの果樹が伸びている。

　滑走路の周囲、アスファルトの大地から三メートルほど下の海には、南北にディンギーやモノハル艇ていといった、セイラーたちの一般的な船が百艇以上係留されていた。東西にはモターボートにシーバスのような、アフターではあまり目にしない船がちらほらある。

　そして、海に浮いた滑走路の上は大勢の人で溢あふれ返っていた。

　日常的なゴミから、非日常的な廃はい棄き物ぶつ。加えて騒そう音おんの源であるエアポートなど、ビフォアの人々が「いらないもの」を海に捨てるために作り出した人工浮うき島しま「メガフロート」。この太古のオハライバコこそが、現代では重要な生活の基き盤ばんとなっている。

　どころか《セジング》と呼ばれるこのフロートは、人・物・船の集まるトカイ──アフターの経済を回す主要なコミュニティの一つだ。

「はぁ……」

　そんなトカイの片かた隅すみで、アキは大きくため息をつく。誰だれかの船が舫もやわれたデンチュー・ビットに腰こし掛かけてうなだれる少女は、自分がオハライバコに捨てられた気分だった。

　海かい賊ぞくにこき使われ、《モリ》で必死に生きたにもかかわらず、己の分身とも言えるパラスアテナを失ってしまった。手元には身につけたセイラー服とわずかな持ち物、それにウィッチから餞せん別べつとしてもらった「カンパン・ビスキット」が三缶あるだけで、この先暮らしていくための家も職もない。

　その上、キルケ号に送られて《セジング》に着いた途端、

『アキさんといるとわたしの身に災いが降りかかってきます。一ヶ月限定のおねえちゃんはもう終わり。これからは他人です。お世話になりました！』

　と、妹オルカにまで見捨てられてしまった。

　そのせいで、こんな未知のトカイにやってきたのに、アキはいつものように「ふおぉぅ！」と興こう奮ふんすることもできない。

「ボクは、『必要なもの』じゃないのかな……」

　誰だれかを必要とし、誰かに必要とされること。それが「生きること」だとアキは捉とらえている。

　今のアキは持たざる自分に落ち込むばかりで、先のことなど考えられなかった。

「パパ、お帰り！」

　どんより沈しずんだアキの近くで、明るい子供の声がする。

　顔を上げると、遠洋航海から戻ってきたと思おぼしきフィッシャーマンに、妻と娘が抱きついている光景があった。

　仕事、家族、帰る家──アキの失ったすべてがそこにある。見ていると羨せん望ぼうよりも自己の哀あわれが身に沁しみた。

「これから、どうしよう……」

　再び大きなため息をつき、アキはぼんやり未来を考える。

　タカと《イロゥ》で約束した日から、既すでに一ヶ月半が過ぎていた。もはや鼻クワガタで済まされるレベルではない。仮にこの先再会できても、タカは「初めまして」と作り笑顔でアキを無視するだろう。

「仕事、他のメッセンジャーさんに頼もうかな……」

　バックパックからＦＲＰ製の防水ケースを取り出してまたため息。

　遥はるか南の《サクラジマ》の島しま長おさから預かった、人の「希望」が詰まったメッセージ。これを北の《シキバ》へ届けるのがメッセンジャーとしてのアキの仕事であり、人から必要とされていると実感できるアキの「生きる目的」でもあった。

　しかし、ヒレを切られたフカと同じく、パラスアテナを失ったアキはもう海を行くことができない。船を動かすしか能のない少女には、トカイにおいて身一つで生きていく術すべがない──。

　あの《モリ》でオルカと共に一ヶ月を生き延びたアキだが、今は生きる意味を見失っていた。それほどに、パラスアテナはアキにとって「必要なもの」だった。

「今晩、ここで寝ても怒られないかな……？」

　鬱うつ々うつとデンチュー・ビットの並ぶメガフロートの港──『ノースポート』を見回した時、アキの目の前に小さな男の子が立ちふさがった。

「セイラーのおにいさん、泊まるところないの？　だったらうちへおいでよ！」

　途方に暮れるアキに声をかけてきたのは、オルカよりも年若そうな男の子だ。

「ボクを……泊めてくれるの？」

「もちろん！　困った時はオタガイ様だよ！」

　言うが早いが男の子はアキのバックパックを担かついで駆けて行く。

　──もしかして、トカイの人ってものすごく親切？

　よくわからないけれど、お人好しのアキは深く考えず厚意に甘えることにした。




　男の子を追いかけるアキの後ろを、「小さな影」が距離を空けてついて行く──。







「へー、メッセンジャーかー。でもさ、おにいさん。セジングはこのへんじゃ一等トカイだから、気をつけた方がいいよ」

　アキのバックパックを背負った男の子が、振り返りながら陽気に話す。

「そうなんだ。気をつけるって、何に？」

　わずかに弾はずんだ声で返事をしながら、アキはようやくアスファルトの大地に感動しはじめていた。あのフカフカ浮いた《モリ》とは真逆の、安定した感覚が足の裏に伝わってくる。

「おにいさんみたいな人の良さそうなストレンジャーは、いいカメだからね」

「それなら大丈夫。ボクにはもう失うものが何もないから」

「……は？」

　ぴたりと足を止めた男の子の表情が一変する。既すでに「子供」の顔ではない。

「え、えっと、お金持ってないから、騙だまされても意味がないのですが──」

「男の人」と化した少年にたじろぎながら答えると、冷たい瞳ひとみがアキを下から見下した。

「それで、どうやってうちに泊まるの？」

「えっ、えっと、キミがオタガイ様の家に泊めてくれるって言うから、ついてきた、だけなんです、けど……」

　アキの脳内には、迷える子供たちに温かい家と食事を与えてくれる親切な老人がいた。『ありがとうオタガイ様！』と子供たちに囲まれ、ほほと笑って目を細めるオタガイ老──。

「誰だれだよオタガイって！　バッカじゃねーの！　タダで人を泊めるなんてどこのイナカだよ！　ここはメガフロートセジング。一番安い宿でも木もく幣へい二十。金がないならさっさと言えよな！」

　男の子が背負ったバックパックをアキに投げつけ、更に冷れい酷こくな言葉で追い打つ。

「運び賃」

「え？」

「ここまでの荷運び代だよ！　メッセンジャーなら分かるだろ！　金がなくても干物の一枚くらいよこせよ！」

　いくら凄すごまれても、アキにはその干物の一枚すらもない。

　そう答えると、「噓うそつくなよ！　それすっごい重かったじゃんか！」と、少年は再びアキから荷物を奪うばおうとする。

　その拍子にバックパックのジッパーが開き、中からウィッチに餞せん別べつとして貰もらっていたカンビスが一缶転がった。

「あ」

　カンパン・ビスキットは、アフターにおいて通貨に近い流通をしている高額品だ。実際の支払いは物々交こう換かんとしても、物価の目安としてカンビスに換算することも多い。商売規模の大きいバイヤーなどは、兌だ缶かん木もく幣へいを独自に発行することもある。

　自分がそんなものを持っていたことを、アキはすっかり忘れていた。

　男の子が「なんだ持ってるじゃん！」と、ビスキットの缶を拾いニッコリ微笑ほほえむ。

「今、イロゥに腕のいいドクターが来てるんだ。これでお母さんを診せに行ける。ありがとうカメのおにいさん！　バイバイ！」

　あっという間に走り去る男の子の背中を、アキは呆ぼう然ぜんと見送っていた。




　やがてとぼとぼと歩き出したアキの後ろを、「小さな影」がゆっくり追って行く──。







　滑かつ走そう路ろの中心、二本の白線の内側が《セジング》ではそのまま目抜き通りになっている。

　このメガフロートの人口は二百人程度だが、定期船で《セントゥリア海かい峡きよう》を越こえてやってくるストレンジャーは後を絶たない。トカイはその存在自体が観光資源となり、ただ浮いているだけで界かい隈わいの経済を回す。

「人がいっぱい……。避さけるの大変そう……わっ」

　頭上運うん搬ぱんで鮮魚を運ぶカベリ・ガール。セイラー服を着たいかつい海の男たち。リュックを背負った純じゆん朴ぼくそうなメガネの少年と、リュックの底を切り裂さいて盗みを働く少年。

　行き交う人々にぶつかりそうになりながら、アキはわたわたと白線の上を歩く。

「なんか、すごくいい匂におい……」

　目抜き通りの左右には、居住のためのバラックだけでなく魚介の並んだ市場や、調理した食べ物を売る屋台小屋もたくさんあった。

　卵の中で孵ふ化かしかけた雛ひなを殻からごと茹ゆでた「ウミミミズクのバロット」。

　輪切りにしたウミヘビを串くしに刺して焼いた「エラブケバブ」。

　アキの好物でもあるマグロの眼肉と赤いテングサの「ロッソ和え」。

　オルカが密ひそかに蓋ふたをコレクションしている「サザエの壷つぼ焼やき」。

　そして、一度でいいから飲みたいと夢見た、新鮮搾しぼりたての「グレープフルーツジュース」。

　焼き物の匂いと鮮度の色彩に心奪うばわれ、アキの口から乙女の純真が垂れかける。

　船を失い、希望を失い、本来なら虎とらの子と言えるカンビスまで奪われたアキだが、目下は消沈するどころかトカイの魔まに魅み入いられていた。つまりはとってもおなかが空すいていた。

　いよいよ理性を失ったアキが、カンビス片手にフラフラと屋台の列に並ぶ。普段手にしないそれがどれだけ高額な通貨であるか、アキはほとんど忘れてしまっている──。

「いけないよ、お嬢ちゃん。金は正しく使ってこそ意味がある」

　ふいに肩に手を置かれ、アキは即座に我に返った。

　警けい戒かいしながら振り返ると、人混みの中に一人の男が立っている。

　垢あかで汚れて黄ばんだシャツと、膝ひざの下でボロボロに破れた細身のズボン。煤すすけてほつれたテンガロンハットを目深に被かぶっているため、男の顔はうかがえない。

「……ボクは、男です」

「オーケー、それでいい。だがあんたに必要なのはケバブじゃない。これだろ？」

　男は背中に担かついだズタバッグから、編まれたロープの束を取り出した。

「こっ、これは……！」

　途端にアキの目がキラキラと輝き出す。相手が「男」であることも忘れて。

「そう、ハンモックだ。あんたはハンモックを愛している。俺もハンモッカーだから、目を見てすぐにわかったさ」

　確かにアキはハンモックを愛していた。《モリ》の空中ベッドで一ヶ月を過ごした結果、あの寝心地の良い浮遊感を、アキは今とても恋しく思っている。

「これはかの有名なニモ船長ほか、今まで多くのセイラーたちを救ってきた伝説のハンモックだ。しかし俺はこれをあんたに譲ゆずろうと思う」

「そっ、そんな大事なもの受け取れません！」

「もちろんタダじゃない。本来ならメガヨット一艇てい分の価値があるシロモノだが、今回は特別にカンビス一缶でいい。なぜなら、あんたが本物のハンモッカーだからだ」

「本物の……ハンモッカー……」

「そうさ。俺がハンモックを譲るんじゃない。モックがあんたを選んだのさ」

「モックが……ボクを……」

　男がアキに大きくうなずき、ハンモックを渡してカンビスを受け取る。

「それでいい。モックは必ずあんたの命を救う。じゃあな、アデュー！」

　立ち去る男の後ろ姿はどこかで見た気がしたが、アキは精一杯の感謝とともに手を振った。




　興こう奮ふんで顔を上気させて歩くアキを、「小さな影」がじっと見守っている──。







「おいおいおいおい！　どーしてくれんだにーちゃん！　弁べん償しようしろや、弁償！」

　足元のアスファルトで割れた瓶びんを指さし、坊主頭の男がアキに向かって喚わめく。

　ハンモックを手にニヤニヤ歩いていたアキは、今しがたドンと坊主頭にぶつかられた。その時パリンと何かが割れ、現在こうして因いん縁ねんをつけられている。

「だ、だって、ぶつかってきたのはあなたさんじゃ──」

　いかにも粗そ野やな坊主頭は、アキの一番苦手なタイプの「男」だった。呂ろ律れつも言葉遣いも一気に怪あやしくなる。

「あぁ？　んなことより、この酒がどんだけ高級品かわかってんのかよ！」

「で、でもっ、これお酒さんの臭においしませんけど──」

「そ、そういう酒もあんだよ！　ご存知ねーのかよ！　これだからイナカ者はよ！　いいから金目の物よこせ！　ちょっとジャンプしてみろくださいオラ！」

　アキの周囲には人が大勢いたが、皆見て見ぬふりか遠巻きに眺ながめるだけで、誰だれも怯おびえる「少年」を助けてはくれない。

　怪しい言葉遣いがうつった男の剣幕に怯え、アキは言われるままにその場で跳はねる。

　バックパックの中でＦＲＰの防水ケースが、コイーンといい音でカンビスを鳴らした。

「ありがとよ、にーちゃん！」

　坊主頭がカンビスを手に嬉き々きとして去っていく。

　ビフォアの価値に置き換えれば、確実に「一財産」と言えるカンビス三缶。それをアキは《セジング》に上陸して小一時間ですべて失ってしまった。

　しかし失った財産よりも、アキはトカイの荒波そのものに恐怖していた。

　自分はオルカの言うようにイナカ者なのだ。こんな人の大勢いる場所で生きていける気がしない。海が恋しい──。

「『何もかも失った』。そんな顔だな、セイラー」

　滑かつ走そう路ろの隅すみで膝ひざを抱えていたアキに、また「男」の声が話しかけてきた。

「なんっ、でも、ないです……」

　うわずった声で言葉を返し、相手の姿も見ずに膝の間に顔を伏せる。「放っておいて」、「早くいなくなれ」と念じながら。

「船を失ったセイラーは二番目に幸せだ。どういう意味かわかるか？」

　聞いた瞬間、ぎくりと体が強こわ張ばった。

「失った船はまた手に入れりゃいい。一番不幸なセイラーってのは、船があっても海に出られないヤツだ」

　思わず顔を上げて「男」を見る。

　針で刻んだような深い皺しわの顔。額ひたいには真っ赤なバンダナを巻き、その上に大きなレンズの嵌はまったゴーグルを乗せている。バンダナの脇から垂れる長ちよう髪はつには白いものが多い。

　しかし男の背筋はまっすぐ伸びており、肌や髪ほど老いを感じさせない。

「目を見りゃわかる。おまえさんは幸せなセイラーだよ」

　男は夏だというのに素肌の上に赤いレザーコートを羽織っていた。言葉に続けてパタパタと振ったコートの右袖そでは、肩より先に何もないことがうかがえる。

「船を見に来ないか。俺はセンシブル。ハーバーでバイヤーをやってる」

　いまだ反応できないアキを見て、男がやれやれと片腕だけで肩をすくめる。

「どうせイナカから出てきてそこらの連中に騙だまされまくったんだろ？　安心しろ。俺のはちゃんとした商売ビジネスだ」

「でも、ボクはお金……」

「ここに座ってるとまた誰だれかにカメられるぞ。ソチャくらい出してやるから来い」

　赤いコートを翻ひるがえし、センシブルと名乗った男が目抜き通りを歩いて行く。




　やがて立ち上がったアキを追い、「小さな影」が静かに歩き出す──。







　メガフロートの南端には、元が滑かつ走そう路ろだけあってバンカー（格納庫）が並んでいた。

　ほとんどは黒ずんだ瓦が礫れき同然だが、いくつかはきちんときれいな塗装が施され、シャッターが下りているものもある。

　アキが興味津々でバンカーを眺ながめていると、「中身は俺と同じ老クいロぼツれクさ」と、先行くセンシブルの背中がくつくつと揺れた。

「さて着いたぜ。そっからあっちまで全部俺の船だ。自由に見てくれ」

　センシブルが示したデンチュー・ビットには、朽くちかけたディンギーから百フィート近いセイリングヨットまで、数も種類も豊富な船がチェーンで係留されている。

「セントゥリア海かい峡きようには『三匹の海かい獣じゆう』ってのがいてな。セイラーにとっちゃ天敵だが、おかげで俺みたいな商売人はがっぽり稼ぐことができる」

「すごい……！　うわ！」

　アキはフロートの端まで駆け寄り、三メートル下の海に係留された「クルマ」を見下ろした。

「そいつは『水陸両用艇てい』。金食い虫の売れ残りだ。欲しきゃ十四カンでいいぞ。ちなみに燃料アブラは一ポリ百カンだ」

　ビフォアの時代には水陸問わず戦地を駆け抜けた装甲車も、アフターでは走る陸がない。そして帆ほのない船の動力は基本的にガソリンだ。

　つまるところ、アフターにおいて水陸両用艇はただの箱でしかない、が──。

「かっこいい……！」

　ハンモック同様、無用の長物ほど惹ひかれてしまうのが「少年」という生き物だ。

「そういやセイラー。まだおまえさんの名前を聞いてなかったな」

　目を輝かせて並んだ船を見つめるアキの横に、センシブルがソチャのカップを置く。

「アキです！　メッセンジャーです！」

　アキが装甲車に夢中のまま答えると、センシブルが一言ふむとうなずいた。

「だったらこのカタマランはどうだ。一応十四フィートあるがボロだから十カンでいいぞ。腕に自信がありゃ一年で釣つりがくる。金が貯まったらまたデカいやつを買えばいい」

　言われてアキはがっくり落ち込んだ。持たざるメッセンジャーは、かつての愛船に似たカタマランはおろか、隣に浮いた浮ブ標イと見まごう小さなカヤックすらも買うことができない。

「……おい、アキ。おまえさんいくら持ってるんだ？　あんだけ景気良くカンビスバラ撒まいてたんだから、まだ結構持ってるんだろう？」

　問われてアキはふるふると首を横に振る。

　その時、視界の隅すみに見たことのある緑色が入った。

「かーっ！　他のヤツにカメらせないよう声をかけたってのに、まさか既すでにモンナシとはな！」

　額ひたいを押さえて呻うめくセンシブルの言葉を、アキは聞いていなかった。

　眼下に浮かんだ一艇ていのヨットに、その目は釘くぎ付づけになっていた。

「ぱっ……、ぱっ……」

「何口パクパクさせてんだ。モンナシに用はない。チャ飲んだらさっさと帰れ。しっしっ」

　片腕を振って追い払おうとするセンシブルをよそに、アキは大声で叫さけんだ。

「パラスアテナっ！」

　船尾に突き立つ緑色のカエル型風速計。

　船首に鎮ちん座ざした砲台型のバレットアンカー。

　そして、パラス号から引き継いだ赤いセールを巻きつけたブームは、紛まごうことなくパラスアテナ号のものだ。

「おい、落ち着け！」

　アキはセンシブルの制止を振りきって眼下の愛船に飛び降りる。

　ステンレス製のステアリングも、フロート式の羅ら針しんジャイロも、ドーナツ型ゴムボート入りカプセルも、キャビンのチャートテーブルも、タカ愛用のキッチンもコッヘルも、狭いベッドルームに敷しかれた優しい香りの上うわ掛がけシーツも。

　すべてがあの日のままそこにあり、何一つ欠けていなかった。スピアガンやフリントボールも、きちんとアキが置いたままの場所にある。

「こっ、この船、ボクのです！　パラスアテナはボクの船です！」

　アキはキャビンを飛び出すと、センシブルを見上げて所有権を主張した。

「……そうか。だがその船はもうおまえさんの船じゃない」

「でも、この船はボクがウィッチファミリーに奪うばわれたんです！　ボクの船です！」

「アキ。おまえさんが海で魚を釣つったとしよう。すると隣にいたアングラーが『それは前に俺が釣り逃したやつだ』と言った。おまえさんは魚を返すか？」

　返さない。海のものに個人の所有権などない。それがアフターの常識だ。

　アキは唇くちびるを嚙かんで下を向く。しかしすぐに顔を上げた。

「じゃあ買います！　今はお金を持ってませんけど、パラスアテナを返してくれたらボクは働けます！　ちゃんとお金払います！」

「アキ、覚えておけ。バイヤーがメッセンジャーに『ツイデ便』を頼むことはない。俺たちは誰だれも信じないから商売で食っていけるんだ」

『誰も信じない』という言葉を聞き、脳裏に一瞬オルカが浮かぶ。

「もう一つ。船を失ったセイラーは二番目に幸せだと言ったが、同時に一番の罪人でもある。罪を贖あがなうには相応の代だい償しようが必要だ。それを払えないやつに海を行く資格はない」

「罪……」

　同じ意味の言葉を、かつてオルカにも言われたことがあった。

　アキがもっとしっかりしていれば、とっくに《イロゥ》に到着しているはずだった。パラスアテナを失うこともなかった。オルカを疑って傷つけることもなかった──。

「だが、罪を贖うチャンスをもらえるだけ、おまえさんは幸せさ」

　センシブルの赤い片かた袖そでが、潮風に揺れてはためく。

「でも……ボクにはパラスアテナが必要なんです！　パラスアテナはボクだけの船じゃないんです！　センシブルさんも昔セイラーだったなら、わかってもらえるはず──」

「待て」

　突然老バイヤーが声を低くした。

「誰が昔セイラーだったなんて言った？　確かに俺は過去にメッセンジャーだった。そして腕を失い相棒に乗れなくなった。だが、自分がセイラーだったとは一言も言っちゃいない」

　メッセンジャーは船で海を渡って荷を届ける仕事だ。なのにセンシブルは自分がセイラー、すなわち「海を行く男」ではないと言う。

　その謎なぞかけの意味はわからない。しかしアキは必死に食い下がった。

「お願いです！　何でもしますから、ボクにパラスアテナを返してください！」

「しつこいヤツだな。じゃあこうしよう。おまえさんがどうしてもこの船……パラスアテナとか言ったか？　こいつを欲しいと言うなら、テツケ金を三カン払え。そうすりゃ少しくらいは融ゆう通ずう利かせてやる。それができなきゃすぐ売却だ」

　背中で「あばよ」と言い残し、赤いコートのバイヤーが去っていく。

　アキは急いでメガフロートのラットライン（縄なわ梯ばし子ご）を上ったが、センシブルの姿はすでになかった。

「そんな……」

　アスファルトに膝ひざから崩くずれる。

　ぽた、ぽたと、涙の粒がジメンに落ちる。

　つい数時間前まで、アキは三缶のカンパン・ビスキットを持っていた。

　その価値を真に理解していなかったとはいえ、トカイという未知の世界で自分の行動はあまりに軽率だったと気づく。これが海での出来事なら、アキは今頃キーちゃんと再会を果たしているはずだ。

「パラスアテナ……」

　情けなかった。目の前に愛船がいるのに何もできない。《モリ》で過ごす前と何も変わっていない。きっとパラスアテナも愛想を尽つかしているだろうと涙が溢あふれる。

「タカちゃん……、ごめん、パラスアテナ……」

　パラスアテナはタカとアキ、二人の船だ。アキはもちろんだが、パラスアテナだってタカに会いたいはずなのだ。それを自分が邪じや魔ましているのが、どうしようもなく悔くやしい。

「うっ……ううっ……！　うわあああ！　うわああああああっ！」

　泣き叫さけびながら灰色の大地を叩たたく。今のアキは完全に子供に還かえっていた。結果を冷静に分析などできない。感情を制御することもできない。

「うっ……うっ……ううっ！　ううううっ！」

　自分を責める心に対し、アキは泣いて逃げることしかできない──。

「しっかりしなさい！」

　くずおれたままのアキの前に、いきなり「小さな影」が飛び出してきた。

「あなたはおねえちゃんでしょう！」

　這はいつくばって泣くアキの頰ほおを、小さな影がバチンと両手で挟はさむ。

「オルカ、ちゃん……？　なんで、ここに……？」

「たっ、たまたま通りかかっただけです！　そんなことよりカンビス三缶取られてテツケ金払えないくらいがなんですか！　そんなのまた稼げばいいじゃないですか！」

「なんか、詳しいけど……。どこかで見てた？」

「うっ、うるさいっ！　いいから泣いてる暇があったら働きなさい！」

「でも、ボク船がないと働けにゃうぃ──」

　オルカの両手がアキの頰をうにっとつまむ。

「海かい賊ぞくに捕つかまってへんてこな浮うき島しまに捨てられて。アキさんはそれでも生きてみせたじゃないですか！　仕事なんてなんだってできます！　大事なのは『たくさん生きる』ことでしょう！」

　──たくさん、生きる……。

　情けなさが極まった。何から何までオルカの言う通りだ。

　かつてパラス号を失った時も、アキは必死に生きたことで海上での再会を果たせた。

　そして今、失ったパラスアテナを取り戻せずとも、こうしてまた会うことができた。

　ひとつ海の上で生きてさえいれば、必ずまた会える。

　タカとも、パラスアテナとも、生き別れた両親とも。そのために大事なことは──。

『タクサンイキロ』

　二度と会えないキーちゃんが、ポケットの中からアキに向かってケロと喉のどを鳴らした。

「おぅかひゃん、あいあろう」

　感謝と同時にアキは嬉うれしかった。生きていたからまたオルカと会えたことが。まだオルカが自分を『おねえちゃん』と思ってくれていたことが。一ヶ月限定だった関係が、きちんと今でも続いていることが。

「……もういいですから、おはなチーンしてください。今夜くらいはシマさんに頼んでうちに泊めてあげます」

　アキは涙で濡ぬれた顔を上げ、再び「あいあろう」と微笑ほほえむ。

　でもそろそろ手を離してと、目で訴うつたえながら。




　やがて連れ立って歩く二人の少女を、「小さな影」が遠くからずっと見つめていた──。




　　　２




　プレハブ小屋をベースにして、トタンやＳＵＳパネルの建材で補強した壁へき面めん。

　建物の構造自体はアフターによくあるバラック小屋と変わらないが、二灯ランプが照らす室内はイナカに比べてすこぶる小ぎれいだ。

「シマさん」とオルカが暮らす家に招かれたアキは、遠えん慮りよと好奇心の狭はざ間まで目だけをぐるぐる動かしていた。部屋面積の半分を占める雨水タンクと、壁一面に並んだ巨大なシンクに興味をそそられる。

「まさかオルカちゃんたちが一ヶ月もそんな目に遭あってたとはね～。普通に定期便でのんびり帰ってきたと思ってたわ～」

　アキは今、酒さか瓶びんのケースを裏返した椅い子すに座って間延びした声を聞いていた。

　マンホールと呼ばれる頑丈な天板と廃材でできたテーブルの向こうには、カチャカチャと洗い物をする大小二つの背中が並んでいる。

「あの、シマさん。夕食ありがとうございました。この御恩は一生忘れません」

　右側の大きい背中に向かってぺこりと頭を下げた。

「あらあら。そんなに遠慮しなくていいのよ～。だって──」

　くるりと振り返った艶つやのある長い黒くろ髪かみ。袖そでのないタートルネックと膝ひざ下したでカットオフされたデニムをはいた女性がピンと一本指を立てる。

「うちにはタダでごはんを食べさせてあげる余裕はないの。アキちゃんには体でた～っぷり払ってもらうからね～」

　うふふと笑って目を細めるこの家の主。大きく傾斜した胸元に「Calypso」と青く染め抜かれたエプロン姿のシマさんは、いかにも「優しいおねえさん」といった雰ふん囲い気きを持つ大人の女性だった。

「ハイっ！　何でもします！」

　アキの答えに「いいお返事」と笑い、シマさんが楽しげに洗い物を再開する。

　オルカに連れられ一時間前にこの家を訪れたアキは、自分が置かれている状況と過去について手短に話した。

　するとシマさんは、『アキちゃんかわいいから、好きなだけ泊まっていってね～』と優しく笑い、夕食とベッドを用意してくれた。

　おまけに働き口として、明日から自身の店でアキを働かせてくれるという。まさにシマさんこそが、アキの望んだ「オタガイ様」だった。

「うふふ。オルカちゃんに頼めないことを色々仕込んじゃお～」

「シマさんセクハラですっ！」

「複数の窓」を意味するビフォア語の刻まれた四角い廃材。その上に乗って器用に皿を洗っていた小さい背中が、家主にシャチの如ごとくに嚙かみ付く。

「あら～。オルカちゃんがヤキモチなんて珍しい」

「ヤキモチなんて焼いてま──つめたっ！　子供みたいなことしないでくださいっ！」

　シンクで肩を並べる二人がきゃっきゃと水を飛ばし合う。

　シマさんが見た目通りの年ねん齢れいなら、二十代の前半だろう。仲良く争う二人は親子のようにも見えるし、遠えん慮りよのない関係は歳としの離れた姉妹にも見える。

　ほんのわずかではあるけれど、ヤキモチを焼いたのは自分だとアキは感じていた。

　オルカにはアキよりもきちんとした「おねえちゃん」がいる。二人の関係を部外者の自分が邪じや魔ましてはいけない。働いてお金を稼いで、なるべく早く退散しよう。

　そんなことを考えつつ、アキもできることを手伝って夜を迎える。

　シマさん宅の寝床は、キルケ号の船室と同じく二段ベッドだった。

「さ～てアキちゃん。上のベッドと下のベッド。どっちを選ぶ？」

　二段ベッドの下段で横になったシマさんが、うふふと意味ありげに笑う。

「オルカちゃん、ここでも上なんだ。高いところ好きなんだね」

　上段を見上げてアキが言うと、すぐさま「どういう意味ですかっ！」と不ふ機き嫌げんな返答。高所で怖い思いをしたアキは敬意を払ったつもりだったが、また誤解されたようだ。

　それでも、やはりアキは上段を選ぶ。

「ざーんねん。久しぶりに……人肌の温ぬくもりで眠れると思ったのにな～」

　ギシギシと寝ね棚だなのハシゴを登っていたアキを、シマさんが恨うらめしげに見上げて言った。言葉は茶化していたけれど、その声にはアキでもわかるほど寂さびしさが滲にじんでいる。

「オルカちゃん、いつもシマさんと一緒に寝ないの？」

「寝ませんよ。過去に何度も襲おそわれて学習しました。酔よっ払ったシマさんはヘンタイです。酔ってなくてもおおむねヘンタイです」

　ハシゴの途中で止まったままのアキを見て、オルカがぷいと小さな背を向ける。

　下段のベッドから「オルカちゃんひどい～」とのんびりしたシマさんの声が聞こえた。そういえば、夕食のテーブルにお酒の瓶びんが乗っていた気がする。

　アキはむむむとハシゴの途中で悩なやんだ。

　シャチをうにうにいじめているオルカの背中は、自分を待っているように見える。

　しかし一瞬感じたシマさんの寂さびしさも、偽いつわりとは思えない──。

　──むむ。むむむむむ。

　そして、知恵を絞しぼって考えた結果、実にアキらしい無茶な名案が浮かんだ。

「あの、じゃあ三人で一緒に寝ませんか？」

　提案は上段から「ハァっ!?」、下段から「お～」と賛成多数で可決される。

　アキはぎゃあぎゃあ喚くオルカの手を引いて、狭い下段ベッドでシマさんの腕に共に頭を預けた。ビフォアで言う「川」の字というより、ほとんどスシヅメの状態だ。

「はぁ～ん。久しぶりのオルカちゃんの柔やわ肌はだ。ぷにぷに」

「シマさんおなかに顔をうずめないでください！　狭いっ！　お酒くさいっ！」

「はぁ～ん。アキちゃんはええ子やねぇ。海の匂においがするねぇ。すりすり」

「ふぃぐっ！　シマさん、くすぐっ……くふっ」

　腹に押し付けられたシマさんの頰ほおが、《モリ》のヒルのようにふにふにと蠢うごめく。

　そんな『せくはら』をシマさんに受けながら、アキはぼんやり思っていた。

　この一年、泳いで水から上がった後などに、どうしようもなく「不安」を感じることがあった。まるで肉体の一部を失ったような、信じる友に見放されたような、喪そう失しつ感かんを伴ともなう漠ばく然ぜんとした心もとなさ。

　タカと知り合うまで感じたことのないそれが「体の寂しさ」だと気づいたのは、ごく最近オルカと体を寄せて眠った時だった。

　すぐそばに誰だれかがいる状況に慣れると、一人寝はとても寂しい。狭いベッドを広く感じた時の切なさは、自分を包んでくれる母なる海から離れた時とよく似ている。

　シマさんもオルカもその感覚を知っている──そう考えての無茶な解決だった。

　──タカちゃんは、今頃アキタカさんと寝てるのかな。

　細身の割にやたらと大きいシマさんの胸に圧迫され、アキはかつての共寝相手を思い出す。

　だが、今は無為に寂しがったりはしない。パラスアテナとタカと再会するため、「たくさん生きる」とアキは決めた。

　そんな折に食事をくれ、職をくれ、ベッドの隙すき間ままで埋うめてくれたシマさんとオルカ。

　二人に恩を返すためにも、「明日からは海かい賊ぞく船せん以上に死ぬ気で働こう！」と決意しつつ、アキは眠りに落ちていった。




　明けて翌朝──。

「むっ、無理ですっ！　こんな格好で人前に出たら死にますっ！　働けませんっ！」

　シマさん宅で「仕事」の制服に着替えたアキが、舌の根も乾かぬうちに翻ほん意いしたのも理由がある。

　水色と白のエプロンドレスという基本こそオルカと同じだが、アキが袖そでを通したユニフォームは、なぜかおなかの部分で二つにセパレートされていた。

　露ろ出しゆつしたへそを両手で隠かくしながら、アキは涙目でシマさんに服の変更を訴うつたえる。

「こんな時代だからねぇ。同じデザインでサイズ違いはなかなかないのよ～。それが嫌ならこっち着てみる？」

　ニコニコと笑いながらシマさんが掲かかげたのは、これまた水色と白を基調とした制服だが、こちらは背中の部分が大きく開いていた。へそに比べれば幾分マシだが、アキの背中には目立つ傷がある。「名誉の負傷」をアピールするなんてシーロバーみたいで嫌だ。

「……わかったでしょうアキさん。シマさんは『おなかフェチ』なんですよ」

　言葉の意味はわからないけれど、昨夜のシマさんは執しつ拗ようにアキのおなかに顔を押し付けてきた。聞けば今アキが着ている制服も、やがてはオルカが着ることになっていたらしい。

「じゃあ着替えも済んだしお店へゴ～。アキちゃん、おへそ隠そうとしてスカートずりあげるとパンツ見えちゃうからね～。下げすぎると今度は上からおしりが見えちゃうからね～」

　シマさんが青いバンダナを三角巾風に巻き、うふふと機き嫌げんよく小屋を出て行く。

「ほらほらアキさん。わたしたちも行きますよ！　仕事のマニュアルはポケットにメモを入れておきましたからね！」

　──海かい賊ぞく船せんの甲板員より過か酷こくな仕事があるなんて……。

　アキにとって唯ゆい一いつの救いは、背中を押すオルカがちょっぴり楽しげに見えることだけだ。







　青あお海うな原ばらに浮かぶ滑かつ走そう路ろに、明るい朝が降り注いでいた。

　メガフロートの目抜き通りは、今日も人で溢あふれ返っている。

　オルカに手を引かれてしばらく歩くと、ユーランセンの備品によくあるテーブルと椅い子すがたくさん並んだ広場に出た。この空間だけは滑走路左右の転落防止柵さくが取り払われ、代わりに色とりどりの服を着た少年少女がズラリと立ち並んでいる。

「ここはセジングの『フードコート』です。今日からこの広場がアキさんの職場ですよ」

　歩きながら説明するオルカに従い、アキはよくわからぬまま通りの左端へ寄っていく。

　メガフロートの縁ふちにはシマさんが立っていて、ニコニコとアキを出迎えてくれた。

「この子がうちのお店、ランチボート『カリプソ』よ～」

　シマさんがちょんと指し示した三メートル下の海面。

　そこに浮かんでいるのは十五フィート級のいわゆる「ギョセン」だった。

　船外機がない代わりに、船体の中央には他の船舶から拝借したと思おぼしきキッチンがある。キッチンの上には真っ白な幌ほろがかけられ、エプロン同様にビフォアの文字で「Calypso」と青く染め抜かれている。

　ビフォアで「ギョセン」や「ヤカタブネ」として使われていたモターボートは、燃料アブラのないアフターでは、「海に浮かぶ家」として生きることになる。シマさんが口にした『ランチボート』も、そうしたモターボートの第二の人生の一つだ。

「Launch（打ち上げ）」の名が示すように、ビフォアでは港こう湾わん内で荷の上げ下ろしに使用する船を一律ランチボートと呼んでいたが、アフターではなぜか「Lunch（昼食）」を販売するボートとしての意味が一般的になっている。

「ああやってフードコートの両端に並んだスチュワーデスの数だけ、背後の海面にランチボートがあります。キッチンは面積が大きいから海面に設置して、フロートの上に売り子だけを立たせて狭い空間を有効に使っているんですよ」

　フードコートに来た客は注文をして席につき、スチュワーデスは下のランチボートから受け取った料理を席まで運ぶ。ここではそんなシステムが採用されているのだとオルカが得意げに説明してくれた。

「それが、今日からアキさんの仕事です」

「ボクの仕事……。ボクがここで働く……」

　アキはあらためてフードコートを見渡す。

　上下セパレートの制服などまだマシな方で、アキには下着と区別がつかない「ミズギ」を着た少女や、頭に下着のようなレース布を飾った黒スカート男子など、奇抜な格好をしたスチュワーデスでフロート上は実に艶あでやかで賑にぎやかだ。

「一応言っておきますけど、みんな女の子ですからね。スカートをはいていても」

　まるで心を読んだかのように、オルカがすぐさまイナカ先入観を訂てい正せいしてくる。

「アキちゃん、今のうちに何か聞いておきたいことある～？」

　店長シマさんに優しく尋たずねられたが、わからないことが多すぎる。アキには何から聞けばいいのかすらも思いつかない。

「えっと、あれは……なんて書いてあるんですか？」

　悩なやんだ挙句、カリプソの幌ほろの隅すみで揺れている「氷」と描かれた布を指さす。

「あれはねぇ、ビフォア語で『うちは氷ナツメやってます～』って意味なの」

　シマさんがニコニコと説明してくれたところによると、ここ《セジング》には、世界中のあらゆる場所からストレンジャーが訪れるのだという。

　その中には北方から「流氷」を積せき載さいしてくる船もいるようで、その「氷」をフワフワとした雪のように削けずる機械をシマさんは持っているらしい。

　夏の間に何度か流氷船がやってくると、シマさんはその氷を機械で削り、絞しぼったグレープフルーツを回しかけ、煮詰めて甘くした干しナツメを添える。そうしてできた『氷ナツメ』は飛ぶように売れ、流氷船と折半しても「がっぽり～」と利益が出るそうだ。

「シマさんはのほほんと見えても、商才だけは確かなんです。誰だれかさんとは大違いですね」

　オルカが当て擦りつつ、フロート端に下がったラットラインを降りていった。

「じゃあアキちゃん、お客さんじゃんじゃん呼び込んじゃってね～」

　シマさんもうふふと笑って縄なわのハシゴを伝ってカリプソに消えていく。

　アキはトカイの片かた隅すみで、また一人ぼっちになってしまった。

　ビクビク怯おびえるイナカ少女の前を、人が激しく行き来する。

　へそを隠かくした真っ赤な顔のスチュワーデスを見て、男たちが口笛で囃はやす。

　うつむき羞しゆう恥ちに耐えていると、婦人が「はしたないわ」と軽けい蔑べつの視線をよこす。

　隣の店のスチュワーデスが「めっちゃおいしいよー！　みんなウチの店に来よりー！」と、かわいらしい声で愛想をふりまく。

　アキの体は震ふるえていた。自分が今、「少年」ではないことに気づいてしまった。ヤドカリ同様、物心がついて以来、セイラー服を身につけずに人前に出たことなんてない。

「少女」は、無防備なまま人と向き合う恐怖に身をすくませていた。ありのままでいる心細さに、逃げ出すことすらできないでいた。

「アキさーん、注文まだですかー？　そんなんじゃテツケ金どころか、帰りにグレープフルーツジュースも買えませんよー」

　海上のカリプソからオルカに煽あおられ、ハッと気づいて頭を振る。

　──やらなきゃ……。怖いけど、パラスアテナを取り戻さなきゃ。

　大いなる決意とともに、アキは深く息を吸い込み思い切り叫さけんだ。

「あのっ……いいい、いらっしゃい、ませ……」

　腹から上げたつもりの声は、しかしかぼそくうわずり震えていた。

　露ろ骨こつな緊張をまとった少女を、行き交う人々がチラと一いち瞥べつして無表情に通り過ぎる。

　その冷れい酷こくな反応に、アキの体はますます萎い縮しゆくしてしまう。

　涙が出そうだった。かつてパラス号で「白い嵐」に遭そう遇ぐうした時も、ここまで不安は感じなかった。今なら水と食料の尽つきた漂流者に請こわれても、アキは喜んで立場を交こう換かんするだろう。

　──キーちゃん、助けて！

　涙をこぼしてしまう前に、アキはポケットの中に泣きついた。

　すると、相棒の肩骨の代わりに、くしゃりと紙の手応えがある。

「これ、オルカちゃんが朝にくれた仕事のメモ……？」

　引き出して確認すると、箇か条じよう書がきされたメモの最初にはこう書かれていた。




『１　まずは大きな声ではっきりハキハキ喋しやべりましょう』




　店の名前やメニューは特に重要と、小さな文字でメモが追加されている。

「大きな声……うん、そうだよ。どんな仕事でも、大事なのはまず挨あい拶さつ」

　海上で行き違う船に対して。

　初めて世話になるフロートの人たちへ。

　大きな声で挨あい拶さつするのは、アキがメッセンジャーとしていつもやっていることだ。

　そう考えると少し気持ちが楽になった。たとえ不慣れなトカイでも、周りにはいつもの青い海がある。

　オルカに心で感謝しつつ、アキは大きく潮しおの香かを吸い込んで叫さけぶ。

「カリプソ！」

　突然通りに響ひびいた雄お叫たけびに、人々がビクリとして足を止める。

　オルカの言った通りだった。これなら自分にもできると、アキは再び轟とどろかす。

「シマさんの気まずいサラダ！」

　追撃のメニュー名を聞いて、立ち止まった人々が首を傾かしげて歩き出す。

　おかしい、さっきと違うと、アキは再びオルカのメモを確認した。




『２　相手の目を見るのはとても効果的です』




　そのトピックの下には、イセエビが「ファイト！」と前まえ肢あしを振り上げたイラストが描かれていた。アキは自分がすべきことを理解する。

「カリプソ！」

　手近を通りかかった純じゆん朴ぼくそうなメガネ少年の眼を見て、アキはぐいと意気込んだ。

「な、なんだい？　君は誰だれ？」

「イセエビ！」

「そ、そうなの？　イセエビが僕に何の用？」

「ファイト！」

「の、ノーファイト！　ノーファイト！」

　拳こぶしを握ったアキの剣幕に怯え、メガネの少年が、木もく幣へいを一枚放って逃げ出した。

「やった！」

　最初の注文が入ったとアキが嬉き々きとしてカリプソを振り返る。

　フロートの端からオルカがビキビキとやってくる。

「応用力ゼロですか！　あと『きまぐれ』サラダ！」

　剝むき出しのへそにボディーブローをもらい、アキは悲しい「く」の字になった。







「まあ、人には向き不向きがあるからねぇ」

　早々に呼び込みをクビになったアキは、ボートに呼ばれてシマさんの隣で皿を洗っていた。

「すみません……」

「しょげちゃってか～わいい。全然気にしなくていいのよ～。それよりフグサシブドウあがったから配達お願いね。アキちゃん、運ぶのは得意でしょう？」

　得意どころか、荷運びを生業とするメッセンジャーからそれを取ったら何も残らない。

　アキはむんと気合を入れて、何も乗っていないと思えるほど薄うすいフグの刺し身とグリーンキャビアを飾った皿を手に、ランチボートの舳へ先さきへ向かう。

「アキさん、このトレイに料理を乗せてください」

　オルカがフロートの上からロープを使ってするすると銀の円盤を下ろしていた。アキがトレイの上にフグサシを乗せると、またオルカがするすると引き上げる。

　常ならこのままオルカが配達するが、今回は呼び込みで役に立てないアキが配達担当だ。

　いったんオルカにフグサシを預け、アキはギシギシと揺れてバランスの悪いラットラインを上っていく。

　途中でフロートを見上げると、端に立っていたオルカのスカートの中にチラリとドロワーズが見えた。

　なるほど。だから普段から見えてもいい下着なのかと納得して、アキはふと気づく。

　──あれ？　じゃあ、ボクも下から覗のぞかれちゃうってこと？

　ハシゴの半ばで振り返ると、キッチンから顔を出したシマさんがものすごくいやらしい目つきでアキに手を振っていた。

　その口が「ええのぅええのぅ」と動くのを見て、アキは両手でバッとスカートを押さえ──。

「あ」

　海に落ちた。







　深夜。

　シマさんの腕枕の中で、アキは声を殺してシクシク泣いていた。

　──ボクはダメダメだ。

　あの後もアキは何枚も皿を割り、客の注文を間違え、シマさんとオルカの足を引っ張り続けた。終しまいには『アキちゃんかわいいから、カンバン持って上で立ってるだけでいいわよ～』とまで言われたのに、注目されるのが恥はずかしくてそれすらまともにできなかった。

　おまけに泣き濡ぬれながら魚市場を逃げ出したカニと戯たわむれていると、『自分がどんくさいからって、カニさんをいじめないでください！』とオルカに叱しかられた。

　アキはタカのように「何でもできる女の子」にはなれない。オルカのように要領もよくなければ、シマさんのような商才もない。

　船を動かすことができなければ、セイラーの少女は生きることすらままならない。

　──キーちゃん、ボクはどうすればいい？

　ショートパンツのポケットの中で、キー船長の肩骨を握る。こんな時ばかり頼るのはずるいと思いながらも、アキには他にどうすることもできない。

　目を閉じると、頭の中の真っ白な空間に、ぽてんとキーちゃんが現れた。

　しかしつぶらな瞳ひとみでアキを下から見つめるだけで、オウムガエルは何も言わない。

　──どうして、何も喋しやべってくれないの？

　問いかけるアキの目を、キーちゃんは無言のままにじっと見返す。

　やがてカエルの友人はひょいと片手を上げ、白い空間の奥に消えていった。

　最後に、いつもの言葉を残して──。

『タクサンイキロ』

　アキはガバッと起き上がった。開きっぱなしの換かん気き窓まどを見ると、やけに黄色い満月が夜空に浮かんでいる。

　そのままベッドを抜け出して、眠る二人を起こさぬようにそっと家を出た。




「……いいんですか。放っといて」

「好きにさせてあげましょ～。そんなことよりオルカちゃん、二人で寝るの久しぶ──」

「アキさんいないんで、上で寝ますね」







　耳を澄ますと、しんと夜の静せい寂じやくが聞こえた。

　人ひと気けのないカリプソの艫ともに立ち、アキは満月の揺らぐ海面を見ながら思う。

　トカイの空気に乱されて単純なことを難しく考えていた。キーちゃんの肩骨が「タクサンイキロ」と言ってくれ、ようやく本質に気づくことができた。

　生きることは食べること。人が食べていくためにすべきこと──。

　それは、「狩り」だ。

　昼間に海へ落ちた時、アキは《セジング》の海底が存外浅く、ビルデン礁しようが多く突き立っていることに気づいた。

　こういう場所は網あみ持もちのフィッシャーマンが近づけない代わりに、ダイバーやアマダイバーが潜もぐって魚を捕とる。《セジング》名物のイセエビは美味だが、アフターでは雑ざ魚この代表格だ。よそ者のアキが縄なわ張ばりを荒らしても、咎とがめるダイバーはまずいない。

「行こう」

　タンクトップとショートパンツを身につけたまま、アキは闇やみの海へと沈しずんでいく。




　　　３




　月が輝く真夜中から、フィッシャーマンが起き出す時刻まで──。

　アキがベッドを抜け出して「狩り」をするのは、そんな短い狭はざ間まの時間だ。

　スピアガンもゴーグルもパラスアテナの中にあるため、狙ねらうのは主にイセエビ、そしてカキやトコナメといった貝と甲こう殻かく類るいの「拾い」になる。

　水みず揚あげの量は少なかったが、市場に持っていくと漁ぎよ獲かく高だかはまずまずだった。それでも三カンビスには程遠い。トカイという未知の領域で警けい戒かいを怠おこたったことが、重ね重ね悔くやまれる。

　しかし後ろを向いて待っていても、同じ風は二度と吹かない。自由に海を行きたければ、セイラーは自力で風を捕つかまえるしかない。

　ナイトダイビングを始めて十日目。アキは今夜も《セジング》の海に潜もぐっている。

　──「トリイ」が見えた。

　暗い海中でも目立つビフォアの真っ赤な建造物。海底に横たわる「Π」をランドマークにして、アキはいつもの漁場へと水をかいていく。

　夜の海に潜るのは怖かったが、月が明るい時間に毎回一定の場所を泳げば、そうそうイレギュラーも起こらない。《セジング》近海の透明度が高いおかげだ。

　──センシャ。そろそろ奥へ。

　月光が緑色に照らす海底には、太古の「センシャ」が一両転がっていた。アキはその名こそ知っているが、センシャが何なのかは知らない。海に沈しずんだ鉄の塊かたまりは、履り帯たいに藻もとフジツボをまとって自然と一体化している。今では岩やサンゴと同じ、単なる海底の「目印」だ。

　──諸もろ々もろ異常なし。いつも通り。

　コポコポと聞こえる水の音。その中に異音がないか、耳にも意識を向けながら泳ぐ。

　海上を船が通る音が聞こえても、空気中と音の伝わり方が異なる水の中では、それがどの方角から聞こえたのか瞬時に判断できない。闇やみの海では「音」も大事なライフラインだ。

　──ひっ、またザブトンクラゲ……。

《セントゥリア海かい峡きよう》近海は、とりわけこの外道の数が多い。体に毒こそ持たないが、夜の海では姿が目立たず、急に顔をでろんと撫なでられ心臓に悪い。

　しばらく泳いでいると、アキの漁場──斜めに傾かしいだ背の低いビルデン礁しようが見えてきた。

「ぷはっ」

　いったん浮上して肺に空気を送り込む。

《セジング》の海は潮の香りが強かった。シマさんに理由を尋たずねると、グリーンキャビアなどをヨウショクしているからだと言う。これが昔ビフオアながらの『イソ』の匂においらしい。

　口を大きく開けてイソの香りを吸い、アキは艶めく海へと深く潜っていく。

　藻屑にまみれたビルの側面、非常階段の最上部にある錆さびたドアが漁場の入り口だ。

　重いドアを開けて中に入ると、アキは一度後ろを振り返る。

　今は緊急時に備えて入り口を開け放してあるが、帰る際にはきちんと閉めておかなければならない。ドアを開けたまま放置すると、建物内に大型魚類が侵しん入にゆうし、翌日うっかり鉢はち合あわせなんてことになる。

　半分開いたドアの状態を目視で確認し、アキは建物内を泳いで進んだ。

　ビルの内部は当然真っ暗だが、この建物にはちょっとした「明かり」がある。

　アキは足元の闇やみを勘かんで探り、排はい気き口こうのパイプをコンと蹴けった。

　途端に、パパッと連続して通路のあちこちに小さく緑白色の光が灯ともる。

　──ありがとう。

　アキが礼を言った明かりの正体は、「ウミオニビ」と呼ばれる甲こう殻かく類るいの発光だった。

　ウミオニビは、夜間に海上で青く光る「ウミホタル」とちょうど昼夜逆転した生態を持つ生き物だ。どちらも同じ甲殻類ではあるが、アキはウミホタルを嫌い、このウミオニビを好んでいる。「ホタル」はビフォアの虫の名前だ。

　白緑に発光するビルの廊下を、アキは素早く水をかいて進む。

　一回の潜せん水すいにかける時間は二分半と決めてあった。もっと長く潜もぐれる自信もあるが、深夜に素潜りは条件が悪すぎる。

　──今日はここから。

　最初の漁場となる部屋に入る。生物の死骸が埃のように堆積した室内でトンと壁かべを蹴けると、振動ですぐさまウミオニビが反応する。

　ナイトビジョン映像のような、緑と黒で構成された視界。

　マリンスノーが舞う狭い室内で、アキは半端に開いた事務机の引き出しの中に手を入れて回る。中には数匹のイセエビやタタミエビが潜ひそんでいた。手早くつかんで安物のヤツカリ（腰網）にしまう。

　一潜り分のノルマを確保し、アキは急いでビルの入り口へと戻り始めた。

　緑の輝きが薄うすらいだ通路を泳いでいると、ふとおかしなことに気づく。

　──入り口が、閉まってる……！

　それは、誰だれかがドアを閉めたということを意味する。

　もちろんそのこと自体はおかしなことではない。どこかの世話焼きなダイバーが、開けっ放しのドアを閉めていくことはままある。

　だが、こんな真夜中に好んで潜るダイバーがアキ以外にいるだろうか──。

　得体のしれない不安が焦しよう燥そうに変わり、慌あわただしくドアノブに取り付く。

　そして、アキは口から大量の泡を吐はいた。

「うびぼだるっ！　ごぼばっ」

　触れようとしたドアノブが青白く──この時間には建物内にいるはずのないウミホタルの色に──輝いていた。

　すぐさま口を閉じたが、大量の空気を一気に失う。

　予想すらしなかった死の形が、一気に距離を詰めてアキの首筋に手をかける。

　アキは必死にドアノブを蹴けった。踏ふんだか落ちたかウミホタルの輝きが消える。大きく震ふるえる手でノブをつかみ、重く錆さびたドアを押し開ける。

　──早く、空気、浮かなきゃ、空気、くう……き……。

　酸素の低下がアキの意識を遮しや断だんしかけたその時──。

　──くう……き……？

　空気が、あった。

　一瞬飛びかけた真っ白な世界から、アキは暗い海へと舞い戻る。

　口元に何かがあてがわれていた。目の前に誰だれかがいる。

　女。髪かみの短い女。ゴーグル越ごしの切れ長の目。ウェットスーツを着ている。背中にパラスアテナ一艇ていよりもよほど高額な、エアの入ったタンクを背負っている。

　──アマダイバー……？　この人、どこかで見たことある……。

　ウェットスーツのアマダイバーが、アキの口からレギュレーターを外して自分で咥くわえる。

　そうして一回大きく息を吸うと、再びアキに圧縮空気を分け与えてくれた。何か理由があるのか、オクトパス（予備エア）は使わないようだ。

（あれ、自分、すみません）

　アマダイバーの女が、ひらひらと手を動かしてハンドシグナルを送ってきた。

『あれ』で指さしたのは、ノクチルカ（夜光虫）のように青い燐りん光こうをまとって廊下に沈しずんだ甲こう殻かく類るいの死し骸がいだった。『どこか別の海にいたウミホタルが自分の体に付着していた』と言いたいのではないかと思う。

（あなた、自分、浮上します）

　互いの体を指さして、最後にアマダイバーは親指を上に向けた。

　アキがうなずくと女は笑ったように目を細め、ドアを開けてビルの外へと泳ぎ出す。

　──は、速っ！

　真っ暗な海の中を、アマダイバーはあっという間に浮上していった。アキもドアを閉めて急いでライトフィンの光跡を追う。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　海面に出てすぐに姿を探したが、髪の短い女は闇やみの中のどこにも見当たらなかった。

「誰……だったんだろう？　あ、違う。えっと、ありがとうございました」

　大きすぎず小さすぎない声で闇に礼を言うと、遠くでとぷんと水の音がした。







　昼はスチュワーデスとして舞い上がり、夜はアマダイバーとして海へ潜もぐる。

　そんな浮き沈しずみの激しいアキの二足のワラジ生活も二週間が過ぎた。

　タカとの約束の日からはそろそろ二ヶ月が経たったことになる。

　今頃タカはどうしているだろうか。メッセンジャーに手紙を託すことも考えたが、パラスアテナを失ったと報告する勇気がアキにはない──。

「ア～キ～ちゃんっ」

　ランチボートの舳へ先さきでぼんやり佇たたずんでいたアキは、突然ぷにんとおなかをつままれた。

　うわあと飛び上がって振り返ると、シマさんがニコニコと笑っている。

「はい。今週分のお給料～。アキちゃんのおなかがぷりちーだったから、ちょっとオマケしちゃった」

　アキの手に握らされた木もく幣へいには、結構な金額の数字が刻まれていた。

「こ、こんなに……？」

「最近はお皿も割らなくなったし、海にも落ちなくなったしね～」

　皿洗いは単純に慣れたし、仕事中はオルカにドロワーズを借りるようにしたため、海にも落ちていない。確かに失敗は減っていたが、それにしたって多すぎる。

「いらないって言ってるのに、アキちゃん毎日ちょっとずつ魚捕とってきてくれるでしょ？　おかげで我が家の家計は以前よりも潤うるおっています。ま、まあ、アキちゃんがいつ捕ってくるのかは全然知らないけどね～」

　シマさんがぷす～とヘタな口笛を吹いて目をそらす。

　アキは毎晩夜中にベッドを抜け出し、昼は立ったまま寝てしまうこともある。バレない方がおかしかった。

「シマさん……ありがとうございますっ！」

「うふふ。アキちゃん、今日はもう上がっていいわよ～」

　優しいおねえさんに大きく頭を下げると、アキはヨットハーバーへ駆け出した。

　この給料とナイトダイバーで貯めた金額を合計すれば、三カンビスには届かずともそれなりの金額にはなる。その金をいったんセンシブルに預ければ、自分の誠せい意いを証明できる──。

　走るアキの横顔には、生きる希望が輝いていた。

　ハーバーにセンシブルの姿を見つけた。よい商談でもまとまったのか、バイヤーは隣に立った太った男に丁てい寧ねいに辞儀をしている。

「センシブルさんっ！」

「よお、久しぶりだなセイラー……って。おまえさん、女だったのか……」

　うっかりスチュワーデス姿のまま駆けてきたアキを見て、中年の頰ほおがわずかにコートと同じ色に染まる。

　アキも思わず「う」と呻うめいた。恥はずかしいのはもちろんだが、アフターで女のセイラーは忌いみ嫌われている。パラスアテナを売ってもらえなくなるかもしれない。

「安心しな。悪あく魔まに媚こびを売って神から顰ひん蹙しゆくを買うのがバイヤーだ。俺は女だろうが海かい賊ぞくだろうが、金さえ持ってりゃ誰だれとだって商売する。もちろん女海賊ともな！」

　アキの表情で察したセンシブルが、自分の冗談で大いに笑う。

「で、スチュワーデスで金を作ってきたのか？　いいだろう。ボロカヤックでも客は客だ」

　アキは瞳ひとみに精一杯の誠せい意いを込め、有り金のすべてをセンシブルに差し出した。

「これをテツケ金の足しにしてください！　お願いです！　ボクのパラスアテナを誰だれにも売らないでください！」

　ガバッと、直角に頭を下げる。

「こりゃ……ずいぶんがんばったな。だが、この金は受け取れない」

　アキが驚おどろき顔を上げると、センシブルも真剣な目でこちらを見返す。

「残りもなるべく早く持ってきます！　明日から毎日持ってきます！　だから──」

「そうじゃない。よく聞けアキ」

　いよいよ土下座しようとしたアキを立ち上がらせ、センシブルが言った。




「あの船、おまえさんのパラスアテナは……もう売れちまったんだ」




　夕陽が居心地悪そうに、水平線に消えていく。

　ハーバーに並んだ船たちが、オレンジの海でそわそわと気まずそうに揺れている。

　現実の夜が来るより早く、アキの目の前は真っ暗になっていた。







「私がカリプソを始めたのは、今から五年前でねぇ」

　下段ベッドの左側で、アキはぼんやりとシマさんの話を聞いていた。

　自分がきちんと夕食を摂とったのかすら覚えていない。パラスアテナが売れてしまったことはシマさんに話していないが、おそらく伝わっているだろうと思う。

　今夜はシマさんの右にオルカがいなかった。

　少女は不ふ機き嫌げんなような、それでいて寂さびしそうな顔をして「今日は遠えん慮りよします」と、一人で上段に眠っている。狭い下段ベッドにはアキとシマさんの二人だけだった。

「それより前はね、私もアキちゃんと同じことしてたの」

「同じこと……？」

「セイラー服で海を行く。シングルハンドのメッセンジャ～」

　意外だった。こんなにふんわり優しいシマさんが、アキのように男の素振りで海を行っていたなどにわかには信じがたい。そもそも自分以外の女セイラーにアキは会ったことがない。もちろん会ったとしてもお互い気づけないが──。

「うちは代々続くアマダイバーの家系だったんだけど、私は泳ぎがへたっぴでねぇ。周りにバカにされるのが悔くやしくて、それで一人で海へ出たの。アキちゃんとそんなに変わらないくらいの歳としだったなぁ」

　薄うす闇やみの中、シマさんが目を閉じた気配が伝わった。アキも倣ならってまぶたをおろす。

「物を運んで、人を運んで。色んな人と出会って別れて。ずっとずっと遠くの海まで行ってみて。それでもひとつ海はどこまでもつながっているって判って。いつかぐるりと惑ほ星しを一周して、反対側から故こ郷きように帰ろうと思ってたっけ」

　その気持ちがアキには理解できる。ひとつ海には終わりがない。この惑星に自分が行けない場所がないという万能感は、セイラーなら誰だれもが持ち得る感覚だ。

「ま、色々あってダメだったんだけどね～。だからセイラーの先せん輩ぱいとして、私からアキちゃんに言えるのは一つだけ」

　アキは闇の中で目を開けた。シマさんの優しい目も細く開いている。

「航海はね、いつか必ず終わるの」

「航海が、終わる……？」

「そう。自分のせいでも……そうじゃなくても。だから、それまで後こう悔かいしないように精一杯航海しなさい」

　だが、アキには航海するための船がない。パラスアテナはもういない。自分の航海は終わってしまった。精一杯なんてとてもできなかった。まだスタートにさえ立っていなかった。

　そこには、後悔しかない。

「ううっ……」

　これまでの航海で何度も流した涙が溢あふれ出す。後悔が胸の奥からせり上がってくる。

　シマさんが優しく胸に抱いてくれた。タカを思い出す。タカを、思い出す──。

「うわあああッ！」

　感情が、爆はぜた。

　込み上げる悲しみで息ができないほど、アキはしゃくりあげて泣き出した。

「パラスアテナはっ！　パラスアテナは、もう、ないんです……ううっ」

　ビクビクと痙けい攣れんするように。話をしてくれたシマさんを責めるように。

「終わったんです！　航海がっ、終わっちゃったんです！　タカちゃんとの冒険もっ！」

　アキはただ泣き叫さけぶ。優しいセイラーのシャツを握りしめる。自分を憎にくむように、強く。

「ボクはっ、もう航海できないんです！　海にっ、もう、出られないっ！　ううっ……！」

「それは、アキちゃん次第かなぁ」

　シマさんの手がふわりと頭の上に乗る。

「でもっ、もう、パラスアテナがっ、ないからっ！」

　感情が喉のどをせり上がってうまく言葉を伝えられない。パラスアテナは普通の船とは違うのだと、シマさんにわかってもらいたい。

「ないだろうねぇ。私が買っちゃったから～」

　──えっ。

　アキの言葉は喉のどから出ずに、頭の中に大きく響ひびいた。

「はい。ここにパラスアテナ号の権利書があります。欲しい、アキちゃん？」

　シマさんがベッドの上に起き上がり、枕の下から一枚の紙をぴらりと出す。

「えっ」

　今度は口から言葉が出た。どうしてシマさんがそんなものを持っているのかわからないが、アキは顔中でろでろで起き上がり、その紙切れにすがりついた。

「ほ、ほじいでずっ！」

「じゃあ、これから私が言う三つの条件を飲むなら、この権利書をアキちゃんにあげよ～」

「飲みますっ！　何でも飲みますっ！」

「いいのかな～？　そんなにホイホイ請け合っちゃって」

　シマさんがぺろりと舌なめずりをして、視線をアキのおなかに向けた。

　たじろぎ腹を押さえると、シマさんがうふふと笑ってアキの前に指を一本立てる。

「では最初の条件。パラスアテナの購入金額、六十カンビスに利子をつけた百カンビスを、五年以内に支払うこと」

「ハイっ！　支払います！」

　よくわからぬままに返事をしたアキに、上段ベッドからオルカが飛び降りてきて叫さけんだ。

「めちゃめちゃ暴利じゃないですか！」

「うふふ。これはビジネスだからねぇ。オルカちゃん、上でずっと聞いてたの～？」

「あ、アキさん騙だまされちゃダメですよ！　払えぬとわかった途端、シマさんは体で払うことを要求してきますよ！」

「だ、大丈夫。絶対払います」

　アキがシマさんにうなずいてみせると、「その意気やよしよし」と頭を撫なでられた。

「第二の条件。契約成立と同時にパラスアテナをアキちゃんに貸たい与よします。その後はメッセンジャーの仕事をしながら頭金として十カンビスを返済する。頭金完済まではセジングを拠点にすること。そして浮うき島しまとかフロートに寄港したら、すべての場所で必ずこの『チラシ』を配る。注文も取ってきてね～」

　カリプソの名前とメニューが連なるチラシの束がベッドの下から出てきた。

「ハイっ！　取ってきます！」

「なんで簡単にハイハイ言っちゃうんですかっ！　呼び込みすらできない要領の悪いアキさんが、そんなにたくさん仕事をできるわけないじゃないですかっ！」

「う……」

　オルカの言うことはもっともだ。

「うふ。オルカちゃんま～たヤキモチ焼いて～。本当はアキちゃんと離れるのが寂さびしいんでしょ～？」

「違いますっ！　わたしはお店の評判が悪くなって、アキさんの尻しり拭ぬぐいをさせられるのが嫌なだけですっ！」

「ん～、だったらオルカちゃんが一緒に行けばいいんじゃないかな～？」

　シマさんがベッドから起き上がり、部屋の隅すみでバスケットのような棚たなをゴソゴソ探す。

　そうして「あったあった」と見つけた何かを、オルカに手渡しニッコリ微笑ほほえんだ。

「はい。私が若い頃着ていたセイラー服～」

　白いブラウスに紺こん色いろのスカート。それはアキが身につけているものとほぼ同じデザインだったが、スカーフの色が赤く、襟えり元もとには錨いかりとハートをモチーフにしたマークが付いていない。

「シマさん……」

　何か言いたげなオルカの頭をシマさんがそっと撫なでた。

　なぜ、シマさんはこんなに優しいのだろうとアキは疑問を覚える。パラスアテナの貸たい与よは元より、オルカがいなくなることは寂しくないのだろうか──。

「じゃ、アキちゃん。最後の条件だけど……」

　シマさんがぺろりと口から舌を出す。

　ついにこの時が来た。アキは諸もろ々もろに耐える覚かく悟ごを決めた。

「私たちが困った時には、助けに来てくれること」

「えっ……と……？」

「も～、警けい戒かいしないの。そのまんまの意味よ。私とオルカちゃんが困っていたら、どこにいても助けに駆けつけてね。ひとつ海はどこまでもつながってるんだから」

　それはわざわざ頼まれるようなことではない。シマさんが困るような状況をアキがどうにかできるとは思えない。

　だが、そこにオルカも含まれるなら役に立てることもあるかもしれない。

「ハイっ！　約束します！」

　勢い良く返事をすると、早速シマさんが「困った困った」とおなかに頰ほおずりしてくる。

「あっ、シマっ、さんっ……！　ひうっ、うふっ……ううっ……ありがとうござ……ひっ」

　アキは一晩中鼻をすすりながら笑い、耐え、感謝し続けた。




　　　４




　そしてリスタートの朝が来た。

　久しぶりのセイラー服に袖そでを通し、商しよう魂こん逞たくましいシマさんとの契約書にサインして、アキはパラスアテナの権利書を手に入れる。

　──もうちょっとで、タカちゃんに会いにいける。

　シマさん宅の前で拳こぶしを握って空を仰あおいでいると、くいくいと袖そでを引かれた。

「この格好、変じゃ……ないですか？」

　片手でスカートの裾すそをぎゅっと握り、珍しく恥はずかしそうに下を向いたオルカ。

　ぶかぶかの白いブラウス。腰を二回折り返した紺こん色いろのスカート。デザインは異なるけれど、アキのものとよく似たセイラー帽。着慣れぬ服に袖を通した、期待と不安の交じった顔──。

　自分が初めてセイラー服を着た十二歳の頃を思い出し、アキの目つきはじんわり和らぐ。

「やっぱり変ですか？　わたし男の子に見えませんか？」

「大丈夫！　すっごくかわいいけど、ちゃんとセイラーに見えるよ！」

　立派な海の男だと保証したのに、オルカはますます顔を赤らめうつむいた。

「行こう、オルカちゃん！」

　見習いセイラーの手をとって、アキは元気よくヨットハーバーへ向かう。

　パラスアテナの権利書を見せると、赤いコートのバイヤーはすぐにクリートに繫つないだチェーンを外してくれた。

　オルカには先にパラスアテナを見てもらい、その間にアキはセンシブルと話をする。

「あの……、センシブルさん。色々ありがとうございました」

「俺は金かね儲もうけをしただけで、他に何もしちゃいない。礼はシマコに言っておけ」

　アキがぺこりとセイラー帽の頭を下げると、バイヤーが自じ嘲ちようするように言った。

　昨夜シマさんに聞いた通りの反応だと、顔に思わず笑みが溢あふれる。

『あの船に買い手がつくかもしれない。甘やかさない程度になんとかしてやれ』

　昨日シマさんに打診してきたのは、センシブル自身だったという。

『センさんはアブラを売るのが仕事だからね～』とシマさんは笑いながらことの成り行きを教えてくれた。二人は知り合いなのかと問うと、『不幸な元同業者、かな～』と微妙に言葉を濁される。

　二人は若いセイラーを甘やかさぬよう芝居を打ってくれたが、結局アキは自分が甘やかされたと感じていた。二人に大きな借りができたと思っていた。

　実際はアキだけが大損しているのだが、お人好しとはそういうものだ。

「……何ニヤニヤしてんだ。おら、いつまでも老クいロぼツれクとくっちゃべってないで、若いやつらはキリキリネジ巻いて働け。今のうちたっぷり航海しとかないと後こう悔かいするぞ」

　隻せき腕わんのバイヤーにしっしと追い払われ、アキは感謝しつつ愛船のデッキへ飛び降りた。

「ただいま、パラスアテナ」

　我が家の舳へ先さきの上に佇たたずみ、しみじみとつぶやく。

　しかし、彼女が「おかえり」を言ってくれるのは、きっと海に出てからだろう。早くパラスアテナを走らせたい。

　物珍しげにデッキを歩き回るオルカをよそに、アキはせっせと装備と艤ぎ装そうを確認する。

　ブームの上のセールカバーを外すと、中には真っ赤なセールが畳たたまれていた。今ここで揚あげてみせることはできないが、ざっと見た限りで修復が必要な箇か所しよはない。マストはもちろん、その帆ほを揚あげ下ろす金具類にも不具合はなさそうだ。

「アキさーん……キモっ！」

　ニヤニヤとウィンチを撫なで回していたアキを見て、キャビンの扉とびらから顔を出したオルカが後ずさった。

「ご、ごめん。オルカちゃん、何か用？」

「用は……ないですけど。アキさんおしゃれしないくせに、鏡は見るんですね」

　おそらく海水汲くみ上げ式トイレの壁かべにかかったフレームミラーを見たのだろう。

　それは一年前、『あたしがいなくてもちゃんと髪かみ切るのよ』と、タカが設置したものだ。

　──もうすぐタカちゃんに会える。

　そう思うとキャプテン・アキはすぐにでも《イロゥ》を目指したかったが、

「もう忘れたんですか？　アキさんは本当に常じよう軌きを逸いつしたアホの子ですね。頭金の十カンビスを返すまではセジングを拠点にしろって言われたでしょう？」

　と、新人クルーのオルカに諭さとされた。

　いったんカリプソに戻って昼食を摂とった後、必要な準備を済ませるため、アキはオルカと二人でフロートを歩く。

「あの、アキさん。やっぱり今日も視線を感じるんですけど……」

　目抜き通りの中程辺りで、オルカが立ち止まって小声で囁ささやいた。

　二週間前、つまりはアキたちがキルケ号で《セジング》に送り届けられてから、オルカは時々誰だれかに見張られている気がすると訴うつたえていた。

「大丈夫。怪あやしい人はいないよ」

　アキはさりげなく周囲を見回し、屈かがんで小さな少女に耳打ちする。

　おそらく気のせいだとは思うが、オルカは以前アキが気づかなかった「オオカミ」の気配を敏びん感かんに感じ取っている。危険な場所ではないからといって、見過ごすことはできない。

「ならいいですけど……」

　アキが真剣に周囲を確認したことが伝わると、オルカがようやく安心して歩き出す。

　その後は水先人を捕つかまえて近海の情報を聞き、チャート商から布チャートを買った。

　チャートを検けん討とうしながらフロントマン（フロート長）に会いに行くと、メッセンジャー業務の窓口で《カイナ》フロートまでのエクスプレス仕事をもらえた。幸先がいい。

「アキさん、『ツイデ便』の仕事は受けないんですか？　カイナまでの間の浮うき島しまに、いくつか届け物の仕事があるみたいですけど」

　現在の求人内容が書かれた木板を見ながらオルカが問う。

『ツイデ便』とは、アキが《サクラジマ》の島しま長おさから預かっているような、期限のない届け物を指す。納期が決めれていない代わりに、受け取る報ほう酬しゆうも安い。

「うん。エクスプレスは届ける速さで報酬が変わるから、寄り道する時間がなくって」

「だったら帰り道で寄ればいいじゃないですか。ツイデ便は納期がないんでしょう？」

　アキは「あ」と口を開けたままぽかんとしてしまう。

　仕事に対して誠せい意いのみで接するアキは、効率や要領とは無む縁えんだ。

　とはいえ荷を届けた後に浮うき島しまに立ち寄るのは、別に誠意を欠く行こう為いではない。いつでも目の前のことしか考えられないアキは、そんな単純なことにも気づけなかった。

「アキさんはよっぽど時間を無む駄だに過ごすのがお好きなようですね。じゃあこれからも一航海で一つの仕事ということで。のんびりいきましょう」

「うっ、受けます！　こっちの仕事もくださいっ！」

　窓口担当に仕事を乞こいつつ、アキは呆あきれ顔のオルカに感謝する。

　併せて自分の要領の悪さにとても悲しくなった。エクスプレス帰りはいつも空手だった。

「きちんと頭を使えば、ボクはもっとたくさん仕事ができたのに……」

　フロントマンの事務小屋を出て、オルカとフロートを歩きながら嘆なげいてこぼす。

「言葉の問題ですけど、普通はそういう時『損をした』って考えるものですよ」

「……そっか。ボクは損……したんだね」

「そう考えないのがアキさんの……いいところだと思いますよ」

　慰なぐさめられているのだと思う。どう考えてもそれはダメダメなところだ。

「ありがとう、オルカちゃん」

「別に……。わたしは早くアキさんに借金を返させて、普通の仕事に戻りたいだけです。ほら、急がないと買い物はまだたくさんありますよ」

　オルカがアキにくるりと背を向け、足早に雑貨店へと入っていく。

　頼もしい小さな背中に、「がんばって働きます！」と宣言し、アキも鼻息荒く店を訪れた。

　水と食料、そしてブロック石せつ鹼けんに洗剤代わりのケズリ石鹼。固形燃料のポリ油に、モフ葉にゲッチャにタウエル布。そして大事なフリントボール。

　航海に必要な細々した物を仕入れると、アキは最後に全財産をはたいてビフォアのヴォトカを一本購入した。

「お酒なんて飲むんですか？　アキさん見かけによらずフリョーですね。ケーベツします」

　ケーベツされてしまったが、アキはくすくす笑っていた。

　ハーバーに戻り、買った荷物を二人でパラスアテナにせっせと積み込む。

　どうにか日の高いうちに出港準備を終えると、アキは最後にパラスアテナの舳へ先さきに立ち、ドボドボと酒さか瓶びんの中身を海へ捧ささげた。

「アキちゃん、よくそんな昔ビフオアの風習知ってるわねぇ。誰だれに捧げたの～？」

　見送りに来てくれたシマさんが、感心したように目を細める。

「バッカスです」

　アキがニヒッと笑って見せると、シマさんも同じくニヒッと笑った。

「なんですか二人とも気持ち悪い。わたしにも説明してくださいっ！」

　アキの隣でオルカが喚わめくと、やれやれといった体ていでシマさんと同じく見送りに来てくれたセンシブルが語る。

「昔のセイラーが航海に出る時は、旅の安全を祈って海に酒を捧ささげたんだ。大たい抵ていはポセイドンやトリトンのような海神わだつみに対してだが、酒の神バッカス──ディオニュソスの別名だな。あの酔よいどれ神に捧げると酒に強くなる。すなわち酔わなくなる。転じて船酔いしない。そういう験げん担かつぎさ」

　つまり、船旅に慣れていないオルカに対する、アキのせめてもの気遣いだった。

「そっ、そういうのいりませんからっ！　このお酒いくらしたと思ってるんですか？　まったくモッタイナイ……」

　そう言われることもわかっていたが、アキはどうしてもこの儀式をやっておきたかった。

　オルカに対する感謝はとても言葉では伝えられない。ゆえにこうして気持ちを積み重ね、少しずつ伝えていこうとアキなりに考えた結果だった。

　隣に停泊していたセイラーに押し船してもらい、パラスアテナがゆっくり海を滑すべり出す。

「シマさん、センシブルさん、行ってきます！」

　アキがフロートに向けて手を振ると、二人のベテランが声を揃そろえた。

「アキ、オルカ、よい航海をボン・ボヤージ！」




　　　５




　船首がかき分けた丸波が、パラスアテナの両りよう舷げんに白く泡立ち流れていく。

　蒼そう天てんの太陽はナチュラリストだった。一糸まとわず真っ白に輝いていた。

　紺こん碧ぺきの海は子供だった。時折大きく跳はね回るが、基本的には素直でいてくれた。

　パラスアテナが《セジング》を出港して十日。本日の航海も順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだ。

「次はシラマ、その次はショウノの浮うき島しまです。まだあるかわかりませんけど」

　マストから海と水平に伸びた帆ほ桁げた。その中程から右舷の手すりとの間に張られたハンモックで、オルカが揺れながら近海の略図を眺ながめている。

　航海を始めた頃は「不経済の象徴です！」とモックに悪態をついていた少女だが、今ではすっかりそこが定位置──舵だ輪りんを握ったアキの右斜め前方──になっていた。

　オルカの体は軽いため、帆桁への負担もほとんどない。ふいにワイルドジャイブ（偶発的なセールの反転）を起こしても、伝説のハンモックはしっかり小さな背中を抱きとめてくれる。

「ヨーソロー！」

　キャプテン・アキは水先人ナビゲーターの指示に機き嫌げんよく操そう舵だ輪りんを回した。

　三匹の海かい獣じゆうが棲すむ《セントゥリア海かい峡きよう》を避さけて《カイナ》フロートまで──。

　二週間かかると言われていたその航路は、アキが上う手まく風を手て懐なずけた結果、目的地まで十日で到着することができた。経済状況やトラブル体質を無視すれば、アキは誰だれより早く世界を一周してしまうかもしれない。

　そしてその経済状況も、今はオルカのおかげで好転している。

《セジング》フロートで「帰り掛がけの駄だ賃ちん」仕事を得ただけでなく、商才溢あふれるスチュワーデスは《カイナ》でも同様の仕事を見み繕つくろってくれた。物もの怖おじするアキの代わりにカリプソのチラシを配り、シマさん特製メニューの受注も大量だった。アフターでは、「いつ届くかわからない高価な料理」を待つこと自体が娯ご楽らくの一つだ。

「いえ……ここはあえてメハリ・フロートへ向かいましょう。シラマ、ショウノは立ち寄りには遠いので、ツイデ便をもう少し貯めないとモッタイナイですね」

　オルカは略図を見て、配達効率を最適化する才にも溢れていた。

　そもそもツイデ便を「貯める」という発想がアキにはない。小さなナビゲーターがチャートの見方も覚えれば、効率は更に向上するだろう。シマさん譲ゆずりの商才と先天的な空間把は握あく能力は、オルカをアキより余程優すぐれたメッセンジャーにするかもしれない。

　ただし、それには一つ大きな問題がある。

「オルカちゃん、右う舷げんのウィンチでセールをちょっと詰めてみて」

　船長アキが舵かじを握りながらクルーに指示すると、

「いっ、嫌ですよ！　そんな端っこに行って海に落ちたらどうするんですか！」

　とにべもない答え。

　なんだか以前にも似たようなやりとりをしたなと、アキは笑う。

　一年前も操船はアキだけの仕事だった。タカには料理に栽さい培ばい、裁さい縫ほう、寝物語と、タカにしかできない仕事があった。二人はそれぞれ自分の得意分野で互いを支え、パートナーシップを確かなものにしてきた。

《モリ》でのアキとオルカのように。

「あっ、アキさん！　ウミウサギですよ！　かわいい！」

　オルカがハンモックから身を起こして東の海上を指す。

　そこに、イルカのようにぱすぱすと海面を飛び跳はねる生き物がいた。

　四本足に長耳の生えた、一見するとビフォアの哺ほ乳にゆう類るいのような生き物。白い四つ足が海面をぴょこぴょこ跳ねる様は愛らしいが、この生き物はあのフサフサと毛の生えた動物とは、名前以外に縁えんもゆかりもない。

　ウミウサギはアフターにおいて最もその生態を変化させた貝──ウミウサギガイだ。耳に当てると潮しお騒さいが聞こえる、あの巻き貝の中身だ。

　海底のサンゴが希少価値を持っていたビフォアの時代、そこを棲すみ家かとしていたウミウサギガイは、人々に寝床を乱らん獲かくされて生きる場所を追われた。

『ビフォアの時代にはサンゴ礁しようがとても貴重だったの。でもね、文明人様は後先考えない快ジ楽ヤ主ン義キ者ーだったから、サンゴを根こそぎ取っていっちゃったのよ』

　かつてタカが寝物語で話していたことを思い出す。ビフォアの人々には『食うもの以外は殺さない』というアフターの掟おきて、『不ふ殺食せつしよう海かい』がなかったのだろう。資源豊富な《モリ》が手付かずで残っているのも、アフターの価値感と守り手の存在ゆえかもしれない。

「わたし、ウミウサギ大好きです！」

「うん、ボクも好きだよ。おいしいよね」

　ウミウサギは貝だ。筋肉が発達しているため、口の中でいつまでも嚙かみきれないコリコリとした食感はサザエに近い。ただし味はレインメイカー（アメフラシ）に似た独特の臭くさみがあるため、好みがはっきりと分かれる。アキは嫌いな方ではない。

「アキさんとは、あらゆる点でわかり合えません……」

　ため息交じりのオルカのつぶやきが、ふと心に引っかかった。

　海かい賊ぞく船せんで同じドレイの境きよう遇ぐうを過ごし、《モリ》の浮うき島しまでも二人は互いに命を預けて生き延びた。今も環境こそは異なるが、ずっと同じ時間を共有している。

　なのに、オルカは今一歩のところで心を開いてくれない気がする。

　タカとの時はどうだったかと思い出し、アキは忘れていたことに気づいた。

「オルカちゃん、今夜は『寝物語』しようか」

「ネモノガタリ？」

　ここできちんと説明すれば、少女はきっと拒こばむだろう。

「あれ？　イナカ者のボクでも知ってる寝物語を、オルカちゃんが知らないの？」

「し、知ってますよもちろん。ちょっとド忘れしただけです！」

　頭の中にネモノガタリを探すように、少女の瞳ひとみがぐるぐる泳ぎ出す。

「そっか。じゃあ今夜は一緒に寝物語しようね」

「いいですよ。わたし得意ですから。アキさんになんて負けません」

　オルカは寝物語を貝オハジキで遊ぶ「エモノガリ」のようなものと考えたようだ。

　寝物語に勝ち負けなどないが、ある意味オハジキ遊びに近いかもとアキは思う。

　寝物語はオハジキと同じく、姉が妹をあやすための遊びだ。







「どうして服を脱ぐ必要があるんですかっ！」

　夜の静寂しじまを切り裂さく如ごとくに、体にシーツを巻きつけたオルカの叫さけびが響ひびく。

　闇やみの海を走るパラスアテナは、セールを小さくトリムされていた。船尾のラダーには、風を感知して自動で舵かじを切るウィンドベーンが取り付けてある。

《セジング》から《カイナ》までの航海中、アキとオルカは交代でワッチをしながら眠っていた。本来セイリングとはそういうものだし、パラスアテナのベッドは《モリ》の浮うき島しまのように底冷えすることもない。アキとオルカは一緒に眠る必要がなかった。

　だが、正しい航海は安全でも、二人の距離を縮めてはくれない。

「どうしてって言われても……。寝物語ってそういうものだから」

　アキだって着替え中でもないのに下着になるのは恥はずかしい。そうする理由もわからない。

　しかし、毎晩半裸で共寝して物語った結果、タカとの距離が近づいたことをアキは経験的に知っているだけだ。

　船内の先端、先細った三角形のベッドに、丸い窓まどから月の光がぼんやり差し込んでいる。

　アキとオルカはこれから儀式でも執とり行うように、上うわ掛がけシーツにくるまれてぎこちなく横になっていた。

「えっと、じゃあ始めるね。その昔、この惑ほ星しは七割が海でした」

「知ってますよ。今は十割が海なことも」

　浮世離れたアキと違い、オルカはトカイの《セジング》育ちだ。

　規模の大きいフロートでは、週に一度子供たちに勉強スクーリングを施すニチヨウ・スクールがある。

　おそらくオルカはそこできちんと常識を身につけているのだろう。アキの知らないこともたくさん学んでいるはずだ。

「ビフォアの文明がすべて海に沈しずんだ世界。それがアフターです。でも、それって噓うそなんですよ。厳げん密みつにはこの世界にも陸があるんです」

「そうなのっ!?」

　たった一言だけで語り手は逆転した。オルカの寝物語にアキが食いつく。

「アキさんが期待しているようなものではありませんけどね。その場所は『ヘラクレスの柱』と呼ばれています」

　ずっとずっと遠くの海。かつてビフォアに存在した二つの海かい峡きように挟はさまれた「ミサキ」の突とつ端たんが《ヘラクレスの柱》というらしい。ヒョーガキ、オンダンカ、センソウと、ビフォアの災さい禍かをくぐり抜けたその場所は、多くの地形が変化したアフターにおいても、比較的当時に近い様子でそこに残っているという。

「海面に出ている部分はマルキ船一艘そう分くらいだそうで、人が住めるような場所ではありません。でも、その足元は確かにツチで、ジメンなんです。ちょっと見てみたいですよね」

「見たい……！」

　アキはうっとり目を閉じて、《ヘラクレスの柱》を想像する。

　海の底からずっとつながっている場所は、波に揺れたりしないのだろうか。ツチというのはあの《モリ》の泥炭よりも固いのか。あるいは《セジング》のようなアスファルトに似たものなのか。

　まだ見ぬ『陸』という存在が、アキにはとても不思議だった。規模で言えば《モリ》の方がよほど陸だが、「少年」が焦こがれるのは、「現実リアル」ではなく「幻想ロマン」だ。

「ヘラクレスの柱はともかく、『陸』は見られるかもしれませんよ。最近海底火山の噴ふん火かや海かい震しんが活発ですから。セントゥリア海かい峡きように『カリブディス』が現れるようになったのは、『島』が浮上する前触れだなんていう人もいます」

　カリブディスは、確かセイレーンやスキュラと同じ三匹の海かい獣じゆうだったはずだ。

「ビフォアの時代には、ヘラクレスの柱よりも高い陸や建物がたくさんありました。でも、惑星全体が『オンダンカ』した時、人々は陸の下からチカ水を汲くみ上げようとしたそうです。その意図は不明ですが、結果的にいたるところでジバンチンカが発生しました」

　チカ水もジバンチンカも今ひとつイメージできないが、アキは素朴な疑問を持った。

「それって……海の水じゃダメだったのかな？」

「さあ？　わかりませんけど、その頃の海は『腐くさっていた』って聞いたことがあります」

　そうして多くのジバンが沈ちん下かして、海抜ゼロメートル以下の陸が世界中に発生した。同時に氷床の溶解も進行したため、大陸が諸島になってしまったのだという。

　その後は日増しに上昇する海面から逃げるべく、高層ビルや水位対応型連環住宅、防ぼう波は堤ていやメガフロートなどの建設に注力した時代もあったらしい。それがどの程度効果があったのか定かではないが、「アフター」という結果から推おして知るべしだろう。

「おかげでアフターに陸が残らなかったわけです。まったくいい迷惑ですよ」

「迷惑？」

「こんな世界に生きていても、海が嫌いな人もいるんですよ。アキさんにはわからないでしょうけど」

　オルカがシーツの中でぎゅっとぬいぐるみを抱いて顔をそむけた。

　ビフォアの人間が口にする「海が嫌い」と、少女のそれはまったく違う。

　それは太古の人々が「陸が嫌い」と言うのにほぼ同義だ。そもそもそれは「好き・嫌い」というカテゴリーに収める概がい念ねんでもない。アキには「空気が嫌い」と言われたような感覚だ。

「海が嫌い……。オルカちゃんのお母さんたちが、海を調べてたから？」

「……わかりません。そもそもお母さんたちは海というより、わたしたちが『海で暮らしている理由』を調べていましたし」

　オルカの両親が『コーコガク』を専門としていたことを思い出す。

「それって、オンダンカとかセンソウとか、陸が海に沈しずんじゃった理由ってこと？」

「違うみたいです。お母さんは『わたしたちのご先祖様が海を選んだ』って言ってました」

「海を、選んだ……？　どういう意味だろう」

「わたしだってわかりませんよ。あとは、『他の選せん択たく肢しを選んだ人の現在を知るために、ママたちはアークを調べているの』とも言ってました」

「『アーク』……？」

　それは以前にどこかで耳にした言葉だった。

　しかし思い出そうとすると、なぜかぶるりと悪寒が走る。

　まるで、記憶が恐怖と結びついているように──。

「その調査プロジェクト？　の名前も『オルカ』なんです。お母さんたちが大事なのは、そっちのオルカだったんですよ。わたしよりも、バオバブヤシがあんなに背が高くなる本当の理由の方が大事なんです」

　アークとオルカ。少女の名前とプロジェクト？　『オルカ』はシャチ。オルカが持っているシャチのぬいぐるみ──。

「アキさん、子供みたいに目キラキラしてますね……。もしかして、寝物語ってアキさんが楽しいだけなのでは？」

　気がつけば不満を瞳ひとみに湛たたえた少女が、シーツの中でじとりとアキを見み据すえていた。

　完かん膚ぷなきまで図星だったが、それを認めるわけにはいかない。

「そっ、そんなことないよ。じゃあオルカちゃんが楽しめそうな物語をボクがするね。えっと、『セキドウ』が本当に赤いって知ってる？」

「……無理して創作しないでいいですよ？　アキさんは存在そのものが愉ゆ快かいなんですから」

「本当なのに……」

　アキはがっくりうなだれた。自分が駆け出しセイラーの『陸ラをン愛ドすラるバ者ー』から『一人前レツドライナー』へと成長したキーちゃんとの冒ぼう険けん譚たんは、タカにもそれなりに好評だったのにと。

　寝物語は姉が妹をあやすための遊びかもしれないが、年長者が姉であるとは限らないということをアキは思い知った。

　そんなアキを見てさすがのオルカも不ふ憫びんに感じたのか、慰なぐさめの言葉をくれる。

「じゃあ……タカさんの話をしてください。アキさんの、パートナーの」

　シャチのぬいぐるみをいじりながら、オルカは少し不ふ機き嫌げんだ。

　何から話せばいいのかと考えて、アキは昼間に思ったタカの特技について語る。

　物知りで、ストッキングを使ってプランクトンを捕とったり、ペットボトルで塩性野菜を育てたりする。アキの知らない料理をたくさん作ってくれたし、縫ぬい物で下着も作ってくれたけど、セールの補修は絶対手伝ってくれなかった──などなど。

「それ、どれも普通のことじゃないですか？　わ、わたしでもできますけど」

「タカちゃんは一度聞いた話を絶対に忘れないから、初めてでも何でも上手にできるんだよ」

　きっとオルカちゃんのセイラー服も寸法直ししてくれるよと、アキは笑う。

「……受け答え微び妙みようにズレてますよ。アキさんは、よっぽどタカさんが自じ慢まんなんですね」

　オルカがぷいと背中を向ける。また機嫌を損ねた、というより悲しませたような感じがあった。つくづく自分には何の才能もないと悲しい気持ちになる。

　──ボクは、オルカちゃんのおねえちゃんにはなれないのかな……。

　オルカの小さな背中を見つめながら、タカの顔を思い浮かべる。

　優しく居い丈たけ高だかな「おねえさん」は、アキに向かって呆あきれたように肩をすくめていた。







「おお！　君はアキ少年！」

　オルカの提案で立ち寄った《メハリ》フロートは、浮うき島しまにヒレを生やした程度の大きさだった。人も船も多くはない。

　ゆえに、「男」の姿はアキに声をかけてくる前から目立っていた。目立ちまくっていた。

「ドリルさん！」

　アキが駆け寄った中年男性はセイラー服を着ている。

　腐れ木の如くに浅黒い肌。「ブショー」のような野暮ったいヒゲ。白いブラウスの下は隆りゆう々りゆうとした筋肉で盛り上がり、水色の広大なスカートは、今にも風に舞い上がらんとはためいている。

　このむくつけきセイラー氏は、アキとは何かと縁えんのあるメッセンジャーだ。

　はっきり聞いたわけではないが、名前はドリルと言うらしい。ドリル氏はその名の通りドリルを愛するドリルガイで、かつてはドリルアンカーを用いてアキのピンチを救った正義のドリルヒーローだ。

「む。どうした少年。なぜ俺のスカートを押さえる？」

「なっ、懐かしくてつい」

　ドリル氏は男性恐怖症のアキが比較的まともに話せる相手だが、同時に下着を身につけない紳しん士しでもあった。ビフォアで言うならまさにドがつくヘンタイだが、アフターにおいては「はいてない」方が粋いきとされるのだから仕方ない。

　風にはためく氏のスカートを押さえつつ、アキはしれっと話題を変える。

「ど、ドリルさんはお元気ですか？　サクラジマやミゾーシの人たちも変わりないですか？」

「うむ。俺は見ての通りだが、サクラジマは変わったな。あの浮し島まは、消えた」

「えっ……」

　ドリル氏のスカートにつかまっていなければ、アキはその場に倒れていたかもしれない。

《サクラジマ》はかつてアキが世話になった浮島の一つだ。

　特に島しま長おさには何かと目をかけてもらった。アキが《サクラジマ》を発たつ日には腕と誠せい意いを信頼してくれ、遠方の《シキバ》宛あてのツイデ便を預けてくれている。

　その際、たまたまその場に居合わせていたドリル氏の言葉を思い出す。

『こんな腐くされ島、このじいさんと同じでいつまで残っているかわからないぞ、少年』

　それは浮島に生きる人々の決まり文句だった。停てい滞たい海域に漂う腐れ木の集合体でしかない浮島は、何かのきっかけで崩くずれてバラバラになることがある。

「辛つらいかもしれないが、事実だ少年」

　納期のないツイデ便に甘え、島しま長おさが生きている間に《シキバ》にメッセージを届けられなかった。それは《シキバ》で折り返しのメッセージを預かった際に、届ける場所がなくなってしまったことを意味する。シングルハンドのセイラーとして三年を生きたアキでも、まだまだ海を甘く見ている部分は多い。

「島長、さん……」

　涙を流すような感情ではなかった。甘ったれた自分の頰ほおを誰だれかに殴なぐってほしかった。

「あのじいさんは、残念だったな……」

　ドリル氏が続ける言葉を、アキは聞きたくなかった。しかし──。

「せっかく見捨てようとしたのに、しぶとく俺の船に這はい上がってきやがった」

「へ」と口を開けてアキは呆ほうける。

「サクラジマはバラバラになった。だが俺がドリルを撃ちこんで食い止めたから、住民は全員無事に船に乗り移れた。おかげで今じゃみんなミゾーシの住人で、あのじいさんはハゲのシーロバーの代わりにフロントマンになっちまった」

　そう言って、ドリル氏はガハハと豪ごう快かいに笑った。

　見れば氏が指さす係留船は、かつてのおんぼろディンギーよりだいぶマシな、二十五フィート級のセイリングヨットに変わっている。

「か、かっこいい……！」

　アキは胸を熱くして恋する乙女おとめのような視線をドリル氏……ではなく、船の先端に備え付けられたドリルアンカーに向けた。

「かっこいいですか……？」

　アキの隣でオルカが首を傾かしげるが、男のロマンは少女には理解できないだろう。アキのような少年の心を持っていない限り。

　そうしてしばらく少年二人はドリルズトークに花を咲かせ、互いの近況を語り合った。

　あの日タカを拉ら致ちしたシーロバー、『エルダイクロスタジップ』は解散し、みな散り散りになって活動しているという。

　それはつまり、アキを絶対の暴力で支配してボウガンで背を射抜いた男──エッコゥもどこかで生きているということだろう。

　すべてがずっとつながっている、この「ひとつ海」の上で──。

「俺の息子は……まあ一年分背が伸びてたな。この間会ったら生意気に海の苔りタバコなんて吸ってやがった。ぶん殴ったら次の日俺の船にドリルで穴開けやがった。あいつもドリル魂スピリツトに目覚めつつあるな」

　ドリル氏の息子であるル少年は、父からお下がりのディンギーを手に入れ、水先人を卒業してアキと同じくメッセンジャーとして海を渡っているらしい。

　──ルさんて、ボク以外の人には結構お茶目だよね……。

　そんな懐かしい話も終わり、ドリル氏がいつもそうしていたように「おつかれちゃーん！」と軽い言葉で去っていく。

　アキも《メハリ》のフロントマンに面会して荷を届け、チラシを配り、再び請け負った仕事の荷をパラスアテナにいそいそと積み込んだ。

　デッキで汗を拭ぬぐって空を見上げる。太陽はまだまだ明るい。

　しかし、アキは出港を焦あせっていた。

　あの豪ごう快かいなドリル氏が、しっかり働いて高価なドリルアンカーを入手していたこと。

　その息子のル少年が、メッセンジャーとして一人で身を立てていること。

　聞くだけならそれは無性に嬉うれしくなる便りだが、アキには自身の未み熟じゆくを痛感させる一いつ矢しとなった。

『星を見なければ自分の位置はわからない』

　アフターにはそんな警句がある。自分がもっとしっかりしていたら、とっくにタカと待ち合わせている《イロゥ》フロートに到着していたはずだ。

　既すでに何度も感じた悔くやしさと情けなさを、ドリル氏の話でアキはあらためて思い知った。

　慌あわただしく出港準備を終えてオルカに声をかける。

「オルカちゃん、出るよ！」

《メハリ》フロートを出港し、その後の夜もアキは星を頼りにパラスアテナを走らせた。

「アキさんほら！　流れ星ですよ！」

　ハンモックから身を起こしたオルカが南の空に指をさす。

　夜に塩を撒いたような銀河から、次々光の粒が流れ落ちていく。

　しかし、アキは一度振り向き「そうだね」とうなずいただけで、再び船首の闇やみに目を向ける。




　その焦しよう燥そうの横顔を、ハンモックからオルカがじっと見つめていた。







[image: Ⅳ　あるシーロバーの宝物]










　　　１




　すべてオルカのおかげだった。

　オルカのナビのおかげでアキは効率よくメッセンジャーの仕事をこなしていた。カリプソの受注も増えて、シマさんからは臨時のボーナスまでいただいた。

　アキ一人だったら何年もかけてようやく稼げる金額だ。オルカには未来が地図のように見えているのかもしれないと思う。

　──次の航海でパラスアテナの頭金が貯まる。もうすぐタカちゃんに会える。

　ピンクの朝焼けに照らされる《セジング》でウキウキと出港準備をしながら、アキはぼんやり海を見ているオルカに感謝する。

「ありがとう、オルカちゃん。全部オルカちゃんのおかげだよ」

　しかしオルカは返事もせず、よいしょとハンモックから下りて舳へ先さきへ向かった。

「どこ行くの、オルカちゃん」

「……別に。ちょっとブラブラするだけです」

　立ち止まりも振り返りもせず、オルカはギシギシとラットラインを上っていく。

「いいけど、もう出港だからすぐに戻ってきてね」

　フロートの上にチラリと見えた少女の横顔。

　そのはしばみ色のきれいな瞳ひとみに、闇やみが広がっているように見えた。

　しかし、アキは深く気にすることもなく、せっせと出港準備に勤いそしむ。




　一人でメガフロートを歩くオルカの後を、「小さな影」が走って追いかける──。







「遅い」

　ダイバーズウォッチで時間を確認し、キャプテン・アキは苛いら立だっていた。

　オルカが出かけてから既すでに三十分以上経過している。小さなナビゲーターの組んだスケジュールは複雑だ。たった一つの遅れがすべての仕事を遅ち延えんさせる。

「頭金の返済が終わる最後の航海だから、早く出発したいのに……あっ」

　口に出してみて、アキは初めてその言葉の意味に気がついた。

　シマさんへの返済が終わる。それすなわち、アキが《セジング》を発たつということだ。

「この航海が終わったらオルカちゃんともお別れ……。なのに、ボクはずっとウキウキしてた……！　早く仕事を終わらせたがってた……！」

　自分の失敗に気づき、アキは抱えたロープの束を放り捨ててラットラインに飛びつく。

　目抜き通りを走りながらオルカを探す。人ごみの中に小さな相棒の背中は見当たらない。

　メガフロートを駆け抜ける。行き交う人にぶつかりながら、アキは少女の名を叫さけぶ。

「オルカちゃん！」

　居住区域を抜けた時、フロートの南沖に不気味な船を見つけた。

「何……あれ……？」

　真っ黒い船体にそびえる、キャラック船の如ごとき三本のマスト。船体の中央には、海底から引き上げたのか「ビル」が屹きつ立りつしていた。船首には飾りのつもりか、二匹のサメのイミテーションが杭くい打うちされている。

　デッキに立っている豆粒ほどの船員から判断すると、その悪趣味な船の大きさは千フィートほどもあった。海かい賊ぞく船せんキルケ号を縦たてに三艇てい並べてもまだ余る尋じん常じようでないサイズ。むしろタンカーのようにトン数で表すべき、メガヨットを超える大きさのギガヨットだ。

　その姿を認めただけなのに、アキの背中にぞわりと嫌な感覚が走る。見る者に畏い怖ふを強制する不気味な存在感は、まるで海賊船のようだ。

「あの船、機走船……！」

　黒いギガヨットの船尾には、後付けのスクリューが稼働している様子があった。

　アフターで最も高額な液体である「燃料ガソリン」を惜おしげもなく使えるのは、余程の大金持ちか、余程の大金持ちを襲おそう海賊しかいない。

《モリ》で感じたような嫌なイメージが頭の中をぐるぐる回る。アキは勢いノースポートへ走り出した。

　そして、見つけた。

　デンチュー・ビットの並ぶ港。そのアスファルトと船だけの空間に、オルカはいた。

「オルカちゃん！」

「アキさん来ちゃダメです！　来ないで！　来るなっ！」

　少女は素肌に黒いライフジャケットを羽織った二人組に体を押さえつけられていた。

　その服装は、一年前にアキが壊かい滅めつに追い込んだシーロバー、『エルダイクロスタジップ』と同じスタイルだ。

「なんで……オルカちゃんがシーロバーに……」

　男たちが海賊だと理解した瞬間、アキの脚は恐怖ですくんで固まった。伸ばした腕は震ふるえて引っ込み、自らの身を防護した。どれだけオルカを助けたいと願っても、体に刻み込まれた暴力の記憶が、アキの神経伝達を抑よく制せいする。

　──動けっ！　ボクはオルカちゃんをっ……！

　だが、アキは自力でその呪じゆ縛ばくを解こうとしていた。かつてタカを救うと決意をした時同様、精神だけで「男」への恐怖を克こく服ふくしようとしていた。

　心の戒いましめを心で解き、アキは前へと走り出す。しかし──。

「……がはっ」

　突然背後から打撃を受け、アキは顔からアスファルトへ倒れ込んだ。

「バカな素人ヌーブだぜぇ。追いかけてこなけりゃ自分は助かったのによぉ！」

　歯を食いしばりながら顔を上げると、目の前に小さな影があった。

「久しぶりだなぁ。でもよぉ、俺ぁテメェのこともずっと見てたぜぇ？」

　黒いライフジャケットを羽織った小さな影が、アキの前に包帯の巻かれた両手を差し出す。

「ヤツらのシマでは揉もめたくないからなぁ。この一ヶ月、ガキが一人になるのをずーっと待ってたのさ！　だが見られたからには生かしちゃおけないぃ！　個人的な恨うらみもあるしなぁ！」

　聞き覚えのある耳みみ障ざわりな甲高い声。その手の包帯の内側には、あるべき指の形がない。

「あの時の……！」

　約二ヶ月前。キルケ号でノッポに拷ごう問もんされていた小さな男がそこにいた。

「今頃気づいたのかバーカ！　おい、この素人ヌーブも連れて行け！」

　オルカを連れ去ろうとする男たちは二人だけではなかった。小男の命で新たに現れた複数の黒いライフジャケットたちが、アキの周りを取り囲む。

「はっ、離しっ……て……」

　屈くつ強きような男たちに両肩と腕をつかまれて、アキは身も心も封じられていた。

　なぜ男たちがオルカを狙ねらうのかわからない。わからないがオルカを助けねばと思う。思うが体は動かない。体に引きずられて心も徐々に縛しばられていく。

　──動け！（助けて！）ボクはオルカちゃんを助けるんだ！（助けて！）

　アキの二心が泣いて叫さけんだ時──バチッという音とともに視界に青い光が走った。

「あんたらが揉めたくない相手って、もしかしてウチらな感じー？」

　耳をポリポリ搔かきながら現れたピンクのファーコートを羽織った女。

　その褐かつ色しよく肌はだの足元に、アキの肩をつかんでいた男がドサリと転がる。

「ウィッチさん……！」

　腕を押さえつけられたまま見上げた世界に、キルケ号の船長がいた。

　ウィッチの隣に立っていた男がゆらりと動く。

「あんたら『イモータルハンズ』が痺しびれを切らすのをずっと待ってたのさ。うちのスチュワーデスに声をかけたってことは、『鍵かぎ』狙いなんだろッ！」

　ワッチキャップがロープの鞭むちをビシリと振るい、アキを押さえていたもう一人の男をうずくまらせた。

「シジェイさん……！」

　解放されたアキは、よろよろとウィッチファミリーの下に近づく。

「一つ教えてやるチビ野郎。こいつはもうファミリーの三等航海士サードだ。そいつを『新ヌ入ーりブ』と呼んでいいのは、直属上司の俺だけだ！」

　肩にバットを担かついだモサモサの髪かみのノッポが、アキを守るように前面に立った。

「ノッポさん……！」

「バカ野郎！　俺の名はジョイだ！　覚えとけ新ヌ入ーりブ！」

　今、一体何が起こっているのかアキにはわからない。

「く、くそっ……！　いつの間に！　……なっ！」

　ファミリーと対たい峙じして後ずさった小男の首根を、ひょいと巨漢のキノコ頭がつかんだ。

「……ずっといた」

「んだなぁ。セイラーのお嬢ちゃんをすっちゃーですのお嬢ちゃんが尾行して、その後をあんたがつけて、最後がオラ。そんな日もあったなぁ」

　ジタバタと空中で足あ搔がく小男に説明する丸サングラス。

　アスファルトと船の港に、ウィッチファミリーが全員集結していた。

「さて、イモータルさんよ。ウチらとやるのかい？　悪いが船長カピテンの魔ま法ほうは加減ができないぜ？」

　シジェイがビシッとアスファルトに転がった男を鞭むち打うつ。

　死んだわけではなさそうだが、先程の青い電光とともに倒れた男は、体を鞭打たれてもピクリとも動かない。

「くそっ、もうやるしかねぇ！　テメェら俺を助けろ！　『鍵かぎ』だけは何としても連れ帰れ！」

　小男の号令に、『イモータル』と呼ばれた海かい賊ぞくたちが一斉に動き出した。

　ウィッチファミリーがイモータルハンズたちを迎え撃つ。

　その傍かたわらを、オルカを連れた二人組が走り抜ける。

「アキー、細かい話は後だからー。今はファミリーのために働けー」

　鍵、イモータルハンズ、一ヶ月前からの尾行──。

　相変わらず状況はまったく飲み込めない。オルカが狙ねらわれる理由に皆目見当がつかない。

　だが、アキにもわかることが二つだけある。

　一つはウィッチは信じるに足る船長だということ。

　そしてもう一つは、自分が今なすべきことだ。

「オルカちゃん！」

　アキが走りながら叫さけぶと、オルカを連れた二人組が振り返った。

　うちの一人がナイフを抜く。アキの眼前に真まっ直すぐ刃が突き出される。

　オルカを助けたい──その一心がアキの意識を昂たかぶらせる。極度に興こう奮ふんすることで、「男」や「暴力」への恐怖を忘れ去る。

　ナイフをギリギリまで引きつけ、アキは鼻先寸前で「下」にしゃがんだ。

『人間の目はね、左右の動きには対応しやすいけど上下には反応しにくいの』

　衝しよう撃げきを吸収する「レ」立だちと同じく、人体の構造に詳しいマッサージャーだった母。

『平たい海に暮らすアフターの私たちは、普段高さを意識することがないからね』

　それはアキの身に刻まれた、もう一つの「海で生きる知恵」だ。

　ナイフの男はアキを見失った。下から跳とび上がってアゴを頭突く。男が落としたナイフを蹴け飛とばし、オルカを追ってまた走る。

　口元を押さえられたオルカと目が合った。

　そのはしばみ色のきれいな瞳ひとみが、アキの背後に視線を動かす──。

　振り返る。しかし誰だれもいない。

　──違う！　もっと周りをよく……上！

　アキの頭上に、小男が飛んでいた。

「テメェがワッチに立たなけりゃ！　俺の指を返せやぁ！」

　執しつ拗ようだった。一度暴力の恐怖に晒さらされた小男は、ノッポを相手に反はん抗こうできない。その怨えん嗟さの捌はけ口としてアキを狙ねらっているのだろう。

　指のない両手でナイフを挟はさんだ小男が、アキをめがけて逆恨みを振り下ろす。

　避よけられない。屈かがむこともできない。ナイフの刃は先さきが肩口に触れる──。

　だから、アキは何もしなかった。

「んなっ！」

　ナイフはアキの肩で弾はじかれ、小男がアスファルトに墜つい落らくして転がる。

　指のない両手で挟んだナイフなど、ニセウミサギより貧弱だ。そこに人を貫く力など込められない。今のアキには「周り」がきちんと見えている。

　しかし小男と対たい峙じしている間にも、オルカを連れた男は逃走していた。

　男がオルカを小脇に抱え直し、メガフロート三メートル下の海へ飛び降りる。

「アキさん！」

　小さな少女が空中で手を伸ばして叫さけぶ。

「オルカちゃん！」

　アキもオルカに手を伸ばす。何度も自分を救ってくれた、かけがえのない存在に。




　だが、二人の指先は寸前で触れ合うことができなかった──。




　オルカを抱えた男が、モターボートのエンジンを吹かし、真っ黒なギガヨットへと海を滑すべっていく。

「ざまあみろぉ！　『鍵かぎ』さえ奪うばえばこっちのもんだ！　オラ、ズラかれ野郎ども！」

　小男が甲高い声で笑い、黒いライフジャケットの男たちが散り散りに逃げていく。

「オルカ、ちゃん……」

　アキはアスファルトの大地に膝ひざをつき、悔くやし涙をポロポロこぼした。

　またもやアキの油断だった。ずっと視線を感じて怯おびえていたオルカを、一人にさせてしまった。《モリ》でもトカイでも危険の大きさは変わらないのに──。

「お頭かしら、ゲロったぜ。イモータルの野郎、やっぱり何かつかんでやがる」

　視界の端でウィッチファミリーのノッポ──ジョイが、逃げ遅れた黒いライフジャケットの男を引きずってきた。男の顔は六面フグのようにパンパンに腫はれ上がっている。

「オケオケ。しっかしあっさり『鍵かぎ』奪うばわれたねー」

「新入りに守らせりゃいいって言ったのはお頭だぜ。『オキニ』を下船させるなんて、らしくねーことするからだ」

　ウィッチは聞こえていないのか、眠たげな目で水平線へ向かうギガヨットを見つめている。

「んでも、イモータルの奴やつらぁ、誰だれから情報を手に入れたんだかなぁ」

　丸サングラスがぼやいた時、ウィッチは声を出さずに「チカ……」と輝く唇くちびるを動かした。

　しかしアキ以外は誰も気づかず、ファミリーは話を続けている。

「……なぜ、スチュワーデスまでさらった」

「そりゃやつらのボスの趣味さ。あのサド野郎はセントゥリアの沖で女を捨てて、スキュラに食われるのを見物するらしい」

　ファミリーの面々が不ふ愉ゆ快かい極まりないといった顔をする。

「で、どうするお頭。こっちは五人、あっちは少なく見積もっても百人以上だぜ」

　全員が注目する中、ウィッチが耳をポリポリ搔かきながら言った。

「え、何？　もっかい言って」

「だから！　あいつらを追うのか追わないのかだ！」

　ノッポのジョイが怒鳴ってみせると、ウィッチはういういとうなずいた。

「まー、あの図体ならそんなにスピード出ないっしょ。出港準備の方向でー」

　アキにウィッチの目的はわからない。ファミリーが何を喋しやべっているのかも理解できない。

　混乱している。恐怖している。オルカと自分は何の関係もないと、弱さが心の内で囁く。

　だが、「生存」とは異なる本能がアキの口をこじ開けた。。

「ウィッチさん！　ボクも連れて──」

　アキが皆まで言うより早く、艶つやのある唇が開いた。

「あとジョイ、五人じゃなくて『六人』だからー。作戦は海かい賊ぞくらしく『全部奪う』でよろー」

「ヨーソロー！」と返す四人の男に、アキも続いて了解を返した。
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『レッドスカイアットナイトはセイラーのディライト。

　レッドスカイインザモーニングはセイラーのウォーニング』




　キルケ号のオープンドックには、そんなビフォアのメッセージを彫ほりつけた金板がある。韻いんを考こう慮りよせずに訳すなら、『夕焼けはセイラーの喜び、朝焼けはセイラーの警告』だ。

　オルカが海かい賊ぞく団だんイモータルハンズに連れ去られた後、アキはパラスアテナをキルケ号のドックに入にゆう渠きよさせた。ウィッチファミリーにまた売り払われる不安よりも、もう片時も離れたくないと思う方が強かった。

　時刻はそろそろ夕方になる。

　開放された船尾ドックから見る景色には色がなかった。太陽は雲に身を隠かくし、空は早く夜になりたがっているように暗く疲れている。警句の真逆、すなわち荒天の前触れだ。

「あの黒いギガヨットはガイア号ってぇだよ。『イモータルハンズ』って海賊の船だぁ」

　オープンドックにはウィッチと丸サングラスの男が待っていた。コクピットへと歩きながら、丸サングラスが状況を説明してくれる。

「あいつらの目的はぁ、『シャチのぬいぐるみを持った十歳くらいの女の子』を探すことだったらしいだなぁ」

　つまりオルカのことだろう。しかしなぜオルカが海賊に狙ねらわれるのかわからない。

　アキが疑問を口にすると、今度はウィッチがかったるそうに答えた。

「狙われてるのはオルカじゃなくってさー。あの子は『アーク』の『鍵かぎ』を持ってんだよねー」

『アーク』という言葉が耳に入った瞬間、アキはそれを初めて聞いた場所を思い出す。

『やっ、やめてくれ！　アークなんて知らねぇよぉ──』

　あの甲高い声の小男は、拷ごう問もん部屋の中で確かにそう言った。

「あのちっこい男はすっちゃーですのお嬢じようちゃんを探す役目だったんだろうなぁ。んでぇ、セジング中を探しまわっても見つからねぇって、とうとうキルケにまで探しに来ただぁよ」

　だが、ウィッチファミリーもイモータルとことを構える気はない。そのため小男を拷問する程度にして、イモータルの連中に引き渡したのだと丸サングラスは言う。

「それが『ヤボ用』だねー。その間、アキにはオルカのお守りをしてもらったっつーこと」

「んだぁな。海賊はしつこいから、一ヶ月はお嬢ちゃんたちに近づけなかっただ」

　話の展開に追いつけない。アキは頭の中でゆっくり話をまとめる。

　オルカと少女自身が持つ『鍵』というのをイモータルから隠すため、ウィッチはキルケ号のドレイ二人を《モリ》に捨てたということだろうか。

　その理由はさておき、「ヤボ用」の最中に《モリ》でオルカを守れるのはアキしかいなかったのだと思う。元々少ないファミリーの人間が減れば、どうしても目立ってしまう。

　つまるところ、『巻き添えを食った』のも、『災いが降りかかってくる』のも、実際はオルカではなくアキの方だということだ。

　──でも、なんでウィッチさんはそんなことを……？

　疑問の解決に至らぬまま、キルケ号のコクピットに入った女船長に続く。

　黒いケーブルがごちゃごちゃと床を這はい、壁かべ一面をキカイに覆おおわれた狭い室内。

「マキー、按あん配ばいはー？」

「もうすぐにでも追いつくだぁよ」

　マキと呼ばれた丸サングラスが、ＡＩＳのモニター画面を見ながら答える。

「ういうい。んじゃアキ、もうすぐ戦いくさが始まるから。今のうちに聞きたいこと聞いとけー」

「あの、ウィッチさん。『アーク』って何ですか？」

「そりゃー海かい賊ぞくが狙ねらうんだから、お宝に決まってるっしょー」

　答えになってない。問い質ただすべきかと悩んでいると、マキが補足してくれた。

「『アーク』は『選択を繫つなぐハコ』って言われてるだぁよ」

「選択を、繫ぐ……」

　何かが引っかかった。オルカが両親の話をしてくれた時に、そんな言葉を聞いた気がする。他に両親が言っていたことは、『シャチのぬいぐるみ』の重要性ぐらいだ。

　──シャチのぬいぐるみ……。オルカちゃんが持ってる『鍵かぎ』って……。

　あのぬいぐるみはオルカの「心の船」であると同時に、何かの『鍵』なのだろうか。だから両親は娘に『持っていればまた会える』と伝えたのだろうか。

　仮にそうだとして、ウィッチとイモータルハンズたちがそれぞれ『鍵』を狙っているとなると、少しおかしなことになる。

　──だって、キルケ号でドレイとして働いていた時にいくらでも奪うばえたはずだし……。

　何よりウィッチにとって『鍵』が大事であるのなら、オルカとシャチのぬいぐるみをみすみす《セジング》に返すはずがない。

　──オルカちゃんは、「セイレーンの歌」で偶然捕つかまったんじゃないの……？

　さっぱりわからない。

　アキが首を傾かしげていると、狭いコクピットにシジェイが飛び込んできた。

「追いついた。行こうぜ、カピテン」

　ニヤリと笑ったワッチキャップに、ウィッチが「ういー」と気だるげに返す。

　結局アキには『アーク』や『鍵』のことはよくわからなかった。

　わかっているのは、ウィッチはそれを『お宝』として欲していること。そのためにオルカを助けようとしてくれていること。

　だが、それだけわかればアキには十分だった。

　──ウィッチさんは必ず約束を守る。

　前を行くピンクのファーコートを信じながら、アキもデッキへ歩み出た。







　背負ったバックパックに大事な「荷物」とスピアガン。

　太もものシースには両刃のシーナイフ。首からはセイリングゴーグルを下げ、ショートパンツのポケットには角が取れて丸くなった友人もいる。アキの準備は万端だ。

「準備おっけぇだぁ！」

　丸サングラスのマキが、二階のコクピットから大声で叫さけんだ。

「オケ」とつぶやいたウィッチの肩かた越ごしに、アキも前方の船を見る。

　ただ暗いだけで、自然の威い厳げんを感じない夕刻の海。

　陰鬱な海面に浮かんでいるのはイモータルハンズの黒いギガヨット──ガイア号。

　キルケ号の前を行く巨大な黒船は、動力を停止させて波に浮いていた。それが何を意味するのかは、アキにもわかる。

　ガイアの船尾では、百人からの黒いライフジャケットを羽織った男たちが、ニヤニヤとキルケ号を見下ろしていた。ウィッチファミリーが追いつくのを、イモータルハンズたちは待ち構えていたということだ。何らかの目的があって──。

「アンカーてぇー！」

　ウィッチの号令に、コクピットのマキがヨーソローと応える。

　キルケ号の船首からドリルアンカーが放たれ、ガイア号の船尾にガギュンと突き刺さる。

　二艇ていの巨大なヨットの間に、一本のチェーンがくたりと渡った。ギリギリとウィンチが巻き上げられ、鎖くさりが海上でピンと張り詰めて水平線ときれいに重なる。

　ゴォンと重く金属がぶつかる音が響ひびく。

　それが開戦の合図だった。互いの船が衝しよう突とつして、海かい賊ぞく同士の戦いくさが始まる。

　メイン、フォア、ミズン。キルケ号の三本のマストトップから垂れたロープが揺れた。

　振り子のように揺れるロープ先端にはノッポ、キノコ頭、ワッチキャップがそれぞれぶら下がっている。

「ウィーアーウィッチファミリー！」

　アキが見上げたガイア号の暗い船尾。そこに最初に乗船したノッポが、バットを振り回して切り込んだ。

　二番手のシジェイが、キルケ号に向けてラットラインを投げ下ろす。

「アキ、いくよー」

　ウィッチが縄なわのハシゴを上り始め、アキも「ハイっ！」と返してギシギシと後を追う。

「うわああああああっ！」

　突然頭上から黒いライフジャケットの男が落ちてきた。

　慌あわてて横に避よけつつ上を見る。ラットラインにうじゃうじゃ取り付いたハンズのシーロバーたちに、勢い良く水が吹きつけられていた。キルケ号に残ったマキのポンプ放水による援えん護ごだ。

　怒ど号ごうと喧けん騒そうと悲鳴の中を、アキとウィッチは着実にガイア号へ上っていく。

「ジョニ、ジョイ、グッジョブズ」

　アキたちが船尾に到達すると、デッキでは巨漢のジョニが大立ち回りを演じていた。ひょろりと背の高いノッポも、バットをブンブン振り回して暴れ回っている。船上には五十人以上のハンズがいたが、ファミリーはたった二人でそれだけの相手と対等以上に渡り合っていた。

　女船長がファミリー二人に両手の親指を突き出し、労をねぎらう。

「あっこかー？」

　ウィッチの帽子が見上げた先に、まるで「センカン」の艦橋ブリツジのようにしてデッキの上に「ビル」が建っている。海底のビルデン礁しようから無理やり引き抜いたような、ボロボロの五階建て雑居ビルだ。

　セールの間にあんなビルがあったら風の通りを邪じや魔ましそうだと思いつつ、アキも見上げた最上階。その曇くもったガラス張りの一室に、いくつか黒い人影が見えた。

　──オルカちゃんは、きっとあそこにいる。

「カピテン、道はできたぜ！」

　周囲のシーロバーにロープを振り回しながら、シジェイが船尾のハッチを指さした。

「さんきゅー、シジェイ」

　ワッチキャップのそばを駆け抜けざま、ウィッチが若いファミリーの肩を引き寄せてむちゅっと頰ほおにキスをする。

「うっ、うおおおおおッ！　『タコ・カベリ』ィィィッ！」

　油を塗ったようにテカテカ頰を輝かせ、興こう奮ふんしたシジェイがよくわからないことを叫さけびながら黒いライフジャケットを蹴けり散らした。

　アキはぶわっと頰を染めながら、ピンクのコートを追って船尾のハッチを飛び降りる。

「ここは……」

　ハッチを降りると、そこは巨大な船倉だった。

　あちこちに水のポリタンクや食料の入った木箱が大量に積せき載さいされている。かつてシーロバーのアジトで見たのとは比べ物にならない物量だ。まるで自分が《セジング》の目抜き通りを歩いている錯さつ覚かくを覚えるほど、船倉は物と「人」でごった返している。

「いたぞ、魔女だ！」

　バナナミールの麻袋が積まれた陰かげから、わらわらと黒いライフジャケットが現れた。ハンズのシーロバーたちが、バットやバールノヨーナと呼ばれる武器を手に、アキの先行くピンクの背中へ躍おどりかかる。

　ウィッチが船倉を走りながら、すっと小さく息を吸った。

　あちこちから振り下ろされる武器の隙すきを縫ぬって、ピンクのコートが翻ひるがえる。その手の白いグンテグローブが海かい賊ぞくの体に触れた途端、バチッ、バチッ、と青い閃せん光こうが走った。

　一瞬で、五人のハンズがその場にバタバタと倒れる。床に横たわった男たちの体が、ビクンビクンと痙けい攣れんしている。

　アキの鼻が、肉が焦こげるような香ばしい臭においを嗅かいだ。

「チカの『魔ま法ほう』は超痛いよー？　死にたい奴やつからかかってこーい」

　ウィッチがくいくいとグンテの指先を曲げ、男たちを挑発する。

「くっ……！　何が『魔法』だ、やっちまえ！」

　イモータルハンズの男たちが、一斉にウィッチへ飛びかかってきた。

　ウィッチの『魔法』に驚おどろき呆ほうけてしまったが、アキはその場の空気で自分が何をすべきかを理解する。

　急いで船倉に積まれた荷の陰かげに身を隠かくし、そこからスピアガンを射出した。

「うおっ！」

　透明のテグスラインに足を取られた男たちがつんのめる。

　そこにバチバチと青い光。

　次いで銃じゆう床しようを振り上げてテグスラインを思い切り引く。抜けたスピアの戻りを避さけようとして男たちがしゃがみ込む。

　そこにバチッと落ちる小さな雷かみなり。

　アキにはウィッチのような『魔法』は使えない。屈くつ強きような「男」と向き合って殴なぐりあうこともできない。自分はサポートに徹てつするべきだとアキはわかっていた。

「男はドキョー。女はサイキョー。いくよー、アキ」

「ハイっ！」

　アキはぽわんと顔を上気させたまま、ウィッチの後を追って走る。どれほどひどい目に遭あわされても、少年はかっこいいものにはかなわない。

　雑ざ魚こをジョイとジョニが引きつけて、「サイキョー」たる魔女を敵の少ない船内に送り込む。ここまではウィッチ、というか丸サングラスのマキが立てた計画通りだ。

　あとはこのままビルの最上階を目指し、ウィッチが敵を倒してアキがオルカを救う──。

　女船長をサポートして走りながら、アキはそれだけを考えていた。

「アキー、この先何があっても二度とオルカから目を離すなー」

　それは、一度オルカから目を離したアキに対するウィッチの命令だ。

　セイラーにとって船長との約束は「絶対」だ。アキが考えるのはそれだけでいい。

　逆に言えば、それ以外のことをアキは考えてはいけない。

　たとえ、『この先何があっても』──。




　　　３




　ウィッチが錆さびたドアを開け、ビル最上階の部屋に入った。

　中央に巨大な机があるだけの広々とした室内。そこに、四人の人間がいる。

「あらチカ、久しぶりね」

　いかにも高級な製材机に尻しりを乗せたまま、スーツ姿の女が言った。

「……だよねー。絶対裏で糸引いてるやついると思ってたわー」

　自分をハジメ名で呼んだ女に対し、ウィッチがいきなり大きなため息をつく。

「きやがったぁ！　今度こそブッ殺して指切り取ってやんよぉ！」

　室内にいた二人目。スーツ女の足元に立つ、両手に包帯の小男が喚わめく。

「……！」

　小男に口を押さえられた三人目──怯おびえたオルカが瞳ひとみで叫さけぶ。

　そして最後の四人目。一番後ろで机に足を乗せた巨体の男が、アキを見て天を仰あおいだ。

「初めてだな。神に感謝したいと思ったのは──」

　声を聞いた瞬間、アキの背中の古傷を恐怖が貫いた。

「久しぶりだな、お嬢じようちゃん。元気だったか？」

　男が机に置いたヴォトカの瓶びんを一口飲み、ニヤリと笑って立ち上がる。

　膝ひざから始まったアキの震ふるえは、ついには全身をガタガタとわななかせ始めた。

　この男──現在『イモータル』と呼ばれている海かい賊ぞく団だんの首領は、かつて所属していたならず者集団では、「エッコゥ」という名だった。

　エッコゥはその暴力と残ざん虐ぎやく性せいでアキを打ち据すえ、最後にボウガンで背中を射抜いた。

　拷ごう問もんされた小男と同じく、暴力は心に絶対の服従を植え付ける。

　アキはエッコゥの姿を見ただけで、気絶しかねないほど恐怖に体を支配されている──。

　怯えるアキを庇うように、ウィッチが一歩前に出た。

「アキ、あのいかちーおっさん知ってんの？」

　硬こう直ちよくして答えられないアキの代わりに、エッコゥが割り込む。

「うるせーぞインチキ魔ま女じよ。テメェこそお嬢ちゃんとどういう関係だ」

「アキはウチらのファミリーだから。イカ男には指一本触れさせないよー？」

「ハッ！　そいつはいい。お嬢ちゃんもついに海賊になったか。俺の目利きは間違ってなかったな」

　エッコゥがくつくつと笑う。かつてこの男はアキに向かって言ったことがあった。

『将来はいい女になりそうだ。それこそママというよりボスかもな』──と。

「無む駄だ話ばなしはやめにしてちょうだい」

　エッコゥの机に座っていたスーツの女が、うんざりした様子で言った。

「時間がないから手短に話すわ。チカ、私たちの傘さん下かに入ればあなたたちの命は保証する。この女の子も解放してあげる」

　ウィッチを『チカ』と名前で呼び、女は机の上のガラス瓶の蓋ふたを開けた。中から緑色の玉をつまんで口に入れると、自らの指を咥くわえてゆっくりと雫しずくを舐なめとる。

「うっわ……。チカ姉ねえ、まだマリモ食べてんの？」

　ウィッチがスーツの女に対し、顔をしかめながら自分と同じ名で呼びかけた。

「ビフォアのフレッシュフードではこれが一番おいしいのよ。あなたは相変わらずロストテクノロジーで魔ま女じよ気取り？　その上海かい賊ぞくだなんて、いつまでごっこ遊びしてるつもりかしら」

「『相変わらず』、目的のためには手段選ばないねー」

　ウィッチがエッコゥを一いち瞥べつしてから含み笑う。

「好きなだけ邪じや推すいなさい。イモータルは利害の一致したビジネスパートナーよ」

　ウィッチとスーツの女には因いん縁ねんがあるようだ。よく見れば二人は顔もそっくりで、どうやらハジメ名も同じらしい。ひょっとしたら姉妹かもと、アキは二人の顔に視線を往復させる。

「そんなことよりチカ、オファーの回答は？」

「チカ姉ねえさー、脅きよう迫はくなんかしてカオル博士に恥はずかしくないのー？」

「……！」

　ウィッチが口にした名前に対し、オルカが目を見開いて反応した。

「おいチビぃ！　おとなしくしてろぉ！　……ぎゃひッ！」

　オルカの体を押さえつけて小男が喚わめくと、いきなりその頭に酒さか瓶びんが叩たたきつけられた。

「おとなしくするチビはあなた。役立たずの癖くせに、耳みみ障ざわりな声で邪魔しないで」

　割れたヴォトカの瓶を放り捨て、スーツの女がウィッチに向き直る。

「かわいそうに。ひでぇことしやがる」

　エッコゥが部下を気遣うような優しい言葉を酒瓶にかけた。

「ねえチカ。あなただって『アーク』に興味がないわけじゃないでしょう？」

　逃げようとしたオルカの髪かみ束たばをつかみながら、スーツの女がエッコゥに目で何かを促す。

　エッコゥが机に乗ったシャチのぬいぐるみの腹から、じゃらりと何かを引き出した。

　クロナマコのような太い指先で揺れているのは、オルカの瞳ひとみの色によく似た石がついたペンダントだ。あのぬいぐるみを手にした際、不思議な重量感があったことをアキは思い出す。

「……！　……！」

　口に薄うすい布を押し込まれたオルカがペンダントを見て反応している。

「『鍵かぎ』はある。テメェの知識は役に立つ」

　椅い子すから立ち上がったエッコゥが、ゆっくり歩いてウィッチの正面に立った。

「要求が飲めなきゃ皆殺しだ。まあ、俺はその方がいいけどな」

　エッコゥはニヤついたままアキを見ている。自分の手で殺したくて仕方ないという顔で。

「強欲な男はモテないよー？」

　言ってウィッチがニヤリと笑う。

「『全部奪うばう』のが海賊だ。テメェだってそうだろうが──」

　エッコゥの言葉が終わる前に、魔女は動いていた。

　ピンクのファーコートが一瞬で巨漢と距離を詰める。

　エッコゥの胸板に向け、グンテグローブの右手が伸びる。

　その手が「肉」に触れた瞬間、バチッと青い閃せん光こうが走り──。

　ウィッチの体が吹き飛んだ。

「ウィッチさん！」

　アキは床に片かた膝ひざをついたウィッチに駆け寄った。肩に触れる。ピンクの外がい套とうが小刻みに震ふるえていた。何があったのかわからないが、ウィッチは明らかにダメージを受けている。

「ビフォアの『スタンガン』ってのは水に弱いらしいな。インチキ魔ま女じよさんよ」

　エッコゥの足元に、真っ黒に焦こげた小男が転がっていた。煙を吹き上げる小さな体から、アルコールの雫しずくがぽたぽた滴したたっている。ウィッチのグンテが触れる寸前に、エッコゥは小男を投げて「肉の盾たて」にしたようだ。

「おいマリメッタ、この男も役に立ったぞ。俺はいい部下を持った」

　スーツの女にそう呼びかけて笑うと、エッコゥは焼けた小男をガラス窓まどに向かって思い切り投げつけた。

　ガシャンと盛大な音で窓が割れ、小男が《セントゥリア》の海へ落ちていく。

「ひどいことするわね。……ほら、死にかけだから一瞬で『スキュラ』のエサになったわ」

　マリメッタと呼ばれたスーツの女が、割れた窓から海を見下ろして顔をしかめた。

　ガラスの割れた音に気づいたのか、アキの背後から何人もの黒いライフジャケットが室内に入り込んでくる。逃げ道が完全に塞ふさがれた。

「さてインチキ魔女さんよ。スタンガンは右手にしか仕込んでないんだってな？　バカだな。俺なら左手にも仕込んでおくぞ」

　片膝をついたウィッチを見下ろして、エッコゥがニヤニヤと笑う。

「正直俺はテメェなんかよりお嬢じようちゃんに興味がある。殴なぐれば泣くが命乞ごいはしない。俺の声を聞くだけで震えるくせに、隙すきを見せるとナイフで刺してくる。そんなお嬢ちゃんが絶望する顔、生きながら『スキュラ』に食われていくところを、俺は、見たいんだよ」

　いつの間にか、エッコゥがボウガンをアキに向けていた。

「最後通告よチカ。あなたがこっちの傘さん下かに入れば、そこで震えてる女の子の命も保証してあげる。イモータルはしつこいわよ」

　震えを止めなければと思う。ウィッチに代わって戦わねばと思う。

　それでもアキは動けない。エッコゥに盾にされた小男を見て、アキはそこに自分の姿を重ねてしまう。逆らえば死ぬと本能が反逆心を縛しばり付ける。

「アキは……いいセイラーだよー……」

　うずくまっていたウィッチが突然動き出し、輝く唇くちびるをむちっとアキの頰ほおに口付けた。

　同時に、耳元で聞こえる小さな囁ささやき──。

「耳ふさげ」

　反射的に両手で耳を覆おおった。それでもウィッチの大声は、アキの心にきちんと響ひびいた。

「ウチらは海かい賊ぞくだー！　全部が無理でも『お宝』はきっちりもらうっしょー！」

　立ち上がったウィッチがグンテグローブの左手を前方に突き出した。

　途端、エッコゥとマリメッタ、そして室内に集つどうイモータルハンズたちがバタバタと頭を押さえて床に倒れていく。

「これ……『セイレーンの歌』……？」

　塞ふさいだ耳にかすかに聞こえるキーンという高音。その音は、かつてアキが《セントゥリア海かい峡きよう》に進入しようとした時に聞こえたものと同じトーンだった。

　──三匹の海かい獣じゆう、セイレーンはウィッチさんだった……？

　そう考えてすべてが腑ふに落ちた。ウィッチは海賊ではあったが誰だれも殺していない。

　むしろ『セイレーンの歌』を使って、『スキュラ』や『カリブディス』の被害に遭あわぬよう、《セントゥリア》に進入するセイラーたちから船を取り上げていた。

　アキもシジェイもオルカも。ウィッチの『歌』を聞かなければ、メット氏のようになっていたかもしれなかった──。

「ウィッチさん！」

　スタンガンのダメージに喘あえぐウィッチに肩を貸す。しかし気高き女船長は、すぐさまアキの手を払った。

「アキ……船長の、命令は、ぜったー、い……」

『この先何があっても、二度とオルカから目を離すなー』

　それがウィッチの命令だった。このままここにじっとしていても、アキは誰も助けることができない。アキにできることはたった一つしかない。

「オルカちゃん！」

　エッコゥたちと同じく『歌』を聞いて倒れたオルカの体を抱き上げる。

　一度ウィッチを振り返った。重なった視線が『行け！』と怒鳴る。

　しかし唯ゆい一いつの逃げ道であるドアからは、新たにハンズの男たちが来る気配がある。

　──考えろ！　考えろ！　考えろっ！

　オルカを助ける。ウィッチを助ける。逃げ場のないこの部屋から脱出する方法──。

　その時、エッコゥが呻うめきながら立ち上がり、頭を振った。

「逃がす、かよ……！」

　一年前のあの時、エッコゥは構えたボウガンをタカに向けていた。

　だが、今回はその矢の先端が、最初からアキに向いている──。

「死ねッ！」

　動けない。矢が飛来する。体がふわりと浮いた。

「くっ……あ……」

　横合いからアキを突き飛ばしたのはウィッチだった。羽織ったコートのピンクの肩に、短い矢羽が飛び出している。

「ウィッチさん！」

「アキ、窓まどから……ウチらのお宝フアミリーを……」

　今のアキにできるのは、船長との約束を守ることだけだ。それだけがアキにできること。それだけしかアキにはできない。

《モリ》での生存と同じ。それは──アキにしかできない使命だ。

　涙を拭ぬぐいオルカを抱え、アキは船長に新たな約束をする。

「ウィッチさん！　必ず……必ず助けに来ます！」

　そして雄お叫たけびを上げながら、アキは割れた窓からオルカを抱えて飛び降りた。




　　　４




「うわあああああああああッ！」

　六十二メートルよりは低い。飛び降りる前はそう思っていたが、ビルからの落下はいつまでも続いている。

　増していくスピードが恐怖を煽あおった。風圧が終わらない。何かにつかまりたい。

　下を向く。底の見えない暗い海が、遠くから自分に迫ってくる。

　──たっ、たくさん生きろ！　たくさん生きろ！　たくさん生きろ！

　何度も頭で念じながら、アキは《セントゥリア》の海に爪先から着水した。

　跳はね上がる飛沫しぶき。意外と小さな水音。大量の白い泡に包まれて、アキは海へと沈しずんでいく。

　しかしそこには「支え」があった。海は空より遥はるかに大地だった。

　安らぎに体を包まれながら、目を開けて頭上を見る。

　キルケ号コクピットの方から、一筋の光が照射されていた。丸サングラスのマキが照らしていると思おぼしきサーチライトの白い影が、五メートルほど上の海面にある。

　アキはオルカを抱え直し、水を蹴けって光を目指して浮上した。

「ぷはっ！」

　海面に顔を出す。いくらか水を飲んだオルカが咳せき込んでまた目を閉じる。

　頭上から嬉うれしそうな男の声が降りてきた。

「バカが！　自分から『スキュラ』のエサになりやがった！」

　ガイア号ビルの最上階、割れたガラスの向こうに笑うエッコゥが見えた。この海賊団の首領は、自分が半殺しにした相手を海に捨て、サメに食わせるのを見て楽しむという趣味を持つ。

　アキには『スキュラ』がどういう生き物かはわからない。しかし人を脅おびやかす存在であることは間違いないだろう。脳裏に《モリ》で見たメット氏の死体がチラと浮かぶ。

「さあ、楽しませてくれ」

　エッコゥがアキを見下ろしニヤついている。しかし傍かたわらに立ったマリメッタに何事か言われた途端、「クソがっ！」と忌いま々いましげに吐はき捨てた。

　眼下のアキを一いち瞥べつした後、エッコゥがマリメッタとともに窓まどから消える。

　やがて巨大なガイア号も、船尾にキルケ号を曳えい船せんしながら行ってしまった。

　スキュラの食事見物はしないらしい。そういえばマリメッタと呼ばれた女が『時間がない』と言っていた気がする。ウィッチやファミリーの面々はどうなるのだろう──。

「……アキ、さん？」

　様々な憂うれいに思いを巡らせるアキの腕の中、オルカがようやく目を覚ました。

「大丈夫だよ、オルカちゃん」

「ここは……！　いやあああっ！」

　自分がいる場所に気づくと同時に、オルカは体を海に沈しずめた。

「おっ、オルカちゃん!?」

　小さな少女が必死の形相で浮き上がろうともがく。アキが浮き沈みする体を支えても、オルカはまるで何かに足を引かれているかのように、少しも泳ぎが安定しない。

「まさか……！」

『──海が嫌いな人もいるんですよ。アキさんにはわからないでしょうけど』

　寝物語でオルカが語った言葉──。

『ずるい！　両手は卑怯です！』

　オンセンでの青ざめた表情──。

「まさか、オルカちゃん泳げないの……？」

　アフターで泳げない人間はまずいない。そもそも「泳げない」という不利な遺伝情報は、ビフォアから時を隔へだてて自然選択的に消しよう滅めつしている──などと冗談めかして語られるほど、誰だれもが海と共に生きている時代だ。皆が波を揺り籠かごにして育つ環境では、得手不得手はあっても泳げないという者は存在しない。

　それができない人間には、概おおむね「後天的な理由」がある──。

「オルカちゃん泳がないで！　大丈夫！　人間は浮くから！　両手を広げて海に寝て！」

　アキは必死に励ましてオルカの体を支えた。

　しかしオルカは返事もせず、苦く悶もんの表情で水から逃れようとする。アキの体にぎゅっとしがみつき、少女は溺おぼれることをやめようとしない。このままではこちらまで溺れてしまう。

　今のオルカを襲おそっているのはパニックだ。理り屈くつや理論は関係ない。

　──せめて、浮き輪かライジャケでもあれば……あっ！

　アキは「島しま長おささん、ちょっと借ります！」と、背中のバックパックからＦＲＰ素材の防水ケースを取り出した。この十五センチ四方の小さなケースは、どんなことがあっても絶対に沈しずむことはない。

　しかしこれだけでは手を添える範はん囲いが狭い。溺おぼれる少女に安心感を与えるには、もっと大きい浮きモノが必要だ。

「オルカちゃんごめん！」

　アキは海中に潜もぐり込み、オルカのスカートに手を入れて下着を脱がした。

　浮上し、溺れる少女を落ち着かせながら、ドロワーズの両足を裾すその部分で縛しばる。海上でぐるぐると下着を振り回して中に空気を送り込む。

　その動作を何度か繰り返し、最後に腰の部分を縛ると簡易な浮袋が完成した。

「オルカちゃん、これにつかまって！」

　溺れる少女をドロワーズにつかまらせる。脳がそれを「浮くもの」とさえ捉とらえれば、ひとまずオルカは落ち着ける。

　ぜいぜいと息を荒げて激しく咳せき込むオルカ。

　アキが微笑ほほえみながら前まえ髪がみを払ってやると、少女の動揺がゆっくり収まっていった。

「大丈夫だよ、オルカちゃん。ボクがついてるから」

「……アキさん、なんで来たんですか？」

　オルカの言葉は非難ではなく、純じゆん粋すいな疑問のように聞こえる。

「えっと、オルカちゃんを助けたかったからだけど……」

「どうしてですか？」

「どうしてって言われても……」

　オルカがいなければアキはあの《モリ》で生き延びることができなかった。《セジング》でパラスアテナと再会することもできなかった。他にもたくさん言いたいが、それをうまく伝えることができない。

　言葉に詰まったアキを見て、オルカが静かに涙を流す。

「アキさんが助けに来るなんて思ってませんでした。わたしとは何の関係もない他人だから」

　少女の浮かべた涙の中に、アキは言うべき言葉を見つけた。

「他人じゃ、ないよ。ボクはおねえちゃんにはなれなかったけど、オルカちゃんのことを、すごく……大切に思ってます」

　少しだけ頰ほおが赤くなり、言葉が丁てい寧ねいになった。こんな風に長く過ごした相手を普通は「友人」と言うのだと思う。しかしオルカ相手に「友人」はしっくり来ない。この感覚はタカに対して抱くものと同じ、友人であると同時に「家族フアミリー」であり、パラスアテナのクルーだ。

　アキは照れをごまかすように周囲を見回した。

　空は一面黒い雲に覆おおわれてほとんど夜空と変わらない。青が濃こく見える暗い海は、遠くの方がよく見えない。見えたところで泳いでいける陸などアフターにはない。




　今、アキたちは暗い夕刻の海に二人ぼっちで浮いていた。




　現在の状況を最も短い言葉に置き換えるなら、それは「死」だ。

　アキとて今さら気づいたわけではない。ひとつ海で落水するということは、元々からして死とほとんど同義だ。

　しかしそれをわかった上で、アキは最上階からオルカを抱いて飛び降りた。船内に残るよりもそちらの方が「たくさん生きる」とアキの本能が判断した。

　この状況から助かる唯ゆい一いつの方法──。

　それは昔ビフオアのたとえを用いれば、砂漠で失くした砂一粒を探し当てるような可能性でしかありえない。

　つまり、「船が偶然通りかかる」のを待つことだけだ。

「こうやって浮いて救助を待とう。大丈夫。ボクを信じて。ボクたちは絶対助かるよ」

　心配させまいとアキが笑いかけると、オルカは「……信じられません」と首を振った。

「絶対に大丈夫。人間はほら、こうやってきちんと浮くんだよ」

　アキはうねりの上に寝転ぶように、海面で手足を伸ばして仰あお向むけになった。

「『ウイテマテ』っていうんだって。こういう時はへたに泳ごうとしないで、じっとして救助を待つのが一番生存率が高いんだよ」

　オルカの好きな『モッタイナイ』や、アキが勘かん違ちがいしている『ヘンタイ』と同じく、『ウイテマテ』も、ビフォアで世界の共通語になっていた言葉だ。

　それを教えてくれたのは、泳ぎは不得手だが水に浮かぶのは好きなタカだった。

「そうじゃないんです！」

　オルカが苛いら立だったように叫さけぶ。

「……ダメなんです。どれだけアキさんが信じても、このセントゥリア海かい峡きように助けは絶対に来ないんです」

　そう前置きして、オルカは海賊に拉ら致ちされている間にマリメッタから聞いた話を始めた。

「……周りをよく見てください」

　言われてぐるりと首を回す。

　薄うす暗ぐらい水平線に目を凝こらすと、直線を歪ゆがませる陰影が見えた。

「あれって……どこかで見たかも……」

　さらに凝ぎよう視しする。海面にウニ刺とげの如ごとくに伸びている無数の影は、キルケ号のコクピットで床をのたうっていた「デンキケーブル」のように見えた。

　ただし、途方もなく太い。

　黒い被ひ覆ふくで保護されたケーブルは、一本がパラスアテナの操舵輪以上の太さだった。水面に露ろ出しゆつしているのは何かに嚙かみちぎられたような断面ばかりで、切り口の中には更に細いケーブルの束が覗いている。被覆の材質は固く安定しているように見えた。

「オルカちゃん、あそこにつかまれば楽だよ。がんばって行ってみよう」

「ダメです！　先端をよく見てください！」

　言われて海底から生き物のようにウネウネ伸びたケーブルを凝ぎよう視しする。

　じっと観察していると、ケーブルの断面に一瞬青い閃せん光こうが走った。

「今の、ウィッチさんの右手と同じ……」

「そう、テンキです。アキさん、『ブリッツリーフ』って聞いたことありませんか？」

　ビフォアの時代から海の底に埋うまっていた極太のデンセン。そんな海底ケーブルたちが、雑食のゴミザメたちにかじり続けられた結果、ブチブチと千切れて惨みじめに海面に露出することになった。太古のケーブルがいまだに通電している理由は不明だが、どこかに電力の供給源が存在する、あるいはエレファントノーズ類やデンキウナギの系けい譜ふなど、発電器官を持つ魚類が関係していると考えられている。

「ブリッツリーフ帯の幅は三十メートルくらいですけど、その長さはずっと遠く、セジングの方まで続いています。今わたしたちがいる場所を挟はさんで、二本」

　この延々と続くデンキの暗あん礁しようこそが《セントゥリア》を『海かい峡きよう』と呼ぶ所以ゆえんだった。

「触ったら……やっぱり体が動かなくなるのかな？　あそこに鳥が止まってるけど」

　青い電光が走るケーブルの断面に、一羽のニセウミサギが止まってゲェゲェと鳴いていた。その脆ぜい弱じやくな海鳥の他にも、ケーブルにはバサバサと鳥たちが集まってきている。

「わたしたちの体は鳥みたいに小さくありません。濡ぬれた体に少しでもデンキが触れたら、動けなくなるどころか、一瞬で心臓に穴が空くって……」

『だからイモータルはこの海が好きなのよ。捨てた人間に生き残る可能性が微み塵じんもないと伝えた時の顔を見るのが、何よりの娯ご楽らくなんですって』

　そう言って、マリメッタは自身も満更でもなさそうに笑ったらしい。

「ブリッツリーフがずっと広がっているから、セントゥリアを行く船はカンデン対策を施ほどこしたメガヨットでないとダメなんです。あの女おんな海かい賊ぞくは……確かにわたしとアキさんの命を救ってくれましたね」

　アキは《モリ》で見たメット氏の焦げた遺体を思い出す。

「そういえば、メットさんの体には嚙み跡がたくさんついていたけど……」

「この海峡は、ワニカマスみたいな大型魚類が異様に多いそうです。それから、人の肉を食べるワシとかミミズクみたいな鳥も……」

　そこら中にウネウネと触手のように生えた、ケーブルの「足」。

　獰どう猛もうなワニカマスを筆頭とした、強力なアゴを持つ数種の「首」。

　そしていつの間にか集つどって甲高い声で鳴いている、猛もう禽きんたちの「声」。

「それが……『スキュラ』の正体……」

「そうです。だからブリッツリーフ帯であるセントゥリアに、運良く救助の船が通りかかるなんて絶対にないんです。ここから泳いで脱出することもできません」

　普通の小型船では航行できない。

　一番通行頻ひん度どの高いメガヨットキルケ号も、たった今ガイア号に曳えい航こうされていった。

　泳いでいけば感電する。

　潜もぐればオルカは溺おぼれ死ぬ──。

「でも……」

　くたびれきった曇り空の下、希望を探してアキは首を回す。

　周囲のケーブルに猛もう禽きんたちがバサバサと集つどい始めていた。

　優ゆう雅がに毛づくろいをするウミワシ。

　落ち着きなく首を回すワタリミサゴ。

　瞬まばたきもせずこちらをじっと見つめるウミミミズク。

　そして、残り物しか得られないニセウミサギたちがついばんでいるのは、先程ビルの最上階から落下した、焼けて齧かじられした小男──のはずだ。

　眼がん窩かは赤く窪くぼんでいるが、それ以外に顔の凹おう凸とつ──あるべき耳や鼻──はない。

　小柄な体軀に可食部分は少なかったのだろう。飢うえた猛禽たちは男の「肉」をきれいに平らげていた。

「クケェエエエエ！」

　ミサゴの不ふ穏おんな鳴き声が、光のない海上におぞましく響ひびく。

　波に揺らされ悟ったように、オルカが微笑ほほえみながら言った。




「助けは、『絶対に』来ないんです。ここはセントゥリア海かい峡きようですから」
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　消した焚たき火の跡のような、黒の混じった灰色の空。

　海に浮かんで一時間、曇どん天てんを見上げてオルカは悟さとっていた。

　もうすぐ本物の夜が来る。アキが番をしてくれた熾おき火びのように暖かい太陽とは、二度と逢あえないだろう。悔くやんだところでどうしようもないが、短い人生だったと思う。

　静かに、しかし強引に体を揺らす海は、空を映して黒くうねっている。

　アキがドロワーズで作った浮き輪につかまってはいるが、オルカの体は肩まで海に浸つかっていた。

　指先はふやけきっている。水はそれが罰ばつであるかのように冷たい。

　自分の体で立つ波音が神経に障さわった。顔など濡ぬらしていないのに、前まえ髪がみが額ひたいに貼り付き不快で息苦しい。

　水中で靴くつを履はいている感覚も落ち着かなかった。濡れた衣服も体に重い。

　しかし、どちらも絶対脱いではいけないとアキは言っていた。

『泳がないで浮くだけにして、とにかく体力の消しよう耗もうを抑おさえて。着ているものも脱がないでね。体温が下がると体力もなくなるから。服も靴も大事な浮き具だよ』

　ゆるやかな暗いうねりの中で、オルカはただ波に洗われて「待って」いる。

　自分は何を待っているのかと思う。

　ここは悪名高き《セントゥリア海かい峡きよう》のど真ん中だ。ブリッツリーフに囲まれたこの海に、救助の船は『絶対に』来ない。

　しかしオルカがそう告げた時、アキはそれでも『大丈夫』と言った。根拠なんてまるでないのに、『絶対に助かるよ』と微笑ほほえんでくれた。

　アキは先程から海上で仰あお向むけになり、『ウイテマテ』とやらをしている。ゆらゆらと海面に浮きながら、オルカの下腹へ手を伸ばして体を支えてくれている。

　その目はずっと空を見ていた。助けを待っているというよりも、天候の変化にどう対応すべきかを考えているように見える。

　トカイの中では何をやってもダメダメなのに、こんな時だけ頼もしい。本当におかしなおねえちゃんだと思う。

「オルカちゃん、寒くない？」

　自分を見つめる視線に気づいたのか、アキがこちらに顔を向ける。

「……寒い、です」

　体は芯まで冷え切っていた。『たぶん水温は二十五度以上あるよ』とアキは言ったが、人間の体温はもっと高い。自分の体から熱が奪うばわれていく感覚が確実にある。

　しかしここは海の上だ。暖の取りようがない。「寒い」と言えば互いに辛つらくなるとわかっていたが、オルカの本音はずっと外へ出たがっていた。

「じゃあ、ちょっとごめんね」

　アキがちゃぷんと水音を立て、オルカの背後へと回った。

　肉付きの薄うすい体を背中に感じる。ドロワーズにつかまる腕に、褐かつ色しよくの手が優しく添えられた。

　自分と肌の色が全然違う。なぜかそれまで頼もしいことのように感じられる。

　寒くて眠れなかった《モリ》の夜でも、アキはこうして体を寄せてオルカを温めてくれた。

　あの晩はアキの体温の方が高かったが、今は二人とも等しく海に熱を奪うばわれている。自分の手で肌に触れるのと何も変わらない。

　それでも温かいなと、オルカは思う。

　背中をアキに守られているだけで、死への不安が薄れていく気がする。アキをすぐそばに感じるだけで、触れ合った肌が温まっていく感覚が──。

　──というか、実際にあったかい……？

「あ、アキさん、まさか……！」

「ごめんね、気休めだけど」

　体温低下と連動した生理現象が、オルカの太もも裏にぼわぼわと熱を感じさせる。

　驚おどろきはしたが、汚いとは思わなかった。

　ただ、《モリ》生活でも日々感じていたが、アキはこの手のことに関して、乙女おとめとしてあまりにもデリカシーが欠けている。いきなり下着をくれと言ったり、用を足しているオルカに『ごゆっくり』と声をかけたり。

　それは育った環境の違いだろうが、ひとまずこれだけは言っておきたい。

「……せめて、する前に言ってくださいよ」

　たとえよかれと思っていても、いきなり人に向けて放ほう尿にようするヘンタイがおねえちゃんなんて嫌だ。

「だって……。ごめんなさい……」

　きっと背中のアキは真っ赤な顔をしているだろう。デリカシーは欠けているが、指摘されると恥はずかしがる。アキの価値観はユニークだ。

　でもそれは悪いことではない。今のアキが頼れる理由と同じく、それはきっと「個性」というものだ。オルカはアキの個性が好きだ。

　ぼやぼやと太ももの間を抜けた暖流は一瞬で通り過ぎたが、行こう為いの結果は《モリ》のオンセンのようにオルカの中心をぽかぽかと温めてくれた。

「オルカちゃんも、『ウイテマテ』してみない？」

　ちょっと顔をすっきりさせたアキが、再び手足を広げて海に寝転んだ。

　この『ウイテマテ』とやらはビフォアより伝わる「背浮き」の自己救助法だという。

「ずっと浮袋につかまってると体力を使うから、こうやって寝転んでラッコみたいにおなかに浮くものを抱えるといいよ」

　言ってアキは自分のバックパックを腹に乗せた。軽い靴くつで足を浮かせて、肺に大きく息を吸って。「ウイテマテ」は、「浮く」ことで体力を温存しながら救助を待つ方法らしい。

「……嫌です」

　この浮袋から手を離すとすぐに体が沈しずんでしまう。人間が浮くと頭でわかっていても、体の一部が水に触れるのを徹てつ底ていして嫌がる。

　沈んでしまうと耳の中に水が入る。すると鼻の奥がツンとして、余計に焦あせって水をかく。

　それを繰り返し体力がなくなれば、いよいよ気管に水が入って心停止状態だ。

　一般的に心肺蘇そ生せいの成功率は五十パーセント程度。

　そして、アフターに暮らす人々の死因は半分が窒ちつ息そく死し──溺でき死しだ。

　オルカは今も必死に浮袋をつかんでいる状態だった。確かにウイテマツより体力は消しよう耗もうするだろう。正直しんどいという感覚もある。体に冷えを感じる度、死が近づいてくるのもはっきりとわかる。

　それでも、生存するための本能より海への嫌けん悪おが勝ることもある──。

「オルカちゃん、空気入れ直すからちょっと我が慢まんしてね」

　アキが苦笑いしながら、いったんドロワーズの結び目をほどいて海上で空気を集める。

　オルカはアキの肩に手を添えながら、ぼんやりと子供の頃を思い出していた。




　オルカも幼い頃は人並みに泳げていた。

　オルカの両親は『海を調べる仕事』をしていた。ビフォアで言う海洋学者ではなく、考古学や歴史学に近いものらしい。しょっちゅう二人で家を空けるし、家でも本ばかり読んでいる人たちだったけれど、ごくごくたまにはオルカと一緒に海で遊んでくれた。

　その頃、オルカの家に一人の少女が出入りするようになった。

　女だてらに船で海を行く少女は、両親にビフォアの文字を習っていた。セイラーという生き方を選んだ場合、ビフォアの文字が読めると色々便利らしい。

　両親を取られてオルカが拗すねると、詫わびのつもりか少女もオルカと遊んでくれた。ただ、セイラーのくせに少女の泳ぎはヘタだった。

『私は海の才能がないの。だからヒトイチバイたくさん勉強してるんだ～』

　そんなことを言っていた少女も、やがて勉強の成果を得てひとつ海へと旅立っていった。

　少女の出しゆつ帆ぱんも寂さびしかったが、時を同じくして両親も度々家を空けるようになったことが、オルカにはとても辛つらかった。

　ある日、久しぶりに帰ってきた両親はこんなことを言った。

『いいかいオルカ。パパたちのご先祖様──オンダンカ難民には、四つの選せん択たく肢しがあったんだ。我々はそのうちの一つを選んだ種の末まつ裔えいなんだよ』

『ママたちは他の選せん択たく肢しの先がどうなっているかを知りたいの。最近その手がかりがようやく見つかったのよ。アークっていうんだけどね──』

　メガネの奥で興こう奮ふん気味に目を輝かせる両親を、オルカは少し嫌いになった。いつも両親をどこかに連れて行く海はもっと嫌いになった。

　オルカが六歳になった頃、セイラーの少女が憔しよう悴すいした顔で旅から戻ってきた。

　少女は航海の果てに船を失ったのだという。難破したのか海かい賊ぞくに奪うばわれたのかはわからないが、セイラーにはよくあることだ。『私は才能がないから～』と少女は悲しげに笑っていた。

『だから、しばらくはここでお金を貯めて、そのうちもっと大きな船を買います。それまでよろしくお願いします～』

　少女は船を失ったが、心のマストは折れていなかった。

　そうして少女──シマさんは、オルカの家のお隣さんになった。

　その頃から日を追うに連れ、両親はますます家を空けることが多くなった。

　オルカはシマさんの家で食事を摂とり、共に眠り、毎日たくさんお喋しやべりして遊んでもらった。歳としは離れているけれど、オルカはシマさんを姉のように慕っていた。

　その日、数カ月ぶりに両親が家に帰ってきた。シマさんくらいの年頃の、『ジョシュ』と呼ばれる姉妹とともに。よくわからないが、このジョシュたちが研究一筋の両親を無理やり連れて帰ってくれたらしい。

　オルカが感謝を伝えると、妹の方がポリポリ耳を搔かきながら『カオル博士、ウチらは宿で泊まるっす』と気だるげに言い、姉妹は揃そろって家を出て行った。

　久しぶりに一家の団だん欒らんを自宅で過ごし、狭いベッドで三人並んで横になる。

　もう絶対逃すまいと、オルカは両親の服の袖そでをぎゅっと握って眠った。

　だが目覚めた時、握った袖はシャチのぬいぐるみに替わっていた。

『パパ、ママ……』

　両親は既すでに旅立っていた。不安そうなオルカの声を聞きつけたのか、すぐに隣からシマさんがやってくる。

『今度は長い航海になるけど、オルカちゃんは何も心配しないで平気よ～』

　昨晩徹てつ夜やでもしたのだろうか。真っ赤に両目を腫はらしたシマさんは、オルカの頭を優しく何度も撫なでてくれた。

　それからずっと、オルカは両親の顔を見ていない。

　以後の二人の消息は、メッセンジャーが時々運んでくる手紙でわかった。

　行く先々の浮うき島しまやフロートの文化を教えてくれる楽しげな報告。父も母も元気だし、オルカの身をきちんと案じてくれている。

『ぬいぐるみをきちんと持っていれば、必ずまた会える』。手紙はいつもそう結ばれていた。

　返事を書いてシマさんに渡すと、次の手紙にはその内容が反映されていた。お母さんの好きな言葉を教えてと書くと、『モッタイナイ』や『ヘンタイ』など、ビフォアの言葉をいくつも教えてくれた。

　それからしばらく。シマさんの仕事を手伝うようになったオルカは、ある日ふと「事実」に気づいてしまった。

　以来、オルカは手紙に返事を書かなくなり、海に入ると溺おぼれるようになった──。




「……アキさんは、海を嫌いになったことはありますか？」

　悲しい追つい憶おくの果てにオルカは尋たずねた。

「もちろん。好きって思った回数より多いかも」

　まるで自身が漂流物になったように、うねりの上でゆらゆらと微笑ほほえむアキ。

　格別手入れもしていないし長くもないけれど、水面で放射状に広がった髪かみがとてもきれいだと思う。

　当たり前のように浮かぶ少女が海を嫌いになった理由を、オルカは聞いてみたくなった。

「うーん。たとえば……」

　アキが語ったその過去は、これまで何度か聞いた明るい海の話ではなかった。

　シーロバーに捕まって両親と生き別れ、一人で海に放り出された十二歳の少女の記憶。

　それはオルカが歩んできたものより壮そう絶ぜつな人生だった。両親と会えない境遇こそ同じだが、オルカがシマさんに泣きついて寂さびしがっていた時間を、アキは孤独に海と戦っていた。

「でも、やっぱりボクは海が好きだよ。ボクの好きなものは、全部ひとつ海の上にあるから」

　照れ笑うアキの表情を見て心を温めた時、オルカの体には逆にぶるりと冷えが走った。

　水が冷たい。体温がさっきよりも下がっている。また一歩死が近づいたのだとわかる。

　空がますます暗くなった。もうすぐ夜が来る。

　素直な感情がこぼれた。

「アキさん、わたし、怖いです……」

「怖くないよ。ボクはずっとオルカちゃんのそばにいるから」

「……噓うそです。信じられません」

　父も母も、そう言って結局帰ってこなかった。

　カリプソの客のダイバーから『雷らい雨う時は水中の方が安全』と聞いたことがある。それが真実なら、ブリッツリーフに覆おおわれた「水面」を行くことはできなくても、アキは「海中」を安全に潜せん水すいしていけるはずだ。オルカを置いていけば──。

　アキが困ったように眉まゆを下げ、ふと何かを思いついたのか海中でショートパンツのポケットを探った。

「これは今言ってた友達、キーちゃんの骨だよ。ボクが自分の命の次、パラスアテナやこの防水ケースと同じくらい大切にしてるものの一つ」

　アキが笑いながら小さな骨をオルカの手に握らせる。

「だから、オルカちゃんに預けておくね」

　それは、アキがオルカを信じたということなのだろう。大事なものを預けたんだから、オルカを絶対に一人にしないという意思の表明かもしれない。

　だが、オルカは一つの言葉が気になった。

「アキさんは、『自分の命』が一番大事なんですか」

「うん。『たくさん生きろ』。それがみんなとの約束だから。ボクはキーちゃんの命も背負ってるから」

「約束……」

　それは、オルカがひとつ海で一番憎にくんでいる言葉だ。

「あっ、あれっ？　ボクなんか変なこと言った？」

　オルカの表情を見てアキが慌あわてる。

「……別に言ってません。しますよ」

「え？　何を……あ」

　じんわりとした温かさが、しばし二人の間に滞たい留りゆうした。

「あったかいね」とアキが笑う。心から嬉しそうに。

　だから、オルカは不ふ機き嫌げんに約束した。

「絶対誰だれにも言わないでくださいね。一生の秘密ですよ」

　助かる見込みはないけれど、なるべくたくさん生きてみようとオルカにも思えた。







　ずっと暗かった空が、いつの間にか完全な夜になっていた。

　水温は著いちじるしく低下している。水に浸ひたしていないのに手が痛いほど痺しびれていた。足先は逆に感覚がない。今サメに食べられれば、痛みに苦しまず死ねるかもしれない。

　そんなことを思いながら、オルカはわずかな月明かりの下で、すがるようにアキを見る。

　驚きよう愕がくした。

「アキさんっ……！」

「なに？」

　あの頼れる濃い色の肌が真っ白になっていた。いつも薄うすいピンクで可愛かわいらしい唇くちびるは、血の塊かたまりのようにどす黒く変色している。空元気の笑顔もブルブル震ふるえて逆に痛ましい。

「……いえ、なんでもありません」

　アキですらこうなのだから、より体力のない自分はもはや死人同然の顔だろう。

　そう考え、オルカはほっと安あん堵どしていた。二人とももう長くないだろうが、自分は少なくともアキより先に死ねる。もう置いていかれることはない。

「さっきまで足に触ってたクラゲがいなくなった……」

　アキがよくわからないことを言ったと同時に、風が吹いてきた。

　そのくせ夜空には煤すすけた暗雲が立ち込めている。

　月が完全に雲に覆おおわれた。海が夜と同じ色になった。ブリッツリーフの電光だけが、黒い世界に青くほとばしる。

　闇やみが、怖い。

　いつでもどこかが明るいビフォアと違い、曇くもったアフターの夜は完全な暗黒だ。そばにいるはずのアキどころか、浮袋をつかむ自分の手すらよく見えない。

　目を開けても閉じても、見えるものが変わらない。

　アキの生存を感じさせる立泳ぎの音も、強く吹き始めた風の音がかき消していく。

「アキさん……」

　心細さを感じる前に、オルカの震ふるえる右手にアキの左手が重なった。

　真っ暗な闇の中で、水かきに傷のある手が一回り小さい手のひらを強く握ってくれる。

　──わたしたちはもうすぐ死ぬ。でも……。

　骨の間に指が食い込むほどの力で、アキはオルカをしっかりとつかまえてくれた。おねえちゃんはまだ諦あきらめていないと思うと、少し恐怖が和らいだ。

「嵐が来る。でも大丈夫だよ、オルカちゃん」

　うねりが徐々に発達してきた。体が揺れている。気持ちが悪い。

　浮袋に上半身を預けているのに、海水に唇くちびるを舐なめられた。

　恐怖が徐々にせり上がってくる。

　嵐が来る。

　もうすぐ、自分が終わる──。

「アキさん、怖い！　怖いです！」

　死を受け入れることなど誰だれにもできない。二人の少女に死ななければならない理由はない。

　オルカは叫さけんで右手に力を込める。アキの手の甲に爪を食い込ませる。

　寒さと恐怖で気が狂いそうだった。目を開けていても闇しか見えない。希望が見えない。自分の震える声が更に死のイメージを煽あおる。

「ダァジョーブ！　オルカちゃん、ボクの手を絶対離さないでね！」

　闇の中から聞こえる声を、オルカは懸けん命めいに信じる。

　ぽとり、と空から雫しずくが額ひたいに落ちた。一滴、二滴──。

　やがて無数の雨粒が水面を打つ。そんな音とともに、嵐はやって来た。

　闇の中、最初にうねりが襲おそってきた。

　激しい揺れ、大波が迫る音。しかし闇の中では何も見えない。攻撃の気配だけが押し寄せる。

　十メートル近い高さの波が、オルカとアキにいきなり覆おおいかぶさってくる。

　沈しずんだ方がマシと思える雨が、二人の少女を溺おぼれさせんと射抜くように降り注ぐ。

「わーれーはうーみのーこーしーらなーみーのー！」

　波はオルカの体を激しく上下に揺らしていた。パラスアテナの航海で慣れたはずだが、船ふな酔よいの症状は少女の臓ぞう腑ふを内からかき回す。

　しかしどれだけ吐はき気でムカついても、オルカは体を休めることができなかった。闇やみの中で必死に浮袋と防水ケースにつかまっていないと、確実に海に沈んでしまう。

「わーれーはうーみのーこーしーらなーみーのー！」

　先程からオルカを勇気づけようと、アキが嵐に向かってコンチクショウと歌っている。

　今はウイテマテをやめて立泳ぎしているようだった。オルカの手を握りしめながら。

　しかしやけっぱちのアキの歌声も搔かき消すほど、風雨は強く二人に当たる。

　横波がこめかみを殴なぐった。耳から叩たたきつけられて顔が沈む。しかし握った手のひらが、必ずオルカを海面に引き上げてくれる。「大丈夫！」と呼び戻してくれる。

「このくらい平気！　ボクはパラスアテナの天井が床になるノックダウンに何度も遭あったよ！」

　アキの励ましと同時に空が光った。

　その後に雨音を打ち消すように轟ごう音おんが響ひびく。

　最初の雷らい撃げきをきっかけに、雲がゴロゴロと喉のどを鳴らし始めた。

　闇。閃せん光こう。雷鳴。

　冷たい雨と、より冷たい海が、二人の少女を凍いてつかせんとありったけの熱を奪うばっていく。

　轟とどろく雷いかずちに鼓こ膜まくが打たれ、体が痺しびれたように怯おびえてすくむ。

　揺れる。揺れている。落下の感覚を覚えるほどのうねり。

　海水を飲んで喉の奥が焼ける。全身が潤うるおっているのに体の中には乾きを感じる。

　息が苦しい。空気が欲しい。水が欲しい。

　溺れた時に感じる痛みが鼻の中にあった。浮いているのに沈んでいるのと変わらない。

「海は生きている」と、オルカは思った。

　その行動は人の心のように一定しない。善人のように無意識で、海かい賊ぞくのように無む秩ちつ序じよだ。

　我が子をあやす如ごとくに二人の少女を抱え上げ、慈じ悲ひなく闇に叩きつける。

　波が自分に当たって砕くだける音が、頭の中から聞こえるようになった。

　そんな地じ獄ごくが、もうずっと繰り返している。

　苦しかった。何度も死ぬ瞬間があった。遅かれ早かれ死ぬのだから、辛つらい目に耐えるよりもさっさと沈んだ方がいいと何度も思った。

　だが、オルカが海から顔を出す度、アキが「ダァジョーブ！」と笑う声が聞こえた。

　次の波に耐えて息を大きく吸い込むと、またアキが雷雨を背にして笑顔を見せる。

「わーれーはうーみのーこー！　しーらなーみーのー！」

　アキも怖いのだと思った。オルカに笑いかけた後、雷らい光こうに照らされながらアキは海と空とを睨にらみつけていた。しかしすぐに気弱に眉まゆを下げ、自分のポケットを探る。そこに友人の骨がないとわかってずぶ濡れの顔を蒼そう白はくにする。ひとしきり慌あわてた後に、ハッと気づいてオルカを見る。ごまかすようにビフォアの歌の同じ箇か所しよを繰り返す。

　角が丸くなったこの骨は、アキにとってどれほど大切なものかがよくわかった。

　だから、アキが元気なうちはもう少し耐えてみようとオルカにも思えた──。

「わーれーはうーみのーこー！　しーらなーみーのー！」

「さーわーぐ、いーそべーの、まーつばーらにー！」

　ビフォアの童どう謡ようは、ずっとオルカの子守唄だった。

　アキがぽかんと口を開けているのを尻しり目めに、続きを歌う。

「けーむーりーたーなびーくー、とーまやーこーそー！　わーがなーつーかーしーき──」

　アキが笑った。その顔を見たかった。この人はやっぱり笑顔が一番よく似合う。

　オルカも歌いながら笑った。笑うともっと生きたいと思えた。

　なのに──。

「アキさんっ！」

「オルカちゃん！」

　気がついた時は遅かった。

　大口を開けた海が、頭上から二人の少女を丸まる吞のみにしていた。

　一瞬で泥炭沼のような黒い海に引きずり込まれる。

　塩水を含んだまま口を閉じる。小さな泡の粒にまみれて体が沈しずんでいく。

　閉じた目を開けるのが怖い。浮袋と防水ケースは遥はるか頭上にありそうな気がした。もう戻れない高さに。

　しかしオルカの右手は引かれていた。繫いだ手はまだ離れていない。

　勇気を出して目を開ける。

　浮袋と防水ケースは夜空に輝く星のように、遥か上空の海面に小さく浮いていた。

　それが、ゆっくり近づいてくる。

　真っ暗な海の中で口から泡を吐はき、アキがオルカを導いて遠い夜空へ昇っていく。希望へ少しずつ近づいている。

　だが、オルカの意識は逆に遠のいていた。

　酸素が足りないのだと思う。体に力が入らない。耳に水の音が聞こえなくなった。

　薄うすれていく意識の中で、闇やみを昇るアキの脚から何かが噴ふき出しているのが見えた。煙のように海中に広がる黒い何か。どこかケガをして出血したのかもしれない。

　そして、オルカの世界も黒に染まっていく。

　──さようなら、アキさん。

　真っ暗な闇やみと少女の意識が、一つの黒に重なった。




　やがて、オルカの前に真っ白な世界が広がる。

　眩まぶしいほどに白い世界で、もうほとんど覚えていないはずの両親の顔が並んでいた。

　父と母はオルカに笑顔で手を振りながら、同時に名前を呼んでくれた──。




「オルカちゃんっ！」

　目の前に、アキの顔があった。

　覚かく醒せいに意識が追いつかない。しかし体は目覚めていた。内からせり上がってきた海水を、咳せき込んで海に戻す。

　体中が冷えているのに、胸と唇くちびるだけ痛むほど熱かった。

「わたし、生きてる……」

「大丈夫だよ、オルカちゃん。ダァジョーブ！」

　アキに背中をさすられて顔を上げる。

　頭上の雲がすっかり消えていた。月がアキの笑顔のように、ぽっかり明るく浮かんでいた。

「きれい……」

　あの深い闇を知るまでは、月がこんなに眩しいとオルカは知らなかった。







　荒れ狂った波はぴたりと静止し、海面には子供が敷しいたシーツ程度の波が立っている。

　遅れを取り戻そうとした太陽が、朝を省略したように真っ白に水面みなもを輝かせている。

　嵐が去った《セントゥリア》の海上で、オルカは小さく揺れながら半分眠っていた。

　さざ波の音を聞きながら、まだ目覚めたくないと疲労が起床を拒こばんでいた。

　オルカは浮袋の上で、夢というより思考のスライドに近い映像を見ている。

　パラスアテナ号、オレンジ色の防水ケース、そして角の取れた丸いカエルの骨が、順に頭の中を流れていく。どれもアキの大切にしているものだ。

　──わたしの大切な物は、もうない。

　オルカが大事にしていたシャチのぬいぐるみは、エッコゥに破られてあのビルの部屋の机上に転がっていた。それがオルカと両親をつなぐたった一つの絆きずなであっても、海かい賊ぞくたちには関係ない。

　その中に入っていた琥こ珀はく色いろのペンダントを、脳がおぼろげに映写する。

　ビルの室内で海賊たちが話していたところによると、あのペンダントは『アーク』を開ける『鍵かぎ』らしい。『アーク』も『鍵』もオルカにはよくわからないが、マリメッタとエッコゥ、それにウィッチにとっても重要なもののようだ。

　──そういえば、昔シマさんに怒られたっけ。

　ぬいぐるみの中にペンダントを見つけたのは、オルカが七歳の頃だった。うっかり板いた壁かべのささくれに引っ掛かけて、破けたシャチの腹からこぼれたペンダント。それを首から下げてシマさんに見せると、『これはとても大事なものなの。絶対ぬいぐるみから出してはダメよ』と珍しく真面目な顔で怒られた──。

「ひうっ」

　突然足の裏を何かにくすぐられ、オルカは強制的に目覚めさせられた。

　昨夜の嵐が夢だったかのように、太陽が痛いほど眩まぶしい。

　右手で目をこすろうとして、自分がドロワーズの浮袋につかまっていることに気づく。

　左手はアキの大切なＦＲＰの防水ケースをつかんでいる。

　自分が生き延びたのだと頭で理解すると同時に、オルカは知った。

　一番大事なものと繫つないだ、右手を離してしまったことに──。

「アキさん！」

　名前を呼んで辺りを見回す。全身に痛みが走った。疲れきった肉体が悲鳴を上げていた。

「アキさんっ！」

　そこにアキの姿はない。オルカの周囲にはただ青い空と海しかない。

　周りに見える唯ゆい一いつの影は、海底から伸びるケーブルの断面だけだ。

「まさか、アキさん溺おぼれて……」

　静かな海面を覗き込む。青く明るい水の底に、自分の足がぼんやりと見えた。

　余程のことがない限り、泳ぎの達者なアキが溺れることはないと思う。だが──。

「違う！　アキさん、脚にケガを……！」

　かすかな記憶を必死にたどる。断言はできないが、海中で血の噴ふき出し具合は、致命傷というほどではなかった気がする。

「だったら、アキさんはどこに……」

　再び海上をぐるりと見回す。

　海底ケーブルをとまり木にした鳥たちが、昨夜よりも増えている気がした。

　ウミワシやミサゴといった猛もう禽きん類るいが多いが、腐ふ肉にくをついばむニセウミサギもいる。鳥の目つきはオルカに「早く死ね」と言っているように見えた。

「あ……」

　その瞬間、オルカはアキがいないことの意味を理解した。

「アキさんは、生きることにしたんだ……」

　気づいてみれば簡単なことだった。アキは単純に死を回かい避ひしたのだ。

　友人との約束を守るため。『たくさん生きる』を実行するため。アキはオルカを見捨てて、海に潜もぐってブリッツリーフの向こうへ行ったのだ。

　自分一人の身なら、アキは最初から救うことができたのだ。

「アキさんも、やっぱり他人だった……」

　理解すると同時に、オルカの中には安あん堵どがあった。アキを憎にくみはしない。自分の存在を枷かせにせず、アキにはたくさん生きてほしいと思う。

　人を信じてはいけない。自分以外はすべて他人。

　そんなことはずっと前からわかっていた。だから血の繫つながった両親もオルカを見捨てた。アキも同じことをしただけだ。そんなことは、ずっと前からわかっていた──。

「ううっ……うっ……うううううっ！　うわあああ！」

　なのにオルカは泣き叫さけんでいた。

「アキさん、アキさん！　うわあああッ！」

　人を信じて裏切られるほど辛つらいことはない。足手まといと置いていかれることほど悲しいことはない。そんな気持ちはもう二度と味わうまいと、オルカは誰だれも信じずすべてを「置いて」生きてきた。

「うわあああっ！　うわあああっ！　わあああああッ！」

　心が裂さけていく。心臓から血が噴ふき出している。激痛があった。あまりの悲しみに苦しくて息ができない。怒れるオオカミのように吠ほえる。

　十一歳の少女が、絶望に狂っていく──。

　その時、遠くでちゃぷんと水音が聞こえた。

「アキさん！」

　全身でその名を呼んで振り返る。

　しかし、そこにいたのはアキではなく、真っ黒な背びれだった。

「……『オルカ』！」

　それは、自分と同じ名を持つ、海のギャングの背中だった。

　ここは《セントゥリア海かい峡きよう》だ。シャチの背びれは、今はまだ一枚だが、この海にはスキュラの「首」を担当する凶暴な大型魚類が多く存在している。

　先程オルカの足をくすぐったのもこのシャチかもしれない。この頭の良い哺ほ乳にゆう類るいは、獲え物ものをすぐには殺さずに、じわじわとなぶり殺しにして楽しむことがある。

「きゃっ！」

　突然一羽のウミミミズクが襲おそいかかってきた。まるで孤こ独どくと恐怖で衰すい弱じやくしたオルカに引導を渡すように。

　しかし、狡こう猾かつな猛もう禽きんが狙ねらったのは少女が体を預ける「浮袋」の方だった。

　ポンと弱々しい破は裂れつ音おんの後、下着で作った浮袋は空気を吐はき出し、頼りない布切れへと縮んでいく。

　オルカの手元には、片手を添える程度にしか使えない、小さな防水ケースだけが残った。

　太陽は明るく照りつけていたが、ずっと水みず浸びたしの体は流氷のように冷たい。

　腰から上に重い疲労があった。手を添えたドロワーズの空気が抜け、鉛なまりの棒と化した腕とともに海へ沈しずんでいく。

　──わたし、死ぬんだ。

　そう知覚した瞬間、全身が海に引きずり込まれる。

　しかし肉体が反射的に足あ搔がいていた。海面に手を伸ばし、懸けん命めいに水を蹴ける。

　ふいに体が浮き上がった。

　一瞬アキが助けに来てくれたと思ったが、浮き上がったオルカの体は水面を越こえ、勢い余って空を飛ぶ。

　シャチに下から突き上げられていた。命が弄もてあそばれていた。

　ニセウミサギがゲェゲェと、海かい賊ぞくのように品のない声で囃はやす。

　上空から水面に叩たたきつけられ、オルカはまた海に沈む。

　選択を迫られていた。アキはもう助けにこない。もう体力はかけらも残っていない。今のオルカに選べるのは死に方だけだ。




　必死に泳いで傷つきながら、一秒でも「たくさん生きる」か──。

『スキュラ』のエサになるくらいなら、一秒でも早く楽になるか──。




　オルカは、足搔くことをやめた。




　　　２




　アキと『スキュラ』の戦せん闘とうは、もう十分以上続いていた。

　スキュラの「首」を担当しているのはほとんどワニカマスだ。その動きは素早いが、口が大きすぎるため獲え物ものへ嚙かみ付く際には隙すきが生じる。そこをスピアガンで狙ねらい撃てば、水中でもそれほど怖い相手ではない。表皮もサメに比べれば柔やわらかい方だ。

　とはいえアキもワニカマスの攻こう撃げきを体中に受けている。傷は浅いが、下半身や額ひたいを中心に出血の箇か所しよは多い。

　だが、おかげでワニカマスを自分に引きつけて、オルカから遠ざけることもできている。

　この獰どう猛もうな嘴くちばしを呼び込んだのは、他ならぬアキ自身だった。昨夜の嵐で高波をかぶった時、シーナイフを収めたシースが破れて太ももに傷ができた。ワニカマスの襲しゆう来らいは、その時の流血が呼び込んだものだ。

　──これで終わり！

　最後の一匹を追い払い、アキは海面へ浮上する。

「はぁ……はぁ……。オルカちゃん、今、戻る、からね……」

　酸素を口から補給して、失血で遠のく意識を意思の力で引き戻す。

「あれ……？　オルカ、ちゃん？」

　ゴーグルを額ひたいにずらして首を回す。しかし海上にオルカの姿は見当たらない。

　そんなに離れたつもりはなかったが、スキュラの「首」たちと戦っているうちに流されてしまったのかもしれない。

　再び泳ぎ出す。水をかく手に力がこもらない。息継ぎで顔を海面に出す度、額に流れた血が目に入る。

　赤いフィルタのかかった視界の奥、遠い海面に浮かぶ何かが見えた。

　血を拭ぬぐって波間に目を凝こらす。

　青いうねりに見え隠かくれしているのは、オルカの大事な浮袋──萎しぼんでボロ布と成り果てたドロワーズだった。

「オルカちゃん……！」

　アキは大きく息を吸って海に潜もぐる。

　太陽で透き通った明るい海に、少女の姿は見当たらない。

　更に潜る。深く深く、自分の限界まで潜る。

　しかし低下した体力では息が続かない。潜ろうとする意思とは裏腹に、体が勝手に浮上していく。

「ぷはっ！」

　海面に顔が出た。深く潜るために再び息を吸って飛び上がった時──見つけた。

「オルカ……ちゃん……？」

　オルカはただ浮いていた。波に抗あらがわず、額から血を流して。ボロ布のように。

　心臓がひゅっと奥に引っ込む感覚があった。

　取り返しの付かない出来事に、全身の血が凍こおりついた。だが──。

「うう……」

　アキが近づくと、すすり泣く少女の声が聞こえてきた。

　浮袋を失ったオルカは、ジタバタと「足あ搔がく」ことをやめていた。

　代わりに胸の上にアキの大事な防水ケースを抱えて、ラッコのように静かに浮いていた。

　あれほど海を怖がった少女が、過去のトラウマから泳げなくなった少女が、アキを信じて教えた通りに「ウイテマテ」していた。

「オルカちゃん待ってて！　すぐに行くから！」

　アキは一年ぶりにクロールで泳ぎ出した。前方を確認できないこの泳法は海に不向きだが、間違いなくスピードは一番速い。

「……アキ、さん？」

　オルカの驚おどろいたような声が聞こえる。アキを見失っていたのかもしれない。アキはサメから逃げるようなクロールを平泳ぎに切り替え、顔を上げてみせる。

「アキさん！　ほんとにきてくれた……！　アキさん！　アキさん！」

　二人の距離は実際それほど離れていなかった。おそらく波のうねりと潜せん水すいの影えい響きようで、互いを交互に見失っていたのだろう。

「アキさん気をつけて、シャチがいます！　後ろ！」

　オルカが指さす海面から、黒い背びれが迫っていた。

　アキは素早く海に潜もぐる。嵐が去ったおかげでクラゲは再び海面近くに浮上していた。この生物は海が荒れる前に深度を下げる性質がある。

　手近にいたザブトンクラゲを一匹捕まえると、アキは浮上して「よいしょー！」と遠くの海へ縦たて回転で投げた。シャチが大喜びでザブトンを追う。

「何にでも使い道がある」という意味のカンヨーク。『シャチにザブトン』の語源は、外道のザブトンクラゲの使い道を示し唆さしているが、セイラーでもなければ実際にザブトンをどう使うのかは知らない。

　オルカはあんぐりと口を開けて海に浮いていた。その肩と額から血が流れている。

　おそらくシャチに体当たりされたのだろう。シャチは基本的に人間を襲わないが、その生態を知らなければ、「食われる」と感じたはずだ。少女にはさぞ恐ろしい十分間だったに違いない。

「もう大丈夫だよ、オルカちゃん」

　念の為ために少し潜ってみたが、周囲にスキュラの「首」は見当たらない。

　ワニカマスは狡こう猾かつな生き物だ。ケガをした仲間の姿を認めて逃げ出したのだろう。オルカと遊んでいたシャチも、いいかげん満足したのか戻ってくる様子はない。

「オルカちゃん、ボクを信じてくれてありがとう」

　他人を信じなかったカナヅチの少女が、アキを信じてウイテマテしてくれた。

「一生の秘密」と約束した通り、生きることを選択してくれた。それはつまり──。

「アキさんは……他人じゃありませんから」

　オルカは二重の意味で頰ほおを赤く染め、ぷいとそっぽを向いた。

　起き上がって防水ケースに手を添えたオルカを支え、立泳ぎしながらアキは思う。

《サクラジマ》の島しま長おさは、自分がメッセンジャーに預けた荷物がもう何度も人の命を救っていると知ったらさぞ驚おどろくだろう。そのうち手紙を書いて伝えてみたいと思う。もちろんそのメッセージを託たくす相手は島長と「仲のいい」ドリル氏だ。

　また一つ、「たくさん生きる」理由ができたとアキは嬉うれしくなる。

「オルカちゃん、今日も一日がんばろうね。ダァジョーブ！　助けはきっと来るよ」

「助けは……来ないと思います。『絶対に』」

　オルカがくるりと首を回す。

　周囲はメガヨット以外出入りできないブリッツリーフで、頼みの綱つなのキルケ号はイモータルハンズの監かん視し下かだ。確かに救助の可能性は塩一粒もない。

「でも、わたしはアキさんを信じます。だから、二人で助かる方法を考えてみませんか？」

　それは、アキも真っ先に考えたことだ。

　泳げないオルカをウイテマテしながらリーフの外へ曳ひいていくのはどうか。あのケーブルで感電する範はん囲いはどのくらいだろう。一瞬でメット氏のように焼け焦こげてしまうのか。常時放電しているわけではないのなら、意外とあっさり抜けられるかもしれない。

　しかし、それはリスクの大きすぎる賭かけだ。

　アキだけが潜って泳いで助けを呼びに行くことも考えた。その場合は狡猾なスキュラの「首」たるワニカマスが、消しよう耗もうしたオルカを再び狙ねらうだろう。

　だから、アキは救助を信じて待つ。クルーを見捨てて逃げる船長などいない。

　そして、考え抜いて最良の決断をしたセイラーに対し、海神わだつみは救いの手を差し伸べる──。




　二人の少女の耳に、ブゥーンとエンジンが駆く動どうするような音が聞こえた。




「この音……！」

「アキさんっ！」

　モターボートが機走するような、ビルジポンプが回転するような、何かキカイが駆動する音。そんな頼もしい騒音がどんどんこちらに近づいている。

　すぐさまアキは右を見る。視界は変わらず水平線で、突き出すスキュラの「足」が何本か見えるだけだ。

　左を見る。何もない。きょろきょろ首を回したが、前にも後ろにも音の主はいない。

　しかし、キカイが何かを動かす音は、確実に大きくなって近づいている。

「アキさん、あれ！　あれ……！」

　平へい坦たんな海に暮らすアフターの人々は、どうしても「高さ」という概がい念ねんに慣れていない。

　最後に「上」を見た時に、そこに音の主がいた。

「な、なに……あれ？」

　二人の少女がぽかんと口を開けて見上げる空に、巨大な赤い鳥が飛んでいた。

　先端でスクリューのような羽根板を高速回転させる真っ赤な鉄の鳥。その鼻先には、セクシーな下着姿のパツキン（金きん髪ぱつを指すアフター独自のスラング）女性が描かれている。胴体の下の二本足には、カヤックのようなフロート（浮うき舟ぶね）を履はいている。

「ヒコーキ！　ヒコーキですあれっ！」

「ヒコーキって何っ!?　あ……思い出した！」

　大空を旋せん回かいするあの鉄の鳥について、一度だけタカの寝物語で聞いたことがあった。

　ヨットが風上に走るのと同じ原理で、あのプロペラヒコーキは空を飛ぶという。じゃあ船も飛べるのかと尋たずねると、『あんたなら飛ばすかもね』とタカは笑っていた。

　降下を始めたヒコーキのコクピットには、ノーズアートと同じ金髪の少女が座っている。

　飛行帽のゴーグルをずらしたパイロットが、アキに向かって空からキスを投げた。

「タカちゃん！」

　顔はまだよく見えないが、こんな現れ方をする人間が他にいるわけがない。

　我が物顔で空を飛ぶ女神が、徐々に高度を下げていく。

　ウミワシが胸を反そらせて止まり木をつかむように、ヒコーキは上体を傾けてフロートの踵かかとから着水した。海上に白い航跡を引きながらオーバーランしたヒコーキが、くるりとターンしてアキたちの前に飛沫しぶきを上げて停止する。

「はろはろーん。久しぶりね、アキ」

　飛行帽を脱いでゴーグルを外した少女は、間違いなくアキが一年越ごしの再会を約していたパートナー、タカだった。

「タカちゃん！　……痛い痛い痛いっ！」

　オルカを抱いて泳ぎながらヒコーキのフロート板に取り付くと、コクピットから降りてきたタカに鼻をつままれ釣つり上げられる。

「アキ、あたし二ヶ月待ったんだけど」

「ごごご、ごめんなさいっ！　でもタカちゃんすごいよ！　ヒコーキなんてどうしたの？　雲の上ってどんな感じ？」

「一年ぶりの再会で最初の言葉がそれ？　あんたもっと言うべきことがあるでしょ」

　タカがパチリと片目を閉じる。

　何を求められているのかを理解し、アキはチラリと隣のオルカを見た。

　小さな少女はフロート板につかまったまま、「ありえやんやん！　ありえやんやん！」と風変わりなイントネーションで自失している。言うなら今しかない。

「えっと……タカちゃん、一年前よりキレイになったと思います」

　アキが流血以上に顔を赤らめ伝えると、タカはようやくフロートから手を差し伸べてくれた。

「よくできました。ヒコーキはセジングでバイヤーから買ったの。雲の上は別に海と変わらないわね。雲海っていうくらいで、色が白いか青いかの違いよ」

　フロート板に引き上げられながら、アキは真っ白な海を想像して鼻息を荒くする。

　ヒコーキを初めて見た興こう奮ふん。タカと再会できた喜び。オルカと二人で生き延びることができた事実──。

　アキの頭の中は幸せのパニックだった。「なんかもう嬉うれしすぎてプロペラの先端にドリルをつけることしか考えられないよ！」という表情だった。

「すごいですけど、なんかずるい！　ずるいです！　初めまして！」

　一方のオルカは、色々な感情が交ざった複雑な表情でタカを見ている。

　アキにもその気持ちはよくわかった。タカはいつでもしたたかで、だいたい「なんかずるい」のだ。

「アキ。このちっこい生き物は何？　新しいオウムガエル？」

　そして高こう慢まんで傲ごう慢まんで居い丈たけ高だかで口さがない女の子だ。

　喚わめくオルカをよそに、タカがアキたちの傷に素早く目をやる。

「二人とも、見た目ほど大したケガじゃなさそうね」

「めちゃめちゃ大しますよ！　こんなに血が出てるじゃないですか！　あいたっ」

　早速嚙かみ付いたオルカのおでこを、タカがピンと指先で弾はじく。

「そんだけ元気なら大丈夫よ。アキ、反対のフロートでバランス取って」

　言われるままに二本のフロート板の反対側に移りながら、アキは一年ぶりに再会したパートナーに見み惚とれていた。

　金色の髪かみは以前にもましてサラサラと艶つやがあった。肌は変わらず真っ白で、派手好きな性格を反映して、胸元や手首にジャラジャラと機体と同じ真紅のアクセサリーをぶら下げている。

　でも、この一年でタカも大きく変わったのだとアキは知る。

　オルカを診察する際に、タカはポケットから銀のフレームのメガネを取り出してかけた。母と似てしまうからと、あれほど嫌っていたメガネを。

　タカがたった一年でドクターとして立派にやっていることが、そのメガネと羽振りの良さからはっきりうかがえた。

「アキさんこの人大丈夫なんですか！　患者に暴力をふるうドクターなんて聞いたことありませんよ！　あいたっ」

「あんたのデコ、めちゃめちゃ叩たたきやすいわね。ちょっと気に入ったわ」

　タカとオルカは初めて出会ったとは思えないコミュニケーションを交わしていた。

　初めてタカに会った時、アキはその神こう々ごうしい美しさと態度の前にひれ伏してしまった。オルカから見れば十七歳のタカは大人同然であるはずなのに、少女はまったく物もの怖おじした様子もない。アキが長く扱い慣れなかったオルカを最初から手玉に取るタカもすごい。

　自分が二人と出会った頃を思い出し、アキの頰ほおは恥はずかしさに染まった。

「はいおしまい。フロートに戻ったらもう一度検査するからね。あんた海をナメてるとすぐ病気になるわよ。あと女の子ならパンツくらいはきなさい。どこの野生児よ」

　真っ赤になって言い訳をするオルカをいなし、タカがアキを呼び寄せた。

「あんたも相変わらず少年ね……ちょっと何よこの手！」

　少しずつ肉が盛り上がっていた左手の水かきを、メガネをかけた顔が真剣に見つめている。

　間近で見ると、本当に母親そっくりだった。アキの母の友人でもあるタカの母──アキタカは、その医い療りようの技術を娘に授けることにきちんと成功したようだ。

「タカちゃん、なんでボクたちがここにいるってわかったの？」

「女の勘かんよ」

　意味ありげに鼻で笑い、タカはここまでのいきさつを手短に話してくれた。




《イロゥ》フロートに到着して幾週間。

　待てど暮らせど来ないアキに、タカは業を煮やしまくっていた。来ないならこっちから迎えに行くわと、母アキタカのアプロディーテ号を借り受けて、タカは一人で海を行く。この一年で操船技術も人並みにマスターしていた。

　どこを目指すべきかわからなかったが、最初に到着した《セジング》でいきなりアキの情報を得た。女神の幸運は伊だ達てではない。

「水先人が言うには、イモータルハンズのボスはあのエッコゥだって。そんなの嫌でもアキが巻き込まれたって思うわよ」

　イモータルハンズの現在地が、メガヨット以外進入できない《セントゥリア海かい峡きよう》だと聞き、タカはすぐに決断した。

　その場で装飾品を売り払い、母親の愛船を下取りに出し、バイヤーの男──センシブルに《セントゥリア》を渡れる船をよこせと話をつける。

『生あい憎にくメガヨットの在庫はないな。俺の老クいロぼツれクならブリッツリーフを越こえられるが』

『じゃ、その船をちょうだい。お金ならあるわよ』

『悪いが船じゃなくてヒコーキだ。おまえさんに扱える代物じゃない』

『ヒコーキ？　なら飛ばせるわよ。飛ばしたことはないけどね』

　そうしてタカはセンシブルのかつての愛機と、アフターで最も貴重な液体であるガソリンを買った。アフターのガソリンは灯とう油ゆや石油、それにバイオディーゼル燃料までを含めた「燃料」となる液体の総称だ。ポリタンクいっぱいでパラスアテナを二艇ていは買える。

「あとはセジングを出港した『なんたら号』の航跡をたどって、空からタカノメで探していたら、キラリと希望が光ったのよ」

　そう言って、タカはアキが額ひたいにずらしたセイリングゴーグルをつついた。人の子にはできない塩一粒の捜そう索さくも、女神の手にかかれば造作もないことらしい。

「タカちゃん、ヒコーキの操縦はいつ覚えたの？」

「覚えたんじゃなくて忘れなかっただけ。あたしは寝物語専門のフッカーだったからね」

　そういう問題ではないと思うが、確かにそれはタカの特技だった。

　ミズ商売時代に客から聞いた話をタカは一つも忘れていない。いつの間にか操船までできるようになっているし、自分はいよいよオハライバコかもしれない──。

　気弱になって眉まゆを下げたアキに、タカが勘かんよく言葉を足した。

「十の知識は一の経験にも劣おとるわ。あんたよりパラスアテナを上手に操れる人間はいない。はい、おしまいよ」

　消毒された傷口をひょいと指で押される。そのまま互いに見つめ合う。

「おかえり、アキ」

「……ただいま、タカちゃん」

　ヒコーキのフロート板上できつく抱き合った。懐かしいあの匂においがする。押し付けられる体が柔やわらかく気き恥はずかしい。涙が溢あふれる。たくさん生きて本当によかった。

「あの時、船医ドクターになるって決めてよかったわ」

　タカの目からも涙が流れて頰を伝っている。

　しかし、感動の再会をアキは自ら終わりにした。

「タカちゃん、お願いがあるんだけど」

　アキにはまだ、果たさなければならない「約束」がある。

　目を見てすぐに理解してくれたのか、タカがやれやれと肩をすくめた。

「二ヶ月待たせた上にデートをすっぽかすとか。高くつくわよアキ」

　アキが笑顔でうなずくと、オルカが慌あわてて割って入ってきた。

「アキさん、まさかあの船に戻る気ですかっ!?」

「うん。パラスアテナも、ウィッチファミリーのみんなも待ってるはずだから。それに、オルカちゃんの大事なぬいぐるみも」

　あのシャチのぬいぐるみは、この先少女が生きていくために必要な「心の船」だ。アキにとってのパラスアテナだ。

「ぬっ、ぬいぐるみはともかく、海かい賊ぞくなんて助けたってイチモンにもなりませんよ！」

　アキは静かに首を振る。

「ウィッチさんは、ボクたちの命を何度も救ってくれたよ」

　アキもオルカも、うかつに《セントゥリア》に進入しかけたところを『セイレーンの歌』に救われている。《モリ》にオルカを隠かくした後も、きちんと迎えに来てくれた。ガイア号のビル最上階でも、「魔ま女じよ」は身を挺してアキたちを助けてくれた。

　確かに海賊ではあるかもしれないが、ウィッチは必ず約束を守る。ファミリーの面々は、アキも含めてみんながウィッチを信じている。

　それは、ウィッチがファミリーを信じているからだ。ウィッチはアキを待っている。

「オルカちゃんにしたのと同じ。ボクはウィッチさんとも『約束』したんだ。必ず助けに戻って来るって」

「だったら……しょうがないですね」

　オルカが不承不承にうなずいた。人を信じて待つ辛つらさを、オルカは誰だれより知っている。

「じゃ、行くわよ。中は狭いから、デコ娘はあたしの膝ひざの上ね。あんた十五歳以上？　だったら女といえどお金取るわよ」

「わたしの名前はオルカです！　十一歳です！　さっきからなんなんですかあなたは！　少しくらい胸が大きいからっていい気にならないでください！」

「アフターで胸の小さい女に発言権はないわ」

　タカが少女のそれを見てフッと鼻で笑った。

「なっ……！　虚無ニエンテなアキさんの言うことは聞くじゃないですかっ！」

　老いぼれ号のドアを開けながら、タカがオルカを振り返る。

「アキはいいのよ。王子様だからね」

　二人ともやめてくださいと、アキは真っ赤になって下を向いていた。
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「マキー、なんか逃げる方法ないのー？」

「あったらとっくに実行してるだぁよ」

　丸サングラスの奥の垂れ目を見て、チカは「タハー」とため息をつく。

　自分はともかく、かわいいファミリーだけでも逃したいと思うが、こうも両手両足をきつく縛しばられていてはどうしようもない。右手の『憤怒の雷槌トールハンマー』も、左手の『妖女の唱歌セイレーンソング』もエッコゥに取り上げられてしまった。スタンガンなんかと違って、どっちも作るの大変なのに。

　今、ウィッチ＝バターキスフレンチカは、海かい賊ぞく団だんイモータルハンズに捕とらえられている。

　古今東西海賊という輩やからは、人質を取るとなぜか船倉の隅すみに転がす。見張りは決まって二人だ。

　実際チカもそうすることがあった。諸もろ々もろを考えるとこれが最適な配置になる。たとえ海賊といえども、先人から学ぶことは多い。

　つまり、脱出の可能性は著いちじるしく低いということだった。

「カピテン、肩の傷は大丈夫か？」

「全然だいじょばない。チョー痛い」

　実は本当に死ぬほど痛い。痛いが船長たるもの弱音は吐はけない。吐いたけど。

　だが、そんなチカを見てシジェイは安心したような顔をする。これがウィッチファミリーの船マ長マの仕事だ。

　三匹の海かい獣じゆうを知らずに《セントゥリア》に入り込むイナカセイラーから船を取り上げる。そんなキルケ号のシノギだけでは、多くのファミリーは養えない。一人一人を信じて励ますことしか、チカにしてやれることはない。

「あいつら……もう死んじまったかな。俺、アキが女の子だと知らなくてロープでしばきまくっちまった」

　シジェイが後ろ手で縛しばられたまま、背中を壁かべにぐったりと預ける。

「……スキュラの海から生きて帰ってきた人間はいない」

　ジョニの返答に「だよな」と答え、ワッチキャップの頭ががくりと下がった。

「お頭かしらは、どう思うんだ」

　ジョイがまっすぐにチカの目を見る。

「どうって何がー？」

「新ヌ入ーりブだ。生きてると思うか」

　問われてチカは考える。アキはオルカ──カオル博士の娘と《モリ》で一ヶ月生き延びた。たまたま拾った少女がそれを成し遂とげたことにも驚おどろいたが、その後にアキはファミリーの一員として立派に働いた。約束通りオルカから二度と目を離さなかった。

　それでも、スキュラの海からは何なん人ぴとたりとも逃げることはできない──。

「アキは、必ず来るよ」

　とはいえファミリーを信じるのが船長の仕事だ。たとえ既すでにアキが死んでいたとしても。

「……わかった。おい、テメェらもいつまでも染みったれた顔してねぇで、いつでも動けるように準備しとけ！」

　ジョイの怒声にファミリーが沈しずんだ「ヨーソロー」を返した時だった。

　突然ドサリと船倉の荷が崩くずれ、見張りのハンズ二人が音のした方を振り返る。

　チカたちのいる場所から十メートルほど先、積まれたバナナミールの麻袋が崩れて黄色い粉末が床に広がっていた。

　ごそごそと言い合いをした後、見張りの一人が様子を見に行く。

　その後すぐ、今度は近くで中身の入った赤いポリタンクの容器がバタンと倒れた。

「誰だれだ！」

　残っていた見張りがポリタンクに視線を向けた瞬間、その背後に刃物が煌きらめく。

「動いたら、刺す」

　額ひたいにびっしょり汗をかき、アキが震ふるえる手で見張りの首筋に両刃のナイフをつきつけている。

　どう見てもいっぱいいっぱいだった。それでもアキはどうにか見張りをロープで縛しばり、物もの陰かげから現れたオルカとともにファミリーたちを解放する。

「アキ──」

　チカが労ねぎらおうと言葉をかけると、少女が機先を制した。

「ウィッチさん、細かい話は後っ！　今はファミリーのために働いて！」

　思わず顔がニヤつく。自身の言葉を真似されたことより、たった一晩で見違えるほど成長してしまう少年のような少女に。

　不ふ審しんな音を聞きつけて現れた新たなハンズたちを、ファミリー総出でなぎ倒す。

「ウィッチさんたちはこのまま逃げてください」

「アキー、船長ナメんなー？　チカは素手でも超強いぞー？」

「人の話を最後まで聞きなさい女おんな海かい賊ぞく！」

　ぴしゃりとオルカにたしなめられ、チカは思わず口元を緩ゆるませた。

　カオル博士の娘は全然親に似ていない。それを知ったら博士はきっと喜ぶだろう。昔からずっと気にかけていたこの少女も、いつの間にかずいぶん成長した。

　オルカはよい姉に恵まれた──そう思いながらチカは少女たちの「作戦」を聞く。




「──作戦はこれで全部です。皆さんよろしくお願いします」

「サド海かい賊ぞくから全部取り戻しますよ！」

　アキとオルカの作戦を聞き終え、ファミリーが「ヨーソロー！」と返す。

　チカは再びニヤリと笑い、走り出そうとするアキを呼び止めた。

「アキ、オルカ。これ持っていきなー」

　耳の奥を搔かきながら、二人に餞せん別べつを渡す。受け取った少女たちがビルの最上階を目指して走っていく。

　その仲なか睦むつまじい「姉妹」の背中が、チカは少しだけ羨うらやましかった。
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　イモータルハンズのガイア号は、北を目指して進んでいた。

　ウィッチファミリーと一ひと悶もん着ちやくあり、その後に嵐に見舞われたせいで「予定」が大幅に遅れている。しかしガイア号は船外機を使用せず、風の力だけでのんびり海を走っていた。

「スポンサーは急いでるの。イモータル、あなたこの状況をわかっているの？」

　最上階の室内で、スーツを着た女が苛いら立だちながら指でマリモを口に運ぶ。

　イモータルハンズの首領、エッコゥは机に尻しりを乗せたマリメッタの背中を見ていた。これさえなけりゃいい女なんだがと、露ろ骨こつに顔をしかめる。

「わかっているさ。ガソリンは貴重だってな」

　エッコゥは適当にはぐらかした。

　海賊団の首領といえば聞こえはいいが、その実態は《カイナ》の金持ちタニマチから援えん助じよを受ける使い捨ての兵隊だ。かつてシーロバーの集団で若わか頭がしらをしていた頃と何ら変わりはない。マリメッタやその師のような学者たちよりも下位の存在だ。

「あなたの望みは何？　力が欲しいんでしょう？」

「望み……か」

　与えられた力など、エッコゥは元より欲していない。

　──俺は海賊だ。欲しいものはすべて奪うばう。海も、それ以外も、すべてだ。

　そのためには利用できるものはすべて利用する。今の「状況」も、この女も──。

　エッコゥがニヤリと笑ってみせた時、黒いライフジャケットを羽織ったハンズの男が正面ドアを開けて現れた。

「大変だぁ！　魔ま女じよどもが脱走しただぁよ。やつらあちこちで暴れまわってるだぁ。マリメッタ女史の部屋から煙が出てるだぁよ！」

「なんですって！　あの部屋の資料にどれだけ価値があると思ってるの！」

　マリメッタがヒステリックに叫さけぶ。

「そいつは大変だ。すぐに向かわないとな」

　エッコゥは巨大な手のひらでペンダントを弄もてあそびながらニヤリと笑う。

　マリメッタはインチキ魔女と因いん縁ねんがあるようだが、エッコゥ自身には関係ない。

　だが、「時間稼ぎ」は歓迎だった。《カイナ》の守しゆ銭せん奴ど共に『鍵かぎ』を渡す前に、どうにか状況を有利に運びたい。

　──『アーク』を奪うには時間が要る。兵隊がまだ足りない。

「イモータル、あなたは自分の立場をよく考えておきなさい！　そこのハンズ！　ボサっとしてないで早く伝令に戻りなさい！」

　マリメッタが丸サングラスをかけたハンズを追いやり、共にドアを出て行く。

「女と組むのは疲れるな」

　やれやれとつぶやいて、机上にペンダントを置こうとした時だった。

「動かないでください、サド海かい賊ぞくさん」

　開け放たれた入り口から、二つの影が現れた。

　大きい方がエッコゥの胸にスピアガンの狙ねらいを定めている。いつものように震ふるえていない。

「生きてたか、お嬢じようちゃん。また神に感謝しなくちゃな」

　少し成長したアキの姿を見て笑いが込み上げる。

「で？　俺とマリメッタを引き離して、二対一なら勝てると踏ふんだか？」

　そこに、小さい方の影が割り込んできた。

「そんなことより、あなたが持っている『鍵』が偽にせ物ものだって知ってましたか？　サド海賊さん」

「ずいぶん唐突だな。ちっこいお嬢ちゃん、笑ってやるから全部話してみな」

「その鍵はダミーで、本物はこっちということです」

　部屋の中央、入り口のドアを背にした小さい少女が、服の首元から派手な赤い石のついたペンダントをジャラリと出した。

「小さい頃両親が言っていました。『選択を繫つなぐハコは絶対に人に渡してはいけない』と。だから『器』には偽物の『鍵』を入れ、本物はこうして肌身離さず持っていたんです」

「……期待はずれだったな。そんな子供騙だましの噓うそじゃ退屈しのぎにもならん」

　エッコゥが露ろ骨こつに鼻白んでみせると、小さな少女がニヤリと笑った。

「つまり、あなたはまんまと騙されたわけです。意外とちょろいですね」

「何だと？」

「偽にせ物ものを本物に見せかけるのが海賊あなたたちのセオリー。お忘れですか？　わたしもこう見えてウィッチファミリーの一員なんですよ」

　少し考え、少し笑う。少女の話は少なくとも最後まで聞く価値がありそうだ。

「それで、お嬢じようちゃんはどうしたいんだ？」

「わたしは『アーク』なんて興味ありません。それよりもぬいぐるみとダミーの方がずっと大事なんです。もしそちらのペンダントとぬいぐるみを返してくれたら、この本物の『鍵かぎ』をあなたにお渡ししましょう」

　エッコゥは考えた。

　にわかには信じ難がたい話だが、仮にあの赤いペンダントが本物の『鍵』だった場合、マリメッタや、やつらに知られずにそれを入手することができる。

　では、偽物だった場合どうなるか。

　エッコゥがはいそうですかと応じるわけがないことは小さな少女も理解しているはずだ。となると少女には、こちらが取り引きに応じると考える確たる「勝算」があることになる。

「小さいお嬢ちゃん。なぜ偽物とわかっていてこれを欲しがる？」

「……あなたには言ってもわからないと思いますが、それを持っていることが、わたしの大事な『約束』なんです」

　少女が喋しやべっている間、エッコゥはアキを見ていた。メッセンジャーの少女はこちらにスピアガンを向けながら、チラチラと腕時計を見て時間を気にしている。

　エッコゥは込み上げる笑いを抑おさえきれなかった。

　おそらく小さい少女の言うことはすべて「真実」だろう。あの赤いペンダントは「本物」で、この偽物のペンダントは思い出の品か何か。それこそが少女が「取り引きが成立する」と考える根拠だ。

　逆に言えば、少女は最初から二つとも渡す気などなく、策を準備しているということになる。

　──『全部奪うばう』、か。確かにこのガキも海かい賊ぞくだ。

　そしてアキの行動から判断するに、それは定刻になると発動するトラップだろう。小さい少女が部屋に入ってくるなり本題を切り出したのも時間を気にしている証拠だ。

　──だが、浅いな。

　エッコゥは先程まで足を置いていた机の上に目をやった。

　マリメッタの尻しりがなくなり、机上には腹の裂さけたぬいぐるみの他、すべり止め部分にスタンガンとスピーカーが仕込まれた魔ま女じよのグンテグローブが雑然と置かれている。

　──あれか。

「……いいだろう。おまえらの言う通りにしてやるさ」

　エッコゥはニヤリと笑って少女に告げた。

　──どうせ最後に『全部奪う』のはこの俺だからな。

　おそらく定刻になると魔ま女じよの「セイレーンの歌」が発動するのだろう。それを防ぎさえすれば、子供相手に遅れを取るようなことはない。腰のベルトにはボウガンもある。

「では、まずぬいぐるみとダミーのペンダントを返してください」

　エッコゥはフンと鼻で笑い、机の上のぬいぐるみとペンダントを放ってやった。

　アキが再び時間を確認し、それとなく小さな少女に向けて時計の文も字じ盤ばんを見せる。

　──しょせんはガキの考えること。いや、あのインチキ魔女の入れ知恵か？

「さあ約束は果たした。本物の『鍵かぎ』を渡してもらおう」

「……いいでしょう」

　小さい少女が文字盤を見つめながら、間を取るようにゆっくり言った。

「それでは投げますよ。３、２、１──」

　少女の右手が赤いペンダントを放る。

　放物線を描いた石が、エッコゥの目の高さでキラリと輝く。

　エッコゥは赤いペンダントに手を伸ばす──。

　同時に小さな少女の隣でアキが動いた。

「バカが！　おまえらの考えなんざすべてお見通しだ！」

　エッコゥはペンダントを取ると見せて両手で頭の横を覆おおい、しっかりと耳を塞ふさいだ。

　定刻になると魔女が奏かなでる「セイレーンの歌」が響ひびき、『鍵』を投げた小さな少女と拾おうとしたエッコゥが歌に縛しばられる。アキだけが耳を塞いで歌を回かい避ひし、その隙すきに小さな少女とペンダントを回収する──。

　おそらくそういう「策」だとエッコゥは考えた。

　だが、アキは耳を塞ぐことをせず、予想外の行動に出る。

「なにっ！」

　アキがスピアガンを発射した。耳で固定され、容易に狙ねらえるエッコゥの腕に向けて。

　肘ひじで折れ曲がった右腕に、テグスラインの「輪」がすっぽりと嵌はまる。顔の横をスピアが通過し、「輪」の内径がぐっと狭せばまる。細いテグスが肉に食い込む。

　同時に、空中の赤いペンダントが放った少女の手へ戻っていった。

「残念でした！　『セイレーンの歌』はきませんよ！」

　小さな少女がテグスを巻いたペンダントをキャッチして走る。アキがその後を追う。

「クソがっ！」

　左手で腰のベルトのボウガンを外した。しかし利き腕でないため狙いが定まらない。

「『バカだな。俺なら左手にも仕込んでおくぞ』。そして俺はバカだぞ。ぷぷっ」

　魔女に向かって吐はいたセリフが、少女の口から返ってくる。

「っのガキっ！」

　その時、エッコゥの視界の隅すみに魔ま女じよの遺物が目に入った。

「クククッ……！　俺は神に魅み入いられたッ！」

　スピーカーの仕込まれたグンテグローブを左手に無理やりはめ、エッコゥは二人の少女に向けて突き出した。

「っぐぁあああああッ！」

　耳に固定された右手は音を塞いでくれた。しかし左の耳からは、海に捨てられた女の断だん末まつ魔まのような音──「セイレーンの歌」が飛び込んでくる。

　あまりの苦痛に片かた膝ひざをついた。片耳を塞いでいてこの衝しよう撃げき。少女二人はさぞかし苦しんでいるだろう──。

「何っ!?」

　前方の少女二人は、何も聞こえていないかのように割れた窓まどへと走っていく。

「なぜだ……！　なぜ『歌』が効かない……？」

「『全部奪うばう』された気分はどうですか海かい賊ぞくさん？」

　小さな少女が割れた窓の前で振り返って笑う。

「俺の質問に答えろ！」

「わたしからのアドバイスです。簡単に他人を信じちゃダメですよ！」

　まるで嚙かみ合わない会話を終え、小さな少女がアキに抱かれて海へ飛んだ。

「バカが！　今度こそスキュラの餌え食じきに…………何だとっ！」

　体を引きずり窓に近づくと、ガイア号のすぐ脇、少女たちが飛び降りた先にあの忌いま々いましいヨットが並走していた。

「クソっ！　一年前と同じ……！　いや、まだだッ！」

　絶ぜつ叫きようしながら墜つい落らくするアキに向け、エッコゥは呪のろいの言葉を吐はきつけた。
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「うわあああああああああッ！」

　まさか二度もここから飛び降りることになるとはと、アキは眼下のパラスアテナを見ながら半泣きだった。

「惜おしかったなお嬢じようちゃん！　この高さからデッキに落ちたら、着地した瞬間にテメェの体はバラバラだ！」

　最上階からエッコゥの呪いが降ってくるが、アキの耳には届いていない。

　オルカを背負ったアキの体が、尻しりからパラスアテナのデッキに着地する──。

　ふかりと。

　本来なら砕くだけて折れるアキの体は、『伝説のハンモック』が優しく支えてくれていた。

「モックが、ボクを救ってくれた……！」

　じんと感動するアキに、オルカが耳をポリポリ搔かきながら「たまたまです！」と否定する。

　アキもそこでようやく耳をポリポリ搔いて「耳みみ栓せん」を外した。

「何、オルカちゃん？」

　ウィッチに『これ持っていきなー』と託たくされた餞せん別べつの耳栓は、『セイレーンの歌』だけを防ぐという触れ込みだったが、なんだかんだで人の声もあまり聞こえなかった。

　ウィッチがしょっちゅう人の話を聞き返したり、アキがデッキブラシでガンガンバケツを叩たたいても眠ったまま起きない理由がよくわかる。

　おかげでエッコゥの声を聞いて身がすくむこともなかったが、交こう渉しよう役やくのオルカがちぐはぐな受け答えをしないかずっと心配だった。

　しかし、オルカはまたしても「自分の仕事」をきっちりやってのけた。

『他人を信じない。自分は騙だまされないと思っている人間ほど騙すのは簡単です』

　そう言ってオルカはタカの真紅のネックレスを囮おとりにして、見事に海かい賊ぞくから全部取り戻してみせた。作戦のほとんどは少女自身が練ったものだ。アキは『利き腕が使えないとすごく大変』とボヤいた程度にすぎない。

「アキさん、ぼけっとしてないで早く逃げる準備をしてください！」

　オルカに煽あおられ、アキは船尾のウィンドベーンの動作を止める。

　ウィッチに頼んでおいた通り、パラスアテナはここまで無人の自動操そう縦じゆうで動いていた。強風が幸いして、船速はかなり出ている。

　そのウィッチの乗ったキルケ号は、パラスアテナと反対方向に全速力で逃げている。これも戦力を分断するというオルカの計画だった。要領がいいどころではないと思う。

「どこまでもコケにしやがって……！　モターボートを回せ！　魔ま女じよもガキも両方生かして帰すな！」

　最上階から怒り狂うエッコゥの声が聞こえ、ビクリと背筋が強こわ張ばった。エッコゥの声を聞くとどうしても体が「恐怖」を感じてしまう。

「ほらアキさん、耳栓外したなら代わりにこれ持ってください」

　オルカに渡されたのは、ずっと預けていたキーちゃんの肩骨だった。

「わたしは自分の仕事をしました。ここからはアキさんが頼りですよ」

「……うん。任せてオルカちゃん！」

　アキはビルの最上階で一言も喋しやべっていない。交渉役はすべてオルカに任せた。

　人それぞれに得手不得手がある。《モリ》とトカイで二ヶ月を暮らしたアキとオルカは、互いにそれを理解している。アキはオルカを信頼し、オルカはアキを信じている。

　キャプテン・アキは大声で叫さけんだ。

「行こうパラスアテナ！」

　数日ぶりの船長らしい明るい号令に、パラスアテナは赤いセールを膨ふくらませて嬉うれしそうに応えた。

　青いうねりを越こえる彼女の後方百メートルで、エッコゥがモターボートに乗り込んでいる。

　その顔は、怒りと殺意に満ちていた。自らサメになってアキを食い殺さんばかりの形相だ。

　帆はん走そうするヨットと機走するモターボートでは、速度に圧倒的な差がある。いくら強風があるとはいえ、揚よう力りよくだけではスピード特化の船にはかなわない。だが──。

　アキは手の中でキーちゃんの骨をぐっと握りしめた。

『ダァジョーブ』

　頭に響ひびくその声に、「うん！」と言葉を返して前を向く。

「オルカちゃん、準備はいい？」

　船首にスタンバイしたオルカが、「オッケーです」と空に向けて親指を立てた。

　アキは静かに目を閉じる。

　波の音が聞こえた。

　飛沫しぶきを上げて迫るモターボートの音も聞こえる。その数は十艇てい近くいるようだ。

　遠くでキンと聞こえた音は、ウィッチがセイレーンの歌を奏かなでたのだろう。

　マキをハンズの手下に変装させて戦力を分断させる作戦は、見事に成功した。きっとファミリーも無事にマリメッタたちから逃げられるはずだ。

　耳を澄すますとプロペラを回すエンジン音が上空から聞こえた。音は徐々に近づいてくる。

　目を閉じたまま、空を見上げる。

　真っ白な雲の海の中に、真っ赤なヒコーキが飛んでいるイメージが浮かぶ。

『アキ、飛ぶには最高の日よ』

　タカの言葉がよみがえった。

　パラスアテナが行く青い海と、真っ赤なヒコーキが飛ぶ白い海が、頭の中でゆっくり同じ波を越こえていく。

　背後でうなるモターボートのエンジン音が、どんどんこちらに近づいてきた。

「お嬢じようちゃんもう終わりか？　そんな小船じゃブリッツリーフは抜けられない。俺かスキュラか、食われたい方を選ぶんだな！」

　エッコゥの声でビリビリ震ふるえる体を、キーちゃんとともに耐え凌しのぐ。

　深く息を吐き、胸いっぱいに空気を吸った。

　潮の香りが鼻を抜け、冷たく肺を冷やしていく。

　風の匂においが、変わった。

「行こう、パラスアテナ！」

　アキは大きく目を開き、思い切り舵かじを切った。

　風も海と同じで生き物だ。その向きも強さも一定ではない。匂いが変われば風が変わる。

「タックー！」

　セールがバタバタと風にシバーした。右う舷げんで受けていた風を左舷で受ける。新たに裏から入った強風が、パラスアテナを前へ押す。

　前方の海面には、海底から無数に伸びたケーブルの断面が突き出していた。あちこちでバチバチと青白い電光が散っている。

　その間を抜けるように、ゆったりと大きなトロ波が近づいてくる。

「バカな！　リーフを飛び越える気か！」

　背後でエッコゥが叫さけんだが、集中するアキに雑音は聞こえない。

　正面に、崩くずれることなくスロープのような形を保って丸波が押し寄せている。

　このままのスピードで突っ込めば、パラスアテナは確かに空を飛ぶだろう。

　だが、着水時に待ち受けるのは数十メートル続く電気の暗あん礁しよう──。

　ゆるやかな波音を立て、ジャンプ台が迫る。

　風が吹く。パラスアテナが加速する。

　アキは船体をフラットに戻し、波に乗り上げながら叫んだ。




「飛べ、パラスアテナ！」




　白く眩まぶしい太陽を背に、パラスアテナが青い世界を飛んだ。

　ヒコーキと同じ原理なら、ヨットが飛べないはずはない。

「飛んでる！　船が飛んでる！」

　船首を天に向けた船が、ぐんぐん空へ上昇していく。

　雲が近づいた。

　海が遠ざかった。

　眼下をものすごいスピードで、スキュラの触手が駆け抜けていく。

　全身の産うぶ毛げを撫なでるように、アキの五感が飛ひ翔しようを感じていた。

「こなくそっ！」

　背後でいっそう大きなエンジン音を響ひびかせて、エッコゥたちも飛んだ。

　パラスアテナの跳ちよう躍やくは、そろそろピークに達するはずだ。

　しかし眼下のブリッツリーフは、いまだ連綿と続いている。

「オルカちゃん！　アンカーてぇー！」

　船長の号令に応じ、オルカが「てぇー！」とボタンを押した。

　ジャラジャラとチェーンを引きずって、弾丸のようにバレットアンカーが飛んでいく。

　その鋭利な錨いかりの先端が、更に上空を飛ぶ赤いヒコーキにズガンと突き刺さった。

「ウィンチ巻くよ！」

　アキも船首へ赴おもむいた。オルカと二人がかりでぐるぐるとウィンチハンドルを回す。

　高みへ羽ばたく赤い鷹たかが、ゆっくりと高度を下げて獲え物ものを鉤かぎ爪づめでつかむ。

「バカな！　ヒコーキで曳ひき船ぶねだと！　クソっ！　落ちる！　ぐわあああああッ！」

　綱つな引ひく相棒を持たないエッコゥたちのモターボートが、手ぐすね引いて獲物を待つスキュラの間へ落ちていく。

　その断だん末まつ魔まの声を聞いて、アキはきゅっと強く目を閉じた。

　恐怖の呪じゆ縛ばくはこれで終わりのはずだ。

　なのに、まぶたの裏側にチラつくあのニヤケ笑いは一向に消えない──。

「アキー。高度がグングン下がってるわ。チェーン切らないとあたし死ぬんだけど」

「なんでそういうこと言うんですか！　アキさんの友達なら一緒に死ねばいいじゃないですか！」

　機上のタカと船上のオルカがまたやり合う。

　しかし、眼下のブリッツリーフも終わりが見えてきた。

「あと十メートル……」

　ヒコーキがよたよたと高度を下げる。アキはポケットの中で肩骨を握る。

「あと五メートルですよ！　タカさん踏ふん張ってください！」

　オルカがタカを応おう援えんする。

「なら燃料アブラを売ってちょうだい」

　タカが無情に告げ、プロペラの回転が止まりかけた時──。

　ブリッツリーフを越こえたパラスアテナが、ザバンと腹から着水した。

　その前方に、よろよろと力なくタカのヒコーキが飛沫しぶきを上げて墜つい落らくする。

「やったー！」

　パラスアテナは無事にブリッツリーフを飛び越えた。三人しばし喜びを分かち合う。

「アキ、このおじいちゃんものすごく高かったんだけど」

　船上へ乗り移ってきたタカがヒコーキを振り返る。

　胴体にアンカーを打ち込まれて白はく煙えんを上げる機体は、ほとんどスクラップと化していた。

「ごめんなさい……」

　アキの言葉はタカにではなく、沈しずんでゆくヒコーキに向けられている。

「ま、あと一回飛べるかどうかって代物だったけどね。おじいちゃんも最後に大仕事できて満足したでしょ。バイヤーは『最後は海で眠らせてやってくれ』って言ってたわ」

　夕日のように海に沈んでいく赤い機体を、本物の太陽が追っていく。

　その一いつ時とき、赤と黒の二色の世界で、三人は黙もく禱とうを捧ささげた。

「さて。デコ娘、あたしのルビーのネックレスは？」

　しんみりした空気をタカが露ろ骨こつにぶち壊こわす。

「フッフッフ。ちゃーんと取り戻してきましたよ！　事前にアキさんに教わりましたからね。『借りを作ると一生催さい促そくされるよ。タカちゃんすごいシュセンドだよ』って」

　オルカが「偽にせ物もの」の「ダミー」に使った赤いネックレスを、タカに渡してフフンと勝ち誇ほこる。

「アキ、あんたそんなこと言ったの？」

「しゅ、シュセンドなんて言ってないよ！　ただ、タカちゃん金のモウジャだから、多少無理してでもネックレスは取り返した方がいいよって……うみゅ」

　頰ほおをつままれうにんと横に広げられる。こうなることはわかっていた。

「第二次反抗期ね。アキもこの一年で成長したみたいで嬉うれしいわ」

　アキはうにうにされても、されるがままでいる。これはこれで懐かしい感触だった。

　──ボク、たくさん生きてるよ。

　ぐいぐいと頰を引っ張られながら、アキはポケットの中のキーちゃんと、ひとつ海のどこかを漂っている両親に心の中で報告した。

　自分が成長したとはまだ思えない。けれども自分は生かされた命を精一杯生きている──というようなことを、頰が伸びきってブロブフィッシュのようになった顔でアキは思っていた。

　タカとオルカがバンバンとデッキを叩たたいて笑い転げる。

　やにわに姦かしましくなったパラスアテナが、ひとつ海を楽しげに行く。

　しかし、アキは笑いながらもどこか寂さびしさを感じていた。

　──このままオルカちゃんも一緒に、三人で海を行けたらいいのに。

《セジング》に到着したら、そこでオルカと別れることになる。

　もちろん今こん生じようの別れではないけれど、それでも喪そう失しつ感かんを埋うめるのには時間がかかるだろう。

「アキ、ちょっとこっちいらっしゃい」

　懐かしそうにキャビンを見ていたタカが、舵かじを握るアキをすました顔で呼んだ。

　──な、なんか怒られそう。やっぱり水すい耕こう栽さい培ばいかな……。

　タカが育てていたペットボトルの塩性野菜は扱いが難しく、アキは一年前に全ぜん滅めつさせてしまっていた。

「キャビンが塩っぽいわ。ちゃんと掃そう除じしてないでしょ」

「ご、ごめんなさい……」

　ビクビク怯おびえながら船内に赴おもむくと、案外軽いお小言だった。よかったとアキが平らな胸を撫なで下ろしかけたその時──。

「さてアキ、これは何かしら？」

　タカが指し示したのは、トイレに据すえ付けられた小さい鏡だった。

　そこにピンクの口紅で「Bonボン Voyageボヤージ」とビフォアの文字が書かれている。その下にはむちっとピンク色のキスマークがつやつや輝いていた。

　ウィッチの置き土産に緩ゆるんだアキの頰は、再びうにんとタカにつままれていた。
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　パラスアテナが《セジング》に戻ると、アキたちはメガフロートぐるみで歓迎された。

　アキとオルカはシマさんにまとめて抱きしめられていた。三人で再会を喜びながら泣き、夜も三人で下段ベッドに眠った。

　タカは最後に老クいロぼツれクの望みを叶かなえてくれたと、センシブルにいたく気に入られ、夜更けまでバイヤーの酒に付き合わされたようだった。

　そして、別れと旅立ちの朝が来る。




　デンチュー・ビットの並ぶノースポートで、アキはオルカと向き合っていた。

　最後に何を言うべきか考えていると、オルカの方から別れの言葉を切り出した。

　アキにではなく、シマさんに。

「シマさん、今までありがとうございましたっ。わたし、アキさんと旅に出ますっ」

　突然しゃくりあげながら喋しやべり出したオルカを、皆がぽかんと見つめている。

「お、オルカちゃん？　『鍵かぎ』のことなら全然気にすることないわよ～。私とセジングのみんなで、ずっと守ってあげるから～」

『アーク』の鍵となる琥こ珀はくのペンダントを持つオルカは、今後エッコゥ率いるイモータルハンズに狙ねらわれることになる──。

　昨夜にそう指し摘てきしたのはタカだった。『あの男は、不死イモータルなんて言われてるくらいだし、そう簡単に死ぬタマじゃないわよ』と。

　周囲の人々が「そうだそうだ」とシマさんに賛同すると、オルカが「違うんです！」と激しく首を振った。

「わたしっ、お父さんとお母さんがもうひとつ海にいないことっ、知って、ましたっ」

　シマさんがハッと息を吞のむ。

「シマさん、一生懸命お母さんの筆跡練習してくれましたっ。だから……普段のメニューや伝票も、手紙のお母さんと同じ字になってたんです。わたし、それがすごく悲しかった……！　シマさんが本当のことを言ってくれないことがっ、ずっと、辛つらくてっ……！」

「オルカちゃん……」

「お母さんたちがっ、シマさんにそう頼んだんだってわかってます。でもっ、わたしはシマさんの口から言ってほしかったっ！　お母さんたちよりずっと長く一緒にいるのにっ、いつまでもわたしのおねえちゃんになってくれなかったっ！」

「大人は……ダメね。肌の触れ合いじゃごまかしきれないってわかってたのに……」

　シマさんが目を閉じ静かにオルカを抱きしめる。

「わかってます。それはわたしのわがままです。シマさんがずっと旅に出たがってること、わたし知ってました。お金もたくさんあるし、わたしさえいなければっ、シマさんどこにでも行けるからっ、だから、わたしっ、自分から何も言えなかった！　それをずっと、言いたくて、シマさん、ごめんなさいっ……」

「オルカちゃん、私こそ、ごめんね、ごめんなさい……」

　声を上げて泣くオルカを抱きしめて、シマさんが涙を落として肩を震ふるわせる。

　アキも二人を見て泣いていた。仲の良さそうに見えた二人は、お互いが好きだと信じたいから、ずっと真実を言えずにいたのだと思う。ビフォアの少女たちが一緒にトイレに行くような関係とはそういう意味なのだろう。

　──だから、オルカちゃんは早く大人になりたがってたんだ……。

　シマさんと、対等になるために。

「だから、わたし旅に出ますっ」

「もういいの、オルカちゃん。これからは二人で家族になりましょう」

　オルカは何度も首を横に振った。

「わたし、アキさんと一緒にいて気づきました。わたしがお父さんとお母さんを信じて待っていたように、お父さんたちもわたしを待っていたかもしれないって。手紙も出せないどこか遠くで、ずっと、わたしを心配してくれていたかもしれないって。だから──」

　オルカがシマさんの体を離し、アキの方へと振り向いた。

「それを確かめに行きたいんです。アキさん、わたしをパラスアテナに乗せてくださいっ！」

　もちろんアキはその場でブンブン首しゆ肯こうした。

　しかしタカが即座に否定する。

「だったらシマさんと二人で行けばいいじゃない。あたしとアキの冒険は遊びなのよ？　そんなクソ重い他人の過去なんて背負いたくないわ」

　それはアキの本意ではないが、タカの意思も尊重しなければならないと思う。

「それじゃダメなんです。一度離れて暮らさないと、わたし、またシマさんに甘えます。だからアキさん、タカさん、お願いです。わたしをパラスアテナに──」

「ダメよ。世界を旅する冒険は遊びじゃないの。メッセンジャーの仕事はデマエ迅じん速そくクソガキ無用。あんたみたいに役に立たない足手まとい、そのうえ海かい賊ぞくに狙ねらわれるデコ娘を乗せて、パラスアテナに何のメリットがあるわけ？」

　ようやく、アキも口を挟はさめそうな話になった。

「タカちゃん、パラスアテナにオルカちゃんを乗せる意味はあるよ。オルカちゃん絵を描くのがうまいし、ものすごく商売上手だし。きっとチャートの見方もすぐ覚えるから、シキバに早く着けるよ。だからボクからもお願い。オルカちゃんも一緒に連れていきたい！」

　アキとオルカ、二人が並んでタカに頭を下げる。

　そこにシマさんまでも加わった。膝ひざにつかんばかりに頭を下げた。

「私からもお願いです。オルカちゃんを連れて行ってあげてください。一度でいいから、オルカちゃんを、『待つ身』から解放してあげて……」

　さすがのタカもこれにはたじろいだ。アキはダメ押しの紙を手渡す。

「タカちゃんごめん。ボク、シマさんに借金があるんだ……」

　パラスアテナ購入のために借用した金額と、契約特記事項『二人が困っていたら助けてくれること』を読んで、タカが額ひたいを押さえて大きくため息をついた。

「……副船長はあたしだからね。あんた下したっ端ぱなんだから何でも言うこと聞きなさいよ」

「わたしは誰だれよりもアキさんのことを信じます。だから、アキさんが信じるタカさんのことも信じます！」

　根負けして「勝手にすれば」と背を向けたタカ。

「今だけは」と小声でオルカが言葉を足して舌を出す。オルカは本当に演技派だ。

　いよいよ出航の時が来る。

「シマさんこれ。パラスアテナの頭金です。残りは旅先から送金します」

　魔ま法ほうのバスケットからアキの知らない「ヘソクリ」を出すオルカ。

　この少女がいればチラシ配りも借金返済も安心だとアキはあらためて思う。

「がんばれよ、アキ。おまえさんみたいなセイラーにはまた会いたい。セジングに帰ってくるのを楽しみにしてるぜ」

　赤いコートのセンシブルが、閉じた二本指で別れの挨あい拶さつをくれる。

「ハイっ！　センシブルさんも長生きしてください！」

《セジング》のセイラーたちに押し船され、パラスアテナがよろりと海へ舳へ先さきを向けた。

「シマさん、ちょっと行ってきます！」

「アキちゃん、オルカちゃん、タカちゃんも、よい航海をボン・ボヤージ～」

　パラスアテナの船尾から、クルーみんなで遠ざかる《セジング》へ手を振った。

　そして、アキとタカ、二人のパラスアテナは、オルカという新しいセイラーをクルーに迎えて、二ヶ月遅れで世界を巡る冒険の旅に出る。

　晴れ渡る青空の下、明るく輝くひとつ海をパラスアテナが走り出す。

「さて、ひとまずは路ろ銀ぎん稼ぎね。いったんイロゥのフロートに寄るわよ」

　そこにはタカの母、アキタカがいるはずだ。自身の母の親友でもあるドクターの顔を、アキも久しぶりに見たい。娘が愛船アプロディーテ号を売ったと聞いたら、きっと泣き顔になるだろうけれど。

「じゃあ目的地はイロゥ・フロート！　タカちゃん、オルカちゃん、セールのトリムお願い！」

「やーよ。それはドクターの仕事じゃないわ」

「わたしも嫌ですよ。もう二度と海に落ちたくないです」

　パラスアテナは相変わらず、シングルハンドの船だった。

　やれやれとため息をつきながら、アキはふと思う。

「そういえば、『アーク』って何だったんだろう？」

　アキが首を傾げたその時、突然海底火山でも爆発したような音と振動が海を揺らした。

「海震……！　アキ、気をつけて！」

　タカが注意を喚起したと同時に、水面を黒い小さな影が一斉に移動していくのに気づく。

「魚が逃げてる……！　タカちゃん、オルカちゃん、しっかりつかまって！」

　アキが叫さけんだその瞬間、パラスアテナが真後ろに動いた。

　船外機でも使用しない限り、構造上ヨットがバックすることはできない。

　しかし、パラスアテナの船体は、確かに後ろ向きに引き寄せられていた。




《セジング》のそばに突然現れた、海面の巨大な穴に──。




「何……これ……」

　アキは何もすることができない。パラスアテナは受けている風とは逆方向の、大きく開いた穴の中へどんどん吸い寄せられていく。

　だが、パラスアテナよりも先に、穴の中へと吸い込まれるものがあった。

「カリブディスがなんでこんなところに……！　シマさん！　シマさんっ！」

　オルカが悲鳴を上げる。

「オーシャンピット現象……！　噓うそでしょ……！」

　タカが蒼そう白はくになる。

　アキはただ呆ぼう然ぜんと見ていた。

　渦とはまた異なる、ビフォアで俗に「ダム穴」と呼ばれるような海面の大穴に、メガフロート《セジング》が流れ落ちていく──。

『後こう悔かいしないように航海しなさい』

　そう言った、泳ぎがあまり得意でないシマさんも。

『一番不幸なセイラーってのは、船があっても海に出られないヤツだ』

　そう言った、隻せき腕わんのセンシブルも。

　隣の店の少女も、アキが脅おどした気弱なメガネの少年も、目抜き通りの住居群も、ランチボート「カリプソ」も、ヨットハーバーも、グレープフルーツの樹も──。




　みんな、ひとつ海の底に残らず沈しずんでいった。







　各章の扉に岩波文庫『オデュッセイア』（ホメロス著　松平千秋訳）を一部引用させていただきました（作者）。







　　　あとがき




　道を歩きながら鉄てつ柵さくとか金かな網あみで指を「だららららっ」ってやるじゃないですか。子供の頃あれで手を汚して親に叱しかられた人も多いと思うんですけど。

　手の平に伝わる振動の心地よさ。「だららららっ」で得られるものは、それ以上でも以下でもありません。でも、僕たちはいつも心のどこかで「だららららっ」を求めていますよね。大人になっても。

　たとえば、「のぼり旗」ってあるじゃないですか。コンビニとか携けい帯たいショップの前で風になびくヒラヒラのあれ。「今なら０円！」とか書いてあるナイロン生地のあれです。

　僕は、時々どうしようもなくあれにくるまりたい衝しよう動どうに駆られてしまうのです。

　いえ、もちろん大人だから我が慢まんしますよ。我慢します。我慢しますけど。

　でも、どうしても我慢できなくなった時、僕は他人に怪あやしまれない程度に歩きながらあの旗にぶつかってみるのです。何食わぬ顔で「ふぁさっ」と。

　得られるのは期待通りの感触。この満足感は「だららららっ」にとても近いと思います。

　さて、先日近所の携帯ショップに見慣れないのぼりが出ているのを発見しました。

　鮮やかなオレンジに白く染め抜かれた「新発売」。どうやら本日初お目見えのおのぼりさんのようです。そのせいかどうにも受ける印象が固い。

　──あれってどんな感触なんだろう？　「ふぁさっ」じゃないよね。見た感じ「べにゃっ」？

　考えちゃったら試さずにはいられません。

　僕はいつものように歩きながらしれっとのぼりにぶつかり──。




　おはようございます、鳩はと見みすたです。この絆ばん創そう膏こうですか？　階段で転んだんです。

　謝辞です。

　本来もっと早くお伝えすべきだったのですが、１巻に推すい薦せんコメントとイラストを寄せてくださった村むら田た和かず也や様。海洋モノを愛する一人として、これ以上の喜びは存在しません。村田監督に読んでいただけたというだけでもう……！　一生の宝物をありがとうございました！

　そして素晴らしいアイデアをたくさん出していただいた担当編集者様、飛び込みたくなるような海を描いてくださったとろっち様、この本の制作に関わってくださったすべての皆様にも心から感謝いたします。本当にありがとうございました。

　最後に本をお手にとっていただいた皆様。またお会いできて嬉うれしいです。前巻はお楽しみいただけたでしょうか？　今回新たに登場した面々もかわいがっていただけたら幸いです。

　それではまた次巻まで。ハンモックでふぁさっとおやすみなさい。





「べにゃっ」ていうかベニヤでした　鳩見すた
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鳩はと見みすた

そばを注文してうどんが出てきても怒りませんし、エビフライを出されてもおいしいおいしいと完食します。家に帰って泣きながら食べるカップ麵は先乗せぐずぐず派です。
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イラスト／とろっち

本の装画や挿絵などを描いています。風景に人が溶け込むような絵が好きです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鳩見すた先生」係

「とろっち先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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ひとつ海うみのパラスアテナ2








鳩はと見みすた
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※2015年4月10日発行の電撃文庫『ひとつ海のパラスアテナ2』初版に基づき制作
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